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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　そこは病院だった。

　なので当然、春はる亮あきも白衣を着て働いている。忙しく調薬を行い続けている。

「急きゆう患かんです先生！　《栄えい養よう剤ざいパック》と《黄き色いろいおくすり》一つずつ。急いで！」

「くそ、本当に休む暇ひまもないな……！　わかった！　あと《乳白色のおくすり》できたぞ！」

「了解です、ただちに投与してきます。頑がん張ばってくださいね先生！」

　医局に飛び込んできたナースが、春亮が作った薬くすりを持って再び部へ屋やを飛び出していく。

　そう、ナースだ。病院にはナースがいなくては始まらない。正せい確かくに言うなら、ナースがいるからここは病院なのだった。春亮達はただの裏方にすぎない。

　足音に顔を上げれば、そこには常にナースがいる。飾り気のない純白の衣い装しように身を包んだ、スタンダードなナース。妙に目立つピンク色の看かん護ご服ふくを着たナース。そして──

　どたばたばたっ！

「えーと、えーと……《真しん紅くの輸ゆ血けつパック》二つ、だ！　菓子の注文はなし！」

「こらフィアちゃん、おくすり、でしょー。おくすり」

「おお、そうだったな。薬は必要なし、だ！」

　足音も荒く、医局──この教室に飛び込んできた銀ぎん髪ぱつの少女が、別のナースにたしなめられて慌あわてて言い直す。そのナース（というかクラスメイト）はくすりと笑って、

「おっけー、じゃあ処しよ方ほう箋せんは夜や知ちくんにでも渡して。あ、さっきからずっと動きっぱなしじゃない？　疲れてるんなら十分くらい休きゆう憩けいしちゃってもいいよ。あたし、代わりに出るから」

「んー、別に疲れてはおらんが……そう言うなら少し休ませてもらうか」

　処方箋を手に、額ひたいに浮いた汗を拭ぬぐいながら近付いてくる。そこでふと目が合い、

「むっ!?　こら春亮、何を呆ほうけておる！　さっさと仕事せんか！」

「……へーへー。トマトジュース二つ、な。これ終わったら作るよ」

「《真紅の輸血パック》だ！」

　律りち儀ぎに訂正してから、フィアは裏方用に用意されている水筒タンクウオータージヤグの水を汲くみ、近くの椅い子すに座ってこくこくと喉のどを鳴らし始めた。一気に飲み終え、酔いどれオヤジのようにぷはーと息を吐く。さっきはああ言っていたにしろ、やはりそれなりに疲れていたのだろう。

　始まる前はいろいろ不安だったが、フィアも頑張ってはいるようだ。暇があったら向こうでの働きっぷりも覗のぞいとかないとな、と思いながら、調ちよう薬やくの手を止めずに教室を見回してみる。今までは周りを気にする余裕もないほど忙しかったのだ。

　教室の後部には暗あん幕まくで仕切られた一角があり、そこは女子生徒の更こう衣いスペースになっている。少し前に繰くり広げられていた更衣ラッシュも終わり、今は静かなものだ。残った部分は全すべて、男子生徒の更衣室／休きゆう憩けい所じよ／調ちよう理り場ば。簡かん易いコンロやまな板の載った長机、運び込まれた冷れい蔵ぞう庫こ、紙コップ等とうが入った段ボール箱などが、まったくもって教室らしからぬ、ひどく違和感のある光景を作り出している。そこには春はる亮あきの他ほかにも白衣を着た男子の姿が何人かあり、それぞれが忙しそうに自分の調ちよう薬やくを進めていた。

（おお、みんなも頑がん張ばってるな……こりゃ俺おれもサボってられん。ずっとこれだとさすがにキツイけど）

　シフト交代まではあとどれくらいだろう、とふと気になって時計とけいを見上げる。実のところここは春亮が通う二組ではなく隣となりの一組の教室であり、その意味でも違和感があるのは確たしかだったが、さすがに時計の位置は二組と同じだった。

　現在の時刻は午前十時。開店（開院？）してから既すでに一時間が経過している。忙しいと時間の経過が速いな、と新しん鮮せんに感じた。

　だが、暇ひまなよりはいいだろう。

　時計に向いていた視し線せんを、少しばかり下に動かす。黒板には、何色ものチョークを使ってこう書かれていた。




『合同ナース喫きつ茶さ《癒いやし病棟一一一二号室》ついに開店！　全医師及びナース部隊の力を合わせれば、売り上げ[image: ]１の座など楽勝！　患者様に素敵すてきな癒しを与えまくってやろうぜイェー！　〜院長・伯はく途と泰たい造ぞうより〜』




　そう、暇なよりはいいと思う。忙しい日でいいと思う。

　なぜなら今日きようは、年に一度の──

　文化祭、なのだから。







　第一章 「文化祭／ナースだらけで宴うたげは始まる」/ "Nurses excessive."
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　事の発端は、お祭り男のクラスメイト──伯はく途と泰たい造ぞうが、光速の立候補で《文化祭実行委員補佐》に収まったことにある。出し物についてのホームルームで奮ふるわれた熱ねつ弁べんは、本来の取りまとめ役である錐きり霞かですら気け圧おされていたほどのものだった。

　曰いわく、時代はまだまだ癒いやしを求めている。

　曰く、癒しと言えばナースである。それで集客力は完かん璧ぺき。

　曰く、だがさらなる売り上げのためには回転率を考えなければならない。つまりできるだけ多くの客が入る店てん舗ぽと、できるだけ多くの従業員と、できるだけ広い作業スペースが必要。そして文化祭の出し物は、二クラスまでなら合同での開かい催さいが許可されている。よって俺おれはここに隣となりの一組との合同ナース喫きつ茶さを提案するものである……！

　そんな感じの泰造の気迫と、ナースこそ癒し説に同どう調ちようする一部の男子の嗜し好こうと、「まあいいんじゃない？　他ほかにやりたいものもないし、なんかナース服着るのも面おも白しろそうだし」という一部の女子の好奇心が合わさった結果、あれよあれよという間に話は進み──

　泰造の立候補から数週間後、つまりは今日きよう。

　合同ナース喫茶《癒し病棟一一一二号室》は、満を持して開店の時を迎えていたのだった。




「よっし、《真しん紅くの輸ゆ血けつパック》あがり、と」

　点滴のパックを模もした厚手のプラスチック袋に、冷れい蔵ぞう庫こから出したトマトで作った特製トマトジュースを封入する。計画当初はここからストローで吸ってもらうという案もあったらしいが、衛えい生せい面めん（使い回しはまずい）と経済面（使い捨てもまずい）という二つの観かん点てんから、結局はこの形で運び、ナース服の女子が紙コップに注ぐという形に落ち着いた。もはや点滴でもなんでもないが、要は気分ということなのだろう。

「あと追加で来てたのは……《乳白色のおくすり》か。チーズ盛り合わせ、人気だな」

　手早く皿にチーズを並べ、見み栄ばえ良く整ととのえる。食品を提供するバイトなどしたことはなかったが、バイト以前にいつも家でやっていることだ。さしたる苦労はない。

　手が空あいていたナースに、出来上がった皿を託す。そこでようやく人ひと心地ごこちついた。

「一段落したようだな。水でも飲むがいい」

「おう、さんきゅ」

　フィアが手渡してきたコップの水を、背筋を伸ばしながら一気飲み。

「ふひー……生き返るな。世界一うめぇ」

「ふふん、まあ私が注いでやったのだから当然だな。何か知らんが、今の私の恰かつ好こうには人を癒いやす効果がてんこもりなのだそうだ」

「てんこもり……ねぇ……」

　改めてフィアの姿を観かん察さつしてみる。他ほかの女子生徒達と同じくナース姿なのだが、フィアだけは特別製だった。白の標準モデルでもない。ピンクのモデルでもない。

　この喫きつ茶さ店てんを取り仕切る男がどこぞのクリーニング店の店主（春はる亮あきにも心当たりがないでもない）から借りてきたというそれは、言うならば──オールド・モデル。

　由緒正しい医薬品の缶に描かれた少女が着ているような、古いナース服だ。

　一見すると、それはどこかメイド服にも似た印象がある。可愛かわいらしいフレアスカートに、純白のエプロン。頭にはちょこんとヘッドドレスが載っている。

　さらにフィアだけの特殊兵装として、彼女は背中に一抱えほどもある大きな注射器のぬいぐるみを斜めに背負っていた。渦か奈なが当日になって持ってきた私物で、「うちにこんなのあった！　きっとスゲェ似合うハズ！」と勝手に背負えるようにしてフィアに装着させたのである。明らかに意味不明だが、それでも事実として似合ってしまったのでいかんともしがたい。

「癒し効果か……なぜだろう、ゲラゲラ笑いながらそのぶっとい注射を誰だれ彼かれ構わず刺して回るお前の姿が思い浮かぶのは……？　ううむ、なんか怖いぞ。つまり俺おれの中では、やっぱりお前は看かん護ご婦ふにジョブチェンジさせてはいけない人物ナンバーワン」

「な、なにおう!?　呪のろうぞ！　私こそが白衣の天使、存在いこーる癒し！　タイゾーがそう力説しておったのだ！」

「ははあ。てんこもり、もあいつの発言だな。あいつの言うことはあまり真まに受けんなよ……」

　ハレンチ小僧こそ何もわかっておらんのだー、とかぶちぶち言い始めたフィアに苦笑しつつ、春亮も手近な椅い子すに腰を降ろす。少しばかり休きゆう憩けいさせてもらってもバチは当たらないだろう。

　一年二組と一組の合同で行われているこの喫茶店は、二組の教室が店病舗室、一組の教室が作業場医局、という配置だ。一教室を丸ごと準備室にできているからこそ、こうして座って休むこともできるし、忙しくなればすぐヘルプに出ることもできる。泰たい造ぞうの狙ねらいは今のところうまくいっているのだろう。ただし──泰造が必死に訴えたこの合同開かい催さい、他にも何か目的があるような気がしないでもなかったが。

「う〜。やっと帰ってこれました……」

「おかえりー。このちゃん、隣となりの様よう子すはどう？」

「も、すっごい人ですよ。廊下にもちょっと並んでるくらいです」

「そりゃ凄すごいや。しばらく休んでてよ」

「お言葉に甘えさせてもらいます〜」

　おさげの少女──このはがフラフラ歩いてくる。だがこちらに気付くなりぱっと微笑ほほえみ、

「お疲れ様です、春はる亮あきくん！　白衣姿、かっこいいですね！」

「そ、そうか？　このはこそ、お疲れ。あっちは大変そうだな」

「ええもう。またすぐに処しよ方ほう箋せんラッシュが来ますよ。春亮くんも今のうちにゆっくり休んでくださいね……あ、わたしもお水もらおうっと」

　このはが水筒タンクウオータージヤグの前にしゃがみ込み、とぽとぽと冷たい水を注ぎ始める。そのすぐ隣となりの椅い子すに座っていた春亮は、何気なく彼女の姿を眺め──慌あわてて目を逸そらした。

　一組のこのはも、当然ながらナース服を着ている。フィアのような一点モノではない、ピンクのナース服だ。だがそれだけで破は壊かい力りよくは充分。短めのスカートに、どこか色っぽいガーターストッキングに、そして──ピンクの布地を中から押し上げる、癒いやしの天使どころか大だい地ち母ぼ神しん的な膨ふくらみ。しゃがんでいるせいで、上からばっちりとその谷間が見えてしまっている。どうしてボタンを全部留とめていないのか。いや、もしや、と、留められないのか……!?

「てい（ブッスリ）」

「ぐわぁっ!?　な、何かが耳にーっ!?　って何すんだフィア!?　いきなり注射器刺すなよ、ぬいぐるみだからよかったけど！」

「ふん。こちらとしてはぬいぐるみだったのが実に残念だ。貴様のハレンチはもはや病気。ならば私が注射で治してやるしかあるまい！　ハレンチ特とつ効こう薬やくと本物の注射器を手に入れたときのためのシミュレーションその一。まずは患かん部ぶである脳へ直接刺すべし、刺すべし！」

「だから俺おれの耳をほじるな！」

「こくこく……ふぅ〜。人のクラスで騒さわがないでくださいよ、フィアさん」

「ぬっ。全すべての元げん凶きようはお前がウシチチを放り出しておるからなのに、なんという言いい草ぐさ……！」

「ほ、放り出してなんかいませんよ!?」

　胸元を押さえ、半身になってもじもじし始めるこのは。

「だって、仕方ないじゃないですか。一番大きいのがこれなのに、どうしてもボタンが……」

「そ、そうとも！　仕方ないんだから仕方ないんだよフィアちゃん！　このはさんを責めるのはあまりにも酷こく、責めるのなら衣い装しようを用意したこの俺を！」

「ぬわっ、びっくりした。いきなり出てくるな、タイゾー」

　フィアの言葉通り、いつのまにかそこには泰たい造ぞうが立っていた。春亮と同じく白衣姿だ。

　泰造はちらりとこのはを見、すぐに顔を真まっ赤かにして目を逸らした。いやいや俺は紳士だから見ないのですいえ今までの時間で充分目に焼き付けたから大丈夫というわけではなくてデスね、とひとしきり天てん井じようの隅すみに向けてぶつぶつ言いい訳わけのようなものを呟つぶやいてから、思い出したように一同に向き直る。このはの首から下には決して視し線せんを向けないようにしながら、

「というわけで！　す、すみませんこのはさん……衣装サイズの不備の責任はこの伯はく途と泰造、伯途泰造にあるわけで。お叱しかりお怒りその他世せ間けん話ばなしなどのご用命は全てこのボクが承うけたまわります！」

　爛らん々らんと目を輝かがやかせて言う泰造に気け圧おされたか、このはが僅わずかに身を退ひいて答える。
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「は、はぁ。いえその、別に怒ったりはしてないんです、が」

「むしろ怒っておるのは私だ。まったく、ハレンチな……む、思いついたぞ。こいつにこそ白衣を着せさせればいいのではないか。《ザ・余計な肉》の二つ名で語られる体型の全すべてが隠せるのだ、このウシチチも諸もろ手てを上げて喜ぶだろう」

「なんて不名誉な二つ名！　取り消しを要よう請せいします！」

「フィアちゃん、いくらなんでもそれは──待てよ、白衣？　このはさんが……白衣……ナース服の上に、白衣で、眼鏡めがねの女医……あ、ああっ。それも何か、何かとても素す晴ばらしいものが拝おがめそうな気が──っ!?」

　またあらぬ方向に視し線せんを彷徨さまよわせてフシギなことを口走り始める泰たい造ぞう。表情を強こわ張ばらせたフィアとこのはが、すすすー、とさりげなく距きよ離りを開けたのにも気付かない。不ふ憫びんだ。

　そのときだった。泰造の頭の後ろに、何か大きな影かげが現れて──ごすっ、と一いち撃げき。

「おうっ!?」

「ショック療りよう法ほうー！　あははは！」

「……よそ様のクラスで何を口走っているのだ、お前は。馬ば鹿かげている」

　続いて現れたのは、白いナース服姿の渦か奈なと、こちらはいつもの制服姿の錐きり霞かだった。渦奈は大きなプラカードを持っており、つまりはそれが泰造の後頭部から聞こえた音の原因。

　頭を押さえて悶もん絶ぜつしている泰造はとりあえず無視して、

「あ、いんちょーさん、お帰り。宣伝はどうだった？」

「さっき店てん舗ぽのほうを見てきたが、それなりに効果はあったようだな。にしても、ボディガード役になって正解だった……何人の怪あやしげな男がカメラを手ににじり寄ってきたことか」

「いやー、この服の効果、凄すごいねぇ。にしし」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで不ふ機き嫌げんそうに呟つぶやく錐きり霞かと、ナース服の裾すそを摘つまんで楽しそうにぴらぴら揺らしている渦か奈な。いろいろ対照的な二人ふたりだ。

「伯はく途と、いつまでそうしている。遊ぶ暇ひまがあるなら次の宣伝係のボディガードをやれ」

「はっ。俺おれ、今まで何して……何か、何よりも優ゆう先せんしてやるべきことを見つけていたような気が……」

　まずい、とこのはがぴくりと眉まゆを揺らす。ナース服の上に白衣を着せられる、などという色物スタイルにはさすがになりたくないのだろう。すぐさま完かん璧ぺきな愛あい想そ笑わらいを浮かべ、

「ええと、宣伝で校舎を回ってくるんですよね、伯途くん？　ナースの子達を守る大事なお仕事ですね、がんばってください」

「お……おお、このはさんが俺にエールをっ……！　ははっ！　行って参ります！」

　記き憶おくを書き換えられた泰たい造ぞうが、渦奈と交代した女子と共に教室を走り出ていく。物凄く幸せそうな顔だった。

　一同が生暖かい目でお祭り男の背中を見送り、次に口を開くのは彼と双そう璧へきを成すお祭り女。

「よーし、これからはあたしも接客頑がん張ばるよぉ。後で水泳部屋台の手伝てつだいにいかなくちゃいけないし、その分も働かないとね……って、眩まぶしい！　今いま更さらながら、平へい凡ぼんなあたしにはフィアちゃんとこのはちゃんの姿が眩しすぎるっ！　プリティ＆バイオレンス！」

　ぴかー、と自分の口で擬ぎ音おんを発しながら、渦奈が大おお袈げ裟さに顔を押さえて仰のけ反ぞる。まず間違いなく、バイオレンスという感想はこのはの破は壊かい力りよく満点なアレに対してのものだろう。

「ふふん。お前もなかなかだぞ、カナ」

「そうですよ、よく似合ってます」

「ありがとー。しかしここで、あたしはあえて自分をさらなる窮きゆう地ちに追い込むのでした……！」

　渦奈が荷物をごそごそと探り始め、その行動にフィアとこのはが首を傾かしげる。そんなナース三人の様よう子すをちらりと見つつ、錐霞が調ちよう理り用ようの長机に歩み寄った。

「ウェイトレス役は渦奈達に任せるよ。私は、その、接客とかは苦にが手てだからな。厨ちゆう房ぼうのほうを手伝うことにする」

「フフフ。そう上う手まくいくとお思いですかな錐霞さん！」

「なっ……？」

　ただならぬ気配けはいに錐霞が振り返る。そこには大きな紙袋を手ににじりよる渦奈の姿。

「女子は全員がナース役ってことになってるんだよぉ……錐霞ちゃんだけが逃れようなんて甘い甘い。たどたどしい接客も文化祭の味、それを見るのもお客さんの楽しみなんだ──たいちーのその言葉に感かん銘めいを受け、あたしはフィアちゃんの衣い装しように次ぐ一品モノの秘密兵器を預かっていたのであった……！」

「ま、待て。落ち着け渦か奈な。私は絶対に嫌いやだぞ、無理だ。そんな、足とか腕とかが出てしまうナース服とかは──」

「大丈夫ー、錐きり霞かちゃんが薄うす着ぎイヤなのは知ってます。でもこれは露ろ出しゆつ度どなんか高くないのです。むしろ制服よりも面めん積せき多いのです」

「いや、しかし……か、考え直せ！」

　話せばわかる！　というように片手を前に突き出しつつ、じりじり後退。だがすぐにその腰は長机に当たってしまう。

　錐霞が絶対に薄着をしない理由を、春はる亮あきは知っていた。これは助け舟を出さねばなるまい。

「おい渦奈。いんちょーさん、嫌がってるだろ。そんなに無理に着替えさせなくてもさ」

「そ、そうだぞ。アレだ、私がキリカのぶんまで働けばよかろう」

「えと、無む理り矢や理りはよくないと思うんですよ。へ、平和が一番です！」

「誰だれが何を言おうと、これだけは退ひけませんなあ。ねえ錐霞ちゃん、無理矢理着替えさせてあげてもいいんだよぉ〜？　くくく、錐霞ちゃんを剝むくのって、なんだか……楽しそう……」

　両手を不気味にワキワキさせながら、ゾンビのような動きで渦奈は徐じよ々じよに距きよ離りを詰めていく。

　その距離をゼロにされてしまえば終わりだ。本気を出せば錐霞が渦奈を弾はじき飛ばすのなど容易たやすいだろうが、そうするわけにはいかない。かと言って黙だまって剝かれれば、錐霞の秘密が渦奈の知るところになる……！

　錐霞の身体からだと、渦奈の手。その距離が次第に縮ちぢまっていく。

　三十センチ。二十センチ。十センチ。

　錐霞がごくりと唾つばを飲み込む音が聞こえ。そして──

「わ、わかった！　着替えればいいんだろう、着替えれば！」

　ピタリ。

　手が止まり、ゾンビがその瞳ひとみに理性の光を取り戻す。

　にんまり笑う渦奈とは対照的に、錐霞は肩を落として深く深く溜ため息いきをついていた。




　露出があればすぐ着替えるのを止やめるからな。覗のぞくなよ、覗くと渦奈でも本気で怒るぞ。そうだ、フィアくんとこのはくんに見張りを頼む。誰だれかが覗こうとしたら全力で阻そ止ししてくれ。なに？　も、勿もち論ろん夜や知ちでもだ、何を言っている渦奈！　当たり前だろう、馬ば鹿かげている！

　などと着替えてもいないのに顔を真まっ赤かにしながらいくつかの注文をして、錐霞が教室後部の更こう衣いスペースに消える。天てん井じようから吊つり下げられた暗あん幕まくがたまに軽く揺れるのが、春亮にはなぜか無性に気恥ずかしく思えた。

　そして数分後。暗幕が揺れ、その合わせ目から錐霞の首だけがにょっきりと現れる。

「……き、着替え終わった。終わった、が……」

「じゃあ出てこようよー。ね、別に露ろ出しゆつ多くないでしょ？」

「多くは、ない。確たしかに。だが、その、やはりこんな恰かつ好こうは、だな──」

　チラチラ視し線せんが動く。なぜか何度も目が合った。やっぱり助けてほしいのかもしれない。

「ええと、さ。やっぱ、無理なら別にいいんじゃないか？　ほら、いきなりコスプレってのも慣なれてない人には難なん易い度ど高すぎるだろ」

　その言葉を聞き、錐きり霞かは目を細めた。やぶ睨にらみにこちらを見つつ、口の中だけで「くっ……夜や知ちめ。それは、見たくもないし興きよう味みもない、ということか。苛いら立だたしい……！」などとぶつぶつ呟つぶやいている。助けどころか機き嫌げんを損そこねてしまったらしい。なぜだ。

　だがそれが何かの引き金になったのか、錐霞は自や棄けになったかのように、

「え、ええい、わかった！　出ればいいんだろう出れば！　ほら！」

　暗あん幕まくが翻ひるがえる。現れたのは──

　袴はかま姿すがたの錐霞だった。上半身は広がった袖そでの和装で、袴との調ちよう和わは抜群。さらに前時代的な雰囲気の大きなエプロンを身に着けており、勿もち論ろん頭には大きめのナースキャップを被かぶっている。

　袴を両手でぎゅっと摑つかみ、先刻以上に顔を真まっ赤かにして俯うつむいている錐霞を見て、渦か奈なが再び神の光に目を焼かれるポーズ。

「キャー！　も、スゴス！　テラスゴス！　やべえっすよ、明めい治じ時じ代だい風・レトロ看かん護ご婦ふさん衣い装しよう……可愛かわいすぎる！　あたしはさらなる脅きよう威いをこの世に生み出してしまったーっ！」

「ほほー。確かに他ほかの奴やつらとは違うな。露出度も低いし……いいと思うぞ、キリカ」

「ホントですね。清せい楚そな感じでとても似合ってますよ、上うえ野のさん」

　わたしは普通のナースだからちょっと羨うらやましいなあ、とこのはは服を摘つまんでいる。春はる亮あきはその耳元でそっと囁ささやいた。

「あのさ……明治時代の看護婦さんって、本当にあんなだったのか？」

「えっと。わたしもじっくり見たことはないので、詳しくは……確かに何か違っているような気がしないでもないですが。でも別にいいじゃないですか、似合ってて、可愛いんですから」

「そういうもんか……？　ま、別にいいけど」

「ほらほらあっきー、あっきーだけ感想言ってないよ？　ぜひ錐霞ちゃんも聞きたいって」

「か、渦奈！」

　チラ、と錐霞の顔が上がる。が、またすぐに伏せられる。両手は袴を握ったり離はなしたりと落ち着きがない。なぜか春亮も落ち着かない気分になりながら、

「いや、その……い、いいと思うぞ。なんつーか、いんちょーさんっぽくて」

　ほ、と錐霞が吐と息いきを漏らしたような気がした。だがそれは錯さつ覚かくだったのかもしれない。次の瞬しゆん間かんに聞こえたのは錐霞が鼻を鳴らす音で、

「そ、そうか。まあ、古臭くて飾り気も可愛げもないこの服は、確かに私らしいのだろうな。つまりはそういうことだ！」

「いや、そんな意味は込めてないけど!?」

　慌あわてて訂正するが、錐きり霞かは聞く耳持たない。腕組みしてそっぽを向きつつ、

「も、もう黙だまれ夜や知ち。こんな服を着ることなど、別にどうということもない。嬉うれしくも楽しくもないし誰だれかの感想も求めていない。どうでもいい、実にどうでもいい。馬ば鹿かげている……とにかく着たんだ。これで満足だろう、渦か奈な？」

「うん、満足ー。これで錐霞ちゃんも店のほうでお手伝てつだいできるねっ」

「まったく。仕方ないからやってみるが、知らないぞ。本当に接客なんて初めてなんだ」

「大丈夫ですよ、フィアさんだってできてるんですから」

「……本当にできてんのか？」

「なっ、ハレンチ小僧め、何だその疑わしい眼まな差ざしは！　ちゃんとできておる！」

　そんなときだった。バタバタと騒さわがしい足音が聞こえてきて、

「えっと、スポーツドリンク……じゃないや、《栄えい養ようパック》四つと《深緑のおくすり》三つよろしく！　あっ、そこの人達、手が空あいてるならヘルプに来て！」

　向こうがまた忙しくなってきたらしい。そのナースの頼みをフィア達は快かい諾だくし、教室の外に向けて歩き始める。

「よっし、腕が鳴るぜー。この実み耶や麻ま渦奈婦長の実力を見せてやるであります！」

「注文を聞いて、戻ってきて、できたものを持っていく。難むずかしいことは何もない、うん。できるに決まっている」

「上うえ野のさん、そんなに気合を入れなくても大丈夫ですよ。相手だって生徒さんが多いですし、ごっこ遊びのつもりでやれば」

「ごっこ遊び……!?　ますます恥ずかしくなってきたぞ。このはくんは慣なれているから大丈夫なのかもしれないが」

「ナニ、ウシチチはごっこ遊びに慣れておるだと？　よくわからんが、なんとなくハレンチな響ひびきがあるな……ま、どうせそのチチをよからぬカンジに使う遊びであろうが」

「つ、使いません！」

　騒がしい。いつものように、という言葉を使うのはどこか間違っているような気がした。

　たとえ、それが彼女達の常でも。目新しくもない騒がしさだったとしても。

　それはきっと、この文化祭という時間の中にしかない──

　かけがえのない、特別な騒がしさなのだった。
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　仕事はそれなりに楽しかった。作る料理はチーズの盛り合わせやクラッカーサンドといった程度のものだったが、自分の作ったものを他人に食べてもらうのはそれだけで嬉うれしいものだ。普段ふだん、家でやっていることと同じに。

　一心不乱に仕事を続け、やがてシフト交代の時間になる。折せつ角かくなので文化祭巡めぐりに繰くり出すことにした。誰だれか暇ひまな奴やついるかな、とシフト表を見ると、フィアやこのは、そして錐きり霞かがこれから自由時間の予定になっていた。誘いがてら、働きっぷりを見に行ってみよう。

　白衣を脱いで隣となりの教室へ。関係者用入口になっている後部のドアから中を覗のぞいてみる。内部はコンセプト通りに病室を模もした飾り付けになっていた。黒板は白いカーテンで隠され、同じく白い布を被かぶせられた教卓には花か瓶びんやお見み舞まい風バスケットなどがディスプレイされている。無む論ろんのこと最も病室っぽいのは、机の間を行き交うナース達の存在だったが。

「あれ、春はる亮あきくん」

　相変わらず弾はじけ飛びそうなナース服に身を包んだこのはが、こちらに気付いて近寄ってくる。手にはカルテ（という名の注文表）を挟んだバインダーを持っていた。

「よっ。交代の時間だぞ。暇だったら皆で回らないか、って誘いに来たんだけど」

「行きます行きます、勿もち論ろんです！　もーちょっと待ってくださいね、引き継ぎの人が来たらすぐ着替えますから」

「あとフィアとかの仕事っぷりを確かく認にんしにな。ちゃんとやってる？」

「はぁ。やってると言えばやってますが……」

　このはの視し線せんを追う。注射器を背負ったリトルナースの姿はすぐに見つかった。

「えっと、このメニューにある《丸いおくすり》って」

「うむ。丸がん薬やくだ。フフフ、大きな声では言えんが、とってもいいものだぞ……？」

　顔を近付け、不気味な含み笑いを漏らすフィア。客の生徒は異様な雰囲気にビクッとして、

「大きな声では言えないって……や、ヤバいものじゃないよね？」

「いや、あれはヤバいくらいによいものだ。なんというか、ふわっとして、夢ゆめ心地ごこちになれる……なんといったかな。ま、ま……マで始まって、五文字だったことは覚えているのだが……」

　マリファナ。では勿論なく、

「……マシュマロだ」

「おう、それだ。助かったぞキリカ」

　フィアの後ろを通り過ぎつつ、錐霞が助け舟。表情が強こわ張ばっているのが気になるが、どうやら彼女もレトロ衣い装しようで頑がん張ばっているようだった。気になったので少し目で追ってみると、

「あ、注文いいですか？」

「……どうぞ」

「すみません、こっちにお水を」

「……はい」

　などとやはり睨にらむような視線と無表情がデフォルト。慣なれないコスプレが恥ずかしすぎてそうなっているのだろうが、そのレトロな衣い装しようには不ふ思し議ぎと仏ぶつ頂ちよう面づらも似合っていた。凜りんとした武家の娘が慣なれない看かん病びようをしている、とかそういうふうに見えなくもない。

　一方フィアのほうは、なぜか先刻の客に自分のお薦すすめを語りまくっていた。

「だが私のオススメはやはりコレ！《茶ちや色いろのおくすり》だ！　これは私が推したおかげでメニューに加えられた一品でだな、パリッとして香ばしくて、ましゅまろ以上のヤバさ。これを頼むとよいと思う。そしてチップとして私に一枚ばかりふるまってくれるとよいと思う」

「よ、よくわからないんで、とりあえずアイスコーヒー……」

「《冷たい黒液パック》と《茶色のおくすり》だな！　わかった！」

「いや、おくすりは頼んでないよ!?　ああ待って、ナースさんっ!?」

　……ある意味、予想通りの頑がん張ばりっぷりだった。




　文化祭の喧けん騒そうが満ちた校舎を歩き始める。普段ふだんの学校風景から考えれば、今のここはまるで異世界だ。私服の来訪者と制服の生徒達、声を張り上げるサンドイッチマン、演えん劇げき部ぶの宣伝か舞ぶ台たい衣装で歩くもの、暑そうな着ぐるみに身を包んでいるもの──それらが無む秩ちつ序じよに行き交う廊下。窓の外からは、ソースや小麦粉の焼けるいい匂においがふんわりと漂ってきていた。

　制服に着替えたフィアは、目から出る興きよう味みレーザーをきょろきょろと四方八方に乱射中。

「ぬおお、すごいぞ……こないだのおまつりも凄すごかったが、それが学校の中で行われているとは！　信じられん、なんという斬ざん新しんさだ！」

「文化祭がどんなもんかわかったか？」

　うむ、と重々しく頷うなずいてから、フィアは無む闇やみに力強く言った。

「わからん！」

「わかんねえのかよ!?」

「あほーめ、わからないのが文化祭だということがわかったのだ。ごちゃごちゃしておって、誰だれが何をしているのかもわからなくて、とても一言では言い表せん……カオスに次ぐカオス、それが文化祭ということだな！　とにかく新しん鮮せんだ！」

　その言葉に、フィアと同じく制服に戻ってほっとした雰囲気の錐きり霞かが同意した。

「年に一回しかないことだからな。私達ですら新鮮なんだ、フィアくんにはそれ以上だろう」

「うむ、今日きようは新鮮なことばかりだ。さっきの接客というのもそうだったし……ふふふ、思ったより簡かん単たんだったぞ。これならばアルバイトとかも容易たやすいこと……！」

「ちょっと待て、あれで自信をつけるな。ホントのバイトとは多た分ぶん結構違うぞ」

「そうですよ、今日は相手も生徒さんが多いし、こっちが素人しろうとだってわかってるからなんとかなってるだけで……本物のお客さん相手はワンミスが命取り。下へ手たな失敗するとすぐにクビになったり裁判沙ざ汰たになったりするかも、ですよ」

「裁判……テレビで見たぞ、泥どろ沼ぬまのリコン裁判とかいうやつか。何やら多た額がくのカネを要求されたりするのだ。それはさすがに困る」

　フィアが不安げに眉まゆを寄せる。脅おどかしすぎたか、と春はる亮あきは苦笑して、

「失敗しなきゃ大丈夫だけどな。本番で失敗しないために、まずは今日きよう頑がん張ばればいいんじゃねえの。働くっていう雰囲気に慣なれて、経けい験けん値ちを稼かせぐ。だから油断しないで、次のシフトも真ま面じ目めに働くように。大事なバイトの練習なんだから」

「そうだな、練習は大事だ。勿もち論ろん真面目に働くぞ、今までも真面目に働いておったのだし」

　真面目にやってアレだから余計に不安なんだけどなあ、と思いつつも、聞いてみる。

「……働くの、楽しいか？」

「勿論だ！」

　予想通りの即答。銀ぎん髪ぱつを翻ひるがえらせてフィアが振り向く。そこにあるのは本当に嬉うれしそうな、幸せそうな、この世にこんな素敵すてきなことがあっていいのかとすら思っていそうな満面の笑顔えがおで、

「だってな、ありがとう、と言ってくれるのだ！　食い物を運んで、飲み物を運んで、確たしかに上う手まくできなかったときもあった気がするが、それでも──言ってくれた奴やつが、おった。見ず知らずの奴が、この私に。この、私に、だぞ」

「……そうか。そりゃ、嬉しいな」

　今の『この』と『私に』の間に、言葉が隠されていることを知っていた。口にするまでもない、口に出したくない言葉が隠されていることを、春亮は知っていた。勿論、錐きり霞かもこのはも。

　──呪のろわれた。拷ごう問もん処刑用具の。人を傷つけることしかできなかった。

「ああ、嬉しい。だから楽しい……ふふっ」

　そこでふとフィアは喉のどを鳴らし、また銀髪を揺らして前を向く。文化祭の喧けん噪そうを見つめながら、呟つぶやくような声で言った。

「本当に……新しん鮮せんだ。触れたことのないもの、見たことのないもの。それがこの世にはまだまだたくさんあるのだと、この《文化祭》というものに言われている気がする。私はまだまだ無知だ。だから、改めて思うぞ──知りたい、と。いろいろなことを、いろいろな方法で」

　その澄すんだ望みは、とても心地ここち好よく。

　背後の三人に、似たような微笑を浮かばせる。

　だが次の瞬しゆん間かん、フィアの静かな声は唐とう突とつにいつもの喧やかましいものへと変わり、

「おっ。なんだあれは、さっそく知りたいものが出てきたぞ！　なになに……お・ば・け・や・し・き。なあなあ春亮、あれはどういう店なのだ、教えろ！」

「はいはい……店っつーか、中が迷路みたいになってて、おばけ役の人が客を脅おどかして、んで怖い思いをするのを楽しむっていうベタな出し物だな。俺おれらが言える筋合いじゃねーけど」

「──ベタで悪かったわね、人間」

「うおっ!?」

　聞こえてきた声のほうを見やる。おばけ屋や敷しきが催もよおされている教室の前には一組の机と椅い子すが置かれており、そこにひどく整ととのった風ふう貌ぼうの女子生徒が座っていた。つまらなさそうに頰ほお杖づえをつき、興きよう味みのカケラもない眼まな差ざしをこちらに向けている。

「ここ、お前のクラスだったっけ。何やってんだ？　って受付してんのは見りゃわかるけど」

　春はる亮あきの言葉に、白しら穂ほは見るものが凍こごえるような笑えみを浮かべた。

「見ればわかるのなら聞かないほうがいいわ、人間。それは自分の頭の悪さを頭の悪い行動でアピールすることにしかならないから。頭の悪い貴方あなたには理解できないかもしれないけど」

　大人おとなしく受付などするガラじゃない気が、とちょっと思っただけなのに……ひどい言いい草ぐさだ。まあ、クラスの一員としてそれなりに上う手まくやっている、ということなのだろう。

「えーっと……それで、調ちよう子しはどうですか？」

「入るつもりなら止めないけれど。いくらメイクや雰囲気に凝こっても所しよ詮せんは高校の文化祭よ、期待されても困るわ」

　このはの質問に適当に答えながら、白穂は腕うで時計どけいをちらりと見た。それから顔を顰しかめて、

「日向ひなた、どこをほっつき歩いているのかしら……サヴェレンティが自由時間になるまで暇ひまじゃない。まったく……」

　などと呟つぶやく。そのとき一人ひとりの女子生徒が教室の中から首を出し、

「あ、桜さくら参まいりさん。交代の時間だよー」

「そう、わかったわ。それから日向が帰ってこないの。知らない？」

「知らないけど……あの子のことだから、どっかで寝てたりするんじゃない？」

「ありえない話じゃないのが最悪ね。まあいいわ、ちょっと中で休んでから適当に捜してみる。あんな恰かつ好こうだし、すぐに見つかるでしょう」

　クラスメイトと普通に会話してるなんて。新しん鮮せんだ。そんな感想を脳内で浮かべる春亮達の前、白穂が椅い子すを引いて立ち上がる。と、その拍子に何かが机の下から転がってきた。

「ん、なんだこれは？」

　フィアが腰を屈かがめて拾い上げる。三頭身にデフォルメされたぬいぐるみだった。黒いコートを着た少年の人形。何かのゲームとかの主人公だろうか。その腕にはピンで紙が貼はりつけられており、見れば『イベントに使うので触らないでね♪』と書かれていた。

「いつのまにか置いてあったのよ。どこのクラスかは知らないけど、邪じや魔まで仕方がないわ」

「そう言えば、さっき渦か奈なと歩いているときにも何個か同じものを見た気がするな」

　錐きり霞かが軽く首を傾かしげつつ言う。だが白穂は相変わらず石ころを見るような目で、

「どうでもいいにも程ほどがあるわね。持っていきたいのなら止めないわ」

「もっとモフモフした奴やつらのぬいぐるみならともかく、こんなのはな……戻しておこう」

　とフィアが机の下にぬいぐるみを置く。白穂は全く興きよう味みなさそうに教室へと歩いていった。出口の暗あん幕まくの脇わきからスタッフ用の場所に入れるらしい。だがそのとき丁度、その暗幕が中から捲めくられた。おばけ屋や敷しきから出てきたのは二人ふたりの女子生徒で、

「あはは、あんまり怖くなかったねぇ」

「こんなモンじゃない？　でも今時コンニャクはないよ。大だい爆ばく笑しようしちゃって悪かったかなーって──ひゃあああ!?」

「……？」

　顔を見るなり悲鳴を上げた女子生徒を冷たく一いち瞥べつし、そのまま白しら穂ほは通路の暗あん幕まくを捲めくってその姿を消す。残された女子達は顔を見合わせ、

「ああびっくりした……！」

「最後のオチが一番怖かったね。何あの子、ユーレイみたいに綺き麗れいな……もし中で白しろ装しよう束ぞく着て出たりしたら、間違いなく子供とか泣くよ」

「あたしはあれが同じオンナノコだってことが怖いよ。世の中って不公平……」

　はぁー、と肩を落として歩き出す二人ふたり。その背を黙だまって見送ってから、

「で……どうする？　入ってみるのか？」

　難むずかしい顔で腕組みしつつ、フィアは首を横に振った。

「止やめておこう。今の奴やつらのレビューを聞くに、どういうわけかシラホが一番怖いらしい。私はシラホは怖くない。つまり中はもっと怖くないということになる……これは怖いのを楽しむ店なのだろ？　ぜんぜん意味がないではないか」




　それからも適当に校舎をうろついて文化祭の空気を味わった。別の喫きつ茶さ店てんを外から敵情視察し、フリーマーケットを冷やかし、写真部の展示を眺める。

「ううむ、いろいろあって楽しいな！　黒くろ絵えも来られればよかったのだが」

「そうだなー。体育祭んときは美容室も休みの日だからよかったけど、今日きようは日にち曜ようだしな」

　こんな日に限って予約がたくさん入っちょるー、とのことで泣く泣く黒絵は仕事に精を出している。勿もち論ろん、予約がなければ店を臨りん時じ休業にしても遊びに来るつもりだったのだろう。

「ま、仕方ねぇよ。帰ってからいっぱい土産みやげ話ばなし聞かせてやれ」

「うむ。ところで、さっきから気になっておったのだが。このいい匂においの発生源はどこだ？」

「クレープの匂いですね。えっと」

「多た分ぶん中庭だろう。火を使う屋台は屋外でないと駄だ目めだからな。後で行ってみればいい」

「屋台か。こないだのお祭りを思い出すな」

　近所の神社であった、秋祭り……あのときもいろいろあった。そこでふと春はる亮あきも思い出す。

「待てフィア、お前、金持ってきてるか？　こないだの祭りのときは忘れてたけど、美容室の開店手伝てつだいで金貰もらってただろ」

「あ、あれは私が労働で初めて手に入れた金だぞ。ちゃんと大事にとってある」

「お前、いつも事あるごとに煎せん餅べいとか要求してくるくせに……あんまり俺おれの財さい布ふを当てにすんなよ。家の生活費とコミなんだから」

「わかっておるわいー。フンフ、お前のー、財さい布ふがー、私の財布〜♪」

「駄だ目めです春はる亮あきくん、明らかに全然わかってないオリジナルソングが聞こえます！」

　などとやりつつ、写真部の展示教室を出てまた歩き始める。

「あっちの棟とうでも何かやっておるのか？」

「特別教室棟は……確たしか、文化系の部活動のために教室を提供していたと思うが。映えい研けんの上映だったり、書道部の展示だったり」

「マニアックな気配けはいがぷんぷんするな……人いなさそう」

「マニアックな人達に悪いですよ、春亮くん」

「よくわからんが、試しに行ってみようではないか」

　というフィアの号令で、渡り廊下を進んで特別教室棟へ入る。そこで意外な人物と出会った。

　やたらポップで可愛かわいいキャラクターが描かれた漫まん研けんのポスターを、身じろぎ一つせずにじーっと見つめている──

「……漸音ぜのんさん？」

「っ！」

　シュバ、と本当に瞬まばたきした一いつ瞬しゆんでクールな美人秘書はこちらに向き直っていた。一瞬前の光景は幻覚だったのです間違いなくそうなのですわかりますね？　的な雰囲気を全身から漂わせ、

「おはようございます。夜や知ち様、フィア様、このは様──上うえ野の様」

　ぴくり、と錐きり霞かが眉まゆを揺らす。教師に対して使うような敬語で、

「よく私の名前まで知っていますね」

「理事長は学校の統とう括かつ者しや。その補佐をする秘書なのですから、全校生徒の顔と名前は頭に入っていて当然です」

　さすが（趣しゆ味み嗜し好こう以外は）完かん璧ぺきな美人秘書。驚おどろきの新事実だ。

「そうですか。理事長と夜知達が個人的な知り合いなのは知っていますが……私の名前にまで、様、はつけなくてもいいですよ、北ほう条じようさん。私はただの生徒なので」

「──申もうし訳わけありません。あまり一般の生徒の方達と触れ合う機き会かいはないものですから……では失礼ながら、今後は上野さん、と呼ばせていただくことにいたします」

　軽く頭を下げながら、漸音。相変わらず真ま面じ目めな人だ。

「それで、なんでこんなところに？」

「わかった。私達と同じ、ビックリ文化祭体たい験けんツアーの真っ最中だな。一いつ緒しよに回りたいのなら、私は別によいぞ？」

「いえ。いつものように理事長が留守にしておりますので、微力ながらパトロールでも、と。何か問題などございませんか？」

「こっちは別にないですけど……何かあったんすか？」

「今までの報告は──置き引きが疑われる遺い失しつ物ぶつが一件、他校生との喧けん嘩かが一件です。その他ほかにも、盗とう撮さつ者しやが潜ひそんでいる、擦すれ違ちがいざまにお尻しりを触られた、おつりを誤ご魔ま化かされた、大事な指ゆび輪わを落とした、芸能人がいた気がする、妖よう怪かい濡ぬれ女おんなを見た、等とうの些さ細さいな情報はありますが」

「……濡れ女？」

「水辺から出てきて人を襲おそう妖怪だと記き憶おくしております。いつも髪が濡れているとか」

　こちらのどうでもいい疑問に、漸音ぜのんが真ま面じ目めな顔で答えてくれる。その真面目さに対する曖あい昧まいな微苦笑を見せつつ、このは。

「え、えっと……特に大きな事件はないけど、念のためパトロールしてる、っていうことですね。お疲れ様です、漸音さん」

「大きな事件がないなら別によいではないか。そんなに根こんを詰めてやることもあるまい」

「いいえ。確たしかに大きな問題の報告はありませんが、人ひと気けのない場所で何かが起こっていないとも限りません。理事長の留守の間この学校を預かるものとして、部外者が多数入り込む今日きようという日に油断は禁きん物もつなのです。ですからこうして人が少ない場所も見回りを──」

　ぴた、と不自然に言葉が止まった。周囲を見回していたその視し線せんも、今はある一点で止まっている。窓の外。

「……しかし正直なところ、実際に何かが起こると思っていたわけでもないのですが。その考えは改める必要がありそうです」

　春はる亮あき達も彼女の視線を追い、そして息を吞のむ。

　窓から見えた校舎の裏には。

　一人ひとりの女子生徒が、体たい操そう服ふく姿で倒れていた。

　いったい、誰だれが。どんな目的で。数多あまたの謎なぞはあれど、ここで答えが出ることではない。無言で踵きびすを返した漸音を追い、春はる亮あき達も階段を駆かけ降りた。

　そして、春亮達は恐ろしい事実を知ることになる。

　彼女は、ああ、彼女は──
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　寝ていただけだった。

「……」

「ほへ？　あ、わーっ、また寝ちゃってたよ、大変！　今何時、何時ですか？」

　ナイアガラ的水量だったヨダレを慌あわてて拭ぬぐいつつ、わたわたと周囲を見回す。野や暮ぼったい眼鏡めがねをかけていたが、物静かに読書に励むようなタイプではなさそうだ。落ち着きのない雰囲気が、どことなくサヴェレンティに似ているようにも思える。

「なんだそりゃ……いやまあ、何もなくてよかったんだけどさ」

「なんと、なんという──紛まぎらわしい！」

「うあ！　な、なんで私、起きてすぐ怒られてるんでしょうかーっ!?」

　首を縮ちぢめる彼女の前に、漸音ぜのんが一歩進み出る。

「何もないなら幸いですが。どうしてこんなところで寝ていたのですか？」

「え？　その、私、けっこうどこでもすぐ寝ちゃうタチで……お昼寝とかも大好きで。こんなことなら名前を変えたいとかお母かあさんは言うけど私はけっこう気にいってて、でも読よみ仮が名ながないとわかんないって言われるのが多いのがちょっと悩みで」

「……その話はまたいずれ。聞きたいのは、なぜ、こんな場所で、体たい操そう服ふくで、寝ていたのか。ということです」

「す、すみません。着ぐるみスーツ着てうちのクラスの宣伝してたんですけど、途中ですっごく暑くなっちゃって、ちょっと脱いで休きゆう憩けいしようかなーってここに来て、それでああ涼しいなーって軽く寝転んだら時間が飛んで今！　みたいな感じなので私も何が何だか──って体操服!?　そう言えば、あれ、あれ、スーツがない！」

　女子が急に慌あわて始める。立ち上がっておたおたと行ったり来たり、足元の土を払ったり。当然ながらそれで何が見つかるというわけもない。

「えっと……つまり、今まで着てたスーツがないってこと？」

「そう！　ちゃんと脱いでこの辺に置いてたの！　うああまずいよ、あれ、レンタルなのに……誰だれか着ていっちゃったのかなあ……汗臭いあれを！　ヒャー、恥ずいですよそれは！　いや、マニア!?　もしや汗マニアの仕し業わざ!?」

　女子生徒は絶ぜつ賛さん大混乱中。錐きり霞かが軽く頭を振った。

「昏こん倒とう事件でなかったのはいいが、その代わりに盗とう難なん事件か……」

「みんなに怒られるぅ。弁べん償しよう代だいっていくらかなあ、払えるかなあ──ってあの子の怒り顔が目に浮かんできた！　冷たく笑って罵ののしられちゃう！　ちょっと嬉うれしいのが不ふ思し議ぎだけど！」

　よくわからないが混乱は続いているようだ。賑にぎやかすぎてあまり悲壮感が感じられない。

　そのときフィアが首を傾かしげ、

「どうしてもう諦あきらめておるのだ。捜して取り返そうとは思わんのか？」

「だって……人多いし、誰が盗ったのかもわからないし……」

「だからと言って捜そうともしないのは愚ぐの骨こつ頂ちようだぞ。よーしわかった、私も捜しておいてやろう！　なに気にするな、私は人のタメになることをせねばならんのだ」

「え。それは、嬉しいけど……」

　そんな流れになりそうな予感はしていた。このまま立ち去るのもなんとなく気分が悪いし、春はる亮あきとしては別に異い論ろんはない。ちらりとこのはや錐霞の顔を見てみるが、二人ふたりとも「仕方ないなあ」という雰囲気で肩を竦すくめており、特に文句はなさそうだった。

「というわけで、ゼノン。この事件には私達も協力するぞ」

「それは、正直に言えば助かりますが……何か策はございますか？」

「策か。論ろん理り的てきに考えれば簡かん単たんだ。おいお前、そのスーツは金銭的な価値があるものなのか？」

　と、フィアが聞く。彼女は首を横に振って、

「《撲ぼく殺さつ紳士ガシャドクロン》っていう特とく撮さつヒーローのスーツだけど……うーん、売ってもそんなにお金になるものとは思えないかな……」

「つまり換かん金きん目的ではないというわけだ。ならばつまり！　貴様がさっき言ったように、女の汗が染み込んだスーツを着て喜ぶ変態の仕し業わざに決まっておる！　着ないと意味がないのならば、今も着てそこらを闊かつ歩ぽしておるに違いないのだ！　故ゆえに論理的に、犯人は一いち目もく瞭りよう然ぜん！」

「あの、フィアさん。いろいろツッコミどころがあるんですが。たとえ変態さんだったとしても、家に持ち帰ってから着るのかもしれないじゃないですか」

「変態に、そんな堪こらえ性しようは──ない！」

「すげぇ断定だ……」

「ハレンチ小僧め、なにか文句があるのか。ならば他ほかのアイデアを言ってみろ」

　……ない。そもそも情報が少なすぎるのだ。

　無言の春はる亮あきを見やり、フィアは満足げに鼻を鳴らした。

「他に意見がないなら決まりだ、まずはそれを着ている奴やつを探そうではないか。ふふん、変態め。すぐに捕まえてくれるぞ──女の敵には天てん誅ちゆうを下してやらねばならん。くっくっく！」

　そうして春亮達は、一人ひとりの女子の居眠りから始まった盗とう難なん事件の解決に動き始める。

　若じやつ干かん一名、盗難品を取り戻すことよりも、変態（未み確かく定てい）に天誅を下すことに早くも目的がすり替わっているメンバーもいたが。
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　そのころ、着ぐるみスーツを盗んだ犯人──二階堂クルリは別の校舎裏にいた。

「はっ……はぁっ……」

　膝ひざに手をつき、息を整ととのえる。暑い。暑すぎる。しかしそれは当然だった。自分の身を包むのは通気性の悪いドクロ仮面風味のスーツだし、何よりも今は、恐るべき手錬に自分の目的を阻まれ、全力で逃げてきたところなのだから。

　思い出す。捜し求めていたあの男の顔を。

　そして、問答無用で襲おそいかかったこちらの攻こう撃げきを苦もなく弾はじき返し、さらには手加減のない追撃を行ってきた──男の護ご衛えいらしき褐かつ色しよく肌はだの女を。

「畜ちく生しよう……」

　思いがけぬ障害に対する罵ののしりを発しつつ、なんとか息を整えたクルリが身を起こす。

　そこで感じたのは、視し線せん。

　奴が追ってきたのか。瞳ひとみを細め、周囲を窺うかがう。だが人ひと気けのない校舎裏には誰だれの姿もない。文化祭の喧けん噪そうが遠く届いてきているだけだ。

（気のせいか……いや！）

　上だった。背後に聳そびえる校舎の屋上に、こちらを見下ろす奇妙な人ひと影かげがある。学校の生徒でないのは確かく実じつだ。この空間とは心底不釣り合いな姿で、その肩には何か布に包まれた長い棒のようなものが担かつがれているのが見て取れる。

　何者なのか。敵か。

　反射的に身構えてしまったとき、屋上の人影が動いた。

　気楽な仕し草ぐさでフェンスを乗り越え、そして──その手中の棒を幾度か校舎の外壁に突き刺しながら、この場に飛び降りてくる。

「っ……！」

「よっ、と。こんにちは。で、貴女あなたさんは誰だれ？　目が合ったし、様よう子すが変だったから降りてきたんだけど。私さんの敵だったりするのかしらん？　無関係の人だったらそれでもいいけど、今の見られたからね……ちょっとは痛い目見てもらわないと駄だ目めかもよ」

　眼前に降り立ったその人影の姿に、クルリは息を吞のむ。パーカーを着て、そのフードをすっぽりと頭に被かぶっている女。

　会ったことはないが、話に聞いて知っていた。その珍妙な姿と、得え物ものと、欠片かけら一つも零こぼさずにその得物を壁かべに突き刺した奇怪な現象。間違いない。

　家族会の人間だ。

「あんた……《乱打緋主ランドフイツシヤー》……？」

　驚おどろきに、思わず声が漏れる。それを聞き、おや、と女はフードの中で首を傾かしげた。

「私さんのことを知ってるとは。どうやら無関係の人じゃなさそうね……で、何者？　ここで何をしてるのかしら？」

　態度は変わらないが、僅わずかな殺気が漂ってくるのを感じる。口が滑すべった。今いま更さら無関係なふりはできない──クルリは唇を嚙かみ、

「それはこっちの台詞せりふだ。あんたは死んでるはずだろ。そういう指令が出たのは知ってる」

「痛いところをついてくるわね。その通りなんだけど……まあ、いろいろ失敗しちゃって。で、その事情を知ってるってことは、ひょっとして貴女あなたさんも家族会員フアミリー？」

　その問いの返答には慎重にならざるを得ない。

　問題は、この女が知っているのかどうか、だ。

　家族会フアミリーズの崩ほう壊かいを。その象徴の喪そう失しつを。

　そして──それを為なしたのが、今ここにいる自分だということを。

　もし知っていた場合、自分は間違いなく襲おそわれるだろう。ならばやはり、自分の正体は隠しておくしかない。

「……違う。あたしは家族会員フアミリーでも他ほかの組そ織しきの人間でもないが──そう。家族会フアミリーズの協力者、みたいなもんだ。だから事情を知ってるし、あんたの敵じゃない」

　苦しい言いい訳わけをしながら、身体からだの構えを解く。ここでこの女と戦うことには何の益もない。その態度が功を奏したか、「へぇー。ま、そういう人もいるか」と女は軽く頷うなずき、ぶらぶらさせていた得え物ものを再び肩に乗せた。返答如何いかんによっては、それは躊ちゆう躇ちよなくこの身体へと叩たたきつけられていただろう。まだその危険性がなくなったわけではないが。

　とりあえずは大人おとなしく会話を続けることにする。この女がここにいる理由くらいは聞き出しておかなければならないし、向こうもこちらの存在に完全に納得したわけではないはずだ。下へ手たな動きをすれば問答無用で攻こう撃げきされかねない。

「で、協力者さん。貴女あなたさんはここで何してるの？」

「あたしは……単に、ここで人を捜しているだけだ。家族会フアミリーズとは関係ない事情で」

　誤ご魔ま化かすのも不自然だと思い、正直に説明する──自分が捜すあの男について。名前は知らないが、顔と姿は知っているということ。ついさっきこの学校で見つけたものの、そのときは護ご衛えいに邪じや魔まされたということ。さらにその男の目立つ特徴を伝えたところで、相手の気配けはいが変わった。苛いら立だたしそうに舌打ちして、

「あいつか。そう、ここに来てるの……色いろ々いろ言われたりやられたりしたし、見つけたらとりあえずヤっとこうかしらね」

　その答えに、クルリはぴくりと眉まゆを寄せる。今の言葉は覚えておかなければならない。だがとりあえずは相手の目的だ。あんたのほうは何してるんだ、と聞き返すと、

「うん、それはいわゆる奇き遇ぐう。実は私さんも人捜し中でね。そいつを見つけないと私さんの目的は果たせないの」

「……目的？」と問うと、隠すようなことでもないのだろう、女はあっさりと答えた。

　自分と似て非なる、その目的を。

　その答えで、クルリは重要な事実を知った。この女は家族会の現状を知らない。

「でも困ってるのよ。そいつの名前は知ってるし、写真を見せてもらって顔も覚えたんだけど、日本人の顔っていまいち見分けるのが難むずかしくて。じっくり観かん察さつしないとわかんないわ、今日きようはいろんなところに人がいてごちゃごちゃしてるわで。ああ、ひょっとして貴女さん知らない？　この学校の生徒で、名前は──」

　知っている人間だった。思い浮かべたのは、その少年のお人好しそうな顔。

　そこでクルリは考える。どう答えるべきか。

　危険はある。だが、この女は自分の目的に利用できる。いや、冷静に考えるなら、そうする他ほかに手はないのだ。だから──

「そいつのことは知ってる。顔もわかる」

「おお、本当？　じゃあ捜すの手伝てつだってよ」

　予想通りの反応だった。クルリは唾つばを飲み込み、

「別に、構わない。けれど」

「けれど？」

「代わりに、あんたにもあたしを手伝てつだってもらいたい。さっき言ったあの男を見つけて接触したいんだが、腕の立つ護ご衛えいがついてる。あんたもあの男には恨うらみがあるんだろ？」

　女は少し考えるようなそぶりを見せた。が、

「うーん……ま、私さんがここにいるのが見つかったら、どうせ向こうのほうから何かちょっかいかけてくるんだろうし。結局やり合う羽は目めになるんなら同じことか。どっちの目的が先に終わっても、この協力関係はもう一人ひとりの目的が達成されるまで続けるってことよね？」

「……そう。でも途中であんたが動けなくなったりしたら見捨てるよ。そこまで面めん倒どうは見きれない」

「ドライな協力者さんね。まあいいや、じゃあそういうことで」

　クルリは息を吐く。

　これは、賭かけだ。何が起こるかわからない。見つける順番にもよる──自分の目的の相手が先に見つかることを祈るしかないだろう。その祈りが届かなかった場合は問題だ。

　正直なところ、あの少年を捜すことが目的の達成にどう繫つながるのかは全く理解できない。だがそこを詳しく聞きすぎれば怪しまれるだろう。目的が似通っていても、手段まで同じである必要はない。自分は自分が見出した道筋を辿たどるだけだ。だからあの少年がどうなろうと正直知ったことではないのだが、それによってこの女の目的が先に達成されてしまえば多少面倒なことになる。場合によっては、それとなく邪じや魔まをする必要もあるのかもしれない……

「ところでさ、貴女あなたさん、なんでそんな酔すい狂きような恰かつ好こうしてるの？」

「あんたのターゲット達には面が割れててね。あと恰好が酔狂だとかあんたに言われたくない」

　女はくすくすと笑い、フードの隙すき間まにちらりと覗のぞく赤毛から、少しばかりの水滴を零す。クルリは全身スーツに包まれた手をひっそりと握にぎり締しめ、自らの内にある決意を確たしかめた。

　問題の多い協力関係なのは間違いない。だが、こうするしかないのだ。

　自分には揺るぎない目的がある。なんとしてもすべきことがある。

　あの男を見つけ、この女を利用して護衛を突破し、接触する。




　そして──答えを知らなくては、ならない。




　　　　[image: ]




　女子生徒から着ぐるみスーツの外見を聞き、校舎を歩き始める。彼女と漸音ぜのんの二人ふたりとは既すでに別れていた。女子はとりあえずクラスに戻って事情を説明する必要があったからで、漸音は、

「望のぞみ薄うすかもしれませんが、校門のほうを見張るように手配しておきましょう」

　と別の仕事に向かったからだった。簡かん単たんに隠せるような大きさのものでもないし、怪あやしい荷物を抱えた人には声をかけさせてもらうとも言っていたから、それなりに意味はあるだろう。

　他ほかにもアナウンスで呼びかける等とうのアイデアを考えはしたが、手配を知った犯人が自や棄けになってナイフなどを振り回す可能性もゼロではないし、犯人を見つけた生徒達との間で大捕り物→パニック→文化祭中止、という流れも考えられる。結局、実行は見送ることになった。

　そうして、目視で犯人を捜し続けていたとき。命が惜おしくば出て来い変態！　という視し線せんをギョロギョロ周囲に放射していたフィアが、急にその目を細める。

「ぬっ!?　あ、あれは──とぅっ！」

「うわ？　こら待てフィア、猫、それは猫！」

　大きなトラ猫の着ぐるみにダイブしたフィアを慌あわてて追いかけ、引っぺがす。フィアの蛮ばん行こうを謝あやまると、着ぐるみは「びっくりした……」などと中の人の呟つぶやきを漏らして立ち去っていった。

「間違えんなよ、捜してるのは人型のやつだろ。なんかドクロ仮面みたいな感じの」

「知っておるわい。あのもふもふっぷりを見て我が慢まんできなくなっただけだ」

「……真ま面じ目めに捜せ」

「ま、真面目にやっておる！　今のはただ、エネルギーの補給というか、やる気の充じゆう塡てんというか！　とにかくそんな感じに必要だったのだ！　ほら行くぞ！」

　両手を振り回しながら言い、ずんずんと歩き始める。このは達と顔を見合わせて肩を竦すくめ、またフィアの背を追って進もうとしたとき──その姿が消えた。正せい確かくに言えば凄すごい勢いでコケた。あまりに突然だったので、一いつ瞬しゆん視界から消えたように見えたのだ。

「ずわーっ!?」

　どんがらがっしゃん。

　廊下に置いてあったプラスチックのゴミ箱が、哀れフィアのお尻しりでぺしゃんこに。その破は壊かい力りよく（つまりはフィアの重量）についての感想は言わないほうが身のためだ。

「な、なにしてんだお前。大丈夫か？」

「急ぎすぎですってば。もーちょっと落ち着いて行動しましょうよ……」

「いてて……」

　フィアは尻しり餅もちをついたような姿勢のまま、打ちつけた腰を撫なで擦さすっている。腰よりもそのシマシマを早くどうにか！　と思いながら、春はる亮あきはフィアの膝ひざの間から慌てて視線を逸そらした。

　ややあって彼女もそれに気付き、顔を真まっ赤かにしながらスカートを押さえて立ち上がる。

「ううう……なんだこの廊下は、びしょびしょではないか！　だから滑すべったのだぞ、掃除係は何をしておる！」

　憤ふん慨がいするフィアの言う通り、その足元はバケツの水をひっくり返したように濡ぬれていた。水道が近くにあるわけでもないのに、不ふ思し議ぎだ。ひとしきり怒りを廊下にぶつけていたフィアだったが、ふとその眉まゆが寄る。睨にらむようにその濡れた廊下に顔を近付けつつ、

「待てよ……？　こんなところが濡ぬれておるのはおかしい。何か……さっき、何か聞いた気がするな。何だったであろうか。濡れておる……濡れて……濡れ──あっ!?」

「ど、どうした？」

「濡れ女だ！　さっきゼノンが言っておっただろう、妖よう怪かい濡れ女！　本当におったのだ！」

　力が抜ける。真ま面じ目めな顔で何を言うかと思えば。

「あのなー……濡れ女でも何でもいいけど、今捜してんのは着ぐるみ泥どろ棒ぼうだろ。妖怪の相手は妖怪ハンターとか幽ゆう霊れい族ぞくの生き残りとかに任せて、ちゃっちゃと行こうぜ」

「何を言っておる、妖あやしいうえに怪あやしいのが妖怪！　謎なぞの着ぐるみ泥棒、というか謎の汗マニア変態も怪しい異常者！　異常なものは異常なものと関係があるのだ、これはきっと何かの手がかりに違いない……むっ、ほら見ろ春はる亮あき、こっちも濡れておる！　この階段を上っていったようだ、追うぞ！」

「こら、待てフィアっ！」

　聞く耳持たず、フィアはすぐ横の階段を駆かけ上る。ここは四階なので、屋上へ続く階段だ。

　仕方ないので追いかける──確たしかにそこも濡れていた。まるで足跡のような間かん隔かくで、一段一段に水の跡。いくらなんでも妖怪はないだろうが、少しばかり不ふ審しんなのは確かだ。

「うわっ、と」

「大丈夫ですか？　急ぐと危ないですよ……ていうか、どうせ何もないんでしょうし。別に焦あせらなくても」

「そうだな、フィアくんには悪いが。今日きようは確か、屋上は施せ錠じようされていたはずだ」

「そっか、子供とかが勝手に入ると危ないもんな」

　階段を登りきる。フィアは屋上に出る扉とびらの前で立ち止まっていた。

　ただし──その理由は、予想していたものとは全く違っていたが。

「鍵かぎが壊こわされている」

「なんだって？」

　フィアの言う通りだった。ドアノブが完全に破は壊かいされている。

　息を吞のむ。いつのまにか、周囲の空気が変わってきていた。

「誰だれかが無む理り矢や理り屋上に出た、ということだな。鍵を壊してまでそうした理由はわからないが」

「この水の乾き具合から見て……それほど前の話でもなさそうです。鍵を壊した人と水を零こぼした人が同一人物ならば、という条件つきですけど」

「まだ屋上に残っている可能性も考えるべき、か……」

「注意はしておくべきでしょう」

　目を細めながらこのはが言い、

「──開けるぞ」

　一同の顔を見回してから、フィアが一気に扉を蹴ける。鍵を失った扉が鋼こう鉄てつを軋きしませて開いた。広い空からの陽光が瞳ひとみに飛び込み、ひどく眩まぶしい。その眩しさに耐えながら屋上を見回す──が、その空くう虚きよな空間はただひたすらに空虚であるだけだった。動くものの姿はない。

「おらんではないか……むっ、あれは？」

　何かを見つけたらしきフィアが屋上の端へと走っていき、フェンスの手前で腰を屈かがめた。春はる亮あきも後を追い、フィアの銀ぎん髪ぱつ越しにそれを確かく認にんする。

　そこにあったのは、やはり水に濡ぬれたコンクリートだった。日当たりがいいために大分蒸発してはいるが、間違いない。そのつもりでよく見れば、屋上の出口からここの場所に至るまでにも、うっすらと足跡のようなものが見て取れる。

「やっぱり、あそこから出て歩いてきたって感じだな。で、水の量からして、ここでしばらく立ち止まってて──」

　春亮はそこで口を噤つぐむ。ぞっとした。では、そこからどうしたのか？　ここで忽こつ然ぜんと消えたのか。あるいは、フェンスを乗り越えて飛び降りたのか。どちらもありえない。

「どういうことでしょう。いよいよ怪かい談だんっぽくなってきましたよ」

「こ、怖こえぇぞ。そういうのはうちの髪が伸びる人形さんだけにしときたいな」

「とりあえず下を確認してみよう。消えたのでなければフェンスを乗り越えたとしか考えられない……嫌いやなものが見えなければいいが」

　錐きり霞かの言葉はもっともだった。ごくりと唾つばを飲み込んでから、一同はそれぞれフェンスに近付く。そして、そっと下を覗のぞき込もうとした瞬しゆん間かん──

　春亮はまず音を聞いた。

「誰だれです!?」「何者だ！」

　このはとフィアが同時に振り向きつつ発した、険けわしい声。そして、

「なっ……これは──!?」

　錐霞が発した怪け訝げんと驚きよう愕がくの声と、その首から生まれた、何かがキチリと嵌まる金属音。

　そこでようやく異常に気付き、春亮も背後を振り向く。

　いつのまにか、そこには二人ふたりの人間が立っていた。

「隙すきだらけだねぇ。そのへんに何か面おも白しろいものでもあったのかな……ともかく御苦労さん、ン・イゾイー」

「我わが意い・多少は嬉うれしかったりします。その光栄はお褒ほめに与あずかり光栄です」

　先に声を発したのは、少し離はなれたところに悠ゆう然ぜんと立つ男。それに奇妙な日本語で答えたのは、バックステップしてその傍かたわらに帰る──つまりは今までこちらの背後に忍び寄っていた少女。

　少女のほうは春亮達と同年代に見えた。褐かつ色しよくの肌をしており、白に近い灰はい色いろをした髪は適当なショートカットにされている。その下にあるのは意志の強そうな太めの眉まゆと、無感動な瞳ひとみ。

　服装は前ぜん衛えい的てきだ。下半身には、どこか民族的な印象の一枚布をロングスカートのように巻いている。その合わせ目からはやはり褐色の、野生動物のような張りのある足が伸びていた。上半身は白衣のようなものを着ているが、白衣とは断定しにくい。ちゃんとボタンを留とめて着ているのに、引ひき締しまった腹筋と臍へそが見える白衣などあるのだろうか。褐かつ色しよく肌はだが覗のぞくその三角地帯の上部では、形よい適度な曲きよく線せんが見るからに密着して布地を押し上げており──なんというか、もう冬も間近だというのに上半身はその白衣一枚らしいというのがわかった。

　明らかにおかしな少女だったが、今の問題は彼女の姿ではない。彼女が何のために背後に忍び寄っていたかということだ。

「いんちょーさん……!?」

「くっ……夜や知ち！　奴やつらから目を離はなすな！」

「し、しかしキリカ──お前、首に何かが！」

　フィアの言葉通り、錐きり霞かの首には何か黒いものが取り付けられていた。大きな鋼こう鉄てつ製せいのチョーカーのような、あるいはただの首くび輪わのようなものが。錐霞は慌あわててそれを外そうとするが、眼前の男がどこか面おも白しろそうな声でそれを制する。

「おっと、下へ手たなことはしないほうがいい。ただの首輪だとは思えないだろう、錐霞？」

　く、と唇を嚙かむ錐霞。殺意の籠こもった視し線せんを受けながらも、男はにこやかに笑っていた。

　その二人ふたりのやりとりが、春はる亮あきの中に当然の疑問を生む。

「いんちょーさん、あいつと知り合いなのか!?」

　錐霞は、凶きよう悪あくに細めた瞳ひとみを前に向けたまま。
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　ひどく憎にく々にくしげに──

　その男の名前を、口にした。




「──闇曲拍明だ。私の、最低最悪の兄」







　第二章 「労働祭／寂せき寥りようを埋めるものは何ど処こに」/ "A collar that matches her well."
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　女のような長髪で、長ちよう身しん瘦そう軀くの男だった。整ととのった顔には人当たりのいい自然な微笑が浮かんでいる──その名を知ってから、今まで春はる亮あきが漠ばく然ぜんと抱いていたイメージとは全く異なる風ふう貌ぼう。そもそも部下らしき少女ですら白衣を着ているのに、この男は白衣を着ていない。コートのような趣おもむきのある、黒い白衣を着ていた。ズボンはロッカーのようにベルトで両足を繫つないでいるデザインのもので、つまりは黒衣と合わせてやはりミュージシャンのような雰囲気のある服装だ。ただ一点、首から提さげられている小さなメモ帳だけがその雰囲気には不釣り合いだったが。

「最低最悪とはひどいじゃないか、錐きり霞か……悲しいね。昔はあんなに仲が良かったというのに。ほら、こんなに記き録ろくも残っている。おっと、はじめましてな君達も見るかい？　これを見ればぼくの言葉が噓うそではないことが現実的に立証されると思うのだけれども」

　と、男──拍ぱく明あきは黒衣のポケットから大きなアルバムを取り出してそれを捲めくり始める。ポケットから、だ。どう考えてもそこにしまっておける大きさではないはずだが。

　しかしとりあえず、そんな些さ細さいな疑問はどうでもよかった。手しゆ刀とうを構えたこのはと、ルービックキューブを握るフィアが錐霞を守るように前へ出る。いくら人当たりが良さそうに見えても、この男は呪のろわれた道具を研究する組そ織しきのトップで──錐霞にあのボンデージ服を着せた男だ。仲良くお喋しやべりしていい相手でないことは、錐霞の態度が証明している。

　フィア達の動きに合わせるように、冷たい無表情を崩さない少女──ン・イゾイーと呼ばれた彼女も拍明に近寄る。護ご衛えいの役割なのだろう。

「見ないのかい？　それは残念。簡かん易いプールで遊ぶ錐霞の姿なんてレアだと思うんだけどな」

　肩を竦すくめてから、拍明はポケットにアルバムを戻す。

「何やら苛いら立だつ男だ。好かん」

「上うえ野のさんには悪いですが、同感ですね」

「……いんちょーさん、大丈夫か？」

　ふと春亮は気付く。錐霞の様よう子すがおかしかった。身体からだを震ふるわせ、自分の肩を抱くように身を縮ちぢめている。だが彼女は気き丈じように顔を上げ、

「これは──この首くび輪わは、何のつもりだ！　拍明！」

「何のつもり、だって？　勿もち論ろん、おしおきだよ。しばらくそれをつけているといい。寂さびしがり屋のお前にとっては、もう既すでに耐え難がたい気分になっているんじゃないかね。お前はお前が思うほど強くない、もう少し自分を知るべきだ」

　癖くせなのかそういう性格なのか、ぺらぺらと軽く喋しやべる。

「おしおき、だと……？　キリカが何をしたというのだ！」

「おかしいな。それは君もよく知っていることのはずだがね、箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ。大きくは二つある。一つは、錐きり霞かはぼくの部下を、仲間を怪け我がさせた。可哀かわいそうに、今も入院中だ……走っている自動車は凶きよう器きだと言うが、走っている自動車の助手席に乗っている妹も凶器だということだね。そして二つ目は──ああすまない、少し栄えい養ようを補給していいかな？」

　と、拍ぱく明あきはポケットから黄き色いろい小箱を取り出した。一目見ただけでわかる、カロリーメイトだ。彼はそれをもぐもぐと口に入れつつ、

「うん、いつもながらに美お味いしい。ぼくはこのフルーツ味が好きでね。食感もそうだし、なんといっても手軽なところがいい。それに、これは一箱４００キロカロリー。四本入りだから、つまりは一本１００キロカロリーだ。素す晴ばらしいじゃないか、この区切りのよさ。僕はキリのいい数字が好きなんだ。美しい」

「聞いてもおらんことをべらべらと……ふざけるな！」

「そうそう、二つ目の理由だったかな。二つ目は、一言で言えば──ビブオーリオ家族会だ」

　息を吞のむ。この一ひと月つきほど、自分達に様さま々ざまなところで関かかわってきた組そ織しきの名前。

「錐霞、お前はアリス・ビブオーリオ・バスクリッハに言ったそうだね？『箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブは研究室長国と手を結んでおり、下へ手たに手を出すと研究室長国に敵対することになる』──そんなことを、自分という存在を説得力にして。それで何が起こったか、お前は知らないだろう？」

　錐霞は小さく眉まゆを寄せ、吐き捨てるような語ご調ちようで聞き返した。

「何が、起こったというんだ」

「……自分が仕掛けた策だというのに、それで何が起こるのか考えもしていないのか？　やれやれ、研究者の風上にもおけないな。シミュレーションをないがしろにしてはいけない──ともあれ、簡かん単たんに言おう。それでもビブオーリオは箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブに手を出した。研究室長国がそのバックにいるというお前の噓を信じたうえで手を出したのだ。その意味がわかるかな？」

「なん、だと？　私は、知らないぞ……」

　錐霞の訝いぶかしげな視し線せんがこちらを向く。

「ご、ごめん。体育祭のときに、ちょっとな。あんときいんちょーさん、いろいろ忙しそうだったし、突然のことだったから言い出すタイミングも摑つかめなくて」

「一日かそこらで終わった出来事だったのだ。キリカ、お前をないがしろにしようと思ったわけではないぞ。文句はウシチチに言ってくれ」

「えっ……いや、まあ、その、ごめんなさい。でもなりゆきでそうなっちゃっただけで、結局フィアさんは無事だったわけで」

「楯たて岡おか藍あい子こは死んだけれどね」

　軽い口調で、拍明。その言葉が耳に届いた瞬しゆん間かん、春はる亮あきの頭に一気に血が上る。それはフィアも同じだった。

「黙だまれ！　あいつは──あいつは、死んでなどおらん！　それに、どうしてお前が知っておる！　この、この、覗のぞき魔まめ！」

「おっとと、話が逸それているようだ、戻そう。結局のところ、ビブオーリオ家族会フアミリーズは、我われ々われと戦争をする覚悟を持ったんだよ。だから楯たて岡おか藍あい子この蠱こ毒どくで一気に戦力を増強させようとした。いや、順番が前後したね。なぜ戦力を増強しなくてはならなくなったかと言えば、答えは簡かん単たん──彼ら家族会フアミリーズは先手を打って、戦争をすると母ぼ君くんが覚悟を決めた瞬しゆん間かんに、ぼく達に自爆テロを仕掛けてきたからだ」

　自じ爆ばくテロ。ニュースの中でしか聞いたことのない言葉。まさか。そんなことが、本当に起こったのか？　この日本で？

　だが頭のどこかでは、あるかもしれない、と思えた。

　春はる亮あき達は既すでに知っている。あの組そ織しきの狂気を。家族会フアミリーズのスタンスをドラマティックに伝えるためだけに、組織のメンバーが死を受け入れるという醜しゆう悪あくさを。蠱毒を作るためだけに学校中の人間を殺そうとするという酷こく悪あくさを。

「何の力もない構成員でも、自爆ならぼく達に確かく実じつなダメージを与えられるからね。戦える家族会員フアミリーの中には、ひとしきり暴あばれてから自爆するものもいたけれど。暴れすぎて自爆の前に取り押さえられたのも何人かいたっけな……ん？」

　そのとき、拍ぱく明あきのポケットから電子音がした。携けい帯たいの着信音だ。

「こら貴様、電話などしておる場合か！　こちらの話がまだだ！」

「すぐ済むよ、悪いね……ああ、ぼくだ。なに？」

　ふんふん、わかったよ、と適当に相あい槌づちを打ち、拍明はほんの数十秒で通話を終えた。横目で彼に視し線せんを送るン・イゾイーに対し、眉まゆを呆あきれの形にして言う。

「噂うわさをすれば、というやつかな。第十七分室長から。捕らえていたオラトリエ・ラブドルムナーグの姿がありませんってさ。報告が遅いよ、まったく」

「我わが感想・怠たい惰だな失態だという呆れ」

「まったくだよ。どうやって逃げたんだろうねぇ……まぁ今はぼくらの目的とは関係ない、忘れておこう。さて──錐きり霞かよ、震ふるえていないで聞きなさい」

「ふ、震えてなど、いない」

　噓うそだった。先刻と同じく、錐霞はまだ自分の肩を抱くようにしていた。首くび輪わを嵌はめられただけで、どこか怪け我がをしているわけでもないのに、この様よう子す。絶対におかしい。

「強情だね。結局、お前がついた噓のおかげで、我ら研究室長国は甚じん大だいな被害を受けた。それ故ゆえにおしおきをしているのだし、またそれ故に──ぼくはこう言わなければならない。つまり」

　そこだけは、人当たりのいい笑えみはなかった。

　ただ一言、吐き捨てるように、

「──調子に乗るな、錐霞」

　びくり、と錐きり霞かの肩が震ふるえる。怯おびえた子供のように。

「そう、お前は調ちよう子しに乗りすぎたんだよ。今までは我わが儘ままも我が慢まんしてきたけれど、さすがにもう許すわけにはいかない──ぼくがここに来た目的は、簡かん単たんだ。お前を連れ戻しに来た」

　その言葉に衝しよう撃げきを受けながらも、春はる亮あき達は待つ。

　震えながら、けれども声を絞り出そうとする、錐霞の答えを待つ。

「……だ」

「うん？」

「……いや、だ……！」

　明めい確かくな拒絶。それを聞いた瞬しゆん間かん、春亮達のすべきことは決まった。

　春亮が身構え、このはが手しゆ刀とうで風を切る。フィアがルービックキューブを握にぎり締しめる。そして錐霞は、渾こん身しんの力を込めて再びその三文字を口にした。丸めていた背筋を伸ばしながら、

「──嫌いやだ！　誰だれが、お前のところになど、戻るものか！　馬ば鹿かげている！」

「そう言うと思っていたよ。ま、だからこうしたんだが」

　ぽんぽん、と拍ぱく明あきは自分の首を叩たたいてみせる。その意図に気付き、はっと錐霞も自分の首に──そこに嵌はめられた首くび輪わに手を遣やった。

「ここにいたい理由は何だ、錐霞？　この学校はそんなに居い心地ごこちがいいのかい。お前がそれを拠より所どころにしているのなら、その拠り所自体を無価値にしてやるのもいいかなと思う」

「何を言っている？　キリカの首輪にはどういう意味があるのだ、答えろ！」

　フィアがルービックキューブをドリルに変形させて威い嚇かくする。だが動いたのは半歩を踏み出したン・イゾイーだけだった。拍明は平然と、

「さて、どこから説明すればいいかな……その首輪は、とある呪のろわれたブローチをぼくが改造したものだ。懲ちよう罰ばつ用ようであると同時に、ぼくの目的にも不可欠な役割を担になっている。その首輪についての情報を一つずつ提示するなら──一つ、その首輪を着けているものは激はげしい寂せき寥りよう感かんに襲おそわれる。一つ、その首輪は専用の鍵かぎがないと外れない」

　寂寥感。寂さびしさ、か。錐霞の態度が今までおかしかった理由は、おそらくそこにあるのだろう。命に関かかわるようなものではないのがせめてもの救いだが──

　フィアがひどく馬鹿にしたように鼻を鳴らした。

「はん。鍵付きか、ご苦労なことだ。だがそのチンケな首輪なぞ、この私のドリルでもウシチチの刃やいばでも簡単に……」

「──一つ、その首輪を無理に外そうとしたり破は壊かいしたりしようとすると、仕込まれた小型爆ばく弾だんが爆発する。威力は綺き麗れいに首が吹き飛ぶ程度かな。実は、その首輪の体たい積せきのほとんどは爆薬が占めているんだよ」

「なっ……！」

　錐きり霞かが素早すばやく後ずさりして、

「離はなれろ、夜や知ち。私に近付くな……！」

「おいおい。安全性セイフテイには自信があるよ、信頼してくれ。無理に外そうとしなければ爆ばく発はつはしない。賭かけてもいい」

「馬ば鹿かげているな。そして無意味だ。では周りに人がいない場所に行ってから無理に外してみることにしよう。なに、首が吹き飛ぶ程度なら問題はない」

「い、いんちょーさん!?」

　いくら死なないと言っても、それはさすがに問題がありすぎだろう。

　だが錐霞の目は本気だった。他ほかに手がないならばそうする。誰だれに止められてもそうする。そんな決意が溢あふれている。拍ぱく明あきはその錐霞の顔を見返して、呆あきれたように黒衣を震ふるわせた。

「そうだろう、そうすることも充分考えられる。だからここからが本題だ。ゲームの、ね」

「ゲーム……？」

　錐霞が眉まゆを寄せる。

「そうとも、ゲームだ。これに見覚えはないかね？」

　そして拍明が黒衣のポケットから取り出したもの。やはり体たい積せき的てきに不可解だったが、どうでもいい。問題は、それに見覚えがあることだった。

　一抱えサイズのぬいぐるみだ。デフォルメされた、長い髪の少年。黒衣を着て、よく見ると胸元にはメモ帳らしきものがぶら下がっている人形──

「それは……見た、ぞ。確たしかさっき、シラホのところで……」

「可愛かわいいだろう、この拍明くん人形？　ン・イゾイーに頼んでこの学校の中にこっそり置いてもらった。その気になればすぐ見つかる場所ばかりだ。これを含めて数は五十個。キリがいいからね……さて、当たりの人形はそのうち一つ。こうして首を捻ひねって外すと──ん、あまり気分がいいもんじゃないな、人形とはいえ。まあいいや。とにかくその人形の中には、錐霞の首輪を外す鍵と、首輪に仕込んだのと似たような爆弾が入っている」

「な──なんだとっ？」

「勿もち論ろん、安全性セイフテイはこちらもしっかりしているよ。直接火にでもかけない限りは、持って歩こうが投げようが爆発はしない。爆発する条件は二つだ。一つは錐霞の首くび輪わが爆発した場合。首輪を無理に外そうとしてそうなれば、連動して人形のほうも爆発する仕組みになっている。そしてもう一つは時間制限だ。タイマーがセットしてある……今日きようの五時。丁度文化祭が終わるころだね。さて片付けを始めなきゃと無関係な生徒くんが近寄って、こんなもの置きっぱなしにして困るなあ、と当たりの人形を持ち上げてたりしたら──」

　ドッキャァババーン、とふざけた口く調ちようで言いながら、拍明がその人形を後ろに放り投げる。

　その光景を想像しただけで、春はる亮あきはぞっとした。そしてすぐにその感情は怒りへと変わる。ふざけるな。声も出せず、ただ思う。ふざけるな！

　しかし女性陣は、春はる亮あきよりは怒りを表現することに親しんでいた。一様に顔色を変え、

「ば、馬ば鹿かげている！」

「貴様っ──何ということを！」

「無関係な生徒達を人質にしているのと同じです！　止やめなさい！」

「何度も言うけど、ただのゲームだよ。ぼくも鬼じゃない、無関係な子供が死ぬなんてできれば回かい避ひしたいね。だから当たりの人形を捜すのは別に邪じや魔まなんかしない……ああ、でも校内放送とかで生徒を避ひ難なんさせたりするのはルール違反だよ。それは折せつ角かく用意したゲームの盤ばんをひっくり返すのと同じだ。ペナルティとして、その瞬しゆん間かんにどこかで爆ばく発はつが起きたりするかもね」

　軽く言って、それから拍ぱく明あきは錐きり霞かに向けて不器用なウィンクをした。

「確かく実じつな安全策もある。何事もなく済ませたければ、錐霞。何をすればいいのかはわかってるよね？　ぼくの携けい帯たいに──番号を消しているなら他ほかの研究員を経由してでもいい。時間切れになる前に連絡することだ。もし爆発して生徒が傷つけば、お前はとてもここにはいられないだろう。さっき言った通り、お前が拠より所どころにしている居い心地ごこちの良さ自体が無価値になる」

「馬鹿げている……ああ、馬鹿げている！　そんな最低のゲームをするならば、どうして力ずくで私を連れて行こうとしない！　殺して、生き返る間に運べば簡かん単たんだろう！」

「そんな。可愛かわいい妹を殺すなんて、そんなことできるわけがないじゃないか」

　音がするほど、錐霞が奥歯を嚙かみ締しめる。拍明は軽い口く調ちようで続けた。

「ぼくの優やさしさをわかってほしいね。このゲームだって──お前がどうしてもここにいたいのであれば、その決意を必死に示すことで回避できるような連れ戻し策だ。ぼくとしても、兄の立場と室長の立場をギリギリで折せつ衷ちゆうした案なんだよ」

　刹せつ那な、拍明の最低さに我が慢まんがならなくなったのか、唐とう突とつにフィアが踏み込んだ。ドリルを突き込む──が、それを阻はばんだのは、下方から伸び上がった閃せん光こう。甲かん高だかい金属音が耳に残る。

　いつのまにか、褐かつ色しよく肌はだの少女には二つのアクセサリーが追加されていた。

　手錠とナイフだ。

　手て錠じようは手錠だった。身体からだの前で、褐色の手首同士を繫つなげている。ナイフもただのナイフだった。ただしそれは手ではなく、右足で持たれていた。意味が全くわからない。手錠をしていてもナイフは持てる。そもそもなぜ手錠をしているのかもわからないが。

　素足の指の間にナイフを挟んだまま、彼女は器用に立っている。見た目はおかしすぎるものの、伊だ達てや酔すい狂きようでそうしているのでないことだけはわかる──そのナイフが腕で扱う以上に俊しゆん敏びんに振るわれた結果、フィアの螺ら旋せん槍そうは弾はじき返されたのだ。ちなみに左足も素足で、そちらの足の親指辺あたりには細い紐ひものようなものが巻かれているのが見えた。やはり意味はわからない。

「なん、だと……ええい、おかしな女だ……！」

「おかしいのは確たしかですが、油断していい相手ではないようです。見ただけでわかりますよ……よほどの研けん鑽さんを積つんでいるのでしょう」

　フィアが拷ごう問もん具ぐを構え直し、このはも全身に緊きん張ちようを張り巡めぐらせる。それを見て、ン・イゾイーはすうっと目を細めた。スカートの合わせ目を割り開きつつ、ゆっくりと褐かつ色しよくの太ふと股ももを持ち上げる。膝ひざを折り曲げた姿勢で保持──いかなるバランスか、その身体からだはぴくりとも揺れない。

　対たい峙じするフィア達を面おも白しろそうに眺めつつ、拍ぱく明あきが肩を震ふるわせた。

「まあ、力ずくでお前をどうにかしない理由はもう一つ。このように、お前には頼りになるお仲間がいるようだから。いくらこの子でも、一人ひとりではなかなか難むずかしいだろうと思ってね……ぼくは戦いとかには慣なれていないし。そうそう、初対面だよね？　一応挨あい拶さつしておくといい」

　薄うすく呆あきれのような表情を作ってから、少女は小さな息を吐いてその灰はい色いろ髪がみを揺らした。

「我わが名なはン・イゾイーと名乗ります。我が部族ラーヤで意味するは雲イサと知マナイを意味します」

「アフリカ出身の子だよ。変な日本語は気にしないでやってくれ……ああ、気にするなと言っても気になることが他ほかにあるだろうけど。この手て錠じようとかは単なる部族のしきたりらしくてね」

「手は神聖なる大イ霊ドに与えられた神聖。敵の血で汚してはならないと禁止されています」

「まあ、つまり手を直接的に使って攻こう撃げきするのは許されていないということだよ。永久追放されたり自決を求められるような禁きん忌きだってさ。面白い子だろう？」

「面白かろうがつまらなかろうがどうでもいい……！　言え、爆ばく弾だんと鍵かぎはどこにある！」

「ははは、それを教えるとゲームの意味がなくなるじゃないか。ではン・イゾイー、そろそろ離り脱だつしよう。ぼくは室長室に戻っているからよろしく」

「受じゆ諾だく」

　それから起こったこともわけがわからなかった。拍明が彼女の胸元──白衣のポケット辺あたりを覗のぞき込んだかと思えば、一いつ瞬しゆんでその姿が搔かき消えたのだ。後には少女が一人残っているだけ。

「一体、何が──ええい、まだ話は終わっておらんぞ！　お前でもよい、爆弾と鍵はどこだ！　話さんと言うのならば、力ずくでも聞かせてもらう！」

　間合いを詰めたフィアが再びドリルを突き出す。ン・イゾイーは刹せつ那なに体勢を低くし、手錠で繫つながれた両手を屋上に着いて側そく転てん──その途中で右足を振り上げ、その指に挟んだナイフでフィアのドリルを軽く弾はじいた。手足の役割が完全に逆転している。さらに着地するや否いなや繰くり出されたのは、左足での蹴けり。それはフィアのスカートを掠かすめるだけだが、時間差で今度はナイフを持った右足が異常な軌道で伸び上がってくる。フィアは慌あわてて後退した。

　入れ替わりに、このはが手しゆ刀とうで斬きりかかる。起き上がった少女は不自然な片足立ちのまま、ナイフを摑つかんだ右足を冗じよう談だんのように高くしなやかに操あやつってその攻撃を受け流した。褐色の足が予想もできない角度で移動する。旋せん回かいする。上昇し降下する。

「ああもう、なんですかこれ。やりにくいったら……！」

「でえええいっ！」

　横手からフィアが拷問車しや輪りんを投とう擲てきする。ン・イゾイーは再び身を低くし、両手を足のように使って跳ちよう躍やく──フェンスに向けて飛び、逆さか立だちするようにフェンスの最上部を摑む。無感動な視し線せんがこちらを向いていた。左足を折り畳み、ナイフを握った右足を牽けん制せいするように突き出していた少女の身体からだが、そのままゆっくりと背後の虚こ空くうに向けて倒れていき──

「──では失礼、と失礼します」

「こら、待たんかっ！」

　フィアの言葉を無視し、少女の姿が校舎の下に消える。あれだけの体術だ、どうにかすれば無事に着地できるのだろう。慌あわてて駆かけ寄り、フェンスの隙すき間まから外を見下ろすが、そこには既すでに誰だれの姿もなかった。人ひと気けのない校舎裏があるだけだ。

「逃げられたか。くそ……」

「追いかけたいところですが──それより優ゆう先せんさせることがありますね」

「ウシチチと意見が同じなのはアレだが、その通りだ。キリカ、どう思う？」

「……いんちょーさん？」

「う、ん？　あ、ああ。すまない。何だって？」

　どことなく虚うつろな視線で佇たたずんでいた錐きり霞かが、はっと頭を振って聞き返す。

「しっかりしてくれ。だから、奴やつのゲームについてだ。どう思う？」

「……噓うそではないだろう。奴はああいう、ふざけた遊び心のある男だ。五十個の人形の中に鍵かぎと爆ばく弾だんがあると言ったのなら、おそらく本当にある」

「マジかよ……」

「この首くび輪わの爆弾のことにも人形の爆弾のことにも、噓はないと思う。苛いら立だつが腕は確たしかだ。奴の言う通り、そう簡かん単たんには爆発しない……はずだ」

「タイムリミットに至るまでは、の話だろう？　それに、お前の言葉を疑うわけではないが、万一ということもある。とても安心などできんぞ。もし爆発などしてしまったら、それは本当に、本当に──取り返しがつかん」

「当然だ。一刻も早く捜さなければ……あの女子には悪いが、着ぐるみ泥どろ棒ぼうを捜している場合ではなくなってしまったな」

「そうだな、仕方あるまい。とりあえず変態への天てん誅ちゆうは後回しにするしかなかろう」

　そう言えば、元々はその問題を解決するために動いていたのだった。だがこちらは時間制限があり、しかもモノは爆弾──危険度が段違いだ。優ゆう先せん順位は考えるまでもない。

「今はちょうど正午だから、だいたいあと五時間だ。五時間の間に当たりの人形を見つける」

　携けい帯たいを見ながら言った錐霞に、全員が頷うなずく。先刻拍ぱく明あきが放り投げた人形を一応回収し、灯台下もと暗しということもあるので、さらに屋上をきちんと捜そう索さくしてから校舎に戻ることにした。

「よし、ここにはないようだな。では行くぞ！」

　フィアに続いて歩き出そうとしたときだった。春はる亮あきはふと、自分の身体からだが引っ張られるような感覚を覚える。

　原因は錐霞だった。軽く俯うつむいて足を止め、こちらの制服をちょんと指で摘つまんでいる。

「いんちょーさん、どした？」

　問われて初めて自分の行動に気付いたというように、ぱっ、と錐きり霞かが指を離はなす。慌あわてたように自分の顔の前で手を振った。

「……あっ。い、いや、その、違うぞ。何でもない」

「何でもないならいいけど……」

　歩き出そうとする。しかしまた、きゅっ、と服の裾すそが引っ張られる。振り返る。錐霞が焦って手を離す。彼女は今度は怒ったように唇を引き結び、ずんずんと春はる亮あきの前を歩いていった──なぜか、通り過ぎたときに見えたその顔は真まっ赤かだった。

　心当たりはないでもなかった。拍ぱく明あきが言っていたことを思い出しながら、春亮は嘆たん息そくする。

　ああ、本当に、問題だらけだ。

　ついさっきまでは普通の文化祭だったのに、どうしてこんな──

　そこで、少し前に聞いたフィアの言葉が耳に蘇よみがえる。ごちゃごちゃしておって、誰だれが何をしているのかもわからなくて、とても一言では言い表せん……カオスに次ぐカオス、それが文化祭ということだな！

「……正解だよ、フィア」

　口の中だけで呟つぶやいて、もう一度、春亮は深く溜ため息いきをつく。

　もし事態の混こん沌とんっぷりで文化祭らしさが評価されるのならば、今の状態はこれ以上なく文化祭らしいのだろう。勿もち論ろんのこと──いくら文化祭らしくても、こんな敵とか爆ばく弾だんとかが入り乱れるようなカオスは全力で遠えん慮りよしたいところだったが。




　電話で漸音ぜのんにいろいろな協力を頼みつつ、屋上から四階に下りる。そのほんの少しの間だけで、問題の一つは明めい確かくに悪化していた。

「くっ……ふ、あ、ふぅっ……」

「ど、どうしたキリカ？」

「どこか痛いとか……だったら無理しないでください、上うえ野のさん！」

「ち、違う。なんでもない。なんでも、ない……ああ、くそっ……」

「おおう。なんで俺おれを睨にらんでるんだ、いんちょーさん……？」

　何かに耐えているかのように、息が荒い。縮ちぢめた身体からだが子猫のように震ふるえている。錐霞の異状と言えば体育祭前のことを思い出すが、高こう熱ねつに浮かされるような目をしていたあのときとは少し違う。その瞳ひとみは、なぜか泣きそうに歪ゆがむことと、はっとそれに気付いて気き丈じような眼光を浮かべることを交互に繰くり返していた。だが、次第に前者が占める割合のほうが多くなる。うう、ううう、と呻うめき声ごえを漏らす回数が多くなる。

　この四階の廊下はあまり人にん気きのある出し物がないらしく、それほど生徒達の姿は多くない。けれど皆かい無むというわけでもないので、このまま足を止めていると人目を引く一方だ。

「いんちょーさん、とりあえず目立たないところに行こう。そんなんじゃ人形捜しどころじゃないぞ。ほら、歩けないんなら肩でも貸すから」

　と、彼女に近付いたときだった。がっ、と錐きり霞かに制服の襟えり首くびを引ひっ摑つかまれ、

「あ、ああっ……くそ、もう駄だ目めだ、ああもう、なんで、なんでこんな──こ、来いっ！」

「いんちょーさん、引っ張らないで……ってそこはダメだろ、ちょっとちょっとぉぉぉ!?」

　すぐ近くにあった《目立たないスポット》に引っ張り込まれる。確たしかに目立たないところに行こうと言ったが、予想外だった。何はさておき予想はできなかった。

　なぜならそこは女子トイレだったからだ。

「のわー！　何をしておる、ハレンチ小僧め！　ついにハレンチ本領発揮かっ、呪のろうぞ!?」

「気をしっかり持ってくださいぃっ！　春はる亮あきくんはそんな人ではないはずです！」

「違う、俺おれの意志じゃないんだ！　いんちょーさん、いんちょーさんってば！」

　聞く耳持たない。ずるずると引ひき摺ずられて、男が絶対に入ってはいけない場所へ足を踏み入れてしまう。幸いにも中に人はいなかった。個室も全部開いている。助かった、いやここにいる時点で助かってないけど、と混乱しているうちに──さらに、錐霞は体当たりするように春亮の身体からだをその個室の一つに押し込む。

「待てキリカ、しっかりしろ！」

「ら、乱心しないでください、上うえ野のさんっ！」

　フィアとこのはも、錐霞の行為を止めようと同じ個室の中へ。そこでさらなる窮きゆう地ちが巻き起こった。「あははー、マジで？　あ、ちょっとトイレ寄っていい？　グロス塗り直したい」「いいよー」という女子生徒の声と足音。

「くっ……」

　選せん択たく肢しはない。辛かろうじて、足で個室のドアを閉めることに成功した。このはが後ろ手で鍵かぎを閉めてくれる──そう、ひとまずはこの中でやりすごさなくては。

　さらに幸運なことに、女子生徒達は鏡かがみの前で足を止めた。個室に入ろうとはしない。

　安あん堵どの息を吐きかけたが、思い直す。安心なんてできる状況ではない。狭い個室の中、四人がぎゅうぎゅうに詰まっているのだ。

「いんちょーさん、いんちょーさんってば……！」

「ん、ふ、うっ……」

　錐霞は春亮の身体にしがみついていた。ぷるぷると震ふるえる自分の身体を必死に制せい御ぎよしようとしているかのように、呻うめき声ごえ混じりの深呼吸を繰くり返している。それは、まるで──迷子まいごになっていた子供が、ようやく見つけた親に縋すがりついているような気配けはい。

　彼女の首に光るものを見ながら、春亮は思い出していた。拍ぱく明あきが言っていたこと。

　その首輪を嵌めているものは激しい寂寥感に襲われる。

　だからこうなっているのだろうか。だから今までずっと様よう子すがおかしかったのだろうか。何かいい匂においが錐きり霞かの髪から、って違うこれは考えるな違う。

　はたと現状を再さい認にん識しき。脂あぶら汗あせが出てきた。錐霞がしがみついているのに加え、狭い個室の中、残る二人ふたりの身体からだとも密着を余よ儀ぎなくされている。ぴくぴくと頰ほおを震ふるわせながら錐霞と春はる亮あきを見ているこのはの、柔らかくて温かくて大きな感触。クワー、と悪あつ鬼きのような形ぎよう相そうを浮かべたフィアは無言でこちらの髪の毛をグイグイ引っ張っていて痛い。彼女は便座の蓋ふたに片足をかけて身を持ち上げており、それはつまり太ふと股ももがぎゅうっと押しつけられているということで──

　錐霞の身体が、ぎゅうぎゅう。このはの胸が、むぎゅむぎゅ。フィアの太股が、ぐいぐい。押おし合い圧へし合い、さらに、ぎゅうぎゅう。むぎゅむぎゅ。ぐいぐい……

（どういう状況なんだこれは!?　ど、どうすれば……!?）

　なんという窮きゆう地ち。あるいは死し地ち。問題は山やま積づみで、とにかく今は一刻も早く人形捜しを始めなきゃいけないときなのに……と、そこで春亮は気付いた。

　後頭部に当たる感触に首を回す。タンクの上にあったのは、あの人形。いつのまに置いたのかと困こん惑わくしたのは一いつ瞬しゆん、屋上で回収した説明用人形はちゃんと手に持っていた。だからそれは間違いなく元からここにあったもので──

「……」

　二個目の人形を、物もの凄すごく喜びにくい状況で発見してしまった。当たりかどうかは調しらべてみないとわからないが、それでも実際に置かれているのを見つけた初めての人形だ。普通、少しは「よし、いけるぞ！」とか「みんな、この調ちよう子しで頑がん張ばろうぜ！」とか、そういう前向きなチームワークを確たしかめる感じになったりするものではないか。なのに──

　フィアが「わかっておるのか？　そのハレンチを止めなければ、まもなくコレが大だい活かつ躍やくするぞ！」とばかりにルービックキューブをグリグリ頰ほおに押しつけてくるのを感じつつ、思う。

　──なのに、早くもチームワークがばらばらになりかけてるんですけど。これはいったいどうすればいいのでしょうか。
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　暑い。

　密閉された着ぐるみの通気性に対する──何十度目かの──吐と息いきを漏らしつつ、クルリは文化祭の喧けん騒そうの中を歩く。特に自分達が目立っているとは思えなかった。周囲にはそれを容易たやすく受け入れられるほどの混こん沌とんがある。

　行き交う生徒達。パックに入れた焼きそばを売り歩くもの。《写真部・記き録ろく係》と腕章をつけたカメラ小僧。猫の着ぐるみでビラを配っているお仲間。なぜかスコップを肩に担かついで歩いているジャージ姿の女性教師、女生徒のナンパに勤いそしんでいる私服の若者──小学生くらいの女児を肩車して、楽しそうに出し物を見て回っている親子。親子。

　瞬しゆん間かん、父と姉の顔を幻想した。眼前を落下していく顔。遥はるか下方で音が聞こえた。ぐしゃ。

　そして母の顔を幻想した。逆さかさまになった顔。人生を終える落下を謳おう歌かしながら、崖がけの中途にしがみつくこちらに向けて舌打ちをした、母の顔──そして、一人ひとりだけ愉ゆ快かいだった、音。

　ぺちゃ。

　その存在しない音を振り払い、歩く。体たい験けんしたことのない高校という空間の中を歩く。

　人の数は多かった。だが肩が当たるようなことはない。余よ所そ見みをして談だん笑しようする女生徒達とも、視界が悪いためかフラフラしている着ぐるみとも、たとえそれがどんな予測不能な動きをしようが指先一つ接触しない。一ミリという距離を、世界の誰よりも見つめ続けてきた彼女にとっては──彼らとの間にある何百ミリという空くう隙げきは、広すぎる。

　勿もち論ろんのこと、それは隣となりをぺたぺたと歩くパーカー姿の女に対しても同じだ。距きよ離りはおよそ７４０ミリで保たれている。言うまでもなく、望ましいことだった。触れ合う必要はないし、触れ合いたくはない──物理的な距離でも、物理的でない距離でも。

　そう、必要があって共に行動しているとはいえ。できることなら、家族会員フアミリーであるこの女に近寄りたくはなかった。その存在を見つめたくはなかった。隣を歩く女の存在を意い識しきするだけでも、胸中から不快な何かが湧わき上がってくる。

　それは、羞しゆう恥ちのような、苦痛のような、嫌けん悪おのような、恐怖のような──自分でも説明できないほどの、渾こん々こん沌とん々とんたる不快。

　だから勿論、用事がない限り話しかけはしない。だが、向こうから話しかけられれば無視するわけにもいかなかった。

「どっちも、なかなか見つからないわねぇ……」

「そんなにすぐ見つかるわけないだろ。さっきあたしが一回見つけられたのもたまたまだ」

「人が多すぎるのよね。めんどくさい」

　マスクの下で、クルリは唇を曲げる。そんなに早く捜したいなら、そこらにいる生徒達を手当たり次第に殺してみたらどうだい。騒さわぎを聞きつけてターゲット達がやってくるかもしれないよ。冗じよう談だん半分にそんな言葉を頭に思い浮かべたが、無論、実際には言わなかった。

　言えば本当にやりかねないからだ。

　クルリは知っている。

　この女が。そして、家族会フアミリーズという組そ織しきが、そういうモノだということを。

「話は変わるけどさ。貴女あなたさんも禍具ワース持ってるの？」

　いいや、と答えた。曲がった刃やいばは、既すでにこの手にはない。それだけでは不充分かと思い、吐き気のするような噓うそで補強する。

「だから協力者みたいなもんなんだよ。気き後おくれしてね」

「そんなの気にすることない、っていうか母ぼ君くんはそんなの気にしないと思うけど。持ってない奴やつだっていたような気がするし」

「……あんたのはそれだろ。《水葬奇譚トラゲデイメソツド》って言ったか」

　意い識しき的てきに話題を変える。女は肩に担かついだそれを軽く揺らした。

「そうそう。私さんの命の恩人なのよ」

　多かれ少なかれ、家族会フアミリーズはそういう人間達の集まりなのだった。呪のろわれた道具によって救われ──そして、道を踏み外した者達。どうしようもなくそれに依存し、その依存に愛という言葉を当あて嵌はめることを覚えた者達。

　今だから思える。この女達は本当に救われたのだろうか。失ったものはないのだろうか。

　唾つばを飲み込み、しかしできるだけさりげなく、聞いてみる。

「あんたさ……何か忘れてることない？」

「ん？　あ、そうだった。忘れてるわ」

　どきりとする。だがその答えの意味は自分の考えていたものとは違っていた。

「ちょっと待ってて。補給補給」

　女は廊下の途中にあった水道へと近寄り、その蛇じや口ぐちを捻ひねり始める。そして彼女が行うのは──その呪いの充足行為。マスクの下で眉まゆを顰ひそめつつ、クルリはそれを眺める。

　ああ、奇怪だ。

　禍具ワース、禍具ワース、禍具ワース。禍具ワース以外は基本的にどうでもいい。それがこの女であり、家族会フアミリーズ。

　自分のように何かを忘れているのならば──忘れさせられているのならば、おそらくそれは既すでに取り戻されているはずだった。なのにそれを意識していないということは、答えは一つ。

　この女は、純粋に、壊こわれている。

　呪われた道具に。家族愛という題目に。壊されている──

　そんな女を見るということは、かつての自分を見るということ。

　かつて自分が壊れていたという事実を、もう一度心に刻み込まれるということ。

　クルリは理解する──だから、なのだ。

　だからこの女と共にいるのは不快で、目的を果たすために必要なのだといくら自分に言い聞かせても消えないほどに嫌いやなのだった。

「お待たせー。じゃあ行こうか」

　水道から戻ってきた女と再び歩き出しながら、改めてクルリは思う。

　かつての自分に対し、かつての自分を突きつけるこの女に対し、改めて思う。




　気持ち悪い。
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　トイレからなんとか脱出できたはいいが、状況はそれほど好転していなかった。後ろに回した春はる亮あきの手は未いまだ錐きり霞かに握られ、そこには苦肉の策としてタオルが乗せられている。フィアとこのははそのタオルをさらに周囲から隠すべく、左右から春亮の身体からだを挟み込んで歩いていた。

「す……すまない、夜や知ち。本当に、こんなの」

「あー。ま、仕方ないだろ。いんちょーさんのせいじゃなくて、その首くび輪わのせいなんだから」

「それでも、なんというか、これは……恥ずかしすぎる……」

　もごもご呟つぶやいて、錐霞は赤い顔で俯うつむく。聞くところによると、錐霞は今も激はげしい寂せき寥りよう感かんに襲おそわれているらしい。それは彼女の足を竦すくませ、肩を抱かずにはいられない肌寒さを与え、その身が引き裂かれるような孤独の苦痛を錯さつ覚かくさせる呪じゆ縛ばく。だがどういうわけか、他人に、特に春亮に触れていると症状が緩かん和わされるようで、

「おそらく、寂寥感というのは自己と他者の乖かい離りで生まれるものだから、だ。だから、より他者であることが実感できる異性に触れることで、だな……べ、別にお前が特別というわけではない。まったくない。それで……ああ、とにかくすまない。なんと馬ば鹿かげた状況だ……」

「キリカが謝あやまることはないぞ。呪のろわれた道具のせいなのだ、仕方あるまい。しかし大変だな、こんなハレンチ小僧にひっついていなければならないとは！　さぞや苦痛だろう！」

「おうっ、痛い痛い！　なぜ俺おれを殴る!?」

　うずうずムズムズと落ち着きのない様よう子すだったフィアが、手に持っていた人形でビシバシ折せつ檻かんをしてくる。無む論ろんあれからすぐにチェックして、中に鍵かぎも爆ばく弾だんも入っていないことは確かく認にんしていた。

　一方、このはは繫つながった手を隠すタオルを事あるごとにチラチラと見つつ、

「うー。仕方ない、ええ、仕方ないのです。別に、悔しかったり羨うらやましかったりは。わたしは本性に戻れば常に合法的に触れ合っているわけでですね、ああでもこの姿で手を繫ぐのはまた違った趣おもむきが……いっそのことわたしがあの首輪を着けられていれば……！」

　などと口の中だけでぶつぶつ呟いていた。よくわからないが、フィアのように実力行使してこないだけ助かる。

「と、とにかくだ。私のことは気にしないでくれ。命に関かかわるようなことでもないし、こんなものに気を取られている状況でもない。夜知、北ほう条じようさんに連絡はしたのか？」

「ついさっきしたよ。校門のチェックのほうは人に任せて、こっちに協力してくれるってさ。勿もち論ろん、校門チェックは拍ぱく明あきとかン・イゾイーとかの人捜しと……いないとは思うけど、人形を持って帰る人がいないかも含めて確認してもらってる」

　ようやく春亮を殴るのにも飽きたのか、フィアが銀ぎん髪ぱつを縦たてに揺らし、

「素直すなおに奴やつらが校門から出ていくとは限らんが。ま、やらないよりはマシであろうな」

「で、一応、見つけた人形は理事長室に集める。数も数えたほうがいいしな。爆弾の始末もなんとかできるだろうって言うし……どんだけスキルがあるんだよって話だけど」

「あと、職しよく員いん室しつとか教員準備室とか、わたし達が入れない場所もあの人に任せるという話になってます。鍵かぎのかかった場所にどうにかして置いているということも考えられますしね」

　なるほど、と錐きり霞かが頷うなずいたとき、急にフィアがばたばた駆かけていった。そこはあのおばけ屋や敷しきの前で、さっき見たときのまま、受付机の下には人形が置かれていた。当然ながら白しら穂ほはそこには座っておらず、見知らぬ女子の怪け訝げんな視し線せんを受けながらフィアは人形を持ち上げる。

「よし、三個目だ。よいか、開けるぞ……」

　だが中はからっぽだった。四つの溜ため息いきが重なる。

「くそ。そう簡かん単たんには見つかんないな、やっぱり……」

「夜や知ち。この人形はここにあるのがわかっていたからよかったが──これからは、どこにあるかもわからないものを捜す必要がある。今後は手分けして捜すべきではないか」

　無む意い識しきだろうか、ぎゅっぎゅっと手を握ってきながら、錐霞。

「それは、わかりますが……でも、上うえ野のさんがそんな状態では」

「とても一人ひとりにはしてはおけん。キリカとハレンチ小僧がセットで動いて、こちらはこちらで動けばいいのかもしれんが……私達がいなければ、タオルで隠しておってもきっと悪目立ちするぞ。その、ずーっと手を繫つないで歩いていて何かカンチガイされても構わんというのならば、アレだ、別に全然まったく私は構わんがな！」

　なぜか不ふ機き嫌げんそうにぷいと視線を逸そらしてフィアが言うと、錐霞は慌あわてて手を離はなし、

「いや、それは、確たしかに困る！　だからその、こうすることにしよう！」

　錐霞は背後から春はる亮あきの肩に両腕を伸ばした。その背中を押して歩く形だ。

「こ、これなら多少マシだろう。この首くび輪わが生むおかしな気分も、夜知に触れているから緩かん和わされている」

「嫌いやがる俺がどこかへ連行されてる、みたいな恰かつ好こうだぞ……なんか悪いことしたんじゃないかって思われそうだ」

「そ、そんなのは些さ細さいな問題だ！」

　二人ふたり百足むかで競きよう走そうみたいな状態で、頭の後ろから錐霞の声が届いてくる。まあ、手を繫ぐのに比べれば恥ずかしさもマシ……かも、しれない。それでもやっぱり変だと思うが。

　フィアとこのはは軽く顔を見合わせ、何かを諦あきらめたように揃そろって息を吐いた。

「まあ、仕方あるまい」

「学校中を捜さないといけないわけですしね。こういう分担をするしかありませんか」

「よし。では受け持ちの場所を決めて、確かく実じつに一つ一つ潰つぶしていこう。何度も同じ場所を捜しては時間の無む駄だだ」

　それから手早く場所の分担をする。さらにいくつかの決め事をした。見つけた人形はたとえハズレでも持っておく。持ちきれなくなったら、各自理事長室に置きに行く。さらに途中経過を報告する時間を決め、そのときも理事長室に集まることにする。

　決めるべきことを決めれば、後は動くだけだ。

　ここからが本番だ、と見つめ合い、決意を共有する。絶対に見つけなくてはならない。

　そして、それぞれが受け持ちの場所に向けて歩き出そうとしたとき、このはとフィアが思い出したように振り返って言った。

「あ、上うえ野のさん！　なんていうか、ええと……き、気をつけてくださいね！　もしものときはこの際、多少は暴ぼう力りよく的てきになっちゃっても仕方ないと思います！」

「そうだ！　ハレンチ小僧はハレンチであるが故ゆえにどんなハレンチな技わざを繰くり出すかわからん。たとえばだな、もしも『寂さびしいのかい？　仕方ないな』とかなんとか言って、だ、抱だき締しめてくるようなことでもあれば……遠えん慮りよはいらん。るっく・あっと・地じ獄ごくだ！」

「わかった。善ぜん処しよしよう」

「おいお前ら、俺おれを一体何だと……じ、冗じよう談だんだよな？」

　半はん眼がんで言う。フィアとこのはがにこりと笑うのが見えた。錐きり霞かの顔は見えなかったが、なぜか同じ表情をしている気がする。

「勿もち論ろん、冗談だ」

「そうですよ。信じてますから」

「ありえないことだ。馬ば鹿かげているな」

　三人とも、なぜか声は全然笑っていなかった。
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　ハレンチ小僧め。ええい、ハレンチ小僧め……！

　理由はよくわからないが、とにかく胸がムカムカしていた。大おお股また歩行と胸中の罵ば詈り雑ぞう言ごんでその怒りを発散させつつ、校外が受け持ち場所のフィアは中庭へと辿たどり着いた。

　ここには無数のテントが並んでおり、屋台通りといった風ふ情ぜいになっている。錐霞が言った通り、この場所では火を使っていいらしく、校舎の中よりも遥はるかに食欲をそそる様さま々ざまな匂においが辺あたりに立たち籠こめていた。昼飯を食べていないのを思い出す。

　涎よだれと好奇心をごくんと吞のみ込みつつ、捜そう索さくを開始。見逃がしがあってはならない。煉れん瓦がで舗ほ装そうされた小道、白木のベンチ、屋台の裏……当然、屋台の中も調しらべる。「いーらっしゃいまっせー！」とどこか聞き覚えのある声を聞きながら、客がわんさかいて大だい繁はん盛じようしている一つのテントの中を覗のぞき込む。そう簡かん単たんに見つかるものでもないだろうが、

「……って、あるではないか!?」

　長机の上。《水泳部特製クレープ！　一口食べればドーバー海峡も横断可能！》と書かれたパネルを支えるようにしてあの人形が置かれていた。触らないでください、とかいう紙があったはずだが……こんな状況だ、外れたりなくなったりしてしまうことも充分考えられる。

　ともあれ、目当てのものを見つけたのだ。回収しなくてはならない。

「おっ？　フィアちゃんじゃない、いらっさーい！」

　顔を上げると、そこには渦か奈なの姿があった。エプロンと三さん角かく巾きんを装着し、おたまを持っている。さっき聞き覚えがあると思った声は渦奈のものだったのだろう。

「そう言えば、お前は水泳部だったな」

「そだよー。どしたの、クレープ？　ほほう、オヌシもドーバーを渡る気かね？」

　生き地じの焼けるいい匂においにごくりと喉のどが鳴るが、今はそんな場合ではない。そもそも金を持っていないし。

「いや、違う。実は頼みがあるのだ。この人形、譲ゆずってくれんか？」

「え？」

「頼む。いろいろ事情があってだな……絶対に必要なのだ。お願ねがいだ、譲ってくれ」

「これ、いつのまにか置いてあって、丁度いいからってパネル立てにさせてもらってたんだよね、確たしか。だから誰だれのものでもないと思うんだけど──一応、部長に聞いてみるね」

　くるり、と渦奈がエプロンを翻ひるがえしてテントの奥を向く。瞬しゆん間かん、フィアは目を丸くした。

　カナよ。なぜそんな恰かつ好こうを!?

「ん？　別に、代わりのパネル立てが用意できればいいけど……って待ちなさい、あの子ね!?　あんたのクラスにいるって噂うわさの超絶銀ぎん髪ぱつ美少女！　いやいやいや、訂正。こんな千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスは逃せない。部長として命じるわ。実み耶や麻ま、こう言いなさい……！」

「はぁ。はあはあ。なるほど、さんせーです！」

　渦奈がこちらに向き直ってくる。こほん、とわざとらしく咳せき払ばらいして、にっこりと笑う。

「ダメだって♪」

「な、なにっ!?　それでは困るのだ、頼む！」

「んふふー。正せい確かくには、タダじゃダメ、だってさ。あ、でも別にお金取ろうってんじゃないよ？　せっかくだしちょっとこのお店お手伝てつだいしてってくれないかなって」

「て、手伝い？　それも、ちょっとな……急いでおるのだ。あまり時間はない」

「そこをなんとか、三十分だけ！　いや、十五分、十分でもいいからさ！　あなたの力があれば、この店はさらに繁はん栄えいできるの！」

　と、そこでテントの奥にいた女（部長だろう）が身を乗り出して言ってくる。いつのまにやら、こちらが頼まれる形になっている。なぜだ。

　まあそれはどうでもいい、とその交換条件を考えた。無む理り矢や理り強ごう奪だつしていくのもいよいよとなれば止やむを得ないが、穏おん便びんに済ませられるならそうするべきだろう。十分くらいなら、それほどタイムロスにもならないし──吞のんでやってもいいかもしれない。

「仕方ない、それで手を打つか。しかし私は何を手伝えばいいのだ。くれーぷとやらの作り方なぞ知らんぞ？　あと一つ、さっきから気になっておったのだが」

　半はん眼がんで渦か奈なの姿を眺めつつ、聞いてみる。

「──どうして水着の上にエプロンなどという恰好をしておる？」

　にこにこと笑う渦奈の横から、部長が腕を伸ばしてきた。ずばん、と机越しにフィアの肩を両手で摑つかみつつ、不気味に含み笑いして──

「それはね。ここが水泳部だからよ」




「ハーレーンーチーだーっ！　うううーっ！」

「来た！　さらに時代が来ましたよ部長！　集客力・極きよく大だい増加中！　でも、どうしてあんなの持ってたんですか？」

「月つき居おりに着せようと思って持ってきてたのよ。あいつには逃げられたけど……フフフ、無む駄だにはならなかったわ！」

「あー、あのせんぱい、ロリーですからね」

「こらお前達、私のエプロンだけお前らとは違うのはなぜだ!?　中身も何か変だし！」

「スク水だもん。ベタすぎるかとも思ったんだけど、やっぱりお約束は大事よね……うんうん」

「部長、ベタとはちょっと違うと思います。あのちっちゃいエプロンと組み合わせていることこそが大事かと。なんていうか、新しいっス……！」

　二人ふたりの声を聞きながら、くぅぅ、とテントの前にいるフィアは呻うめく。恥ずかしい。恥ずかしすぎる。エプロンは小さくて渦か奈な達よりも水着を隠してくれないし、その水着も紺こん色いろで厚い布地でゼッケンがついているものだし……何か特別な意味があるように思えてならない。
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「こら、パネルで身体からだを隠さない！　掲かかげて掲げて！　アピール！」

「がんばってー、フィアちゃーん。お人形のためだよー」

　その言葉に、はっとテントを見やる。そうだ。あの人形を手に入れるためだ。

　その目的を思い出すと、羞しゆう恥ち心しんが次第に薄うすれていった。なくなったわけではないが。

　頭がすうっと冷えていく。唇を嚙かむ。考えたくないことだが、逆に今だけは考えろ。起こってしまうかもしれないことを。ああ、あそこにある人形が。渦奈のすぐ近くにある人形が、もし爆ばく弾だん入りのものだったらどうする。爆発したらどうする。渦奈が、あの部長が、他ほかの水泳部員が、先刻よりもさらに増えてきた客達が、どうなる。

　刹せつ那な、脳のう裏りに仕し舞まい込んでいた過去の映像と、したくもない想像が重なった。目玉が零こぼれて口に入った男。花のように肋ろつ骨こつを咲かせた女。手足の捩ねじ曲がった少女人形。血と肉の光景。

　そうなってしまうことを、自分は、許せるのか？

（許せる、わけが──ない！）

　もう一度、刻み込め。自分がすべきことを。自分が何よりも優ゆう先せんさせるべきことを。

　あの男のゲームに敗北するわけにはいかない。勝利しなくてはならない。

　何としても。何としてでも、だ。だから──

　震ふるえる手を持ち上げて、渡されたパネルを頭上に掲げる。

「すっ……水泳部特製クレープ、はんばいちゅー、だ！　急がないと売り切れるぞっ！」

　力の限りに、叫んだ。

　いいだろう、なんでもしてやろう。あの男の目もく論ろ見みを崩すためなら、どんな羞恥にも耐えてみせる。どんなことでもしてみせる。それが、錐きり霞かや生徒達を守るための唯一の道なのだ。

（あと十分耐えればいいだけだ。どうということもない……！）

　祈るように胸中で呟つぶやきつつ、ふと思った。春はる亮あきに、キリカに、ウシチチ。他の奴やつらはどうしているのだろうか。自分のように、思いがけないミッションに苦労しているのだろうか。

（私がここまでしているのだ。お前達も、必死になって捜せよ。そうでないと許さんぞ！）
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　体たい育いく館かんでは演えん劇げき部ぶの公演が行われていた。暗あん幕まくが降りた、暗い空間。けれど意い識しきして暗くら闇やみを見通そうとすれば、この人間ではない身体は頼もしくそれに応こたえてくれる。

　人の入りはそれなりだった。朗ろう々ろうと語られる演者の声を聞きながら、このはは並べられた椅い子すの下やその列の隙すき間ま、体育館の隅すみなどを目を凝こらして調しらべていく。人形はなかった。次に、体育館の後部に回る。そこは後で漸音ぜのんが調べに来てくれるのかもしれなかったが──

（ついでです。なりふり構っていられませんしね）

　人目を気にしながら、体育倉庫の錠じようを断たって中に入る。黴かび臭くさい倉庫の中はいかにも隠し場所として適当に思えたが、結局何も見つからなかった。

　体たい育いく館かんの中に戻る。丁度幕まく間あいになったところのようだった。ステージの緞どん帳ちようがするする下りていくのを見ながら考える。やはりあそこも捜しておかなければ。

　ステージ脇わきの《関係者以外立入禁止》と書かれたドアをそっと開けると、そこは小道具や衣い装しようが並んだ楽屋のようになっていた。素早すばやく目を動かして、人形がないか観かん察さつ。道具を入れる怪あやしげな箱もあったが、幸いにも透明のカラーボックスで、見ただけで人形がないのは確かく認にんできた。

　そうしているうちに、当然のことながら演えん劇げき部員らしき男子が声をかけてくる。

「ん？　あ、困りますよ。ここは──」

「え、ええと。お友達がいてですね、ちょっとだけ応援したいなーって」

　噓うそではなかった。わりと仲の良い友達が演劇部にいるのだ。申もうし訳わけなさそうな顔を作って頼み込むと、仕方ないなあ、と彼は頷うなずいてくれた。彼の案内でステージ裏の連絡通路を通り、逆側の楽屋へ。さっきの場所と同じ行為を再び繰くり返す──ない。

「あれ、このちゃん。どしたの？」

「お、応援です！　今までの見て、ちょっと感動したので、それを伝えたくて！」

「え？　えへへー、そりゃ照れるなぁ。あんがと」

　ステージ衣装を着ている友人がはにかむ。罪悪感を覚えながら愛あい想そ笑わらいしていると、

「ふん、あれで感動だって？　なんて安っぽい感動だ……僕は見逃さないぞ、君は三回ミスをした！　まず登場が半秒遅れた！　そしてヒロインと言い争うシーンでは台詞せりふのタメが──」

　突然にそう言ってきたのは、眼鏡めがねをかけた神経質そうな男子生徒だった。上うわ履ばきの色を見るに、上級生だ。友人がこちらの耳元に顔を近付けてきて、

「あちゃー。部長、完かん璧ぺき主義者なんだよ。も、いっつもこう。悪いタイプの自信家だね」

「聞いてるのかね！」

　またガミガミと部長が言い始め、はいはい聞いてますー、と友人は殊しゆ勝しようにアドバイスを聞くふりをしてそれを右から左へ聞き流す。いつものことなのだろう。

　その間に、このはは横に見えるステージのほうに目を遣やった。いくらなんでもステージ上にはないと思うが、一応──

（あるじゃないですか!?　なんで!?）

　ステージにあるのは、どこかの室内のセット。その背景の戸棚の上、インテリアの一つとして、非常に何気なくあの人形が置かれている。

「──というわけだ。それに……おい、君はいつまでいるんだ？　邪じや魔ましないでほしいんだが」

「す、すみません。すぐ帰ります、けど……ええっと。そう言えばあのステージのセット、凄すごいですね！　小道具とかも素敵で！　もしかして、部長さんが全部選んでらっしゃるんですか？　素す晴ばらしいセンスだと思います！」

　おだて作戦、開始。部長はキランと光る眼鏡めがねを指で持ち上げつつ、ふふんと鼻を鳴らした。

「ほぅ……わかるかい。その通りだ、あの小道具は全部僕がセレクトした。ギリギリまで納得できなくて、開演三十分前にようやく完成したんだ。ま、なんだかんだ言って間に合わせてしまうところが僕の非ひ凡ぼんさを表していると言えなくもないけどね」

　だからあれが使われてしまったのか。おそらく拍ぱく明あき達が小道具の近くに置いていたのだろう。

　もっと前に決めておいてくださいよこの無能。などという感想はおくびにも出さず、

「そ、そうですか……いいですねぇ。素晴らしいこの舞ぶ台たいの小道具ですから、きっと特別な意味合いのものになりますよ」

「ん？　ははーん、わかったぞ。公演後に記念に欲しいとか言うんだな？　そういうファンの話は聞くよ──でも駄だ目めだ。この舞台はあれで完かん璧ぺきなんだ、コンクールとかで再演するかもしれないし、僕の才能を知った他ほかの学校とかが招いてくるかもしれない！　そのときに完璧さを崩すわけにはいかないじゃないか、だから何一つ欠けてもいけないのだ！」

　……おだて作戦、失敗。

　駄目だ。絶対に譲ゆずってくれそうにない。そもそも公演後なんて待てない、今欲しいのだ。いっそこの場にいる全員を気絶させてその隙すきに、などという不ふ穏おんな考えが頭に浮かんでくるが、さすがにそういうわけにもいかないだろう。

「そんなわけで諦あきらめてくれ。おい、部外者を外に出して出演者を集めろ。始まるまであと五分くらいしかないが、後半のミーティングを行うぞ。言わずにはいられないことが山ほどある」

　だってさ、ごめんね、と友人が拝おがむように手を合わせてくる。だがこのまま引き下がるわけにもいかない。再びステージに目を遣やったとき、緞どん帳ちようの上に僅わずかな隙間があるのに気付いた。それはたった数十センチの隙間で、勿もち論ろん人が通り抜けられるようなものではなかったが──

「……わかりました、突然お邪じや魔ましちゃってすみません。後半も頑がん張ばってくださいね」

「うん、応援ありがと！」

　部長が再びガミガミやり始めたのを背中に聞きながら、楽屋を出る。軽く周囲を確かく認にんしてから、体たい育いく館かんの上部、キャットウォークに繫つながる梯はし子ごを一気によじ登った。同じキャットウォーク上の後方にいる照明係は仲間と無む駄だ話ばなししており、こちらには気付いていない。

　そのまま這はうようにして体育館の前部へ。緞帳の下りたステージに最接近したところで、このはは一つ息を吐き──服を脱ぎ始めた。どうかいきなり照明がついたりしませんように。

　彼らはミーティングをすると言っていた。ステージを気にする余裕はないだろう。今のうちに侵入すれば気付かれずにあの人形を拝はい借しやくできるはずだった。

（ああもう。なにふり構ってはいられないのは確たしかなんですけど、どうしてこんな……！　でも仕方ないです、急いで集めなきゃ駄目で、たくさん集めて当たりを見つけて──そしたら春はる亮あきくん、褒ほめてくれるかなぁ……いやいや今はそんなこと考えてる場合じゃなくて！）

　ぷるぷると頭を振ってから、仕方のないことなのです、ともう一度自分自身に囁ささやく。そして身を低くしたまま、ブラとパンツも脱ぎ去った。寒い。なんという無防備感。すぐ下には何十人もの生徒達がいるのに、その上で全裸になっているなんて──悪夢に見そうな状況だ。

（……ん？　何か大事なことを忘れてるような気がしないでもないんですけど……ええい、考えてる場合でもないですね。とにかくさっさと終わらせましょう！）

　顔を上げ、距きよ離りとタイミングを目測。そして、

（わたしがこんなことまでしてるんです。ちゃんと捜してないと許しませんよ、フィアさん！）

　このはは手すりを乗り越え、ステージに向けて跳ちよう躍やくした。空中で刀の姿に戻り──生徒達の視し線せんの上、見定めていた緞どん帳ちようの隙すき間まに飛び込む。目もく論ろ見み通り、ステージの中に侵入成功。

「……今、何かゴトンって言わなかった？」「さあ？」

「こら、聞いているのか！　いいか、特に注意すべきはラストシーンでの二人ふたりの距離感で──」

　楽屋のほうから聞こえてきた声にひやりとする。が、どうやら気付かれはしなかったようだ。

　着地点はセットのテーブルの下だった。人間の姿に戻ってから、こそこそと這はうようにして戸棚に向かい、目当ての人形をゲットする。

（ふぅ……楽屋とかに置いといてくれればこんなことしなくて済んだのに。まったく……でも手に入れられたからよしとしましょう。さて、と）

　そこではたと気付く。顔から血の気が引いた。

　──ど、どうやって脱出すれば!?

　なんというミス。痛つう恨こんのミス。服を着たまま空中で本性に戻る→緞帳の前にヒラヒラとパンツとかが舞まい降りる、という未来を予測して服を脱いだまではよかったが──その後まで考えが及ばなかった。焦あせっていたのだろうか。手て柄がらを立てて褒ほめてもらおう、なんていう功こう名みよう心しんはやはり戦場では命取りで──

（って、そんなこと考えてる場合でもないですよ!?　ど、どうすれば、どうしたら!?）

　両りよう脇わきの楽屋には双方ともに人の気配けはいがあった。今こそ気絶大作戦を発動するときかとも考えたが、楽屋を出ても体たい育いく館かんに戻ればそこには観かん客きやく達がいる。いくら薄うす暗ぐらいとはいえ、何十人の生徒達の前でまた梯はし子ごを上って、服があるところまで辿たどり着く？　全裸のままで？　バカな！

「よし、ではそろそろ開かい幕まくだ。スタンバイしろ！　いいか、気を抜くなよ！」

　その声に、さらにあの部長に対する憎悪が湧わいた。

（ちょっ……待っ……！）

　パニック。とにかくこのままはまずい。緞帳が上がって全裸女がご登場、なんてことになれば、あの部長に伝説の舞ぶ台たいをプレゼントする羽は目めになってしまう。

　慌あわてて周囲を見回す。セットの中に金庫を模した段ボール箱があった。前面にプラスチック円えん盤ばんの模も擬ぎダイヤル錠じようが取り付けられていて、横開きできるように改造されている。隠れられそうな場所はそこしかない……人形を持ったまま、無む我が夢む中ちゆうでその段ボール箱に潜もぐり込んだ。

　その僅わずか数すう秒びよう後ご、ウィンチの音と共に緞どん帳ちようが巻き上げられていく気配けはい。間かん一いつ髪ぱつだった。ぱちぱちという観かん客きやくの拍手があり、そして段ボールのすぐ近くから演者の声が聞こえ始める。

『ああ！　どうしてこんなことになってしまったんだ！』

「その通りですよぅ。うう、なんでこんなことにぃ……？」

　狭い段ボール箱の中で身を縮ちぢめつつ、このはは大おお袈げ裟さな演者の台詞せりふに同意する。ひとまず窮きゆう地ちは脱したが、これからどうすればいいのか。一いつ瞬しゆんでもいい、場面転換とかで幕まくが下りる機き会かいはないだろうか。その隙すきにステージを降りて、それから、それから……そうだ、楽屋にある替えの衣い装しようをゲットすれば！　そうすれば服を脱いだところまで戻れる。問題は楽屋にいる人に見られてしまうことだが、その場合は仕方ない、やはり気絶大作戦を……！

　と、頭の中で計画を組み立てていたときだった。

『君が悪いんだ。君が脱税などしなければ、僕もこんなことをする必要はなかった。だが僕は君を愛している。だから僕はこうしなければならないんだ！　この金庫の金を──』

　不ふ穏おんな台詞が聞こえた。

　ひく、と頰ほおを引ひき攣つらせてから、このはは自分が隠れた段ボール金庫の中で軽く身体からだを動かしてみる──お尻しりのあたりに、カサ、と紙の感触。おそらく札さつ束たばの小道具だろう。

（……っ!?）

　反射的に、内側に突き出ているプラスチックを摘つまんでしまう。模も擬ぎダイヤル錠じようの裏側だ。

『この金庫の金を、僕は愛のために燃もやしてみせ……る……？』

　外から扉とびらが引っ張られる。開かない。開かないようにしているから当然だが。

（あ、開けられてはっ……！）

　やっぱり金庫の中から全裸女が飛び出すことになって以下略。刀の姿に戻ることも考えたが、ここで戻ればサイズの都合上、段ボール箱をいきなり突き破ることになってしまうだろう。それはある意味、全裸女が飛び出してくる以上に怪あやしすぎる。

『そ……そう、それこそが愛の炎なんだ！』

　中で何かに引っ掛かっているとでも思ったのか、演者はさらに力を込めてダイヤル錠を引っ張ってきた。必死でダイヤル錠の裏側を摘み続け、開けられることを阻そ止し。数秒、数十秒、数分。ステージの下から、観客が不ふ審しんそうにざわざわとする声が聞こえてきた。

　ああ、しかし。このまま耐え続けて、一体どうなるというのか。何か事態が好転する要素があるというのか。

　なかった。代わりに事態は悪化した。ついに、摘んでいたダイヤル錠がずぼっと向こう側に引き抜かれてしまったのだ。その勢いで演者がひっくり返りでもしたのだろう、どっと観客が笑う気配。しかしこのははとても笑えない。

　もはやこれはただの段ボール、開けられるのを押おし留とどめる手段はない。扉そのものに手をかけて開けられてしまえば一巻の終わりだ。
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（ああ、ああ……っ！　み、見られちゃう！）

　自分の全すべてが。一いつ糸し纏まとわぬ、自分の身体からだの全てが。オトメの柔肌の全てが。

　あんなところもこんなところも何十人といる生徒達に見られてしまって恥ずかしがっても見ないでください止やめてくださいと言っても許してくれなくてきっとじろじろ記き憶おくに焼きつけられてそれどころか携けい帯たいで写真とか撮とっちゃったりする人もいてああもう学校にはいられないっていうかお嫁よめさんにいけない身体に──

　お嫁さんに。いけない。

　ふと、頭の中にその言葉が反はん響きようした。

　こんなことで。こんな馬ば鹿からしいことで？

　嫌いやだ。そんなのは嫌だ。そんなのは──絶対に──絶対に──




　ぶちっ、と頭の中で何かが切れた。何かのスイッチが入った。




「……て、てええぇーい！」

「ぎゃああぁっ!?」

　このはは段ボール箱が開けられる寸前、思いっきり、手足を伸ばして立ち上がった。自分の手足に宿した刀の切れ味で、段ボールを綺き麗れいに突き破ったのだ。勿もち論ろん頭は出さず、前面に開けておいた二つの穴で外を見る。

　今までこの開閉を巡めぐるバトルを繰くり広げていた演者は、すぐ近くで腰を抜かしたようにひっくり返っている。他ほかの演者も似たり寄ったりだった。当然だろう、ただのセットの一部だった金庫から、いきなり女の──しかもスタイルと露ろ出しゆつ度どが抜群な四し肢しが生はえたのだ。

　観かん客きやく達は「うはは、斬ざん新しん！」「すげー、なんかエロいぞ！」「これってコメディだったのか？」「不ふ条じよう理り劇げきって奴やつじゃね？」とか好き勝手な反応をしている。なんとでも言えばいい、わたしはただの怪人・段ボール女！　とばかりにこのははステージを飛び降りた。それから飛びつくようにしてキャットウォークへの梯はし子ごを登り、脱いでいた衣服を回収し、近くの窓から外に飛び出る──二階と同じ高さからのダイブにさらなる騒さわぎが巻き起こったが、知ったことか。

「うう、あうう……ふふふ、ははは、あははは……」

　そのまま猛スピードで人ひと気けのない場所に逃げ、部室棟とうの裏で足を止めると、なぜか乾いた笑いが湧わき上がってきた。

「春はる亮あきくん、わたし、わたし……やりました。大事なもの、守りましたよ……！」

　何か、それとはまた別な大事なものをなくしてしまったような気がしないでもないが、それは考えないことにする。何はともあれ、人形は手に入れられたのだ。

「これだけの苦労をしたんです。きっと、きっと……」

　手早く制服に着替えてから、いそいそと人形の中身を確かく認にんしてみる。

　当然のように、外れだった。

　殺意が湧いた。




　　　　[image: ]




「あいつら、ちゃんとやってんのかなあ……」

「頑がん張ばってくれているだろう。だが彼女達のことを気にする前に、私達は私達の役割をきちんと果たさねば。よし夜や知ち、次はあの掃除用具入れだ」

　相変わらずこちらの背中を押しながら歩く錐きり霞かの指示を受け、廊下の掃除用具入れを開く。

「おっ、あったぞ！　どれどれ……くそ、ハズレだ」

「六個目も外れか。そろそろ持ちきれなくなってきたな」

「こっからならわりと近いし、理事長室に一回寄ってみようぜ。漸音ぜのんさんがいればそっちの進しん捗ちよく情報聞けるし。あいつらが寄ってればその様よう子すもな」

　再び錐霞に背を押されて理事長室へと歩き始める。この状況もそれなりに慣なれてきた。だが大事なのは自分が慣れているかどうかではなく、

「いんちょーさん、大丈夫か？」

「ん……ああ。お前の背中が、あるからな」

　ぽんぽん、と軽く肩が叩たたかれる。錐きり霞かも人形を片手に持っているから、右肩だけの感触だ。

　お前の背中がある、なんて言われようはちょっと気恥ずかしい。でも普段ふだんは自分が頼りにならないことを知っているから、今は少しでも役に立てていることがそれなりに嬉うれしかった。

「そっか。ならいいけど……まったく、なんでこんなことができるんだろうな。あいつは兄貴で、いんちょーさんは妹なんだろ。なのに」

「私はあいつのことを兄だとは思っていない──今は、もう」

　声は冷たく。右肩が、僅わずかに強く握られる。けれどそれは、話を止やめろ、と言われているような気配けはいではないような気がした。

「昔は違ったってこと？」

「昔か……」

「いや、話したくないんならいいんだけどさ」

　ふふ、と錐霞が苦笑したのが伝わってくる。

「お前は本当にお人ひと好よしすぎるな。今まで聞かれなかったのが不ふ思し議ぎなくらいだ……そうだな、私の家のことを話そう。あいつが《闇やみ曲まがり拍ぱく明あき》を名乗り始めるまでの話だ」

「あ、やっぱ本名じゃないのか」

「当たり前だ、あんな酔すい狂きような名前があるわけないだろう。私とは名字も違う」

　そこは、腹違いとかそういう感じかと思っていたのだが。そんな春はる亮あきの胸中を見み透すかしたように、正しよう真しん正しよう銘めい、奴やつは私の実の兄だったよ、と錐霞は付け加えた。

「さて……母は私が生まれてすぐに病死していたが、父はいた。どこかの富ふ豪ごうか好こう事ず家かかに私的に雇やとわれていた研究者だった。よく覚えていないが、民俗学か何かの研究者だったように思う。その富豪は、呪のろわれた道具──禍具ワースというものに興きよう味みを持ち、金持ちの道楽としてそれを調しらべようとしていたんだ」

「そうだなあ。怖いもの知らずの金持ちとか、結構集めてそうだもんな」

「かもしれん。そしてあの男の話だ。父はそれなりに優ゆう秀しゆうだったようだが、あの男はそれ以上だった。安っぽい言葉で言えば、天才だった。奴は優秀な成せい績せきで高校を卒業し、海外の大学も首席で卒業し、同じような研究者となった。帰国してからは、父と同じ雇い主のところで働くことになって──そこから何かがおかしくなり始めた」

「人が変わったようになった、とか？」

「いや、違う。奴はそれまでも奴だった。性格も何も変わっていない──飄ひよう々ひようとしていて、遊び心が過剰で、天才だった。言うならば、天才だったからこそああなった。つまり──天才であることを最大限発揮できる場所に至ったことで、天才であるその在あり様ようが変わったんだ。なあ夜や知ち、天才であることが発揮できる条件というのは何だと思う？　何が必要だと思う？」

　わからない。沈ちん黙もくしていると、錐霞はふうと息を聞いて、

「未知だよ」

「……？」

「たとえば小学生の算数ドリルの前では、天才は天才であることを発揮できない。天才には《誰だれにも解けない難なん問もん》が必要なのさ。つまりそれが禍具ワースだ。この世には呪のろわれた道具が存在する、という未知を知ったことで、奴やつは何かを解放させたんだ」

「最高の研究対象を見つけてしまった、とかそういう感じ？」

「有あり体ていに言えばそういうことになるか。それからは私にもよくわからないことが多い。わかっていることだけを言うぞ。私が中学生になるかならないかのある日、父と奴が帰ってこなかった。何日か待っていると、奴だけが帰ってきた。『世界には未知が多すぎるとは思わないか？』とか、そういうよくわからない話を一方的にしてから──『父が死んだ。僕と一いつ緒しよに来るかい、それとも一人ひとりで生きるかい？　どうする？』と言われた。ただの小娘には、ついていく以外に選せん択たく肢しはなかった。そんな、簡かん単たんな話だ」

　どうしてお父とうさんは──と、聞きかけるが、春はる亮あきは口を閉じた。肩の手に込められた力に気付いたから。それはきっと、軽々しく聞いていいことではない。そしておそらく、錐きり霞かも答えを知らない……あるいは、知らされていない。

「それから奴は《闇やみ曲まがり拍ぱく明あき》を名乗り始め、研究室長国という組そ織しきを作り始めた。もうそのころには素地は出来上がっていたようだったがな……どんな手を使ったのかは知らないが、例の雇やとい主ぬしの力を乗っ取りでもしたのだろう。金脈に人脈、元々の研究班、実じつ験けん体たいたる禍具ワース。利用できるものは山ほどあったろうからな」

　どんな感想を言えばいいのか。ひとしきり考えたが、結局、どうでもいい普通の言葉しか出なかった。本当に、自分は駄だ目めだと思う。でも、これしかできないと思う。

「そっか……大変だったんだな、いんちょーさん。でも、謎なぞが一つ解けたよ」

「一つどころか、いろいろ解けただろう？」

「いや、俺おれが前から思ってた謎の話。いんちょーさん、普通の女の子よりは明らかに料理が上う手まいからな。そっか、お母かあさんいなくて、きっとお父さんとかのために昔から料理とか作ってたんだよな。だからか……」

　一いつ瞬しゆんの、間。そして、

「はは、あはははは！」

　愉ゆ快かいそうな笑い声があって、ビシバシと背中が叩たたかれる。

「何を言うのかと思えば。馬ば鹿かげている。なんてどうでもいい謎だ。それに、まだ一度も勝てていないお前に、料理が上手いなどと言われても──ふふっ。ああ、馬鹿げている……」

　今度はそっと、撫なでるように、手の感触。その重みが増しているような気がした。ちらりと後ろを見てみると、錐霞は今までよりも僅わずかに腕を縮ちぢめ──つまりは春亮の背中に近付いていた。首くび輪わの寂せき寥りよう感かんがまた増したのかもしれない。

　それからすぐ理事長室に到着した。ドアを開けてまず目に入ったのは、山やま積づみにされた人形。

「おお、いっぱいある」

「お帰りなさいませ、夜や知ち様。と……上うえ野のさん」

　テーブルに紙を広げ、何かの作業をしていた漸音ぜのんが僅わずかに怪け訝げんそうな目になる。錐きり霞かのことについて──つまりは爆ばく弾だん人形の仕掛けられた経けい緯いは詳しく説明していなかったのだ。ビブオーリオが来たときに倣ならって、こちらを狙ねらう敵が来て云うん々ぬんということで誤ご魔ま化かしている。

「ええと、なりゆきで手伝てつだってもらってるんです！　口は固いし、その、いい人なので！」

「……そういうこと、です」

「そうですか。夜知様がよろしければ私には何の異い論ろんもございません。協力者が多いのはよいことです──協力者と言えば、銃音がのんお姉ねえ様さまにも手伝ってもらおうと電話したのですが、残念ながら連絡は取れておりません。仕方ないので保健室近辺は私が調しらべておきました……そのとき机に携けい帯たいがありましたので、おそらく携帯を置いたまま文化祭を楽しんでいるのでしょう」

「あの人も自由人っすね……全体的な首尾はどうなってます？」

「現在二十三個が発見済みです。残念ですがまだ当たりはありません。今はこの学校見取り図に、捜そう索さくし終えたところや人形を発見した場所などをマークしています」

「結構集まってますね。で、これ、俺おれ達の六個で、二十九個と」

　捜索し終えた場所と人形発見場所を漸音に伝え、見取り図に描かき込んでもらう。どうやら学校の半分程度は既すでに捜索を済ませているようだ。

「人形の数も調べた場所も、半分過ぎてるのにまだ見つかんないか……くそ。あ、人形がこれだけあるってことは、ひょっとしてフィアとかこのはとかこっちに寄りました？」

「はい。お二人ふたりとも一度ずつ……お二人のご様よう子すを報告させていただきますと、このは様はその人形のような感じで」

　漸音が指差したものを見る。山やま積づみになった人形の中、ただ一つ、なぜかぼろぼろに破れているものがあった。そう、何か──どうしようもなく苛いら立だたしい出来事があり、思わず怒りをぶつけてしまった、というように。

「理由はよくわかりませんが、大たい層そう、憤ふん慨がいしておられるようでした」

「……でしょうね」

　曖あい昧まいに同意する。一体、このはの身に何があったというのだろう。

「それで、フィアのほうは？」

「フィア様は──そうですね、次第に焦あせってきておられる様子でした。何やら嫌いやな未来ばかりが頭に浮かんでいる、というような感じで」

　眉まゆを顰ひそめたが、すぐに、それも仕方のないことかと思い直した。半分を過ぎてもまだ見つからないのだ。焦る必要があるとまでは言わないが、いつか見つかるだろう、とのんびりしている場合では絶対にない。

「何にしても、できるだけ早く見つけないとな……よし、いんちょーさん」

「ああ、捜そう索さくに戻ろう」

　くるーり、と背中の錐きり霞かに操そう作さされてまた視界が回る。漸音ぜのんの不ふ思し議ぎそうな声が聞こえた。

「……ところで夜や知ち様。何か自由に歩行できない罰でも与えられているので？」

「ええと、いろいろ事情がありまして！　気にしないでください！」

「はぁ……」

　逃げるように理事長室を出る。今ので思い出したが、爆ばく発はつを防ぐのは勿もち論ろん、錐霞の首くび輪わを外すという意味でも尚なお更さら頑がん張ばらねば。この連行態勢に微妙に慣なれてしまってるのが嫌いやすぎる。

　いんちょーさんはどうなのかな、とふと思って首を回そうとするが、

「こら夜知、ちゃんと前を見ていろ。何が起こるかわからないぞ」

「ああ、うん。余よ所そ見みしてたら普通に誰だれか轢ひきそうだしな」

「そ、そんなにグイグイは押してないだろう。ぶつかりそうになったら止まれ。私が言ったのはそういう意味ではなく……こんなゲームを仕掛けてくるくらいだ、直接的に奴やつらが何かを仕掛けてくるとは考えにくいが。それでも油断しないに越したことはない、ということだ」

　納得できる意見だった。確たしかに注意はしておくべきなのだろう。

　相手が直接仕掛けてくる可能性が低いからできたことだが、今自分達はフィアやこのはとは別れている。まさかそんなことはないだろうが、もし──

　もし、こんな状況で他ほかの敵に襲おそわれでもしたら。

　大変なことになるのは、わかりきっていた。




　次に向かったのは校舎二階の書道教室だった。

「うーむ。誰もいない」

　書道部の作品展示、という言葉だけでその予感はヒシヒシと漂ってきていたのだが、案あんの定じよう、この空間の人口密度は実に低かった。教室内に二人ふたり。つまり春はる亮あきと錐霞だけだ。

　黒板には「御自由にご覧らんください」と大きく書かれており、据え付け式の机の上には上う手まいのかどうかもわからない文字の躍おどる半紙が適当に並べられている。誰か一人ひとりぐらいは部員が残っていてもいいと思うのだが……悲しいかな、この場所の集客力については彼ら自身もよくわかっていたのだろう。ならば無む駄だな仕事は排して、各自で目一杯文化祭を楽しむのも選せん択たく肢しとしては間違いではない。

「しっかし、客がゼロ人ってのはさすがにこっちもいたたまれないぞ……」

「いいじゃないか、人がいないのは好都合だ。今のうちに調しらべさせてもらおう」

　見落としがないようにじっくりと、しかし迅じん速そくに探索を開始。そして終了。外れの人形すらもなかった。気落ちしている暇ひまもない、続けて次の場所に向かおうとしたとき──

　客が来た。

　ただしそれは、決して望ましい客では──つまりは書道を見に来た客ではなかったが。

「おお。これがいわゆる好都合！」

「……え？」

　春はる亮あきは曖あい昧まいな疑問符を発する。それしかできなかった。それほどまでに、そこに現れた二人ふたりの人ひと影かげは理解不能だったのだ。簡かん単たんに言ってしまえば──




　一人は妖怪濡れ女で、もう一人は全身スーツのドクロ仮面だった。







　第三章 「謝しや肉にく祭さい／仮面と妖よう怪かいは気ままに踊る」/ "Landfisher VS."
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「誰だれもいないところでじっくり見れば、さすがの私さんでもわかるよ。間違いない、当たりね……協力者さん、とりあえずそこの鍵かぎ閉められる？」

「ふぅ──閉めておくよ」

　なぜか不運を嘆なげくような溜ため息いきをついてから、着ぐるみドクロが教室の鍵を閉める。ボイスチェンジャーか何かがついているのか、聞こえてきたのは作り物のようにしゃがれた声だった。身に着けている暗い色合いのスーツは、燕えん尾び服ふくのような紳士的な衣い装しよう。頭部は完全なドクロ状態だ。地じ獄ごくから蘇よみがえったダークヒーローという設定らしい。

（撲ぼく殺さつ紳士ガシャドクロン……だっけ。間違いない、あの子が盗まれたって言ってた奴やつだ）

　いろいろあってすっかり忘れていたが──どうしてあんなところにいるのか。何者なのか。

　そしてもう一人ひとり。陽気な声を発したあの濡ぬれ女おんなも、何者なのか。妖よう怪かいかどうかはともかく、濡れ女なのは間違いない。

　彼女は可愛かわいらしいデザインの白いパーカーを着て、そのフードを目ま深ぶかに被かぶっていた。パーカーは丈たけが腰下まである大きめのもので、スカートのようなものは穿はいていない。裾すそからは肉感的で真っ白な太ふと股ももが飛び出し、足元のサンダルへと長くすらりとしたフォルムを導みちびいている。その足はどう見ても水で濡れており、肌に浮いた水滴が余計に太股の滑なめらかさを際きわ立だたせていた。勿もち論ろん濡れているのは足だけでなく、上半身のパーカーにもじんわりと水が滲にじんでいる。

「いやー、よかった。捜してたのよ……こんな、邪じや魔まが入りそうにないところで見つかるとは実にラッキー。これは私さんの日ひ頃ごろの行いがいいってことよね、ウフフフ」

　彼女は布で包まれた長い棒のようなものを携たずさえていた。それを首の後ろに渡して腕を載せつつ、ゆっくりとフードを上げる。

　歳としは丁度二は十た歳ちくらいだろうか。日本人ではなく、癖くせのある長い赤毛が印象的だ。当然そこも濡れている。張りついた髪の間に見えるのは、寝不足のようにショボショボした瞳ひとみと、相反する陽気な表情。徹てつ夜やハイのような雰囲気に見えなくもない。

　さらに彼女は水滴のついた指でパーカーのジッパーを下ろし、

「よくわからんが……フィアくんあたりが見れば激げき怒どしそうな女だな。そして夜や知ち、たった今唾つばを飲み込んだ理由をわかりやすく私に聞かせてもらいたいところだが。お前も大きければ大きいほどいいという主義の男か、まったく馬ば鹿かげている」

「緊きん張ちようしてるんだよ！　相手がわけわかんねぇし！」

　そう、わけがわからない。

　パーカーの下に見えるのは、面積の少ないビキニの水着だった。例のごとく濡ぬれた臍へその辺あたりは筋肉質に引ひき締しまっているが、つぅっ、と水滴をカーブさせて引ひき摺ずり込む谷間は外国人らしく強大にすぎるものだ。

　そのメリハリのついた肉体を睨にらみつつ、錐きり霞かが硬い声で言う。

「捜していた、と言ったな。私達のことをか。何者だ」

「これがいわゆる誰何すいか！　ウフフフ、じゃあ名乗ろうかな。私さんはオラトリエ・ラブドルムナーグ。《乱打緋主ランドフイツシヤー》って渾あだ名なもあるけど」

　その名前が、頭の片かた隅すみに引っかかった。必死に思い出そうとしていると、

「……拍ぱく明あきが言っていたな。分室から逃げ出した家族会員フアミリーの名前を」

「そ、そうだ。確たしかあんな感じの名前だったぞ……！」

「いかにも、私さんは家族会フアミリーズの人間。あ、それと貴女あなたさんの間違いを一個訂正しとくわ」

　謎なぞの水着濡れ女──オラトリエはごく自然な仕し草ぐさで肩に回していた棒を下ろす。フンフンと鼻歌を歌いつつ、楽しそうにその布を解ほどき始めた。

「ウフフフ。私達のことを捜していた、じゃないのよね」

「……なに？」

「だーかーらー。貴女さんのことはどうでもいいの。つまり、私さんが捜してたのはー……」

　解かれた布の下にあったのは、櫂。

　年季が入って薄汚れた、木製のオールだった。

　彼女は、重そうなそれを片手でひょいと肩に担かついでから、

「ハルアキ・ヤチ、そこの貴方あなたさんなのよ。ウフフ。では、訳わけあって失礼──」

　楽しそうに、とてもとても楽しそうに、

　自分の目的を告げて、そのために動き始めた。

「──大人おとなしく死んじゃってほしいわ！」




　びたびたびた！　とオラトリエが場の空気にそぐわない濡れた足音で突進してくる。

「夜や知ち、下がれ！」

　錐霞に胸を押され、強制的に後ろに下がらされる。理由は全くわからないが、オラトリエが本気だということだけはその殺気で充分に証明されていた。

「き、気をつけろよ！　あのオール、多た分ぶん……！」

「わかっている！」

　錐霞の右袖そでからしゅるしゅると伸びるのは、黒の革ベルト──殺人鬼《黒くろ河かわ可か憐れん》の名を冠した殺人器。幾多の殺意を受け止めたベルトが、眼前の殺意を押おし留とどめるべく動き始める。

　もう一人ひとりは!?　と思って春はる亮あきが視し線せんを巡らせると、着ぐるみ泥どろ棒ぼうは腕組みをして壁かべに背中を預けていた。彼もしくは彼女は数すう瞬しゆん、何かを考えるように視し線せんを床ゆかに落としてから、

「相手が一人ひとりなら、あんただけで充分すぎるだろう……とりあえず見物させてもらう」

「あー、そう？　それならそれで別にいいわ！」

　振り向きもせず、水着女──オラトリエが答える。よくわからないが、二人ふたりがかりで襲おそってこないのは助かる。いやしかし、一対一だとしても、はたして大丈夫なのか──？

　パーカーのフードと赤毛を靡なびかせて間合いを詰めるオラトリエに、錐きり霞かは据え付け机の間に身体からだを滑すべり込ませながら《黒くろ河かわ可か憐れん》を伸ばす。オラトリエは机に飛び乗ってそれを回かい避ひ──続けざまに錐霞は革ベルトを教卓の足に絡からみつかせ、持ち上げたそれを敵に叩たたきつけた。が、死角から飛来した教卓をちらりと見やり、オラトリエはただ手を動かす。何気なく振るわれただけなのに、その櫂かいは重い教卓を苦もなく教室の端まで弾はじき返した。なんという膂りよ力りよくか。

「やっぱり禍具ワースか。いいわね、それ、大事にするべきだわ。毎晩撫なでて弄いじって抱いてキスして人殺しに使ってあげるべきだわ。それは貴女あなたさんを助けてくれるものだから──でも今だけはちょっと邪じや魔まするのを止やめてくれない？　それは大事な大事な超越のモノ。できれば壊こわしたりしたくないのよ」

「ふざけたことをっ……ならばそのまま動くな！」

　錐霞はそのまま《黒河可憐》を相手の櫂へと伸ばした。薄うす汚よごれた櫂に、何人もの血を吸った革ベルトが叩きつけるような勢いで伸び、それに絡みつこうとし──

　絡みつかない。

「なっ……？」

　理解できなかった。確たしかに櫂を捉とらえたはずのベルトは、虚むなしく中空を彷徨さまよっているだけだ。

「ウフフフ、言われた通り動かなかったわよ？　今度は動くけど」

　机から飛び降りつつ、オラトリエが櫂を振る。けたたましい音を立て、据え付けの机が土台から引っこ抜かれて弾はじけ飛んだ。それは一個では終わらず、手当たり次第に繰くり返される。

　破は砕さいされ飛来する机の残ざん骸がい。錐霞はなんとか避けようとするが、突進の勢いを殺そぐために机の隙すき間まに入っていたのが裏目に出た。一つの大きな残骸を避けきれずに足に喰くらい、バランスを崩してその場に倒れる。

「いんちょーさん！」

「来るなっ！」

　怒ど鳴なるように言い返しつつ、錐霞はそのまま革ベルトを操あやつる。さっき何が起こったのかは未いまだ理解できないが、彼女の武器はそれしかない。宙を舞まう机の残骸を縫ぬってベルトを伸ばすが、既すでにオラトリエの姿はそこにはなかった。

　横の壁に足をつけてしゃがみ込み、その面に張りついていた。

　それは世界が九十度回転したかのような光景。重力を無視した光景。

　その異常を為なしているのは、彼女の身を支えているのは、やはり彼女が手にした櫂だった。先端が壁かべにめり込んでいる。抉っているのではなく、ただぬるりと潜り込んでいる。

　唇を曲げたオラトリエは、その体勢から両足で壁を蹴けり、その反動で一いつ直ちよく線せんに錐きり霞かへ向けて飛ぶ。空中で櫂かいを大きく振りかぶり、

「ちいっ──」

　錐霞は丁度腰を持ち上げかけたところだった。回かい避ひはできず、《黒くろ河かわ可か憐れん》で引き寄せた机の残ざん骸がいを手で支えて盾たてにする。だが。

「──《水葬奇譚トラゲデイメソツド》！」

「がっ……!?」

　擦り抜けた。

　もはや疑いようはない。絡からみつくことのできなかった《黒河可憐》、壁に張りついていた姿、そして残骸を擦すり抜ける攻こう撃げき──あの櫂は何か《透過》に関する力を持っている。

　錐霞の右の上腕部に、巨大な櫂が手加減なく叩たたきつけられた。同時、重い木もつ塊かいはその破は壊かい力りよくを音に変換する。肉が潰つぶれる音と骨が砕くだける音、その二つが入り混じった異音。

「い、いんちょーさんっ……！」

　春はる亮あきの声に答える余裕は、もはや錐霞にはない。床ゆかに倒れ、苦く悶もんの叫びを上げるだけだ。

　オラトリエはそれでも手を止めなかった。ぺろりと舌を出しつつ、

「はい無理！　もう無理！　ウフフ、ご愁しゆう傷しよう様さま……あと黒パンツ見えてるョ。って、え、なにそのチャック。そのデザイン超エロい。日本の女子高生ってみんなそんなの穿はいてるの？　ちょっと感動したから命だけは助けてあげるわ」

　繰くり返す。

　櫂を振り上げ、振り下ろす。

　その単純な動作を、何回も、何十回も。

　しかもそれは、同じ箇所──錐霞の右腕へのみ繰り出されていた。もはや肉は潰れるというよりも爆はぜている。骨は砕けるというよりも肉と攪かく拌はんさせられている。櫂がそこに打ちつけられるたびに、決して見たくはない深しん紅くの噴ふん水すいが激はげしく飛沫しぶきをあげる。

　オラトリエが為なすのは愚ぐ直ちよくな乱打。圧倒的な乱打。

　櫂は暴あばれる、びたん、びたん、びたんびたんぐしゃり！

「ぐっ、がっ、あ・あ・うんっ、ぎ、は──っ！」

「ウフフ、ウフフフフ！　これがいわゆる打ちよう擲ちやく！　打擲！」

「や、止やめろ！　止めろぉぉぉっ！」

「止めないわよ。ウフフフ、私さんは家族会フアミリーズの人間だから、愛すべき超越の禍具ワースはうちで保ほ護ごしてあげなくちゃ。この子の腕を捥ぎ取って回収するから、ちょっと待っててね、ハルアキ・ヤチ。邪じや魔まされる可能性がなくなったら、ゆっくり殺してあげるから！」

　駄だ目めだ。そんなのは、絶対に、駄目だ！

　どうすればいいかを必死に考える。無む闇やみに突っかかっても勝ち目はない。自分の無力が歯がゆい。机の残ざん骸がいを投げて注意を引いて、逃げ回りながら時間を稼かせいで、いやそうだ電話でこのはを呼んで、このはなら剣けん殺さつ交こう叉さでこんな女一いつ瞬しゆんで、ああでもどうなのだ、もしかしてそれすらも擦すり抜けてしまうのか。だがそんなことで躊ちゆう躇ちよしている暇ひまはない、とりあえず自分だけではどうにもならないのはわかりきって──

　そんな混乱の思考は、窓ガラスがけたたましく割れる音で中断された。

　二階の窓から飛び込んできたのは、このはでもフィアでもない。

　ン・イゾイーだった。

「我わが希望・目に余ったりする故ゆえに排除」

　空中でその身の天地を反転させつつ、彼女は右足のナイフを落雷のように繰くり出す。さすがにそれはオラトリエも看かん過かはできない。錐きり霞かへの打ちよう擲ちやくを止やめて櫂かいを振り上げ、なんとかその刃やいばを防いで間合いを開ける。

「……誰だれなのかしらね、貴女あなたさんは」

「答える必要はなく皆かい無むと答えます」

　睨にらみ合う二人ふたり。だが春はる亮あきにはそれ以上そちらを気にする余裕はなかった。慌あわてて錐霞に駆かけ寄る。ひどい有あり様さまだった──が、錐霞は《黒くろ河かわ可か憐れん》とは別の禍具ワースも身に纏まとっている。その傷跡はじゅくじゅくと蠢うごめいて元の姿に戻ろうとしていた。

「ぐうっ、は、あっ……！」

「いんちょーさん、いんちょーさん！」

　上半身を起こした錐霞を支える。錐霞はちらりと自分の右腕を見て、

「だ……大丈夫だ。馬ば鹿かげている、本当に腕を千切り取るつもりだったのか……！　だが、おかげで、今すぐ死ぬようなことは……う、んっ……？」

「喋しやべらなくていいから。なんか知らないけど、あいつが助けてくれるみたいだし──って」

　錐霞は自分の肩を抱いて震ふるえ出していた。それは右腕の怪け我がとは関係のない異常のように思える。春亮は眉まゆを寄せ、

「まさか、首くび輪わのアレか？　そうだよ、さっきずっと離はなれてたから！」

「少しなら、平気かと思っていたが。くそ、反動の、ようなものが……来たか」

「ど、どうすればいい？　触って……ってもう触ってるし、ええと!?」

　抱き起こしている錐霞の顔がちらりと動いた。腕の痛みのせいだろうか、涙に濡ぬれた瞳ひとみ。きゅっと瞳を細めて、さらに身体からだを震わせて、視し線せんを外して、小さく呟つぶやくように、

「できるなら、その。もっと、ぎゅっとしてくれれば……いや、お前が嫌いやなら、別にこのままでも……いずれ波は治まる、かもしれないし──ひゃう!?」

　そんなものでいいのなら、いくらでもしてやる。自分にはそれくらいしかできない。

　自じ己こ嫌けん悪おを感じつつ、錐霞の肩に手を回して、抱く。何やらとんでもなく可愛かわいらしい声が聞こえたような気もしたが、それは耳を素通りしていった。熱あつい。錐きり霞かの血が熱い。制服が汚れるのは気にならなかった。治ち癒ゆに従ってその血が傷口に戻っていくのは知っていたが、そうでなくても、きっと気にしなかっただろうと思う。
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　ややあって、錐霞の吐と息いき。ひどく安あん堵どしたような、満足したような。

　軽く身を起こしてその顔を確たしかめようとしたところで、

「いやはや、だね。オラトリエ・ラブドルムナーグまでここにいるとは。これはどういう巡めぐり合わせだろうか」

　その声に慌あわてて身を捻ひねる。背後には拍ぱく明あきが立っていた。神出鬼没にも程ほどがある。

　錐霞も瞬しゆん時じに顔色を変えた。表情を険けわしくして、

「拍明！　貴様、どういう──」

　連れん鎖さするように事態は動く。その瞬間、今までは我われ関せずと壁かべに背中を預けていたドクロ仮面が、どこからか短い刃物を取り出して春はる亮あき達のほうに疾しつ駆くを始めたのだ。

「おっと、おかしなヒーローくんもいるのか。まあいい、ン・イゾイー。そっちも頼む」

「受じゆ諾だく」

　褐かつ色しよくの肌が縦じゆう横おう無む尽じんに躍おどる。手て錠じようで繫つながれた手は移動と姿勢制せい御ぎよに用いる足の如ごとく、ナイフを持った足は敵を害する腕かいなの如く──翻ひるがえるスカート、逆さかさまに揺れる灰はい色いろ髪がみ、自由に伸び上がる褐色の脚部。見たこともないほどの異常な動きだ。しかしそれは確たしかに敵二人ふたりの行動を阻はばむ。怪力で振るわれるオラトリエの櫂かいを受け流し、透過の力が発揮されれば身を捻ひねって回避し、滑すべるように位置を変え、目を見張る速度で接近していたドクロ仮面のナイフを弾はじく。

「な、何がどうなってんだ……？」

　着ぐるみ泥どろ棒ぼうと濡ぬれ女おんなが来て、濡れ女に襲おそわれたかと思えば、また別の敵が飛び込んできて交戦を始める──混こん沌とんとしすぎていて状況が理解できない。

　だが春はる亮あきの理解が追いつくのを待たず、事態は刻一刻と変化していく。

「ああもう、なんなのかしらね……！　邪じや魔まなことこの上ないわ。貴女あなたさんを相手するより、こうなればさっさとターゲットのほうを片付けて──」

「──油断するな！」

　着ぐるみ泥棒の忠告は遅かった。ン・イゾイーは間違いなく達人であり、その隙すきを逃すことはない。オラトリエの注意が、眼前の敵でなく、その後ろにいる春亮達に向いた刹せつ那な──彼女の足元へスライディングのように滑すべり込んだン・イゾイーのナイフが、反射的に繰くり出されたオラトリエの反はん撃げきを搔かい潜くぐってその太ふと股ももを切り裂いていたのだ。

「くあっ……!?」

「余よ所そ見みはいけないという忠告を忠告します」

　バランスを崩しかけるが、しかしオラトリエは倒れない。多量の血液を太股から零こぼしつつ、ぎらぎらとした目を前に向けたまま櫂かいを構える。だがどう見ても軽傷ではない出血量だ。それは勿もち論ろんこの場で見ているもの全すべてにわかることで、

「重ねて忠告だよ、オラトリエ・ラブドルムナーグ。その怪け我がではもう戦えまい。諦あきらめて逃げたらどうだい？　止血せねば命に関かかわるだろう……ははは、都合よくここは学校だ。保健室にでも駆かけ込んだら優やさしい校医さんが手当てしてくれるんじゃないかな？」

「闇やみ曲まがり、拍ぱく明あき……」

「まあ逃げないというならそれも結構。どうやったかは知らないが、君は分室から逃げ出した捕ほ虜りよだ。ここで捕まえ直して室長の威い厳げんを示すのも──」

　そこで、きぃん、と刃物が打ち合わされる音。ドクロ仮面は未いまだ健在で、ン・イゾイーと戦っているのだ。怪人は素早すばやい動きで目まぐるしく斬きり結びながら、不ふ機き嫌げんそうに言う。

「ち──動けなくなったら見捨てるって言ったよな。悪いがフォローも治ち療りようもしてやれる状況じゃない。協力関係はここで解消だ。予想外に早くやられたな、当てが外れた……っ、と」

「無む駄だ口ぐちもいけないという忠告を忠告します」

　数すう瞬しゆん、刃物の音が鳴るだけの沈ちん黙もく。次に春亮が聞いたのはオラトリエの舌打ちだった。太股の傷を苛いら立だたしそうに眺め、さらには胸の水滴を撫なでるようにしつつ、

「言ってくれるわね、協力者さん……でもさすがにこの出血はまずいか。そろそろ水分も補給しなくちゃ駄だ目めだし──ええい、仕方ない！」

　彼女はこちらを見据えたまま後退し、書道教室のドアに掛けられていた鍵かぎを開ける。

「ハルアキ・ヤチ……ひとまず命拾いしたわね。でも諦あきらめないわ」

「な、なんで俺おれを狙ねらうんだ!?　理由を言えよ！」

「私さんは……知らなくちゃならない。知らなくちゃならないことがあるの。だから──って危ない危ない、教える義理はないわ。とにかく、すぐ戻るから逃げずに待っててよ！」

　そしてオラトリエはドアを開けて外に出ていく。あまり人目につかないでもらいたいが、それは気にしても仕方のないことか。

「ていうか、逃げないわけがないだろ……いんちょーさん、動けるか？」

「ああ、なんとかな。腕が動かせるくらいには治った」

「では窓からでも行くといい。まだあの謎なぞのヒーローくんが危ないものを振り回しているからな。お前の《可か憐れん》を使えば降りられるだろう？」

　錐きり霞かは立ち上がり、のんびりと窓まど枠わくに背を預ける拍ぱく明あきを睨にらんだ。革ベルトを軽く揺らしつつ、

「逃げる前に、ここでお前の首を絞めて爆ばく弾だんの在あり処かを聞き出すという選せん択たく肢しもあるぞ」

「止やめたほうがいいな。その瞬しゆん間かん、ン・イゾイーがこっちに戻ってくるだろう。お前一人ひとりでどうにかなると思うかい？」

　錐霞が軽く舌打ちする。結局、ベルトは拍明の首ではなく、教室の隅すみにある太いパイプ管に巻きついた。

「夜や知ち、私に摑つかまれ。降りるぞ」

「……あ、ああ」

　仕方ないだろう。錐霞の怪け我がも完全には治っていないし、ここはとりあえず逃げて態勢を立て直すしかない。どこに摑つかまるか数瞬迷ってから、春はる亮あきは錐霞の左腕をしっかりと握った。二人ふたりで窓枠に足をかけたところで、錐霞がやはり厳きびしい目で室内を振り返る。

「──なぜ助けた？」

「ははは、愚ぐ問もんだね。兄が可愛かわいい妹を助けるのに理由がいるのかい？」

　錐霞は再度の舌打ちで会話を打ち切った。威い嚇かくするようにベルトを一度波打たせて大きな音を鳴らしてから、それを徐じよ々じよに伸長させて窓の外に下りていく。

　錐霞は平静を装よそおっているが、怪我が治りきっていない腕に二人分の体重だ、きついことは間違いないだろう。少しでも負担を軽くしようと、地上まで残り数メートルになったところで春亮は手を離はなして飛び降りる。やや遅れてするすると錐霞も地上に降りてきた。

　ここは校舎裏で、人目を気にする必要はない。慌あわてて錐霞に駆かけ寄る。

「い、いんちょーさん……」

「私の身体からだなら平気だ。もうすぐすれば完全に治るだろう……服は少し破れてしまったが。それよりも、あのオラトリエという女はどうする。馬ば鹿かげているが、お前を殺すのが目的のようだったな。狙ねらわれる心当たりは？」

「あー……なんだろう。やっぱアビスとかの関係かな……でも体育祭んときは俺、いろいろあってオロオロしてただけだったし。よくわかんねえ」

　話しながら、とりあえず場所を移動することにした。また頭の上から敵が降ってこないとも限らない……あのドクロ仮面は、自分達よりも拍ぱく明あきを狙ねらっていたような気もしたが。

　今まで通り、錐きり霞かに背中を押されて歩きつつ、

「狙われる理由はともかく、どうしよう。家族会フアミリーズってんなら、どんなとんでもないことをしてくるかわかんないぞ。他ほかの生徒達がいるところでいきなり襲おそいかかってきたりでもしたら大変だ。怪け我がしてるからって安心できねえ」

「そうだな。だが──奴やつ以上に頭の痛い問題が依然として残っている。極きよく論ろんを言えば、オラトリエをどうにかするのは明日あしたでも構わないが、こっちの問題には時間制限があるのだ」

「だからその途中で邪じや魔まされたら大変だってことで……ぐわー、堂々巡めぐりだ。くそ、どうしたらいいんだ……？」

　頭が痛い問題だらけだった。だが悩み続けて時間を無む駄だにすることもできない。こうしている間にもリミットは迫っているのだ。オラトリエが人ごみの中で襲いかかってくるかどうかはわからないが、爆ばく弾だんは時間が過ぎれば確かく実じつに爆発する。今はオラトリエと戦っている時間すら惜しい。それに、一度では仕留めきれず、また逃げられたりすればさらに面めん倒どうなことになる。しかし放置しておけば何が起こるかわからない──なんという二に律りつ背はい反はんだ。

「うう……とりあえずこのはに電話しとくか。いろいろ伝えとかなきゃ」

　春はる亮あきは携けい帯たいを取り出す。ボタンを押そうとしたとき、指が止まった。

　そのとき春亮が考えていたのは、フィアは携帯を持っていないから、理事長室での中間報告のときに伝えるしかないな、ということと、もう一つ──たった今、頭に浮かんできたこと。

　それから春亮はすぐに指の動きを再開させ、彼女に電話をかけ始めた。数十秒の呼び出し音を経て、やがて通話が繫つながる。今まであったことを早口で説明し、それが終わると、春亮は一つ大きな溜ため息いきをついた。

「で……なんつーか、お願ねがいがあるんだけどさ」
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　わけのわからない褐かつ色しよく娘に深手を負わせられ、墨すみ臭くさい教室を脱出してから、オラトリエは人目を避けて行動していた。誰だれに見つかろうと騒さわぎになる前にどうにかしてしまえばいいのだが、面めん倒どうなのは確たしかだ。

　校舎の裏に沿って移動し、窓があれば中を覗のぞき込む。その行為を繰くり返すことしばらく、校庭にほど近い校舎の一階でついに目当ての場所を見つけた。

　保健室だ。あの男の言に従ったわけではないが、そこしか止血できる場所の心当たりはなかった。諦あきらめて校外に立ち去るという選せん択たく肢しは存在しない。

　部へ屋やの中には誰だれの姿も──校医の姿すらもなかった。幸運と思うか不運と思うかは微妙なところだ。《脅おどして治ち療りようさせて、場合によっては口封じ》というコースと《自分で薬くすりを見つけて自分で止血》というコース、どちらもがそれなりに面めん倒どうではある。

　ともあれ、鍵かぎの掛かっていなかった窓を開けて、中に侵入。

「やれやれ。で、何かしらね。消毒と止血剤と包帯？　動けるようになればなんでもいいんだけど……テーピングとかのほうがいいかしらね。どこだろ、ああもう、面倒臭いな……」

　そう呟つぶやきつつ、適当に医い薬やく品ひんの棚を探ろうとしたところで、

「すみませーん、先生。ちょっと気分が悪くなったみたいなので、休ませてもらっても──」

　入ってきたのは二人ふたりの生徒だった。鞄かばんを持った小こ柄がらな男子生徒と、それに肩を貸している女子生徒。その自然な距きよ離り感かんを見るに、おそらくステディな関係なのだろう。

（青春ねえ。で、どうしよう。殺そうかな？）

　騒さわがれてからでは遅い。うん、殺しておくべきだ。そう軽く判断し、オラトリエは櫂かいを握り直しつつ二人に向き直る。そして一歩足を踏み出したとき、

「た、大変！　凄すごい怪け我がしてるじゃないですか、動かないでください！」

「……は？」

「ちょっとごめんね、錬れんくん。ベッドに座って休んでて。先にこの人なんとかしないと」

「う、うん……」

　男子生徒は言われた通りベッドに座り、女子生徒のほうはオラトリエの前に膝ひざをついて太ふと股ももの傷を確かく認にんする。すぐに顔を顰しかめた。

「凄い傷……！　どうして立ってるんですか、座っててください！　あんまり上う手まくないかもしれないけど、すぐ手当てしますね！　ああもう、今日きようはホントにいろいろ起こるよぅ……！」

　少女が戸棚を必死に探り始める。その後頭部に《水葬奇譚トラゲデイメソツド》を振り下ろすのは簡かん単たんだが、毒気を抜かれた。さらには、

「あの……ひなちゃんの言う通り、座ったほうがいいですよ。この椅い子す、使ってください」

　と、男子生徒がパイプ椅子を持ってきて近くに置いた。どこかおどおどした雰囲気で、ぺこ、と頭を下げてから、またベッドのほうに戻っていく。

（んー。騒さわぐ感じもないし、手当てしてくれるっていうし。別に今殺さなくてもいいかな？）

　そんなことをぼんやり考えていると、結局は億おつ劫くうさが勝った。

「じゃあ、頼みますかね、っと。急いでほしいなー、結構前からドバドバ出てるのよ」

「わ、日本語上じよう手ず……ってそれはどうでもよくて！　わ、わかりました！　ええと、これが消しよう毒どく薬やくで、ええと、包帯、包帯は？　うわーん、北ほう条じよう先生はこんなときにどこ行って……早く帰ってきてくださいー！」

　椅子に座り、オラトリエは二人の様よう子すを改めて観かん察さつする。ひなちゃんと呼ばれた女子のほうは分厚いぐりぐり眼鏡めがねに適当に後ろで縛しばった髪、たいして短くもないスカートと、いかにも野や暮ぼったい印象。内向的な性格でもなさそうだし、素材も悪くないのに。惜しいなあ。眼鏡めがねをコンタクトにするだけで化けたりするタイプね、とどうでもいい感想を抱いた。

　錬れんくんという小こ柄がらな男子のほうは、少女とは対照的だった。可愛かわいい顔立ちと、常におどおどとしている気弱な雰囲気が相あい俟まって、どこか保ほ護ご欲よくを搔かき立てる。小動物系の美少年だった。

「あった、これ！　じゃあ、とりあえずこれで拭ふいて、消毒して……」

「ほいほい。貴女あなたさん、保健委員ってやつ？　そういうシステム聞いたことあるけど」

「あ、いえ。違いますけど」

「じゃあ、なんで手当てしてくれてるの？」

　少女はオラトリエの傷口を拭き、それから消毒液を染み込ませたガーゼをそこに当てる。

「その、困ってる人見ると、助けずにはいられないタチなんです。ほっとくと心がむずむずするっていうか……親とか友達には損してるって言われることもありますけど、やりたいからやってるのでいいんです。こないだおばあさんの荷物を持ってあげたときは『今時ベタすぎる人助けだー』って友達とかに笑われちゃったんですけど、それもやっぱり私的には」

「ああはいはい、いるわね、そういう子。私さんも一人ひとり知ってる。それより凄すごい沁しみるんだけどさ、もーちょっと優やさしくやってくれる？」

　ご、ごめんなさい！　と素直すなおに少女は頭を下げた。優しい、いい子だ。ただ今は、どう考えても優しくする相手を間違えていると思えたが。

　上う手まくないかもしれないけど、と言っていた通り、少女の治ち療りようはそれほど手て慣なれたものではなかった。だが自分一人でやるより楽だったのは確たしかだ。

「ああ、包帯きつく巻いて、きつ〜く」

「は、はい。えっと、これくらいですか」

「もっともっと。ああそう、そのくらい」

　一応の治療は完了。まだじんわりと血が包帯に滲にじんでくるが、先刻よりは何倍もマシだろう。

　さて。治療も終わったし、この二人ふたりをどうするか。

（なんか不都合があるとも思えないわね……ま、殺さないでおいてあげようかな。治療してくれた義理もあるし。ウフフフ、これがいわゆる慈じ愛あいの心）

　一人でほくそ笑えんでから、

「ありがとね、えーと、ひなちゃん？　おお、そういや名前まで雛ひな井いに似てるわ……うん、じゃあそういうことで」

「あ、宙そら城しろ日向ひなたです。こっちは堂どう本もと錬くん──って、え!?　ど、どこ行くんです!?」

「用事があるのよね。だ・い・じ・な、用事」

「だ、駄だ目めですよ！　どんな用事かは知りませんけど、大おお怪け我がしてるんですからー！　ね、錬くんもそう思うでしょ？」

「う、うん。せめて、もう少し休んでからのほうが……」

　うるさいなー。やっぱ殺すか。

　と、軽く前ぜん言げん撤てつ回かいしかけたときだった。ふと、その《用事》についての問題を思い出す。

　結構時間が経たってしまった。もう少年はあの教室にはいないかもしれない。とすると、また学校の中を捜さなくてはならないわけだが……あてが全くない。

（さすがにもう逃げてるかしらね。こんなゴチャゴチャしてる中をまた捜すの、めんどい。歩き回ってこの足を疲れさせるのもアレだし。うん、ばっちりすぐにバトルできるときまで、できれば無む駄だ歩きはしないほうがいいかな）

　ではどうするか。少し考えただけで、アイデアはすぐに出た。

　踵きびすを返し、椅い子すに戻る。わかってくれたんですね、と少女はほっとした息を吐いた。

「あのさあ……ぶっちゃけ聞くけど、私さん、怪あやしくない？」

「え？　それはその、ちょっとだけ……水着でオールで血ち塗まみれ、なので。でもまあ、今日きようは文化祭ですし。何かのイベントに参加されてる方ですか？　それで怪け我がしたとか」

「ううん、いい子。ウフフフ、それとも平和ボケした日本人だからかしら？　まぁいいわ……あ、大事なこと思い出した。水持ってきてくれる？」

　部へ屋やの隅すみにある水道に目を向けて言うと、「わかりました！」と少女はそちらに駆かけていった。校医がコーヒーでも飲むのだろう、近くにあったマグカップに水を汲くんで戻ってくる。

　ありがとう、と微笑ほほえんでカップを受け取り、そしてオラトリエは。

　そのカップの水を、頭から被かぶった。

「え。何を!?」

「ふぃー……たいしたことじゃないわ。こうしないと死ぬ身体なだけだから」

　きょとんとする少女に、さらに言ってやる。

「わかんないかな。私さんさ、貴女あなたさん達とは違うのよね。生き方とか行動原理とか、そういうの含めて。貴女さんみたいに優やさしくないし、お節せつ介かいでもないし、いい子でもない。つまり」

　視し線せんを横に動かす。ベッドに座る少年は、少女と同じく怪け訝げんそうに首を傾かしげていた。

「つまり──ウフフフ。私さん、悪い奴なのよ。たとえば、こんなことするくらいに」

　椅子に座ったまま、櫂かいを片手で振った。柔らかい肉にめり込む寸前に、ぴたりと停止。

「……え？」

　そしてオラトリエは、未いまだ怪訝に瞬まばたきをするだけの可愛かわいい小動物──男子生徒の喉のど元もとに呪のろわれた櫂をつきつけたまま、少女に向けて言った。

「ハルアキ・ヤチっていう生徒が今どこにいるのか、調しらべてきてほしいナ。嫌いやだって言ったら、勿もち論ろんこのカワイイ男の子がどうにかなっちゃうわけだけど……それはないわよね？　貴女さん、困ってる人を見ると助けずにはいられないんでしょ？」
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「あっ！　大丈夫でしたかやっぱり襲おそわれたって本当で春はる亮あきくんを狙ねらうなんて万ばん死しに値する下げ郎ろうがどこに叩たたきのめして想像を絶するような無ぶ様ざまな悲鳴をあげさせましょう今すぐ！」

　一度目の中間報告。理事長室に入るなり、このはが凄すさまじい剣けん幕まくで詰め寄ってきた。心配してくれてるのはわかるが物もの凄すごく怖い。なんかもう既すでに触れたらスパッと斬きれるような雰囲気が漂ってるし。

　このはから聞いたのだろう、ソファーに座るフィアも苛いら々いらとルービックキューブを回転させつつ、こちらに剣けん吞のんな視し線せんを向けてきた。

「まったく、厄やつ介かい事ごとが一気に来おるな。こんなハレンチ小僧を殺してどうしようというのだか……理解できん。聞けばそいつは家族会フアミリーズだというではないか。アビスを殺したのは私だ、ならば私を狙えばいいものを」

「いや、それもよくはねぇよ……」

「とにかく、キリカ、大丈夫か。お前が春亮を助けてくれたのだろ？」

　背中に触れていた手が僅わずかに上下する。錐きり霞かが肩を竦すくめたのだろう。

「たいしたことはしていないよ。どういう気き紛まぐれか、あの男達がご丁てい寧ねいにも守ってくれたしな」

「よくわかりませんが、狙われているというのは穏おだやかではありませんね……何かお力になれればよいのですが」

　漸音ぜのんが眉まゆを顰ひそめて言う。さっきこの部へ屋やに来たときと同じく、彼女はテーブルの上に広げた地図に情報を書き込んでいた。

　その言葉を背中で聞いて、さらにこのはがぐぐいと顔を近付けてくる。

「漸音さんのお言葉はありがたいですが、そんな最悪の敵は今すぐこのわたしが成せい敗ばいしますので心配は無用です！　さあ行きましょう今行きましょうすぐ行きましょう！」

「貴様一人ひとりにいい恰かつ好こうをさせてたまるか。ハレンチ小僧を殺すというのはさすがに見過ごせんし、キリカを傷つけてくれた礼をしてやらねばな……！」

「い、いや待て。ちょーっと待て！」

　既に戦せん闘とうモード気味なこのはと、ソファーから立ち上がるフィアに掌てのひらを向けてその動きを制止する。一つ大きく息を吐いて、

「……俺おれ達が今やるべきことは、それじゃないだろ」

　確たしかにオラトリエのこともどうにかしなくてはならないが、最さい優ゆう先せんでしなくてはならないことが他ほかにある。それは二人ふたりもわかっているはずだ。

「で、でも……春亮くん」

　このはが不満げに瞳ひとみを揺らす。

「こっちは時間制限がある。取り押さえに行って、そこでまた逃げられたりでもしたら完全な時間の無む駄だだ。あいつのことは多た分ぶん、しばらくは気にしなくても大丈夫だ……俺おれ達は俺達のすべきことを急いで済ませるしかないと思う。全部調しらべ終えるまで、もう一息なんだろ」

　視し線せんを地図に向けた。赤い印がつけられた場所──調べ終えた場所はもうかなりの数に上っている。そう、全すべてが終わるまでもう一息なのだ。ここで余計な道に逸それるわけにはいかない。

　このははなおも不服そうにしていたが、フィアの反応は違った。

「完全には納得できんが──正せい論ろんだ。なにはともあれ、絶対に爆ばく弾だんを爆発などさせてはならない。私達は、見つけなければならんのだ……！　なんとしても！」

　そこにあったのは、決意の表情。これ以上なく真剣な瞳ひとみ。こちらが怖くなるほどの。

「爆弾に集中しろというなら、私は捜そう索さくに戻る。ここでこうしている時間も、正直惜しい」

　そしてフィアはルービックキューブをポケットに戻し、俯うつむき加減に──しかし強い瞳のままで部へ屋やを出ていった。

「春はる亮あきくん……」

「だから大丈夫だって。フィアの言う通りだ、行こう」

　今はこうするしかないのだった。心配すんなよ、ともう一度彼女に笑ってやってから、春亮は錐きり霞かと共に踵きびすを返して理事長室を出た。

　嘆たん息そくを何度も吐き出していたこのはと別れ、校舎の廊下を歩き始める。そんなとき、擦すれ違ちがう生徒達の中に知り合いの顔を発見した。

「っ……」

　白しら穂ほだった。向こうもこちらに気付き、眉まゆを顰ひそめる。顔を合わせたときの反応としてはわりとデフォルトだ……そもそも出会って嬉うれしがられたことなんて一度もない気がする。

　しかし常とは違う部分もいくつかあった。中でも一番わかりやすいのは──

　彼女が、いつも以上に不ふ機き嫌げんだということ。

「……」

「いてぇ!?」

　擦れ違いざまに無言で脛すねを蹴けられた。よくテーブルとかに食らう急所攻こう撃げき。

　思わずしゃがみ込んでしまう春亮をよそに、ふん、と小さく鼻を鳴らしてから、白穂はすたすたと一同の背後に歩き去っていく。

　ぷるぷる震ふるえながら痛みに耐える春亮の耳に、彼女のクラスメイトだろう、近くにいた男子生徒達の声が届いてきた。

「やべえ、なんだよ桜さくら参まいりさんのあのモード。いつも以上に雰囲気トガってるし、髪型とかも微妙に変えてるし……やっぱ文化祭は特別な日だな、素敵すてきなものが見れたぜ！」

「擦れ違っただけで蹴ってもらえるなんて！　くそう、あいつ何者だ？　羨うらやましい！」

「俺も蹴ってほしすぎる！　骨が折れても文句は言いません！」

　体育祭のときも思ったが、彼女のクラスの男子って何か洗脳でもされてるんじゃなかろうか。そんなことを考えつつ、脛すねを擦さすって立ち上がる。背後を見てもそこには既すでに白しら穂ほの姿はなく、錐きり霞かが肩を竦すくめているだけだった。

「なあ夜や知ち、後学のために一応聞いておきたいのだが。まさかお前も蹴けられて喜んでいるのではないだろうな？」

「そ、そんなわけないだろ。勘かん弁べんしてくれ、いんちょーさん」

「冗じよう談だんだ。何にしろ、いきなり女に蹴られて何も言わない男というのはどうかと思うぞ」

　それはまあ、文句を言う暇ひまもなかったというか、文句を言える雰囲気でもなかったというか。

　再び歩き出しながら、春はる亮あきは軽く肩を落として呟つぶやいた。

「……骨が折れてないだけラッキーだと思うことにするよ」
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　あの着ぐるみヒーローを適当にあしらい、書道教室を離り脱だつしてからしばらく──

　ゲームの開始地点である屋上に、二人ふたりはいた。並んでフェンスに背中を預け、ン・イゾイーは空を見上げてぼんやりし、拍ぱく明あきはカロリーメイトをもそもそと齧かじっている。

「……ン・イゾイー。君、それでは風か邪ぜを引くんじゃないかい」

「我わが返答・意味不明と疑問です」

「その臍へそ出だし白衣だよ。個人のファッションをどうこう言うつもりはないけれども」

「臍は大地プーサガへ続く気ラーマの経路にて。答えは隠すべきではないと答えます」

「ふむ。君の部族の理念はまだまだ興きよう味み深ぶかい」

　と、拍明は胸から提さげたメモ帳に軽くペンを走らせた。それから腕うで時計どけいをちらりと見やり、

「もうこんな時間か。箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブも焦あせってくる頃ころ合あいだろうな……そろそろ行こうか」

「五十個目は？」

「それはもうどうでもいい。そのへんに置いておけば？」

　そのへんと言われても、という気配けはいで、白衣のポケットから人形を取り出したン・イゾイーが首を回す。その視し線せんがふと眼下の校舎裏で留とまり、

「──我が発見・犬イツクルがいますと報告」

「犬好きなのかね。いや、君達にとっては狩りの友だったか。ふふ、では感かん謝しやを込めてプレゼントしてあげるのはどうだい。もう用のない玩具おもちやだ、持ち帰って宝物置き場に埋めてもらうのもいいだろう」

「受じゆ諾だく」

　ン・イゾイーが人形を投げる。それはフェンスの上を越え、校舎裏へ迷い込んでいた野良犬──あるいははぐれた飼い犬──の眼前に落ちる。犬はしばらく怪け訝げんそうにしていたが、ふんふんとその匂においを嗅かいで確たしかめると、やがて人形を咥くわえて嬉うれしそうに歩き出した。

「首尾よく室長は犬イツクルに食べられました」

「う、薄うす笑わらいでそんなことを言わないでくれるかな。人形という単語をどこかに使うべきだと思うよ……別に食べてはいないし」

「高こう難なん度どで難むずかしいです」

　小首を傾かしげる褐かつ色しよく娘に苦笑してから、拍ぱく明あきは軽く手を広げた。

「さて、ン・イゾイー。準備は終わった。ここからが我われらの存在意義の始まりだ。我らの欲求の始まりだ。機き械かいのように部品のように揺るぎない単一の欲求の始まりだ。それは何かね？」

　灰はい色いろの髪が小さく揺れ、その純真な瞳ひとみが向けられる。そう、彼女は純真だ。あるいはこの自分に匹敵するほどに。

「──知りたい」

「そうとも、知りたい、知りたい！　実に正しいね！　まだ日本語すら覚おぼ束つかない君は、その実、誰だれよりも研究室長国らしい。今までの世界が狭かったからこそ、君は世界の未知の多さを知っている。だから誰よりも実直で貪どん欲よくだ。特に、理解できない未知の筆頭たる《呪のろい》には」

　こくん、と頷うなずいた。自分と真ま逆ぎやくの出発点で、しかし自分と同じ道を行く同志が。

「さあ、研究者の実直さで、戦争をする国家の貪欲さで、世界の未知を一つ潰つぶそう。些さ細さいで無意味な一つの未知を、些細で無意味な一つの既き知ちへと征服しよう。それはきっととても楽しい。だから、ワクワクしながら行こうじゃないか──箱形の恐禍を迎えに」

　室長は室長らしく、たまには威い厳げんというものを見せておくべきだろう。そう思って重々しく出発を宣言してはみたものの、そう上う手まくはいかなかった。

　次の瞬しゆん間かん、拍明はン・イゾイーに蹴けり飛ばされていた。

　屋上に現れたあの謎なぞの着ぐるみが、再び背後から襲おそいかかってきていたからだ。
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　──一ミリの記き憶おくを、思い出す。




　経済的困こん窮きゆうによる心中。よくある話。そこからただ一人ひとり生き残ってしまった自分は、親しん戚せき中じゆうの鼻つまみ者。だから同じく鼻つまみ者だった叔お父じに預けられた。

　叔父は変わった男だった。人間を失格していた。よく殴られた。

　引き取られて一年ほどが経たったころ、ある日突然に、家の空あき部べ屋やに引っ張り込まれた。叔父の手には椅い子すと、メジャーと、ガムテープと、包丁があった。

　殺される。そう思ったが、抵抗する気力はなかった。

　叔父は部屋の端に立つように言う。そこに移動すると、続けて言う。

　笑え。

　笑い方など忘れていたが、無理に頰ほおを歪ゆがめて、言われた通りにした。けれど叔お父じは近付いてこなかった。少し距きよ離りを開けて、なぜか床ゆかにガムテープでラインを作って、そこに椅い子すを逆向きに置いて座った。後はただ、見ているだけ。背もたれに顎あごを乗せ、包丁をぶらぶらさせて、虚うつろな目で、笑えみとも呼べない歪みを顔に貼はりつけて動かない小学生の姪めいを見ているだけ。そして数十分が経たつと、もういい、と部へ屋やを出て行った。

　その翌日も同じ。ただ一点、違ったのは──叔父はメジャーで正せい確かくに一ミリを測はかり、新たなガムテープをそこに貼り、一ミリだけ近い場所に椅子を移動させた。そしてまたそこに座り、包丁片手に、姪の未み成せい熟じゆくな身体からだと模造品イミテーシヨンの笑顔えがおを見つめる。

　その翌日も。その翌日も。その翌日もその翌日もその翌日もその翌日もその翌日も。

　一ミリ。一ミリ。一ミリ一ミリ一ミリ一ミリ一ミリずつ叔父は近付いてきた。

　それは一ミリの拷ごう問もんだった。残りの距離がゼロになったとき、何が起こるのか。わからなかった。全くわからなかった。殺される？　犯される？　それとも、もっと別の何か？

　わからないまま、わからないまま、わからないまま、一ミリの加算が続く。叔父が自分を見つめるように、自分はただその一ミリを笑顔で見つめるだけ。それは自分にとっての全すべてである一ミリ。世界であり、人生であり、恐怖であり、叔父であり、未来であり、過去であり、一人ひとりだけ生き残った自分に舌打ちをした母だった。自分ほど一ミリを見つめ続けた人間はいないだろう。自分の存在の全てを費やして見つめ続けた人間はいないだろう。

　ああ、だから。だから自分は──

　この世界の誰よりも、一ミリという距離を知っている。




　刃やいばと合ごう一いつした足が翻ひるがえり、こちらの攻こう撃げきを回かい避ひしつつの高速カウンター。自分の知る《距離》で見切り、着ぐるみの表面が削れたのを感じながら踏み込む──だが褐かつ色しよく肌はだの女の動きは異常だった。頭があるべき位置に頭はなく、胴があるべき位置に胴はなく、ありえない場所から足ナイフが奔はしってくる。辛かろうじて回避はできるが、こちらの刃を相手に届かせるのは至し難なんの業わざだ。

　僅わずかに間合いを開けてしまったとき、女が突とつ如じよ左足をこちらに向けて伸ばした。

　刃のない足。しかし代わりに見えるのは、親指と人差し指の間に張られた紐ひものようなもの。

　違う。それは──弦だ。

　気付いたのは、手て錠じようを嵌はめた女の手が自分のスカートを捲めくり上げ、その裏にある無数のホルダーから短い投ダげー矢ツのようなものを引き抜いたが故ゆえ。

　ゴム製らしき弦つるに矢を番つがえ、女は手錠を嵌めた両手で引く。異常な弦の伸張性、その圧力に耐える異常な足の力、その双方に目を見張る。

　──射出。

　体勢が崩れるのも構わず、ほとんど勘かんだけで身体からだを動かす。顔の四ミリ横を矢は通過していった。相手は仕損じたのを悔しがる様よう子すもなく、

「室長。ご指示を」

「ふむ、ヒーローくんはやっぱりぼく達狙ねらいだったのか……まあいい、とりあえず逃げよう。今は優ゆう先せんして知るべき未知がある」

「受じゆ諾だく」

　男が忽こつ然ぜんと姿を消す。そして女は跳はねるように屋上のフェンスを飛び越えていった。

　勿もち論ろん、追わねばならない。見失ったならば、また捜さなければならない。

　そして──知らなければ、ならない。

　だが、と二人ふたりを追って足を進めながら考えた。

　奇き襲しゆうならいけるかと思ったが、駄だ目めだった。あの女に隙すきはない。ならばやはり数の優位を作るのが必要だと思えるが──オラトリエと組んだのは結局のところ失敗だった。全力での二人がかりならば話は違ったかもしれないが、あの女は自分の目的に気を取られて自滅した。負傷もしているし、もはや過去の自分を見る不快を押し殺してまで協力する必然性は皆かい無むだ。あの革ベルトの少女を笑いながら打ちよう擲ちやくしていた姿を思い出すだけで吐き気がする。

　オラトリエは利用できない。だが人手はいる。では、どうするか──

　それに対する単純な答えはすぐに出た。

　奴やつらを使うしかない。

　問題は、正直に協力を求めたところで奴らが聞くとは思えないことだが──

（協力させなくてもいい。一方的に利用して、囮おとりにするような形にできればそれでいい……でも、どうやってその形を作りゃいいんだ？）

　悩んでいる暇ひまはなかった。できる限り近付いて様子を窺うかがっていれば、何か手が見つかるかもしれない。結局のところ、今は奴らを追うこの足を止めるわけにはいかないのだ。

　フェンスを乗り越え、雨どいを摑つかむ。そしてクルリは、それを一応の支えにして、一気に地面へ向けて滑すべり降り始めた。
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　鍵かぎをかけた保健室のドアを見る。まだあの少女は戻ってこない。急病人か怪け我が人にんか、何度かドアが揺れたことはあったが、勿論どうでもよかったので無視した。

（ったく……早くしなさいよ。ホントになんかしちゃうわよ？）

　苛いら立だちを込め、オラトリエはポッキーを嚙かみ砕くだく。他ほかにも飴あめやらビーフジャーキーやらが机の上に出ており、それらは全すべて引き出しの中に隠されていたものだった。どうやらここの校医はよほど不ふ真ま面じ目めな人物らしい。机にはその校医のものと思おぼしき携けい帯たいも放置されていて、何度かうるさく震ふるえていた。それも無視以外の選せん択たく肢しはない。

　ふと、ベッドの人質──あの少年がちらちらと不安げにこちらを見ているのに気付いた。見た目通りに気弱なのだろう、人質になった後はそうやって身を縮ちぢめているだけだった。

　その視し線せんに、嗜し虐ぎやく心しんが疼うずく。ただ待つのも飽きてきたし、少し話をしてやろうか。

「うん。これがいわゆる暇ひま潰つぶし、ね」

「……え？」

「暇潰し、って言ったのよ。ああ、これがいわゆる、ってのはただの口くち癖ぐせだから気にしないで。私さんに日本語教えてくれた友達が言うには、なんか有名な野球選手と同じなんでしょ？」

「はぁ……え、えと《いわゆる一つの》のような気もしますけど……」

「大体同じじゃない。って、ああ、チラチラ見てるのは、これ？　この櫂かいが気になる？」

　ごめんなさい、とばかりに顔を俯うつむかせ、少年はまた肩を小さくする。オラトリエは椅い子すから立ち上がり、彼の向かいのベッドに座った。足を組むと、パーカーの下に見えるこちらの水着姿が恥ずかしいのか、さらに少年は首を縮める。可愛かわいい。

「教えてあげよう、これは呪のろわれた櫂。手に入れたときは私さんも由来とか知らなかったんだけど、後で友達がそれっぽいどっかの伝承を調しらべて教えてくれてね。元々は、最低男が小舟で恋人を海の上に連れ出して、これを使って恋人を撲ぼく殺さつしたのが始まり」

　理由はよく知らないけどね、と補足する。どうせ、別れ話のもつれとかお金のトラブルとかそんなところだろう。男と女の間にはいろいろある。

「でもこの凶きよう器きのオールと一いつ緒しよに海に捨てられた恋人は実は死んでなくて、死にかけで陸に戻ってきた。フラフラだったせいだろうけど、目もく撃げき者しやの話では、まるで地面を漕ぐように砂浜にこれを突き立てながら、らしいわね。そして恋人さんはこのオールで男に復ふく讐しゆうを果たした。それから人生に絶望した恋人さんは、また地面を漕こぐようにして──海に戻っていった、っていう話。さあ錬れんくん、このお話の感想は？」

「……そ、その……悲しい、おはなしです……」

「そうそう、私さんも同じ。だから初めてその話を聞いたとき、こう言ったのよ。『救いのない悲劇トラゲデイね』って。で、その恋人さん一人ひとりの恨うらみがよっぽど凄すごかったのか、もっと他ほかにこれを使った事件があったのかは知らないけど、この櫂は呪われた。地面をグイグイ搔かけるような力を──透過率を制せい御ぎよできる、みたいな感じだったかな──とにかくそんな力を発揮できるようになった代わり、その持ち主に、身体を濡らさないでいると死ぬ呪いが働くようになった。こんなふうにね」

　櫂を動かし、机に置いていたコップをその上に載せる。手元に引き寄せたそれを、いつものように頭から被かぶった。濡ぬれて張りつく髪が邪じや魔まくさいが、少年の怯おびえたような顔が面おも白しろくて、わざと髪を搔き上げないままにして彼に顔を近付けた。

「今は一時間くらいのペースで補給すれば大丈夫だけど、段だん々だん間かん隔かくは短くなってきてる。あと、水道水じゃなくて海水のほうが効果的なのよ。それを考えたら、いつかは海水でなくちゃ駄だ目めになるんでしょうね。だから最終的には、私さんは常に全身を海水で包んでいなければ死ぬ身体からだになって──まあつまり、お話の恋人さんと同じように海に還かえらなきゃならなくなる、と」

　言いながら、さらに身体を近付ける。自分の髪から垂れた水滴が、女の子のように滑なめらかな彼の頰ほおにぽたぽたと水気を移した。

「わかる？　私さんも別に趣しゆ味みとか酔すい狂きようでこんなカッコしてるわけじゃないのよ」

「あ、あぅぅ……は、はい。わかりました……」

　上うわ目め遣づかいに見上げてくるその顔。ぎゅっと拳こぶしを握り、怯おびえたように身を縮ちぢめた姿。いい。とてもいい。久しく忘れていたモノが溢あふれてきそうだ。

　ぺろり、と舌を出して自分の唇を舐なめたときだった。

「あー、腹いっぱい。わんこそばはアレやね、なんもせんでもおかわりが出てくるのがステキや……でもやっぱ歩くのがダルいわ。一体、誰だれが歩行なんていう一メートルずつしか進めんアクションを発明したんや。訴えたるぅ……それもダルいけど」

　不意に、保健室のドアの外からそんな声がした。ターゲットを捜させている少女の声ではない。続いてドアががたがたと揺れ始め、

「ダルいときには、昼寝、昼寝──って、なんで開かへんのー？　うち、鍵かぎ閉めたっけな」

　怪け訝げんそうにそんな声があり、そして鍵が差し込まれる音。校医が帰ってきたのか。それは多少、利用させてもらっている少年少女とは違う対処が必要だ。どれだけ不ふ真ま面じ目めな校医であっても、生徒を人質に取っているような不ふ審しん者しやを見つければさすがに通報ぐらいはするだろう。なので仕方ない。

　殺すことにした。

「指紋認証とか網もう膜まく認証とかにしてくれへんかな〜。そんならラクなのに……って、おや、どちらさん──おおっとぅ!?」

（かわされた!?）

　櫂かいを振り抜いたオラトリエは眉まゆを顰ひそめる。手加減も油断もしなかった。回かい避ひできるはずのない奇き襲しゆうだった。この女の頭部が無事なのが信じられない。だがよく見れば、女はただ廊下に尻しり餅もちをついているだけだ。驚おどろいてコケたせいで偶ぐう然ぜんに命拾いしたのだろう。ラッキーな女だ。

　まあ、この二に撃げき目めでそのラッキーも意味がなくなる。と、オラトリエが櫂を握る手に力を込めたとき、女はにやりと笑った。それからダルそうに立ち上がり、

「はは〜ん。わかったで、あれやな。隠しても無む駄だやで、後ろのオトコノコとなんかええことしよう思っとったんやろ……うちは理解ある保健医や、普段ふだんは別やけど、今日きようみたいな特別な日は特別に許したる。ちゃんと後片付けしといてくれるんなら、健全な青少年の健全な活動のために保健室を提供するのもやぶさかやない。誰だれにもチクったりせぇへんから、ごゆっくり〜」

「……は？」

　予想外の言葉に、オラトリエは櫂を持ち上げかけていた手を止める。その隙すきに校医はぽんとオラトリエの肩を叩たたき、また意味深にニンマリ笑ってから踵きびすを返した。

「しっかし、留学生さんかなぁ。水着濡ぬれ濡ぬれプレイ……勉強になるわぁ」

　などという呟つぶやきを漏らしながら、白衣を引ひき摺ずるような怠たい惰だな足取りでどこかに歩み去っていく。今からでも追いかけるべきかと考えていると、校医が立ち去ったのとは逆の方向から、

「あの……」

「ん？　ひなちゃんか。見つけたの？」

「いえ……まだです。すみません。経過報告というか、もうちょっとかかりそう、なので」

　そう言えば、成果がなくてもこの時間に戻ってきて経過報告するように指示していたかもしれない。人は忘れる生き物だ。この少女が少年を放って逃げられないよう、その命運を自分が握っているのだということを忘れさせないよう、適度に脅おどしをかけておく必要があった。

「あの、錬れんくんは……」

「まだ何もしてないってばさ。でもちゃんと捜さないとどうなるか知らないわよ」

「さ、捜します捜します！　だからお願ねがいします、錬くんには何も！」

「だったらさっさと行きなさい……いや、ちょい待ち。この学校の校医って、どんな奴やつ？」

　走り出そうとしていた少女が振り返り、怪け訝げんそうに「アメーバみたいにダラダラした人です」と説明してきた。

「……あ、そう。やっぱ本物なんだ。じゃあ別にいいか……ほら急いで急いで」

「い、行ってきます！」

　少女の姿が見えなくなってから保健室に戻り、またドアに鍵かぎを掛ける。

「その。なにが……？」

「なんでもない。貴方あなたさんは黙だまって人質してればいいの」

　オラトリエは再び椅い子すに座る。校医のことは気にしないでもいいだろう──つまり、また待ちの状態に戻ったということだ。

　多少、焦あせりと苛いら立だちが出てくる。いつまでもこうしてはいられない。一刻も早く見つけたい。そのためには──そう、より真剣に捜すよう、ひなちゃんにハッパをかけておく必要があるかもしれない。しばらくしても見つからなければ、また経過報告しに戻ってくるはずだし。

「そうね、あと三十分くらいは待ってあげようかな。ウフフフ」

　少年の怪訝な視し線せんを感じながら、オラトリエはまたポッキーを口に咥くわえた。齧かじることはせず、舌の温度だけでチョコレートを溶かし始める。

　その甘かん美びな味を、時間をかけて、弄もてあそぶように。
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　人形捜し、二度目の中間報告。あるいは最後の中間報告。三度目は、おそらく、ない。

　時刻は既すでに四時になっていた。文化祭は、来客が少なくなったという意味ではクールダウンを始めている。だが代わりに増えたのは売れ残りの商品をなんとか捌さばこうと値下げを叫んで歩き回る生徒の姿で、その意味で言えば未いまだ変わらぬ活気を維持していた。まだまだ文化祭は続く。五時になり後片付けが始まっても続く。片付けが終わったなら、校庭で後こう夜や祭さいが行われるからだ。ただしそれも──五時になって何も起こらなければ、の話だ。

「どうして見つからんのだっ！」

　テーブルに拳こぶしを叩たたきつけ、フィアが怒ど鳴なった。わなわなと肩を震ふるわせ、もはや殺意の籠こもった目で、テーブルに広げられた学校の見取り図を睨にらんでいる。さっきの中間報告のときに見た真剣な瞳ひとみも、焦あせりの裏返しだったのだろうと思う。その焦りがここにきて爆ばく発はつしたのだ。

「フィア……」

　春はる亮あきがその肩にそっと手を置く。焦りは同じだった。吐き気がするような暗い予感に押おし潰つぶされそうになっているのも同じだった。だが、

「……ここで暴あばれても何にもならないぞ」

「わかっておる、そんなことはわかっておる！　しかし──」

　銀ぎん髪ぱつを散らして勢いよく振り返り、今度は後ろ手に、再びばんとテーブルを叩く。

「見つけた人形は何個だ、ゼノン!?」

　視し線せんを向けずに発された問いに、理事長秘書が静かに答える。

「──四十九個です、フィア様」

「そう、四十九個だ！　おかしいではないか、どうしてあと一個が見つからん!?　もう調しらべておらん場所はないはずだろう、この地図だってそうなっておる！」

　その通りだった。地図には学校内の全すべてにチェックが入っている──つまり、学校の中は既にあらゆる場所を調べている。自分達四人が入れない場所は漸音ぜのん達に調べてもらった。

「誰だれかが見逃してしまった、と考えるべきでしょうか」

「だが、その気になればすぐに見つけられる場所、と奴やつは言っていたんだ。あれだけ必死に捜して、見逃がすだろうか……確たしかに可能性は否定できないが」

　このはの言葉に、春亮の背中に手をついたままの錐きり霞かが答える。

　一方で、フィアはぎりりと拳を握にぎり締しめていた。

「奴やつは五十個だと言った。残る一個が当たりなのは間違いないのだ。捜さねばならん。絶対に捜さねばならん──爆発したらどうするのだ、生徒達が巻き込まれたらどうするのだ、あんな楽しそうだったところに、悲鳴が溢あふれて、あの城の地下室のような血臭が満ちて、あの城の地下室のように手足が飛んで、あの城の地下室のように死が溢れて──」

「フィア、嫌いやな想像ばっかりすんな！　捜すぞ、これからもう一度捜す！　俺おれだって絶対にそんなの許せねえ！」

　語ご調ちようを強めて言うと、フィアの顔が上がった。けれどそこにあったのは、今までの怒気とは対照的な、何かに怯おびえているような光。

「うん……そうだ。捜すのだ。ああ、私、私がどこかで見逃したのかもしれん。きっとそうだ。だから、捜さねば。行ってくる……！」

「あ、ちょっと！　闇やみ雲くもに捜しても──！」

　とこのはが手を伸ばすが、フィアはその手を擦すり抜け、逃げるように理事長室を飛び出していった。はぁ、とこのはは腕を下ろし、

「焦あせるのはわかりますが、どうにも様よう子すが変ですね」

「あいつ、たまにあんな自じ虐ぎやくモードになるからな……」

　嘆たん息そくしながら言う。理由は、なんとなくわかるような気がした。

　フィアは誰だれよりも《死》に近しかった。戦いの結果として訪れる死ではなく、もっと理り不ふ尽じんな理由で、もっと悪夢のように残ざん酷こくな様さまで、もっと取り返しのつかない最悪さで襲おそい来る死に。

　それを忘れられるはずはない。忘れたいものであったとしても。

　だから、それが近しくなれば──彼女は彼女を思い出すのだろう。呪のろわれた身に纏まとわりつく死臭を思い出すのだろう。

　春はる亮あきは唇を嚙かむ。

「ここにいてもなんにもならない。俺おれ達も動かないと」

「見逃した可能性が高い場所を考えてから動きましょう。時間がありませんから、急いで」

「そう……だな。それしかない、か」

　このはと錐きり霞か、二人ふたりと一いつ緒しよに地図を覗のぞき込む。残り一時間。全すべての問題を解決させるには、やはり最後の人形を見つけるしかなかった。自分達はそれしか方法を知らない。

「もし、ギリギリになっても見つからなければ……連絡をすることも、考えている。無関係な生徒達を被害に遭あわせるわけにはいかない」

「上うえ野のさん……聞きたくないですよ、そんな言葉は」

「そうだよ。嫌いやだ、って言ったじゃないか。簡かん単たんに諦あきらめないでくれ」

　錐霞の声と、ぎゅっと強くなった指の力を、春亮はその肩で受け止めた。

「……すまない」

　そうだ。自分達は、それしか方法を、知らない。

　もし他ほかに知っているものがいるなら、教えてほしいと思った。爆ばく弾だんは炸さく裂れつせず、生徒達は誰だれも傷つかず、錐霞も無事にここに残れるような──そんな、裏うら技わざを。
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「裏技を知りたいですか、という問いを問います」

「……っ!?」

　もう一度捜し直そうと、中庭に出てすぐのことだった。

　こちらを待ち構えていたように、その声が背後から届いてくる。フィアは慌あわてて振り返るが、そこには誰だれの姿もない。しかし幻げん聴ちようではなく確たしかに聞こえた。

「ン・イゾイー……とかいう女だな。どこにいる」

「その問いは黙だまって殺す黙もく殺さつです。裏技を知りたいですか」

　フィアは全身を緊きん張ちように強こわ張ばらせ、ポケットの中の立方体を握りながら答えた。

「裏技とは……何だ」

「我わが返答・一つの頼みという発言。これを聞いてくれれば、我われ々われは──上野錐霞研究員の強制送還を諦め、人形爆弾の時限装置も停止します」

「なっ……！」

　絶句する。だがすぐに声を絞り出し、虚こ空くうに囁ささやいた。

「ふざけるな。そんな上う手まい話があるわけなかろう……何を企たくらんでおる」

「だが真実という簡かん潔けつな真実。真しん偽ぎの判断は自由な判断を願ねがいます」

　声は平然としている。フィアは無言で奥歯を嚙かみ締しめた。

　どういうことだ。どういうことだ。

　その頼みを聞いてやれば、奴やつらは錐きり霞かを諦あきらめる？　ああ、そして。そして──未いまだに見つけられていない人形が爆ばく発はつすることはないと？　生徒達が傷つくことはなくなると？

　いや、しかし、油断するな。その頼みとやらが、もし……そう、たとえば春はる亮あきをどうにかしろ、とかそういうものだったらどうする。受け入れられるわけがない。

「我が補足・仲間にも生徒にも一切害なき、些さ細さいな頼みだと説明」

　迷った。ただひたすらに迷った。周囲の生徒達が、怪け訝げんそうな目で脇わきを通り過ぎていく。何十秒立ち尽くしていたか。ふと、その何十秒がいかに貴重なものだったかに気付いた。

　時間がない。そう、時間がない。こうやって考えている時間すらもない──

　中庭の生徒達の姿が目に映る。吹き飛んでいない。手足が千ち切ぎれ飛んではいない。新しん鮮せんな脳のう漿しようをどろりと零こぼしてはいない。自分のはらわたを泣きながら拾い集めもしていない。恋人の千切れた頭部にケタケタ笑いながら口づけしてもいない──今は、まだ。

　猶ゆう予よは、およそ３６００秒。たったそれだけ。

　その数字が、フィアの口を動かした。

「頼みの内容を……聞いてからだ」

「では、柔剣道場へ」

　それきり声は聞こえなくなった。息を吐いてから、フィアは学校の隅すみにある柔剣道場に走る。

　辿たどり着いた先は、体たい育いく館かんを二回りほど小さくしたような平ひら屋やの建物だ。何も催もよおされてはおらず、周囲に人ひと気けはない。当然ながら終日施せ錠じようされていて、ここも漸音ぜのんが人形捜しを行ったはずだった。その後で誰だれかが侵入したのだろう、入口の鍵かぎは壊こわされていた。土足で足を踏み入れる。建物の内部は柔道場と剣道場に分かれており、剣道場のほうにその二人ふたりの姿はあった。褐かつ色しよく肌はだの女と、

「やあ、よく来てくれた。さすがにまたあの屋上に戻るのもどうかと思って人ひと気けのない場所を捜してたんだが、ここくらいしか見つからなくてね」

「闇やみ曲まがり、拍ぱく明あき……」

　反射的に飛びかかっていきそうになるが、ぐっと堪こらえる。ここで二人をどうにかしたところで、人形の在あり処かを素直すなおに喋しやべるとは思えない。

「頼みとは何だ。私とどんな取引をしようとしている？」

「はは、焦あせっているようだね。話が早くて助かる。ン・イゾイー、あれを出してくれ」

　ン・イゾイーが白衣の胸ポケットから何かを取り出す。それは小さな円筒だった。メカニカルな感じは微み塵じんもなく、むしろどこか古臭い印象がある。

　フィアは軽く身構えた。この状況で出てくるアイテムだ、油断するわけにはいかない。

「そんなに警けい戒かいしなくてもいいよ。これは万華鏡カレイドスコープだ。知っているかい？」

「知らん」

　あ、そう、と拍明は肩を竦すくめた。

「そういう玩具おもちやがあるのさ。勿もち論ろん、これはただの玩具じゃない。研究室長国の中でもそれなりに貴重な一品だ。《第三室長室ルームNo.3》──元の名前は《アリシア・ピトレリが見た世界》という」

「……呪のろわれた道具か」

「そうだね。生まれてから死ぬまで父親に監かん禁きんされ犯され続けていたアリシアちゃんに与えられていた、たった一つの玩具。彼女はこの万華鏡の中に世界を見た。この万華鏡の中こそが彼女の世界だった。変わりゆく模も様ようの中に彼女は無限に広がる世界を幻視した。で、なんやかんやあって、これはこの世のものではない素す晴ばらしい光景が見える万華鏡に変質したんだ。麻ま薬やく以上の中毒性と快楽性を持った、ね」

　ふん、とフィアは鼻を鳴らす。

「なにが快楽だ。どうせ醜しゆう悪あくな呪いがあるのであろう」

「その通り。覗のぞき続けていれば、その人間はやがてこの万華鏡カレイドスコープの中に吸い込まれて消える。それは、アリシア・ピトレリの世界……彼女の呪いが生んだ幻視空間に飲み込まれたことに他ほかならない。ぼくはそれを利用するために、この禍具ワースに改造を加えた」

「改造だと？」

「そう。厳げん密みつに言えば、これはもう玩具じゃない。覗いても綺き麗れいな模様は見えないからね。ただし呪いの本質、中の世界に入ることはできる──そういうふうにした。びっくりの力だろう？　模様を外したせいか、世界というにはささやかな体積キユービツジになってしまったけれど」

　とんとん、と拍明はン・イゾイーが差し出したままの万華鏡をつつく。

「ま、改造というか、うまい具合に壊した、と言っても構わないと思うよ。覗いても何も見えないんだから、中毒性とか快楽性は薄うすれている。完全に呪いがなくなったわけじゃないから、他ほかにも一応安全性セイフテイを高めるようにはしているけどね……で、ぼくはこの禍具ワースを研究しつつ有効活用させてもらっているわけだ。《第三室長室ルームNo.3》──持ち運びできる部屋ということでね」

　改造。うまい具合に壊こわした。

　全すべてが理解できたわけではなかったが、その言葉にだけは怖おぞ気けと嫌けん悪おを感じた。

「ま、まさか……私の身体からだも、それと同じようにいじくろうというのではなかろうな！」

「それこそ、まさか、だ。興きよう味みはあるけどね。頼みというのは簡かん単たんだよ。この《第三室長室ルームNo.3》には今ゲストを招いていて、そのゲストと一いつ緒しよにやってもらいたいことがある……とりあえず会ってみるといいよ。中で話したほうが早いだろう──おや？　ン・イゾイー、どうした？」

　そのとき、急にン・イゾイーが顔を動かした。この剣道場の窓のほうへ。しばらく目を細めてそちらを見つめていた彼女だったが、やがてゆっくりと顔を戻す。

「──いえ。気のせいだったかもしれませんという気がします」

「ならいいけど。とにかく箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブくん、そういうわけだよ。話を聞く気があるなら入ってほしいね。先に待ってるから」

　拍ぱく明あきが万華鏡を覗のぞき込む。するとその姿は刹せつ那なに搔かき消えた。屋上で姿を消したときも、こうやって万華鏡の中に避ひ難なんしていたのだろう。

　残ったン・イゾイーが、無言でその万華鏡を差し出してくる。黒くろ絵えのようなぼんやり眼まなことはまた違う、冷たく無感動な瞳ひとみ。

　僅わずかに躊ちゆう躇ちよしたが、入らないと話が始まらないのは確たしかだった。あの男も入ったのだ、侵入しただけで死ぬような危険はないだろう。ままよ、とフィアは歩を進めた。

「ふん、こんなもの……入れと言うなら入ってやろうではないか。で、どうすればいいのだ！」

「覗く。入ろうと意い識しきする」

　簡単すぎる。筒の片側に穴が開いていたので、そこを覗き込む。

　何も見えない。ただ暗くら闇やみがあるばかりだ。そして、さあ入れてみろと思った瞬しゆん間かん──

　視界が切り替わる。

　そこは奥行きのある部へ屋やだった。天てん井じようがぼんやりと光っており、それなりに視界は確かだ。いや、それは天井ではなく、一面の鏡かがみだった。くすんだ鏡。自分の顔がこちらを見下ろしている。よく観かん察さつすれば、それは足元も左右の壁かべも同じだった。床ゆかに敷しかれたカーペット、壁に貼はられた適当な壁紙のために気付かなかっただけ。継ぎ目には鏡の光がある。背後にだけは壁がなく、その代わりに黒い壁のような闇が蟠わだかまっていた。ここを潜くぐり抜けてきたということだろう。

　──しかし問題は、背後よりも前だ。

　部屋の中は混こん沌とんとしている。こんなものまで持って入れるのか、という大きな本棚。本や書類が縦じゆう横おう無む尽じんに突っ込まれている。他ほかには椅い子すが何脚かと、本棚と同じくひどい有あり様さまの机が一つ。この場所の所有者のことを考えれば当然に、おかしな仮面や何かの儀ぎ礼れい具ぐのような道具の姿も見えた。用途のわからない機き械かいもいくつかある。大きいもの、小さいもの。一つだけ見覚えがある機械は、テレビの中で見たことのある、三脚のついた本格的なビデオカメラだった。

　──しかし問題は、部へ屋やよりもそこにいる人物だ。

　拍ぱく明あきがいた。笑えみを浮かべて、部屋の隅すみにいる人物を紹介するように掌てのひらを広げている。

「この方がゲストだよ。挨あい拶さつでもしておくかい？」

　その女は。病人着のように簡かん素そな服を着て、短めの裾すそから足を飛び出させていて、床ゆかに座り込んで、その床に長い髪を散らしていて、ン・イゾイーと同じように、しかし本来の用途で使われている手て錠じようを嵌はめていて、こちらの顔を見るなり目から涙を零こぼし始めたその女は──

「あ、ああっ……私は、過あやまちました！　ご、ごめ、ごめんなさ、い……！」




　アリス・ビブオーリオ・バスクリッハだった。




「さて、箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブくん。頼み事というか、取引の話だが。さっき言った通り、簡かん単たんだよ。単純で簡単すぎて、君には容易たやすいことだ。つまりだね──」

　そして拍明は言う。

　知りたいなぞなぞの答えを、わくわくして待つ子供のような顔で。

「──彼女を拷問してくれないか？」







　第四章 「音楽祭／苦悶楽章で懐かしく笑んだ」/ "The best pain."
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「な──何を言っておるのだ、貴様はっ！」

「あれ、嫌いやなのかい？」

　椅い子すの一つに逆向きに座り、首を傾かしげる拍ぱく明あき。怒りで目が眩くらむ。

「当たり前だ！　私は、私は──そうしないためにここにいるのだ！」

　呪のろいを解いて。

　人間みたいになって。

　誰だれも傷つけることなく、誰の悲鳴も聞くことなく在ありたい──

　その想おもいが、自分の根底にある願ねがいが、穢けがされた。そんな気がした。

　だが拍明はこちらの怒ど気きなどどこ吹く風で、

「だったら無む理り強じいはしないけどね。惜しいなあ、やってくれるのなら、せっかく錐きり霞かを諦あきらめて帰ろうと思っていたのに。爆ばく弾だんのタイマーを遠えん隔かくで止めて、人形のある場所も教えてあげようと思っていたのに。錐霞とは二度と会えなくなるだろうからね、お別れはしっかりするといい。それから、ボーンと吹き飛んでしまうのは誰かな？　男の子かな女の子かな？」

「っ……！」

　なんという。

　最低な男。

「解げせないな。何も君の味方や仲間を拷ごう問もんしてくれ、と言ってるんじゃない。悪あく名みよう高だかきビブオーリオ家族会フアミリーズの《第一母君》──君にとって敵だった女だ。今までだって傷つけられて傷つけてきただろう？　知っているとも、君は彼女の腹に穴を開けたそうじゃないか。君の似姿で、君自身の拷問具で、君の存在意義レゾンデートル通りに。そうしたことと何の違いがある？」

　違うのだ。それは違うのだ。絶対に、意味が、違うのだ。

　拳こぶしを握る。だが、なぜか口は動かなかった。

「それにだね──彼女もそれを望んでいるんだよ」

「なん、だと？」

　ビブオーリオを見やる。かつて見たのとは違う、弱々しい瞳ひとみが見返してきた。何かに怯おびえ、何かに押おし潰つぶされそうに、何かに身を引き裂かれそうになっている、涙に濡ぬれた顔。

「……はい。罪深い私を罰してください。私は、過あやまちました……」

　ちゃり、と手て錠じようの鎖くさりが擦こすれる。離はなれることのない両手が彼女の顔に引き寄せられ、祈りを捧ささげる聖女のように、彼女は自らの拳こぶしにその額ひたいを押しつけた。

「……罪が、罪が、私の中の罪悪感が、言うのです──裁さばかれよと。苦しめと。ああ、ああ、人よ、人よ、私の罪の礎いしずえになった人よ。ごめんなさい、ごめんなさいぃっ……！」

　息を吞のみ、拍ぱく明あきを振り返る。

「こいつに何をした？　答えろ！」

「ぼくは何も。君が教ナロ会区ウ・ナ《奈ロウ・落》アビスを破は壊かいしたことと何か関係があるんじゃないかな」

　それは──確たしかに、考えられることだ。あの呪のろわれた十字架に奪われていた何かが、その呪いが消失したことで取り戻されたのだとすれば。

　しかし、それにしてもこれは変わりすぎだろう──と、視し線せんをビブオーリオに戻す。

　五センチ先にその顔があった。

「お願ねがいお願いお願いお願いお願いです、私を罰してください！　罪深いのです！　これは許されなくて神を呪った報むくいで、だから、だから、私は抉えぐられるべきで叩たたかれるべきで犯されるべきで、ああ、ああ！」

「ぬわっ!?　こ、こら、落ち着け寄るなしがみつくなっ！」

「お願い、私を痛くしてください！　泣き叫ばせてください、痛つう苦くで失しつ禁きんさせてください、臭くて醜みにくい肉体に作り替えてください、二度と昼を歩けぬような恥ち辱じよくを与えてくださいぃっ──さあ早く、私に何か、何か、して、して、してしてしてぇっ……！」

「や、止やめろ！」

　ぞっとした。力任せに彼女の身体からだを振り払う──その拍子に手が彼女の顔に当たってしまった。相手はただの人間、こちらは人じん外がい。彼女は長い髪を振り乱して床ゆかに倒れる。

「あ……」

　反射的に謝しや罪ざいの言葉を言いかける。しかし、囚しゆう人じん服ふくのような一枚布から素足を伸ばしてへたり込んだ彼女は、頰ほおを赤く腫はらした彼女は、こちらを見上げて──

「ああ……あはぁ、これ、です。痛いです、罪深く痛いです……もっと、もっとしてください。もっと強く、もっと嬲なぶって、もっと痛くしてください……」

　聖母のように、笑っていた。

　動どう悸きが激はげしくなる。はあはあという自分の呼吸音がうるさい。

「そんな調ちよう子しだよ、わかっただろう？　彼女の望みを叶かなえてあげればいいじゃないか。それに、君にもそうする理由はあるはずだ。夜や知ち春はる亮あきくんが攫さらわれて君が彼女の腹に穴を開けたように、君は彼女に新たな苦痛を与える理由を得ているはずだ──楯岡藍子を殺したのは彼女だよ？」

　どくん。

　さらに心しん臓ぞうが跳はねる。本当にあるのかどうかもわからない心臓が跳ねる。

　藍あい子この顔を思い出した。その通りだ。この女が、彼女の胸に、あの刃やいばを投げ込んだ。

　前髪で目を隠した少女の姿、その小さな身体が濡ぬれた大地に倒れ込む姿。それに記き憶おくを搔かき回されながら、フィアはビブオーリオの姿を見つめる。見つめたまま、背後に向けて聞いた。

「なぜ……お前は、私にそれをさせようとするのだ」

　返答は早かった。

「決まってるじゃないか。見たいからだよ。君の拷ごう問もん具ぐを間近で、しかも本来の意義で使われるところを。勿もち論ろん、カメラで記き録ろくはさせてもらうけどね」

　ビデオカメラはそのためか。用意周到すぎて笑いが出る。

　拍ぱく明あきが急せかしてきた。そうだ、時間はない。

　聞こえるのは、自分の呼こ気き。

　もっと痛くしてと囁ささやく、自罰的になってしまったビブオーリオの懇こん願がん。

　早く決めたほうがいいよと囁く、何かを知りたいが為ために動く闇やみ曲まがり拍明の催さい促そく。

　この鏡かがみの世界は狭く、首を上げると、自分自身がこちらを見下ろしてくる。聞いてきた。

　どうする？

　爆ばく弾だんを破裂させてはならず、錐きり霞かを連れ戻させてはならず、そのどちらも失敗しそうになっていて、しかし全すべてを平へい穏おん無事に解決できる裏うら技わざを目の前に用意されている自分は、

　どうする？




　──そして、彼女は決断した。
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　三十分が経たった。はい、もうダメ。苛いら々いらが限界に達しました。

「おしおきがいると思うのよね、貴方あなたさん達に」

「えっ……お、おしおき？」

　向かいのベッドに座る少年が、驚おどろいたように身を竦すくませる。

「あの、おしおきって、どうして……僕達は、何も……」

「何もしていないから。時間かかりすぎよ。だから、もーちょっと本気になって捜してもらおうってね……まず言っておくわ、私さんは男は嫌い。どうしてかわかる？」

「わ……わからない、です……」

　笑えみを浮かべながら、少年の前に立つオラトリエは腰を屈かがめて視し線せんを合わせる。

「さっき、この櫂かいの由来を話したわね？　私さんもだいたいそれと同じだったから。私さんがこれを手に入れたのはね、ああ男に裏切られて死ぬんだなーって思いながら、捨てられた海を泳いでたとき。陸地なんか遠くて波も荒くて、この櫂が流れてこなけりゃ本当に死んでたわ。こいつは私さんの命の恩人なの。男なんて生き物よりよっぽど素す晴ばらしいパートナー……でもさ、こういう遊びみたいなおしおきなら、たまにはイイんじゃないかなって気がする」

「あ……遊び？」

「そう。運がいいわね、手足ベキベキ系の直接的なおしおきにならなくて。それもこれも、貴方あなたさんの肌がすべすべなおかげよ。女の子みたいに小さくて可愛かわいい男の子なおかげよ……男嫌いな私さんでも、遊んでもいいかなって思えるくらいに。だ・か・ら──」

　小さく首を傾かしげる少年。オラトリエは櫂かいを握る五指を一本ずつ、楽器の運うん指し練習のように動かしてから、

「ゆっくりゆっくり、優しく苛めてあげるわね」

「……え？」

　言葉とは裏うら腹はらな速度で、その櫂を垂直に振り下ろした。風を切る音、布が破れる音──一拍遅れて、部へ屋やの端まで弾はじけ飛んだボタンが床ゆかに落ちる音。

「ふ、あ……？」

「言い忘れてたけど、得え物ものが得物だからさ。下へ手たに動かないほうがいいわ……ウフフフ、もし直ちよく撃げきしちゃったらそこで終わり、もう嬲なぶれなくなっちゃうもの」

　少年はそこでようやく何が起こったか気付いたというように、怯おびえの表情で、そして小さく震ふるえながら視し線せんを自分の身体からだに向ける。その肉体を掠かすめて振るわれた櫂で、シャツは真っ二つに割り開かれ、その下にある白い肌を覗のぞかせていた。

「続けて、こう、こう、っと！　ほらほら、動くと血が出ちゃうわよ！」

「ひっ……!?」

　今度は斜め。左右に二撃。ちっ、ちっ、と小さな音で櫂がその首筋を掠める。狙ねらいはシャツの襟えり元もとだ。そのついでに高速の櫂で薙ながれた髪の毛が数本はらはらと落ちれば、襟を動かされたシャツは完全にその肩から滑すべり降りている。

　怯える少年は身体を縮ちぢめ、涙目で俯うつむいているだけだった。実に賢かしこい。もしちょっとでも動いていれば、今の拍子に耳くらい吹き飛んでいても不ふ思し議ぎはなかった。

「うっ……う……」

「ごめんねー、怖いわよねー。でもこれからもっと楽しげに怖くなるのよ！　ウフフフ！」

　少年の上半身が完全に顕あらわになっていた。細い首筋、男らしくない鎖さ骨こつ、筋肉のない平へい坦たんな胸、桜さくら色いろの乳首、作り物のようにちょこんとした臍へそ、つるりとした下腹部。よく見れば、身体の中心には縦たてに薄うすい蚯蚓みみず腫ばれのような線せんが走っているのがわかった。

「あらあら、最初のが掠っちゃってたのね。リプレイすると、こーんな、ふうに……」

　櫂の先端を彼の肌に押し当て、上下に動かしてその痕あとをなぞるようにしてやる。何人もの血で薄汚れた櫂は、当然ながら少年にとっては恐怖以外の何物でもない。呻うめき声と共に、その身体がぴくりと跳はねた。

「んっ……うっ……」

「おや、ごめんね。痛かった？」

「は、はい……ちょっと、痛い、です……」

「ウフフフ。じゃあ、こっちは？」

　滑なめらかな胸の上、櫂かいを横に移動させる。剝むいた卵のような柔らかさを味わいつつ、ゆっくりとその先端を滑すべらせていき──

「あっ!?　う、あ、その、止やめ、止めて、くだ……」

「止めたらおしおきにならないわね。これはどう、痛い？　ねえ、痛い？」

「っ、は、はい、痛い、です。ああ、だめ、そんなとこ……あっ、あ!?」

「ウフフフ、女の子みたいな声。やっぱり初めてなのかしら？」

　首筋に顔を近付け、耳元で囁ささやいてやる。勿もち論ろん櫂の動きは止めない。もっと痛がってほしいので、少し力を強めにした。

「う、あ、痛っ。はぁっ……だめ、だめです、やめて……」

「ここからが本番じゃないの。これはおしおき、逆さからうのは許さないわ、ウフフフ」

　もっと怯おびえる顔を見たい。もっと苦しがってほしい。次は下だろうか。同じようにしてズボンを破ってみよう。これはなかなかチャレンジャブルだ。蚯蚓みみず腫ばれで済めばいいが。

　さてさて楽しくなってきたぞ、と唇を舐なめつつ身を起こしたところで、

「あ、あの……すみません。帰ってきました」

　保健室のドアがノックされた。思ったよりも早い。

「見つけたー？」

「いえ、その、ごめんなさい、まだです……」

　ち、とオラトリエは舌打ちする。では、このおしおきの様を見せつけてやるとしよう。見せつけることこそが、あの少女に対するおしおきだ。

　ベッドから立ち上がり、ドアの鍵かぎを外してやる。少女を中に招き入れ、

「もう大分待ってるわよね。こりゃ貴女あなたさんが本気で捜してないと判断するしかなくてさ」

「そ、そんな。私は、ちゃんと……」

「だから、ウフフフ、これがいわゆるおしおき。見てごらん？」

　ベッドの前にご案内。少女はあられもない姿の少年を見、その場で硬直した。荒い息の少年は、恥ずかしそうにシャツの前を搔かき合わせている。

　驚おどろきすぎているのだろう、ぴくりとも動かないその少女の後頭部に向けて、オラトリエ。

「これからもっとヒドイことするわよ。で、その後は悪いけど殺す。だから私さんが楽しみ終えるまでに、貴女さんは死ぬ気で捜すのね。わかった？　わかったならさっさと戻って──」

　少女の時間が動き始めた。すう、と大きく息を吸う。肩が上下する。

　そして、くるりと振り返ったかと思えば、そのままつかつかと歩いてきて──

　平手打ちが飛んでくる。

「おっ、と!?」

　不意打ちとはいえ、素人しろうとの攻こう撃げきなど食らうわけがない。首を引いてかわす。

　見上げた気き概がいだ。でも、後のことはちゃんと考えないとね──と少女に目を向けると、そこで彼女の様よう子すが変わっていることに気付いた。今までの、騒さわがしく陽気な気配けはいは微み塵じんもない。ひたすらに静かな、澄すみきった怒ど気きだけがその視し線せんに渦うず巻まいている。

「ああもう──付き合いきれないわ！」

　彼女は自分の眼鏡めがねをむしり取ると、それを足元に叩たたきつけた。フレームが歪ゆがんだ眼鏡を気にすることもなく、一心にこちらを睨にらんでくる。ぐりぐり眼鏡を外しただけで、その印象は随ずい分ぶんと変わっていた。女の自分ですらはっとする、とんでもなく整った顔立ちをしている。

「……し、白穂ぉ……い、いいの!?」

　少年が慌あわてた様子で言う。だが少女は対照的に、真まっ直すぐオラトリエを睨んだまま、

「ええ、演技は終わりよ、サヴェレンティ。頼まれたからって、どうして私達があの人間のためにここまでしなくちゃならないというの。貴方あなたが玩具おもちやにされても我が慢まんしろと？　そんなのはごめんだわ、ええ、絶対にごめんだわ。サヴェレンティ、貴方も貴方よ。どうしてこんな状況になる前に逃げないの！」

「で、でも、ギリギリまで我慢したほうがいいかなって」

「限度ってものがあるでしょう!?　まったく……」

　理解が追いつかないオラトリエの前、少女は携けい帯たい電話を取り出してどこかに連絡を始める。
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「──私よ。苛いら々いらするのでもう止やめたわ、人間。今すぐ来なさい──まだ爆ばく弾だんが？　誰だれかが死ぬ？　そんなの知らないわよ。今来ないとここで二人ふたり死ぬわ」

　抑おさえきれない怒りを込めた口く調ちようで、短く通話を終える。

　そこでようやく、オラトリエも事態が飲み込めてきた。

「……私さんを、騙だましてたってわけ？」

「ええ、そうよ。もしも私が困ってる人を助けずにはいられない純じゆん真しん無む垢くで優やさしい女子生徒のように見えたのなら、その目は節穴にも程ほどがあるわね、人間。邪じや魔まな目玉は刳くり抜いて啄木鳥きつつきでも住まわせてあげたほうがいいんじゃないかしら。そのほうがよっぽど地球に優しいわ」

「狙ねらいは……時間稼かせぎ、か。あの少年を捜してたっていうのも全部ウソ」

「私にとっては時間潰つぶれだわ。せっかくの文化祭だったのに」

　腕組みをして、不ふ遜そんに見返してくる少女。笑いの衝しよう動どうが湧わき上がってきた。

「あははっ……やってくれた、やってくれたわね。手の込んでること。大変だったろうに」

「そうね、大変だったわ。面めん倒どうなことばかり押しつけてくるわ、あの人間は。死ねばいいのに」

「時間を無む駄だにしてくれたわね。私さんは一刻も早く知らなくちゃならないことがあるってのに……それは、さすがに許せない。やっぱりおしおきをしないといけないみたいよ」

「奇き遇ぐうね。私も許せない。貴女あなたは絶対に許せないことをしたわ、人間」

　一段と瞳ひとみが鋭するどくなる。どうやらステディな関係であることだけは演技でなかったらしい。

「その物言いからすると、人間じゃないのかしら？　なるほど、父君みたいなステキ超越者さんだったらその自信も納得だわ」

「正しいけれど、私じゃないわ。後ろの子がね」

「し、白しら穂ほぉ……話してないで、早く下がって下がって！」

　シャツの裾すそをぶらぶらさせたままの少年が、彼女の腕を引っ張って下がらせる。これは私のものよ、とでも言いたげにその手をぎゅっと握りつつ、白穂と呼ばれた少女は言った。

「この子が今から貴女をぶっとばすわ。せいぜい泣いて命いのち乞ごいをする準備でもなさい」

「ひ、ひぇぇ……頑がん張ばるけど、そ、それは多た分ぶん無理だよぉ。ボクにできるのは、春はる亮あきくん達が来るまでの時間稼ぎくらいでー！」

　いつのまにか手に持っていた鞄かばんを、少年が慌あわてたようにわたわたと振り回す。それはベッドに当たり、しっかり口が閉まっていなかったのか、中のものがころころと飛び出てきた。

　それは、超合金のロボットやら熊くまのぬいぐるみやらの──人形。

「あぅぅぅ。でも、とりあえず白穂は絶対守らなきゃ……王権にて"I have sovereignty 告げるfor every doll"。摸されたLike a vissal全の形代は upon/ listen/"show 我が群臣proof to worship"。従せよObey」

　少年が何事かを呟つぶやいた瞬しゆん間かん、それらの人形達がぴょこんと起き上がって動き出す。ご丁てい寧ねいにも、鞄の中からカッターナイフや彫刻刀をそれぞれ取り出しつつ。

　オラトリエは櫂かいを握にぎり締しめた。ターゲットを呼んだのなら、こちらから捜しに行くまでもない。ここに来るまでの間に、心おきなく騙だましてくれたおしおきができそうだ。

「ははっ……私さん達は、貴方あなたさんみたいな子は愛してあげて保ほ護ごする立場なんだけどね。さすがに、邪じや魔まするモノと戦うな、とまでは母君も言わないのよ……人形が操あやつれるなんて凄すごい超越。ちょっと興こう奮ふんするくらい凄いわ。だから貴方さんの手足をへし折った後で、貴方さん自身で人形遊びさせてもらいたいわね。それが敵の禍具ワースに対する私さんの愛ってことで一つ！」

「わー！　来たー！　お、お手柔らかにーっ!?」

「敵に言う言葉じゃないわ、サヴェレンティ。そんなときはね、『来なさい、変態水着女。負けたときには思う存分踵かかとで踏みにじってあげるから、変態らしくハァハァ期待して待ってなさい。あるいは今すぐそうしてあげるからそこに寝転びなさい』とでも言っておけばいいのよ」

「ひぇ、なんかスピードアップしたー！」

　少女のような少年のような禍具ワースと、口の利き方を知らない生意気な女。

　どちらを先に動けなくすればより楽しいかなと思いながら、オラトリエは武器を構えた人形達の只ただ中なかに突進していった。
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《アリシア・ピトレリが見た世界》。その矮わい小しように限定された空間に、女の声が響ひびく。

　時にはくぐもった。時には甲かん高だかい。時には囁ささやくような。

　悲鳴。

　そこに籠こめられているのは、痛つう苦く、痛苦、痛苦に加えて痛苦。

　なぜなら彼女は、そのために作られたもの。それ以外の生み出し方を知らないもの。

「二十一番機き構こう・掛式鉤爪態《スペインの蜘蛛"Spanish Spiders"──禍動curse/calling》」

　その拷ごう問もん具ぐは、ある意味舞ぶ台たいだ。天てん蓋がい。鎖くさりの長さを調ちよう整せいする滑かつ車しや。四本の鎖の先端には、何かを挟めるように合わさった二本の鉤かぎ爪づめがそれぞれ据えつけられていた。何か。決まっている。

　それは肉だ。あるいは骨だ。またあるいは、頭や耳や目や鼻や乳房や臀でん部ぶだ。

　今は肩と腿ももにする。容易たやすく肉を裂さいて外れないように、骨を挟んで、しっかりと。

　鉤爪の繫つながった鎖はギリギリと被害者を吊つり上げる。鉤爪は重力が逃がそうとする女の身体からだをしっかりと挟み込み、逃がさない。人形のように横向きに持ち上がった身体から、鉤爪の食い込む肩と腿から、この世で一番の知ち己きたるあの色彩が零こぼれ始める。

「ああっ……く、ああっ!?」

　悲鳴。吊られた女が身体を揺らすとさらに爪は食い込む。震ふるえる両足の正面で、闇やみ曲まがり拍ぱく明あきのセットしたビデオカメラが小さな歓かん喜きの唸うなり声ごえを上げていた。

「なるほどなるほど。いいねぇ。そろそろ次に行こうよ」

「……十八番機構・伸式外枠態《エクセター公の"The rack - Dukes'娘daughter"》、禍動curse/calling」

　横向きに吊つられていた身体からだが、今度は縦たてに吊られる。正せい確かくには長方形の外そと枠わくによって引き伸ばされる。喘あえぎ声ごえにも似た吐と息いきが零こぼれる。関節の軋きしみが漏れる。緩かん慢まんに彼女の身長が凌りよう辱じよくされていく。こきり、とどこかで異音がした。鉤かぎ爪づめで傷ついた太ふと股ももから垂れた粘性の液体が、舐なめるように膝ひざを、ふくらはぎを、踝くるぶしを、指先を這はい、床ゆかの上で王冠の形に跳はねた。

「七番機構・棘式座位態《ドイツ式審問"An Interrogation 椅子Chair"》──禍動curse/calling」

　被害者はようやく座ることを許された。ただしそれは冷たい鋼こう鉄てつの棘とげが生はえた椅い子す。鎖くさりで手足を拘こう束そくし、さらに重い鉄てつ輪わを首に嵌はめれば、女の軽い体重であっても肉体はずぷずぷと沈んでいく。もしくは棘に沈まれていく。

「くぅ……おお、おおおっ、あぎぃっ！」

　背中。腰。太ふと股ももの裏。背面全すべてから絞り出された絵の具が、黒色の椅子を違う色に塗り替え始めた。滝のように。

「いやいや素す晴ばらしい。箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブくん、気分はどうだい？」

　拍ぱく明あきは笑う。

「ははっ──勿もち論ろん、最高だ」

　彼女も笑う。そして、続ける。

　箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブは続ける。

　自分がすべき、拷ごう問もんという慣なれた役割を、笑いながら続ける。
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「きゃわー!?」

「ああもう、ちょこまかとっ……！」

　サヴェレンティは無む我が夢む中ちゆうでその場を飛び離はなれる。櫂かいが叩たたき込まれ、ベッドが捩ねじれて弾はじけ飛んだ。刹せつ那な、そのベッドで視界が遮さえぎられる──盾たてになってくれるが、油断はできない。

　追つい撃げきの櫂がベッドを擦り抜けて迫ってきた。慌あわてて身を低くして回かい避ひする。

　しかし回避するだけでは始まらない。模も型けい部ぶから（白しら穂ほが）強ごう奪だつしてきたレア物の超合金ロボットを動かし、手に持ったカッターナイフでオラトリエの背後から切りつけさせる。

「邪じや魔ま！」

　さすが超合金、何撃かは耐えてくれていたのだが、その一撃で壊こわれてしまった。まずい。あと何体、人形は残っている……？

　そのときふと見えたのは、たった今吹き飛んだパイプベッドの残ざん骸がいを必死に蹴け飛とばしている白穂の姿。何をしているのだろう──と思った瞬しゆん間かん、ばこんとその残骸がさらに壊れて、

「サヴェレンティ、これ使えない!?」

「つ、使えるー！　ありがと！」

　辛かろうじて人型と言えなくもないフォルムになったベッドの残ざん骸がいを操あやつり、その硬さを当てにして殴りかからせた。一いち撃げきで壊こわされた。弱いよベッドくん。

「へえ、そういうのも動かせるの……面めん倒どう臭くさいから、そっちのお嬢じようちゃんから先に殺そうかなァ、ウフフフ」

「だ、駄だ目めーっ！」

　焦あせり、サヴェレンティは残っていた人形達を一斉に飛びかからせる。だがそれは罠わなだった。オラトリエはその場で高く飛び上がって人形達の攻撃を回かい避ひすると、天井を漕いで、垂直ジャンプに新たなベクトルを加える──サヴェレンティのほうへ。

　まずい、とサヴェレンティは後退する。背中が机に当たった。逃げられない──！

　急制動をかけて呼び戻した人形達が、必死にその櫂かいに纏まとわりつく。一気に間合いを詰めたオラトリエはちっと舌を鳴らし、しかし構わず櫂を持っていない左腕でサヴェレンティの喉のどを摑つかんだ。机に乗り上げた背中がその上にあったファイルやら何やらを押おし退のけ、それでも勢いは止まらない。後頭部が激はげしく机の後ろの窓に押し当てられ、ガラスがけたたましく割れる。

「あ、たたっ……」

「サヴェレンティっ！」

　白しら穂ほの声が聞こえる。だが顔は見えない。仰のけ反ぞった姿勢で見えるのは、割れたガラスや机のファイルが飛び散っている窓の外と──敵の顔だけ。

「……《水葬奇譚トラゲデイメソツド》」と呟つぶやいてオラトリエは櫂に纏わりついていた人形を擦すり抜けさせ、改めて弾はじき飛ばす。そして舌した舐なめずりをした。

「ウフフ、さぁて。終わりね」

「このっ……サヴェレンティを、離はなしなさいっ！」

　そのときオラトリエの頭越しにちらりと見えたのは、椅い子すで彼女の肩をぱこぱこ殴っている白穂の姿。だが、

「邪じや魔まだってば。貴女あなたさんとは後でゆっくり楽しませてもらうわ！」

「きゃあっ！」

　無造作に振るわれた櫂で白穂は簡かん単たんに弾き飛ばされる。ぞっとする光景。サヴェレンティは不ふ吉きつな想像が頭に浮かび上がろうとするのを全力で押おし留とどめた。後でゆっくり、だから、今は大事ない──はずだ。そうに決まっている。

「さて。ごめんね禍具ワースちゃん。貴方あなたさんみたいなコには愛を向けるべきなんだけど、さすがにちょっと邪魔すぎだわ……ま、もし命があったらお持ち帰りしてあげるから。祈りなさい」

　振り上げられる櫂。避けられない。人形を動かすにはそれが見えていなくてはならない。

（うう、どこか、どこかに。ない、ない？　見える範はん囲いに、人形は──）

　刹せつ那な、サヴェレンティは目をぱちくりさせる。

　あった。

　天地が逆転した視界で言えば、頭の上にある、窓の外。

　机の上にあったものがいくつか外に飛び出している。ファイルに、ポッキーの箱に、食べかけのビーフジャーキー。その匂においに誘われて来たのだろうか──

　きょとんとした顔でそこに佇む犬の口元に、変なヒーローみたいな人形が。

「──従せよObey！」

「わぷっ？」

　必死にそれを操あやつり、オラトリエの顔がん面めんにロケットダイブさせる。それに驚おどろいたか、喉のどを押さえていた手の力が僅わずかに緩ゆるむ。その隙すきに頭を動かすと、振り下ろされた櫂かいは耳のすぐ横の窓まど枠わくを無む茶ちや苦く茶ちやに砕くだいた。危なかった。

（で、でも、次の攻こう撃げきは……）

　かわせるか。かわす手段があるのか。嫌いやな汗が止まらない。

　オラトリエは簡かん単たんにその人形をひっぺがし、一息ついてからまた櫂を持ち上げ──




　その櫂に、黒い鞭むちのようなものが絡からみつくのが見えた。




「《黒くろ河かわ可か憐れん》！」

「好き放題やってくれてますね……！　それ以上の狼ろう藉ぜきは許しませんよ！」

　なんとか間に合った。錐きり霞かのベルトはすぐに透とう過かさせられて櫂から滑すべり落ちたが、そのときにはもうこのはが保健室の奥に向けて走り込んでいる。

「うお、ひでぇ有あり様さまだ……！」

　春はる亮あきが部へ屋やの中を見回すと、足が見えた。壁かべの近く、捲めくれ上がったスカートから伸びる、均きん整せいの取れた二本の足──

「っ……白しら穂ほくん！」

「だ、大丈夫か！」

　錐霞と共に近寄って声をかけると、彼女はもぞもぞと身を起こした。どうやら何かがあって吹っ飛ばされていただけらしい。

「う、うぅん……痛いわね。あの、変態水着女……あっ！」

　ばっとスカートを押さえる。視し線せんを逸そらすが時すでに遅し、あのサヴェレンティ事件のときですら見たことのないような目が春亮を射抜く。殺意が込められた瞳ひとみ。けれど頰ほおだけは珍しくもほんのりと紅こう潮ちようしており、

「──見たわね人間!?　さ、サヴェレンティにしか見せたことないのに！　責任取って死になさい！　今すぐ！　ここで！」

「ご、ごめん！　事故だよ、事故だ！」

「事故だというのには同意の証言をしてもいいが、その軽い謝しや罪ざいには同じ女として多少の殺意を覚える。私が陪ばい審しん員いんだったとしたら、ぐっと有罪に近付く減点ポイントだ」

「いんちょーさんまで……と、とにかく今はそんな場合じゃないぞ！」

　逃げるように、視し線せんをオラトリエに向ける。このはが手しゆ刀とうを振るい、その櫂かいと打ち合っていた。オラトリエが眉まゆを寄せて呟つぶやくのが聞こえる。

「貴女あなたさんの手刀は無理か。毎度ながら、よくわかんないわ……素手っぽい攻こう撃げきだからかしら」

　どうやらこのはの手刀は櫂で透過できないらしい。だからと言って、それがすぐにこのはの有利に働くということはなさそうだったが。

「まあいいや、とにかく貴女さんも禍具ワースね。なんていうか、おっぱい大きいわ……貴女さんにも、動けなくしてからそこに愛を与えてあげることにしよう。結構上じよう手ずなのよ、私さん」

「ああもう、こないだから……家族会フアミリーズには変態しかいないんですかっ!?」

　手刀と櫂の対立は続く。そのとき這はいずるようにサヴェレンティが近付いてきて、

「ふぇぇ、助かったー……って、し、白しら穂ほ白穂、大丈夫!?」

「大丈夫よ。貞てい操そう以外はね」

「て、ていそー？」

「視線で犯された、というやつよ。さあサヴェレンティ、次の敵はこの人間。殺していいわ」

「だ、だから謝あやまってるじゃねぇか……！」

　白穂はこれ以上なく不ふ機き嫌げんだ。今の事故もそうだが、当然、無理を言って協力を頼んでしまったのも不機嫌な理由だろう。

　そう、オラトリエの襲しゆう撃げきを気にせず、人形捜しに集中するためには──どうしてもオラトリエの動きを押さえ、時間稼かせぎをする必要があった。

　拍ぱく明あきが彼女に言った軽口がなかったとしても、この学校から立ち去らないのだとすれば、治ち療りようができる場所は保健室しかない。そこに向かう可能性は高く思えた。そして、なんとかしてそこに押おし留とどめられないか、と考えた結果──二人ふたりに頼むことになったのだ。

　このはの顔は知られている可能性があり、保健室に行った瞬しゆん間かんバトルになるかもしれない。一方、白穂達が家族会フアミリーズと接触したのは一瞬で、このはと比べれば顔が知られている可能性は低かった。とはいえ可能性はゼロではなく、だからこそ変装をしてもらう必要があったのだ。白穂は演技の達人だし、サヴェレンティは男に変われる。ビブオーリオの前に出たときはメイド姿だったし、そのインパクトのおかげで逆に変装が効果的になるだろう、という考えだ。

　そして二人の役割は──サヴェレンティは無む論ろん、もしも途中でバレてしまったときのための、時間稼ぎ的な護ご衛えい役やく。白穂は、自分達が捜すから貴女は休んでいて、という流れをその演技力で自然に作り出す役目。元々は、彼女達のほうから自分の捜そう索さくを持ちかけてもらうつもりだったのだ。人質やら何やらで予想していたよりも危険なことになっていたようだが。

　つまりはまあ、そんな感じでいろいろ無む茶ちやを言ってしまったのは確たしかなわけで。

「悪かったな二人とも。助かったよ、かなり」

「え、えへへー、そう？　お手伝てつだいできたんなら嬉うれしいなっ」

「報ほう酬しゆうとして貰もらいたいものを言ってもいいかしら。サ行の二段目で始まってサ行の二段目で終わる、一文字の言葉よ。貴方あなたがそれを見せてくれるだけでいいの、安いものよね？」

　久しぶりに見た少年サヴェレンティは頭を搔かきつつ、白しら穂ほはツンドラの瞳ひとみで腕組みをしつつ言う。相変わらずの二人ふたりだ。

　しかし二人に頼んだ策は、状況の悪化を押おし留とどめることができただけで──決して事態を好転させるものではなかった。そして今現在、ついに悪化を始めている。

　オラトリエと再び戦う羽は目めになり。

　最後の爆ばく弾だんは未いまだ見つからず。

　時間だけが刻一刻と過ぎていく──

「とりあえずこのはくんに加勢しよう。時間がない」

　しゅるるとベルトを動かしながら、未だ春はる亮あきの肩に手をかけたままの錐きり霞かが言う。

「こ、このままで？　物もの凄すごく動きにくくないか？　いやまあ、加勢しないといけないのは確たしかなんだけどさ……こんなときに限ってフィアはいないし。畜ちく生しよう、やっぱ安い携けい帯たいでも今度買ってやるかって気になってきたぞ」

「連絡が取れないものは仕方がない。時間がないんだ、さっさとケリをつけねば」

　つけられるのか。あの難なん敵てきを相手に。怪け我がをしているとはいえ、そんな負傷をものともしないのが家族会フアミリーズの狂気と執しゆう念ねんだ。だからこそ、戦うという手段を軽々しく取ることはできなかった──もし他ほかのもっと弱い敵であれば、サヴェレンティと白穂を爆弾捜しに駆かり出し、このはを保健室に送り込んでこの女との決着をつけてもらうという手もあったのだが。

　しかし、ここはやるしかない。できるかはわからないが、やるしかない──

　と、拳こぶしを握ったときだった。

「おおう。これがいわゆる新あら手て!?」

　割れた窓から何者かが飛び込んできた。このはとオラトリエが反射的にばっと距きよ離りを開ける。だがオラトリエのほうはすぐに眉まゆを寄せ、

「って、なんだ、協力者さんかい。協力は解消って言ってたような気がするけど……手伝ってくれるの？」

「いいや。こっちにも事情があってね」

　それは手に短い刃物を持った、あの着ぐるみドクロだった。書道教室のときとは違い、オラトリエの傍そばには寄らない。勿もち論ろんこのはにも近付かない。緊きん迫ぱくの三角形が形作られる。

　位置的には、このはよりも闖ちん入にゆう者しやのほうが春亮達に近かった。錐霞が春亮を背中で押おし退のけるようにして前に出る。まさかこの体勢でくっついて戦う気だろうか。それはいろいろ問題がありすぎる……制服越しに押しつけられる腰骨の感触とか。

　だが闖入者は、そのときちらりと春亮のほうに囁ささやく。

「箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブは剣道場にいる。灰はい色いろ髪がみの女と、もう一人ひとりの男と一いつ緒しよだ。行け」

「──!?」

　その言葉の内容を春はる亮あきが理解するのと同時に、着ぐるみドクロはオラトリエに向かって突進していった。このはには目もくれず。

「何の、つもりっ……？　貴女あなたさんが狙ねらってるのはあの男でしょう!?」

「事情があると言った！　それと、最初から──あんたのことは気にくわなかったんでね！」

「まあ、こっちも最初から怪あやしく思ってたけど！　邪じや魔まするなら容よう赦しやはしない！」

　水滴を飛び散らせて振るわれる櫂かい。着ぐるみ氏はそれをギリギリで回かい避ひしつつナイフを突き込んでいく。攻防を目まぐるしく入れ替えながら、いつしか二人ふたりは保健室の窓から外へと戦いの場を移していった。今いま更さらだが、周囲に生徒達がいないのは奇跡的としか言いようがない。

「どうなってるんですか、春亮くん？」

「俺おれにもわかんねえよ。とにかく、フィアが拍ぱく明あき達と一緒に剣道場にいるって言われた」

「ど、どうして？」

　わからない。戦っているのだろうか。ならば助けにいかなくてはならないが、

「つっても爆ばく弾だんの件はまだ解決してないし、ああくそ、一体どうしたら……」

「ところで夜や知ち。馬ば鹿かげていることだが、一応聞いておこう。あそこの床ゆかに転がっている人形は、私だけに見える幻覚か？」

　ぼろぼろになった保健室の床の一点を、錐きり霞かが指し示す。勿もち論ろん、幻覚ではなかった。

「なにーっ!?」

「あ──あれ、ボクのピンチを助けてくれた人形くんだよ。一いつ瞬しゆんだけね」

「ど、どこで見つけたんだ？」

「なんかね、わんちゃんが持ってた」

　わんちゃん？　と首を傾かしげたが、今はどうでもいい。慌あわてて駆かけ寄り、手を伸ばす──

「待て夜知、私が調しらべる。当たりならば危険だ」

　と、錐霞が慎重な手つきでその人形を持ち上げ、首を外した。中を覗のぞき込んだ彼女が、なぜか軽く眉まゆを顰ひそめる。それからゆっくりとその中に手を差し入れ、何かを取り出した。

「鍵かぎだ」

「マジか！　つまりそれが当たりだってことだよな!?」

「ああ。だがおかしい」

「おかしいって、何がですか？」

　その人形全体をさらに慎重に探りながら、錐霞がこのはに答える。

「──爆弾など仕掛けられていない」

「ど、どういうこと？」

「わからない。全すべてが噓うそならゲームを仕掛ける意味がない。ゲームをさせる意味はあるが、爆弾を実際に仕掛ける意味はなかったということか？　言い換えるなら、最終的に私達がこれを見つけようがどうしようが関係なかった……それはつまり、どういう──っ？」

　はっと錐きり霞かは瞳ひとみを揺らした。春はる亮あき達を下がらせてから、首くび輪わに鍵かぎを差し込んで外し始める。

「まずいぞ、夜や知ち。ひょっとしたら、奴やつは私を研究室長国に戻らせることなどが目的ではなかったのかもしれない」

「え？　じゃあ、どうしてこんなことを……って、まさか？」

　このはも顔色を変える。春亮も同時に気付いた。

　奴らが今現在、何をしているか。それを考えれば答えは出る。

　先さき程ほど聞かされた情報が、違う意味を持ってくる。

　外れた首輪を睨にらみつけながら、錐霞は憎にく々にくしげに言った。

「奴の狙ねらいは、おそらくフィアくんだ。何をしようとしているかまではわからないが」
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　剣道場の中、その女はまさしく武士のように冷れい厳げんな気配けはいを身に纏まとって佇たたずんでいた。見えるのはその褐かつ色しよく肌はだだけで、拍ぱく明あきの姿はない。

　春亮とこのは、そして首輪の外れた錐霞。三人は油断なくン・イゾイーを見据える。さすがにここまでサヴェレンティと白しら穂ほを連れてくることはできなかった。

「どうしてここがわかったのですかと疑問を疑います」

「そんなのはどうでもいい、フィアはどこだ！　何をしようとしてる!?」

　ン・イゾイーは無言のまま、片側が外れていた手て錠じようを嵌はめ直した。右足を曲げてスカートの中を探り、その褐色が再び床ゆかに降りてくると、そこにはナイフが挟まれている。それが返答だ。

「春亮くんは下がっていてください。力ずくで喋しやべらされるのがお好みのようです」

「同感だ。あの男がいないのは気にくわないが──おかしな首輪で足手まといだったぶん、ここからは私も活かつ躍やくさせてもらう」

　このはは眼鏡めがねの奥の目を細めて。錐霞は右の袖そでから革ベルトを伸ばしつつ。

　ゆっくりと、歩を進めた。

　ン・イゾイーの足が軽く持ち上がる。刹せつ那な、このはが手しゆ刀とうで斬きりかかる。回かい避ひされた。反はん撃げきとして、下方から身体からだを回転させながらの足ナイフが飛んでくる。このはも切れ味を付加した蹴けりで迎むかえ撃うつ。それすらも軽く受け流したン・イゾイーに、横手から錐霞の《黒くろ河かわ可か憐れん》が襲おそいかかった。が、手足に絡からみつこうとする革ベルトも容易たやすく足ナイフによって切断される。

　二対一だというのに、やはり相手には焦あせる様よう子すもない。次はこちらの番だとでも言わんばかりに、軽く間合いを取ったン・イゾイーは武器のない左足を動かした。激はげしい踊りのように身を低くし、その左足をこのは達に向けて突き出し──

　そして、あの着ぐるみドクロが、窓をぶち破って再びこの剣道場にも飛び込んできた。

「……！」

　落下しつつ、ン・イゾイーの背後から、着ぐるみの人物はナイフを振るう。

　素早すばやく身を翻ひるがえしたン・イゾイーも、足ナイフでそれを迎げい撃げきする。

　交こう錯さく。

　二人ふたりの刃やいばは同じ結果を生む。それぞれの身体からだを中途半端に捉とらえたという意味で。

　ン・イゾイーのナイフは着ぐるみの顔がん面めんを大きく裂いた。血は流れない。着ぐるみの襲撃者がミリ単位で見切ったのでなければ、よほどの幸運が働いたのだろう。

　一方、その襲しゆう撃げき者しやのナイフはン・イゾイーの白衣を切り裂いていた。狙ったかのように綺麗に、白衣の胸ポケットだけを切り裂き、ついでにその中にあった何かを両断していた。

「……《世界》！」

　ポケットから零こぼれたものに気付き、初めて見る焦あせりの表情で、ン・イゾイーが短く呻うめく。

　次の瞬しゆん間かん──

　今まで確たしかに存在していなかったものが、剣道場の中に現れた。いくつかあったが、春はる亮あきにとって大事なのはその中の一つだけだった。

「いきなり逃げ腰ってどういうことよ、身軽なヒーローさん。一体何を……っ？」

　一つ目。着ぐるみに続いて、割れた窓から飛び込んできたオラトリエ。彼女は何かを見て、驚おどろいたように目を見開く。しかしそれは春亮にとっては重要ではない。

　二つ目。なぜか突然剣道場に溢あふれた様さま々ざまな物品。地じ震しんが起こった後のように滅め茶ちや苦く茶ちやだ。無数の書類、倒れた本棚に机に椅い子す、ビデオカメラ等など々など。それらも春亮にとっては重要ではない。

　三つ目。書類や細々とした物品を押おし退のけつつ、その下から現れた拍ぱく明あき。どこか感心したような表情で周囲を見回している。ン・イゾイーがすっとその傍かたわらに侍はべった。彼らも春亮にとっては重要ではない。

　四つ目。涙を零こぼして、茫ぼう然ぜんとしている──アリス・ビブオーリオ・バスクリッハ。手には手て錠じようが嵌はめられており、どうやら監かん禁きんされていたようだったが、その身体には傷一つなかった。彼女も、春亮にとっては重要ではない。

　五つ目──それこそが、重要だった。

　正直に言えば、それを認にん識しきした瞬間、他ほかの一切が目に入らなくなった。理解はできない。どうしてそうなっているのか。まったく理解できない。けれど彼女は確かにそこにいた。




　自分の拷問具で、自分自身を傷害していた。







　第五章 「後こう夜や祭さい／彼女は今は知ろうとしない」/ "Enough unknown,unknown enough."
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　最初、フィアはまだ自分の状況に気付いていなかったようだった。

「ははっ……ああ、最高に最低だ。私は、まだまだ、いけるぞ……どんとこーい、だ……」

「フィアっ！」

　駆かけ寄る。棘とげつき椅い子すに座っていたフィアの首がゆっくりと動き、銀ぎん色いろの髪の下からぼんやりとした瞳ひとみを覗のぞかせる。それでようやく事態の理解に至ったらしく、次の瞬しゆん間かん、ふっと椅子が搔かき消えた。立りつ方ぽう玩がん具ぐが転がり、そしてフィアの小さな身体からだはどすんと床ゆかに崩れ落ちる。

　慌あわてて抱き起こす。息を吞のんだ。破れた制服、その下に覗く二色。肌の白と、苦痛の赤。

「お前っ!?　どうして、こんなっ……！」

「ああ、春はる亮あき……なぁに、見た目よりは軽傷だ。手加減は、したし、中の大事なところまでは傷つかないよう、気を張っておったし……しばらく休んでおればバッチリ動けるようになる。ほら、もう血も止まりかけてきておる。平気だ平気だ、無事すぎる」
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　ぶい、と震ふるえる指を二本持ち上げて健在をアピール。強がりなのか、本当なのか。わからなかったし、どうでもよかった。

「だ、だからなんでこんなことになってんだよ!?　あいつに何された！」

「ん……」

「言えって！　ほら！」

「……ビブオーリオを拷ごう問もんしろ、と──拷問具を実際に、本来の用途で使う様を見せろと、言われた。そうすれば、キリカは諦あきらめて、爆ばく弾だんも止めると」

　愕がく然ぜんとした。そんな取引を。そんな最低の取引を。拍ぱく明あきが提案してきたのか。

「正直、迷った。やらねば爆弾が爆発して、何の罪もない生徒が死ぬかもしれん。それか、キリカのことだから、奴やつのところに帰ることにしてしまうかもしれん。だから、やろうと思った。ああそうだ、一いつ瞬しゆん、本当に考えたのだ。ビブオーリオは敵だった、だからやってしまおうと」

　でも。

　と、腕の中にいるフィアが軽く首を動かした。春はる亮あきの視し線せんから逃れるように。

「どうしてか、そこでお前の顔が浮かんできてな。たとえ敵に対しても私がそんなことをしたら、お前は、その……悲しむだろうな、と思ったのだ。ハレンチとはいえお前には義理があるし、いろいろ助けてもらっておる気がしないでもないし、ええと、いろいろアレだから──」

「……」

「だ、だからつまり、こうすることにした。あいつに言ってやったのだ。拷問具が使われるのが見たいのなら、別にビブオーリオに対して使わなくてもいいのだろう、と……それで、その……こうなったわけで……」

　ああ、わかった。どうしてこうなったのかはわかった。

　フィアが、馬ば鹿かだったからだ。

「……こうした場合に、俺おれがどんな顔をするかは、わからなかったのか？」

「さ、さぁな」

　また、もぞもぞとフィアが身を捻ひねる。こちらに背中を向けて、顔が見えないようにする。こちらの顔を見ないようにする。正直に言えば、問いの答えは自分でもわからなかった。今、自分はどんな顔をしているのだろう。

「どんなことをするかも、わからないか？」

「む、むぅ。何をすると、いうのだ……？」

　それは自分でもわかった。だからすることにした。

　まず、握にぎり拳こぶしを作る。肘ひじを伸ばしたまま、腕を持ち上げる。そのまま、ハンマーのように、適度な力加減で──

　銀ぎん色いろの頭頂部を、ぽぐり。

「……にゅっ」

　もう一度、ぽぐり。

「にょっ」

　ぽぐり。

「にゃわっ」

　猫の鳴き声のようなヘンな音を漏らしつつ、フィアが身体からだを揺らす。

　さらにもう一度──と腕を下ろしかけたところで、ついに我が慢まんできなくなったか、背中を向けていたフィアがくるりと身体を回した。こちらの腕をはっしと摑つかみ、

「な、なにをするのだ呪のろうぞ!?　黙だまっておればいい気になりおって、人の頭をポクポクと……さては、これがてれびで見た、どめすてぃっく・なんたら、と、いう……？」

　フィアの言葉が尻しりすぼみに消えていく。目を一杯に開いて、こちらの顔を凝ぎよう視ししている。ああ、本当に、今の自分はどんな顔をしているのだろう。

「誰だれかを拷ごう問もんしなかったのは、偉いよ。でも、こんなのも──俺おれは、駄だ目めだと思う。見たくない。お前のこんな姿なんて、見たくない」

「あ……」

　小さな吐と息いきのような声を漏らしたフィアが、摑んでいた腕をゆっくりと離はなした。それから僅わずかに顔を俯うつむかせ、肩を縮ちぢめながら、

「その……なんというか……わ、わるかっ……ふにょわー!?」

　奇声の原因は、床ゆかに膝ひざを落とした錐きり霞かが突然にフィアを抱だき締しめたからだった。

「……すまない。本当に、すまない。フィアくん……！　君一人ひとりがこんなことをする必要は、なかったんだ。ああ、なかった。私のせいだな。私と、あの男のせいだな。すまない……」

「あ、謝あやまるなキリカ。別にお前のためだけというわけではなくてだな、爆ばく弾だんのこともあったし、リスクとリターンを考えたら、どうしてもこうするしかないと」

「フィアくん。君は、君は、なんという──」

「うぐ。そんなに抱きつかれるとまだ痛いところがっ……ってお前、首くび輪わが外れておるではないか!?　か、鍵かぎが見つかったのか!?　ということはつまり、爆弾はどうなった!?」

　錐霞の抱ほう擁ようを受けながら、表情を二転三転させるフィア。春はる亮あきは胸の奥底から吐息を漏らした。あの様よう子すを見る限りでは、先刻の言葉もただの強がりではなかったようだ。重じゆう篤とくなダメージはないのだろう……彼女達の持つ自己修復能力でなんとかなるはずだ。

「爆弾も問題なしです。というか、元から爆弾なんてなかったようですよ」

「な。なんだと、ウシチチ!?」

　このはは油断なく前方を見据えて立っていた。文字通り、触れただけでどこかが切り裂かれそうな鋭するどい気配けはいを身に纏まとっている。

「狙ねらいは、おそらくあなたに持ちかけた取引それ自体。つまり元々、あなたの拷問具を間近で見るためだけにこのゲームは用意されたんでしょう。危き機き感かんを煽あおって、取引を吞のむしかない状況にあなたを追い込むようにしたわけです」

「な、なに……それが本当だとしたら、私がやったことは全部、無む駄だで……ええい、許せん、そんなのは許せん……！」

　フィアが立ち上がろうとする。休んでいろと言っても聞きはしないだろう。せめて倒れないように、春はる亮あきはその腕を摑つかんで支えてやった。

「そんなこと言うなって。確たしかに、お前はしてほしくないことをやったよ。でも……それが全部無駄だったなんて言うのはあんまりだ」

「そうだ、フィアくん。君の行動は明めい確かくに間違っていたが、私にとっては何よりも尊い。無意味だと笑うことは誰だれにもさせない。それはきっと、気高く、誇っていい──間違いだ」

　もう片方の腕を支えながら、錐きり霞か。とても矛む盾じゆんある、とても同意できる言葉。

「それでも、あなたは怒るべきでしょう。怒っていいところです。一応言うなら、わたしは全然怒ってなんかいませんが……どうしてでしょうね。今日きようは奇跡的に体たい調ちようがいいんでしょうか、あなたが流しているその赤あか色いろを見ても、もう少しは耐えられそうです」

　このはは相変わらず、口調だけは平静に、身に纏まとった鬼き気きの理由を回りくどく誤ご魔ま化かした。

　そして春亮達は同じものを睨にらむ。無言の灰はい色いろ髪がみ女と、興きよう味み深ぶかげに周囲を見回す男を睨む。

「ほぉぅ、《アリシア・ピトレリが見た世界》が壊こわされるとこういうことになるのか。面おも白しろい。でもこれはさらに考察が必要そうだな。いや、かなり危険なことだったと思うよ、実際。呪のろいに消えた人々と同じように無限の幻視空間に飲み込まれていたかもしれないし、あるいはぼくらまで真っ二つになっていたかもしれない……ふふ、一つの未知が既き知ちになったかと思えば、その既知がまた新たな未知を生む。たまらないね、この世界の謎なぞっぷりは！　未知を征服する道はまだまだ遠いよ、いや洒落しやれではなく」

「お前っ……！　なんで、こんなことをさせる!?　こいつの力がそんなに見たかったのか!?」

　怒ど鳴なると、拍ぱく明あきはようやく視し線せんをこちらに向けて固定した。にこりと笑って、首しゆ肯こう。

「そうとも。今言った言葉を聞いていたかい？　ぼくはね、知りたい、知りたい、知りたいんだよ！　まだ知っていないことの全すべてを！　だから知ろうとした、ただそれだけの話さ！」

　春亮は、爆ばく弾だんを捜している間に錐霞から聞いたことを思い出していた。未知を見つけてしまった男の話。未知がなくては生きられない天才の話。

「こいつらに関係する以外のことなら、いくらでも知ってくれていいんだけどな……！」

「その通りだ！　私は貴様の玩具おもちやではないぞ、いい迷めい惑わくだ！」

「いや、玩具だよ？」

　拍明は軽く即答した。さらにこちらが剣けん吞のんな空気を纏ったのに気付いたか、肩を竦すくめる。

「箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ、君はとても興味深い玩具だ。今のところ、一番、と言ってもいいかもしれない。間近で見られて感動したよ、ありがとう……とはいえまだまだ興味は尽きない。今まで調しらべてきたように、これからも調べたいね。とりあえずは今日きようのデータを精査しなくてはならないけどさ。ぼくは今まで知ってきたこと以上に、これからも新しいことを知っていくだろう。君について」

「ふん。貴様が、私の何を知っているというのだ」

「さあねぇ。君が知っているであろうことの一部分と、君も知らないであろうことの一部分……と答えれば完全解答かな」

「ふざけおって……」

　フィアが足元からルービックキューブを拾い上げる。まだ無理するなと春はる亮あきは言おうとしたが、それより早く拍ぱく明あきの言葉が彼女の動きを止めた。

「それよりも、少しばかり向こうの様よう子すが気にならないかい？　気にならないというのなら別にいいんだけど」

　拍明が視し線せんで指し示したのは、床ゆかにへたり込んだままのビブオーリオだ。片かた眼鏡めがねはなく、シスター服ではなく、手て錠じようで腕を繫つながれている。彼女は涙に濡ぬれた顔で、どこか困こん惑わくと茫ぼう然ぜんの入り混じった瞳ひとみで、じっとフィアを見つめていた。

「ああ……ど、どうして、罪深い私を罰してくれないのです……？　痛くしてくれないのです？　嬲なぶってくれないのです？　辱はずかしめてくれないのです？　私という人間の尊そん厳げんを破は壊かいして糞くそ虫むしの如ごとき扱いをしてくれないのです？　さっきみたいにぶってください。思いっきり、汚けがらわしい雌めすの家か畜ちくを叩たたくみたいに、ぴしっ、ぴしっ、て……」

「ど、どうしちゃったんですか、あの人……？」

「さてな。アビスを破は壊かいした影えい響きようかもしれん、とあのクサレ男は言っておったが」

　このはの言葉にフィアが答えたとき、ふとビブオーリオの前に誰だれかがしゃがみ込んだ。いや、違う。王に対する臣しん下かのように、聖女に洗礼を受ける教徒のように──膝ひざをついて、頭こうべを垂れたのだ。パーカーの下に水着を着込んだ赤毛の濡ぬれ女おんなが。

　虚うつろな自じ虐ぎやくが満ちていたビブオーリオの目に、僅わずかな理性の光が宿る。

「《乱打緋主ランドフイツシヤー》……オラトリエ・ラブドルムナーグ……？」

「お久しぶりです、母君」

「生きて、いたのね……よかったわ……」

　その言葉に何かの違和感を覚えたか、オラトリエは僅かに瞳を揺らしたように見えた。だが、

「言いつけを守れず申もうし訳わけありません。その、できるだけ多くの研究室長国の人員を殺そうと、爆ばく弾だんを起動させる前に《水葬奇譚トラゲデイメソツド》で少しばかり暴あばれてみたのですが……油断し、爆破も叶かなわず囚とらわれの身になりました。それからなんとか脱出し、母君の姿を捜して──」

「っ……ごめんなさいっ……！」

　ビブオーリオがさらに涙を零こぼし、身体からだを大きく震ふるわせる。ただの少女のように。

　さすがにそれには確かくたる異常を覚えたか、オラトリエは困惑したように腰を上げた。

「ど、どうしたんですか母君？　教えてください、これからどうしたらいいんです？　それが知りたくて貴女をずっと捜していたんです、貴女の居場所を知るためだけに動いていたんです！　もう一度爆ばく弾だんを持って突入しろと仰おつしやるならばやります、やらせてください、それがこの、命を救ってくれた超越の家族に対する愛の証明になるんです！」

「ご、ごめんなさいごめんなさいごめんなさいぃぃぃっ！　違うの、罪、それは罪……私が今まで忘れていた罪！　貴女あなたはそんなことしなくてもいいの、やってはいけないの、もしやったりしたら、ああ、罪悪感が私を殺すわ！　罰を受けることもなく死んでしまうわ！　そんなのは、きっと、赦ゆるされない！　呪のろわれるほどに赦されない！」

「な──何を言って……？　貴女は、我われ々われの、ビブオーリオ家族会フアミリーズの母君で……いや、そうだ、父君は？　一いつ緒しよにはおられないのですか、父君は……？」

「アビスは死んだよ」

　その言葉を発したのは、春はる亮あき達ではなかった。ビブオーリオでもなかった。

　いつのまにかビブオーリオの傍かたわらに立っていて、力強くナイフを振るって彼女の手て錠じようを断ち切った──あの着ぐるみを着込んだ人物だった。

「意味が、全然、わかんない。貴女さんは、一体……？」

　オラトリエが軽く身構えながら言う。だが着ぐるみの人物は彼女を一いつ顧こだにせず、ン・イゾイーとの交こう錯さくで破れていたマスクを邪じや魔まそうに引っ張った。

　春亮は思い出していた。マスクの下から現れたのは、見覚えのある人物。ナイフを使って、身が軽くて、このはですら驚きよう嘆たんするほどの見切りに長たけた少女──

　二階堂クルリ。ビブオーリオと同じく、体育祭の事件の後にその姿を消していた家族会員フアミリー。

　──家族会員フアミリー、なのだろうか？　アビスを破は壊かいしたときの経けい緯いはフィアから聞いていた。彼女は家族会フアミリーズを裏切って、アビスの身体からだに刃やいばを埋め込んだ。

「クルリ、さん……？」

「お久しぶりって言うべきなのかね、あたしも。は、無能臭い」

　表情を欠片かけらも緩ゆるめず、吐き捨てるように呟つぶやく。それからオラトリエに目を遣やり、

「新参者の家族会員フアミリーだった女だよ。改めて挨あい拶さつすると──はじめましてだな、先せん輩ぱい」

「……この国でナイフ使いを一人ひとり勧かん誘ゆうするらしい、って前に雛ひな井いが言ってた気がするわ。でも、よくわかんない。協力者なんかじゃなくて本物の家族会員フアミリーじゃない。なんでそんな珍妙な恰かつ好こうを？　それから、なんで急に私さんの邪じや魔まを始めたりしたの？」

「あたしもあんたと同じだよ。この人を捜していた」

　ちら、とビブオーリオを見下ろす。

「理由もあんたと同じ、知りたいことがあってね。でも居場所がわからなかった。そこにいる男に連れ去られるのだけは見てた。だからあいつを捜すことにした。手がかりは連れ去られるところを見たこの学校しかなくて──」

「ぬう、わかったぞ。私の推理を披ひ露ろうしてやろう……文化祭と見て、クサレ男がまた現れんかと侵入した。でも私達に見つかると話がややこしくなるので、顔を隠す必要があり──そこで、都合よく着ぐるみを放置して寝ておるマヌケな女を見つけた、というところであろう！」

　わりと簡かん単たんな推理を、フィアが得意げに披ひ露ろう。クルリはこちらを見て、は、と唇を曲げた。

「正解だよ、箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ。相変わらず無能臭く喧やかましいな」

「ぐぅぅ、貴様こそ相変わらずむかつく女だ！」

　フィアが犬歯を剝むき出しにして威い嚇かくする。本当に、回復が早そうで何よりだ。ちょっと元気すぎる気がしないでもないが。

　さらにクルリは肩を竦すくめ、その後のことをつまらなさそうに説明した。拍ぱく明あきとフィアの会話を盗み聞きし、ビブオーリオが万華鏡の中にいると当たりをつけたこと。もはやオラトリエと協力する気はなく、代わりに春はる亮あき達を利用したこと。オラトリエを引き受けて春亮達を行かせてから、自分も適当に戦いながら逃げてここに来たこと。

「あー、まだわかんない……えと、結局貴女あなたさんは何が目的で、いや今は母君の様よう子すがおかしいのが問題で。いやいや待った、貴女さんさっき、冗じよう談だんでも聞き捨てならないことを言っ──」

「ならもう一度言おうか。アビスはあたしが殺した。粉々になったよ」

　違うアレは私の一いち撃げきがトドメでだなー、とフィアがぶつくさ言っているが、気にしないでおこう。気にするべきは、その台詞せりふを機きに家族会フアミリーズ組に漂い始めた不ふ穏おんな空気だ。

「理由はいろいろ。くだらなかったから。騙だましてたから。家族会フアミリーズが無能臭いとわかったから。死ぬべき男で、壊こわれるべき十字架だったから。好きに選びな」

「──母君！」

　クルリを叩たたき殺す許可を求めたのか、オラトリエが櫂かいを握にぎり締しめて叫ぶ。だがビブオーリオは、自由になった両手を交差させて自分の肩を抱きながら、

「ああ……そうね、そうだったわね。アビスは、死んだわ……罪深く……」

「あたしの知りたいことは二つある。そのうちの一つを今聞いておくことにするよ」

　クルリはオラトリエの動きを注視したまま、ビブオーリオに向けて無感情に言った。

「まだ、アビスはあんたの愛すべきものかい？　アビスを殺したあたしを憎にくんでるかい？」

　ビブオーリオは息を吸った。そして瞳ひとみを閉じ、長い髪と自分の胸の間に顔を埋めるようにしながら、答える。震ふるえる泣き声で、呟つぶやく。

　単純で。

　しかし深しん遠えんな。

　回答を。




「わかりません」




　刹せつ那な、クルリがビブオーリオの身体からだにタックルした。襲おそいかかったのではない。攻撃を仕掛けたのは、呪われた櫂をビブオーリオに向けて振り抜いたオラトリエのほうだ。

　その攻こう撃げきをごろごろと転がって回かい避ひし、クルリはそのままビブオーリオの身体からだを抱え上げる。その視し線せんの先にいるオラトリエは、櫂かいを肩に担かついで、クスクスと笑っていた。

「フフ……ウフフフ、ウフフフフ！　これがいわゆる──謎なぞは全すべて解けた！　貴女あなたさん達の企たくらみが何かは知らないけど、つまり──くはっ、その女は母君の偽物ね！　この私さんの目は誤ご魔ま化かされない、家族愛の家族愛による家族愛のための家族会フアミリーズの長おさたる母君がそんなことを言うはずがない、超越して超越している神のような父君がこんな小娘に殺されたなんてありえるはずがないわ！　偽にせ物もの、偽物、にーせーもーのー！　偽物はこれがいわゆる海賊版問題、速すみやかに取とり締しまって殺！　ウフフフフゥ！」

「ち……壊こわれたか。元からだけど」

「ああ──ごめんなさい、ごめんなさい、わかりません、もう何もわからないのです──殺したいのならば殺させてあげてください。私は罪深いのです、彼女も私の罪の一つです。できるだけ長く苦しめて撲ぼく殺さつしてくれるのであれば、もうそれ以上は望みません……」

　クルリは苛いら立だたしそうに舌を鳴らした。

「そういうわけにはいかない。知りたいことがもう一つ残ってるんだ」

「駄だ目めなのです、罪深い私は駄目なのです、ああ、誰だれか私を傷害してぇ……っ」

「まったく──ちょっと落ち着いてくれよ」

　ビブオーリオを抱えて、クルリは大きく後退する。なぜかちらりとこちらを見て──四人が身構えるのも構わず、無造作に近寄ってきた。

「今いま更さらあんたらと戦う気はないよ。そっちはそっちで勝手にしてくれ、こっちはこっちで勝手にあんたらを盾たてにするから」

　言葉通りに勝手なことを言い、クルリは春はる亮あき達の背後、道場の隅すみにそっとビブオーリオを下ろした。このはがチラチラと彼女達を気にしながら聞いてくる。

「ど、どうします春亮くん？　確たしかに殺気は全然ないですが……ついでに言うなら、あっちの殺気がまた凄すごいコトに」

　オラトリエはいつのまにか、道場の隅にあった小さな水道の前にいた。流しに頭を突っ込み、激はげしく水滴を飛び散らせながら、

「んー、冷たくて気持ちいい。さて落ち着こう、自分。冷静にゆっくり考えるよ──よし決めた！　よくわかんないけどこの場にいる全員殺そう！」

　超・速決だった。

　それからオラトリエは、赤髪から雫しずくを不気味に滴したたらせつつ振り返り、

「ま・ず・は〜、あの偽物はいつでも殺せそうだからァ……やっぱりハルアキ・ヤチね。よし、貴方あなたさん！　貴方さんを殺して、本物の母君の居場所を教えてもらうッ」

　……わけのわからない論ろん理りで第一の獲え物ものに認定された。全力で再考を要よう請せいしたい。

「させるわけがありません。聞きしに勝まさる最低な狂人です……とりあえずあの人とはやりあわないといけないようですね」

「しかし──ここで逃がすわけにはいかない奴やつもいる。散さん々ざん私達を弄もてあそんでくれた知りたがりだ。どうする、夜や知ち？」

　どうする、だって？　それを決めるのは、おそらく自分ではない。まだ血の一つも流していない、心の一ヵ所も傷つけられてはいない、自分では。

　だから春はる亮あきも、その問いを託した。

「どうする、フィア？」

　フィアはそっと目を閉じて、呟つぶやく。

「私には、何が正しいのか、わからん。何もかもがわからん。ああ、朝にも言ったな、春亮。無知な私は、知りたい。何をすべきなのか、あるいは奴に取引を持ちかけられたとき、何をすべきだったのか。正解は何なのだ、何だったのだ？」

「そんなの、俺おれにもわかんないぞ」

「だが、お前は私を殴ったではないか。その……間違えたから、怒ったのだろ？」

　ちらりと薄うす目めを開けて、どこか親の様よう子すを窺うかがう子供のような視し線せん。

「ああ、間違えたから怒った。けど正解なんてわかるもんか。これからも俺はお前が間違ったら、正解なんてわかんなくても怒る。お前と同じに正解は知りたいけど、とりあえず怒るぞ」

「む、むぅ。何やら理り不ふ尽じんな気がしないでもないが」

「俺はあそこにいる変態研究者野郎と違ってバカだからな、仕方ねぇよ。知ろうとすることより大事なもんだってあるだろ……で、今のそれは単純だ。つまり、聞きたいのは──お前はどうしたい？　ってことなんだけど」

　しばしの間があって。

　くすくす、と喉のどが鳴る音と共に銀ぎん髪ぱつが震ふるえ始めた。

「そういう単純な話なら簡かん単たんだ……ああそうだ、無知なものは無知なりに開き直って動くしかないのかもしれん。いきなり全知全能になれはしないのだから」

　目が開く。気付けば、フィアの身体からだには覇は気きが取り戻されていた。制服や身体は当然汚れたままだが、彼女の言った通り、新たな血が流れ出るのは完全に止まっているようだ。

「私がしたいことは、簡単だ──気持ち悪くなったビブオーリオとクルリはギブアップ気味なので無視する！　オラトリエは春亮を殺すとほざいておるのでぶっとばして阻そ止しする！　そして拍ぱく明あきはいろいろまとめてむかつくのでこいつもぶっとばしてオシオキする！　こんなものでどうだ、春亮にキリカにウシチチよ！」

　勿もち論ろん、誰だれからも異論は出なかった。




　すべきことは決まった。ならば後は、どうやってそれをやるか、だ。

「時間がない──悪いが私が分担を決める。拍ぱく明あきは私が抑おさえよう。ン・イゾイーを突破するのは、と言い換えてもいいが」

「キリカよ、それは無む謀ぼうだ！」

「そ、そうですよ！　あの人はとんでもない達人レベルで──」

「議ぎ論ろんしている暇ひまはないぞ。私はおそらくこの中で一番弱いが、だからこそ奴やつの相手は私がしなくてはならないと思う。奴は拍明を護まもるためにそこにいるのであって、つまりは殺意のないディフェンシブな脅きよう威いだ。オラトリエも私達にとっては同等レベルの脅威だが、こちらはオフェンシブな脅威だ。相あい対たいする意味が明めい確かくに違う……戦力が足りない、という事態は許されないのだ。フィアくん達に全力であたってもらわねばならない」

　早口で言いながら、錐きり霞かは突然、素早すばやく制服を脱ぎ始めた。

　全すべて。上から下まで、全て。

「う、わわっ。い、いんちょーさん……？」

　靴下を脱ぐ。上着を脱ぐ。腰のジッパーを開け、スカートを落とす。上着の下に着ていた服も脱ぐ──そして最後には、黒のボンデージだけが残る。

「ば、馬ば鹿か、じろじろ見るな！　し、仕方ないのだ、今は仕方ない、だから仕方ないのだ……！　わ、私も本気だということだ、わかれ！」

「わかったようなわからないような──とにかくこのは、無言で手をワキワキさせるのは止やめてくれ！　今はふしだらブロッカーくらってる場合じゃないから！」

「まったく。いいか、知っての通り死ぬことのない身体からだだし、とりあえず策もある。殺意のない脅きよう威い相手なら私一人ひとりでなんとかなるだろう。任せてくれ」

　止める間もなかった。錐霞が《黒くろ河かわ可か憐れん》を伸ばし、天てん井じようの梁はりに絡からみつかせる。そこを軸じくにして跳ちよう躍やくし、彼女はゆらゆらとした足取りで近付いてくるオラトリエを飛び越えて拍明達の至近に降り立った。当然、その前にはン・イゾイーが進み出る。

「ああもう……ホントに大丈夫なのかよ……！」

「しかしもう止められん。こっちも来たぞ」

　フィアがルービックキューブを持ち上げる。このはも手しゆ刀とうを構えて足を踏み出した。

「畜ちく生しよう、また俺おれだけ傍ぼう観かんパターンかよ……！　気をつけろよ、フィア、このは！」

　全身を水に濡ぬらしたオラトリエが、ゆっくり接近してきた。櫂かいの間合いまであと数歩となったところで少しばかり足を止め、一息。持ち上げた手中の櫂にひどく優やさしい眼まな差ざしを注ぐ。

「さあ、また始めましょう。慮りよ外がいの夜に標しるされた生しよう涯がい一度の傷を。放り出された未来という大海を。懸けん命めいに辿たどり着いた花はな嫁よめの道で見える赤一色を。彼に返した熱ねつ烈れつな温度を──ふふ、そのありふれたロマンスを悲劇の方法論トラゲデイメソツドで正しく誤読したのが貴方あなた。だから迷うことはないわ……私さん達はいつものように愛し合うだけよ、亀き裂れつと海と赤と温度の追つい憶おくで！」

　赤あか子ごに囁ささやくようだった声が、最後には力ある言葉に変じる。腕全体を使ったペン回しのように櫂かいを踊らせつつ、彼女は再び一歩を踏み出した。

「悪いけど、慣なれてるから。水で足が滑すべるとかはありえないわ。期待しても無む駄だよ」

「そんなドジはサヴェレンティさんじゃないので期待してませんけど。それよりも──慣れると言えば、その教育上よろしくない姿を春はる亮あきくんの目に慣れさせるわけにはいきませんね。一刻も早く視界から消えてもらいたいです」

「まったく同感だ。早く消えてもらいたいな、目め障ざわり肉にく塊かいズ一号二号には。それに今日きようは、水着というものには多少ウラミがあるのだ。鬱うつ憤ぷんを晴らさせてもらうぞ！」

「どうでもいいですが、どっちが一号でどっちが二号なのかを聞いておきたいところです！」

　フィアとこのはが同時に突進する。水着女は呪のろわれた櫂を大きく振りかぶり、それを迎むかえ撃うつ構えだ。まずはフィアが彼女に肉にく薄はくし、

「二十番機き構こう・斬式大刀態《凌遅の鉈"A hatchet of lingchi"》──禍動curse/calling！」

　かちかちではなく、がちがちと。こつこつではなく、ごつごつと。

　ルービックキューブの回転音に殺意を纏まとわせたような、重い鋼こう鉄てつの駆く動どう音おん。似姿たる立方体は刹せつ那なに在あるべきかたちを見み出いだし、人間を削そぎ落とす鉈なたへとその形状を変える。

　鉈と櫂が合奏する、くぐもった音が何度か。そして、真正面から踏み込んだ二人ふたりが立てる、一ひと際きわ大きな音──一拍遅れ、二人の銀ぎん髪ぱつと赤髪がその余よ韻いんのようにぶわっと巻き上がった。

　鍔つば迫ぜり合いのようにお互いの得え物ものを拮きつ抗こうさせ、停止。

　そこで春亮は、フィアがにやりと唇を曲げたのを見る。

「三番機構・断式落下態《ギロチン"Guillotine"》！」

　突然の変形で平へい衡こう状態が崩れた。それだけで既すでに、前方に流れたオラトリエの櫂は、フィアが有するドラマティックな処刑演出機構の間にその首を挟み込まれている。

　フィアは微み塵じんの躊ちゆう躇ちよもなく、斜めになった断首の刃やいばを落下させ──しかし、はっと顔色を変えて飛とび退のく。断首に科されたはずの櫂が、その胸を掠かすめて振り抜かれていた。

「ちぃ……そうか、透とう過かの力があるのであったな！」

「ウフフ、その通り。だからガードは無む駄だよ、気をつけてね。邪じや魔まな禍具ワースの排除くらいは許されてるけど、それでも無む闇やみに壊こわしたら母君に怒られるから──ていうか貴女あなたさん、母君お気に入りの箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブって子でしょ？」

　そこでオラトリエは軽くフィアの身体からだに視し線せんを這はわせ、

「よく見ると小さくて可愛かわいいわ……ぎゅっとしたまま一いつ緒しよに寝たい感じ。うん、これはやっぱり手足ベキベキくらいで勘かん弁べんしてあげなくちゃ駄だ目めかしら」

「それはこっちの台詞せりふです！　この子との添い寝くらい好きにすればいいですが、自分の手足がどうにかなっても文句は言わないでくださいよ！」

「好きにされてたまるか！　あと貴様、私のどこが小さいというのだ！　呪のろうぞ！」

　このはが飛び込み、手しゆ刀とうで打ち合い始める。フィアは新たな拷ごう問もん具ぐを生み出して隙すきを窺うかがう。そしてオラトリエ・ラブドルムナーグは打ちよう擲ちやくの波で二人ふたりを飲み込もうとする。

　飛び散った水で持ち主と同じに濡ぬれた櫂かいは、既すでに血を吸っているように黒ずんで見えた。




　灰はい色いろと褐かつ色しよくの女を間に挟み、あの男が口を開く。

「これは愚ぐ策さくと言わざるを得ないよ、錐きり霞か」

「私はそうは思わない」

「昼間とは状況が違う。ゲームが終わった今、もはや力ずくでお前を連れ帰るのを躊躇ためらう理由はないし──ン・イゾイーに殺意がないというのは間違いだ。この子はぼくを襲おそう敵には躊躇いなく致死的フエイタルな攻こう撃げきを加える。さらに言えば、お前は正せい確かくには《死なない》のではない。《死んでも生き返る》だ。だからこその愚策だよ、錐霞。お前は一度意い識しきを失えば終わりだ。つまりぼくはこう言えばいい──ン・イゾイー。錐霞を殺して持ち帰るぞ」

　お土産みやげのような物言いだ。実際、既に自分はついでのような扱いなのだろうが。

　褐色肌の少女がちらりと目を動かして言った。

「確かく認にんしますがよろしいのですかという確認です」

「勿もち論ろんだとも、遠えん慮りよはいらない。あいつが着ているのは、ある意味《アリシア・ピトレリが見た世界》よりもレアな禍具ワースだ。一度によほど破損しない限り自動修復される。どこかが破れたからといってポロリと脱げるようなものではないしね」

「──受じゆ諾だく」

　手て錠じようを嵌はめた女が、滑すべるように褐色の足を踏み出す。だが、そこで錐霞は《黒くろ河かわ可か憐れん》が巻きついていないほうの手を伸ばしてその動きを制止した。

「ん？　どうしたんだ、錐霞？」

「……一つ聞いておきたい。私に嵌めたあの首くび輪わの意味は、本当に私に対する懲ちよう罰ばつということだけか？　そんな単純な目的だけなのか？」

　その問いに、拍ぱく明あきは僅わずかに驚おどろいたような表情を見せた。そして、

「そうだな。強度的には薄うすかったにしろ、別の目的はあった。これをそのまま言ってしまうのはなかなかに気恥ずかしいんだが……昔を思い出してほしかったという、ね。ぼくはお前の兄だ、なにも好き好んでお前と対立したいわけじゃない。仲直りできるものならしたいのさ……今だけは素直すなおになってくれないかな、錐霞。ひょっとして、思い出しはしなかったかい？」

　拍明の言葉から、数秒。

　こくん、と錐霞は頷うなずく。

「ああ、今だけは……素直に言おう。思い出した。楽しかった昔のことを思い出した。あの寂さびしさで、父とうさんが帰るのを待っていた寂しさを思い出した。あの寂しさで、母かあさんがいない寂しさを思い出した。それから、あの、寂しさでっ──」

　僅かに顔を伏せ、肩を震ふるわせる。

「思い出したよ……その寂しいときにずっと縋りついてた、お兄ちゃんの、背中を……！」

　拍ぱく明あきは大きく息を吸った。そしてひどく優やさしい目になり、父親のように、囁ささやく。

「戻っておいで、錐きり霞か。ぼくのところに」

　錐霞の肩の震ふるえは止まらない。さらに言葉を絞り出しつつ、止まらない。

「……などと……」

「うん？」

　駄だ目めだ。もう耐えられない。愉ゆ快かいすぎて耐えられない！

「……などと言うとでも思ったか、闇曲拍明！　まったく馬ば鹿かげている！　父とうさんのことは思い出したが、私には兄などいない──私に対して何をしてきたか思い出せ！」

　慣なれない演技をした甲か斐いがあった。顔から火が出るほど恥ずかしかったが、最高だ。あの男のぽかんとした顔が見られただけで胸がすく。

　虚きよ勢せいか余裕か、拍明はすぐに苦笑のようなものを浮かべて言った。

「変わったな、錐霞。昔は冗じよう談だんでもそんな演技はしなかった」

「多た分ぶん、奴やつらと付き合って馬鹿になったのだろうよ！」

《黒くろ河かわ可か憐れん》を拍明に向けて唐とう突とつに伸ばす。褐かつ色しよくの残像が下方で生まれ、革ベルトは中途で切断された。ン・イゾイーの気配けはいが戦場のものに変わる。望むところだ。

　何をするかは決めていた。

　お手本がいた。そうする必要もないのに血ち塗まみれになった、銀ぎん髪ぱつの少女の姿を見た。

　だから自分も、彼女のように。

　正解を知らないまま、ただ自分の意志で誇り高く間違うのだ。
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《人体穿孔機"Man-Perforator"》に突とつの一字を語らせるが櫂かいに弾はじかれた。呪のろわれたことで硬度が増しているのか。反はん撃げきが来る。流れた螺ら旋せんの刃先を素早すばやく引き戻し、迫り来る木塊を受け止めようとして──横から尻しりを蹴けられた。

「かわしなさい！」

「おぷっ!?」

　たたらを踏んだ身体からだの横を、櫂が風切り音を歌いながら通過していく。

「いきなり蹴るなウシチチ！　呪うぞ！」

「ああもう、これで何度目ですか!?　ガードはまずいって言ってるでしょう!?」

「わ、わかっておるわい……」

　あの櫂は物体を透とう過かすることができる。それは勿もち論ろん、防ぼう御ぎよに使う拷ごう問もん具ぐに対してもだ。わかってはいるが、そう簡かん単たんに身体がついてくるわけがないではないか。偉そうに言いおって。

「この、どめすてぃっく乳め。卑ひ怯きようだぞ。貴様はそんなこと気にせんというのに」

「変な呼こ称しようは今いま更さらなので無視しますが、わたしのせいじゃないですよ。人体に類するものは通り抜けられないってことでしょう」

「ウフフ、その通り。でもそんな手しゆ刀とうなんかじゃ全ぜん然ぜん怖くないわ。大人おとなしく諦あきらめて、後ろのぼうや、殺させてくれない？　と言いながらこれがいわゆる奇き襲しゆう！」

　オラトリエが櫂かいを叩たたきつけてくる。飛とび離はなれてかわしてから、

「五番機き構こう・刺式佇立態《ヴラド・"A skewer ツェペシュloved by の杭Vlad Tepes"》！」

　立りつ方ぽう鎖さに繫つながった処しよ刑けい杭くいを投げつける。が、そこには既すでにオラトリエはいない。櫂先を床ゆかに潜もぐり込ませ、そこを支点として前転していたのだ。人間水車とでも言うような動きでこのはに破は壊かい力りよくをお見み舞まいする──

「くっ……！」

　実際のところ、オラトリエもかなりの達人だった。しかしそれはン・イゾイーとは真ま逆ぎやくの到達点。あちらが速度だとすれば、こちらは力。ただの人間なら一いち撃げき必殺に等しい威力で繰くり出される、さらには道具を使ったガードを無意味にする、乱打。乱打。決して静まることのない、あらゆる船舶を飲み込み砕くだく嵐あらしの海のような、乱打に次ぐ乱打。

　フィアは杭を新たな形に変えながら、ちらりと背後を見やった。拳こぶしを握にぎり締しめて、春はる亮あきがこちらを見つめている。負けられない。負けられない──たとえどんな大きな船を砕こうが、鋼こう鉄てつの立方体を砕けるような嵐は、きっと存在しない。

　そして再び、フィアはその乱打の中へと飛び込んでいった。
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　頸けい動どう脈みやくを狙ねらって奔はしってきた刃やいばを、錐きり霞かは反射的に左腕で受け止める。手首の外側がぱっくりと断たれた。自分の身体からだにまた激げき痛つうが一つ加わる。肉の半分と骨の中ほどまでが結合を失っており、おそらく摑つかんで捻ひねれば棒アイスのようにぽっきりと取れるだろう。しかし捻りはしないまでも、ただ摑んで出血を止めれば──肉が蠢うごめく感触。気持ち悪い自分の身体よ、やはり気持ち悪いな。気持ち悪く頑がん張ばってくれ。

「はっ……はあっ……」

「我わが結けつ論ろん・無理なものは無理という無理。無理です」

「どう、かな……お前は、どんどん傷が塞ふさがっていく獣けものを狩ったことがあるのか？」

「そんな獣ラペツレを見たことは皆かい無む。しかし今ここにいる獣ラペツレも、全すべての傷が直ちに塞がるわけでもなく。象ヨルカイも犀ネパも血を流せば鈍にぶく動きが鈍ります」

　何に喩たとえられているかはわからなかったが、傷が全て塞がるわけではないというのは正しい。程度の差はあれ、治ち癒ゆには幾いく許ばくかの時間が必要だ。

　今の左腕は、ようやく指が動かせるようになった程度。先刻まで骨が見えていた太ふと股ももにはまだ引ひき攣つれるような痛みが残る。乳房の下に開いた穴は、吐と血けつの手間を省はぶいてやるとばかりにいつもの液体を惜しげもなく漏ろう出しゆつ中ちゆうだ。だがその端から喉のど元もとに熱あつい鉄の味が込み上げてきて、錐きり霞かは必死にその逆流を飲み込んだ。

　灰はい色いろ髪がみが僅わずかに揺れるのが見え、反応して《黒くろ河かわ可か憐れん》を伸ばす。中途で千ち切ぎられようが構わず伸ばす。執念深い蛇のように。殺人鬼の執念が乗り移ったかのように。

　革ベルトは拘こう束そくの縄なわであると同時に鞭むち。そして鞭というのは人が想像する以上の威力を持っている。皮ひ膚ふを削るだけではなく、肉を削そぎ、骨を顕あらわにし、そして殺す。そういう武器だ。

　そのとき、ベルトを切り裂きながら徐じよ々じよに接近してきていたン・イゾイーが唐とう突とつに間合いを開けた。コサックダンスでもするかのように身を低くし、左足を伸ばす。眉まゆを顰ひそめた一いつ瞬しゆんが致命的。その隙すきに彼女は、左足の指に巻かれていた弦つるにスカートの裏から取り出した矢を番つがえた。両手で弦を引き、上半身をほとんど水平になるまで仰のけ反ぞらせ──撃うつ。連射する。

　それは、身体からだを支える右足を銃じゆう把は、左足を銃身、上半身を撃げき鉄てつとした銃撃。まさしく銃弾のような速度で発射された矢は回かい避ひできない。辛かろうじて両腕で頭部を守る。

「がっ……!?」

　体内に異物が捩ねじ込まれる感覚。硬いものがぎちぎちと自分を割り開き、手加減なくずぷりと侵入してきた。熱い。熱い。自分の中身が張り裂けそうな錯さつ覚かく。異物によって強引に作られた亀き裂れつや穴は、自分の意志に反し、まるで悦よろこぶようにぴくぴくと収しゆう縮しゆくし蠕ぜん動どうしてその熱い異物を受け入れていた。

　肩。乳房。下腹部。太股。貫つらぬかれたのは四ヵ所だ。まただらしなく堪こらえ性しようなく液体を零こぼし始めたのは四ヵ所だ。さすがにこの出血量はまずい──頭がふらふらしてきた。

「それも、狩りに、使っていたのか……？」

「そうですという肯定を肯定します。主おもに空を飛ぶ鳥バウンを狩るために」

「察するに、鳥か。鳥は私も好きだぞ。特に塩焼きが美う味まい」

　唇を無理に曲げつつ、錐霞は《黒河可憐》の先端を手近に引き戻した。

　ン・イゾイーが近付いてくる。逃げられないように飛び道具で傷を与えたところで、ゆっくり獲え物ものの喉のど笛ぶえを搔かき切ろうというのだろう。いよいよ狩りになってきた。

　だが、自分は翼つばさを持った鳥ではない。牙きばを持った獣けものでもない。

　ただの馬ば鹿かな人間だ。

　だからこそ、できることがある──

　そして錐霞は震ふるえる足を動かし、自分からもン・イゾイーに向けて走り込んでいった。




　苛いら立だつ。手しゆ刀とうが透とう過かされないのはいいが、それだけだ。あの櫂かいとはリーチが違いすぎる。

　けれど攻めないわけにはいかない。彼の命を狙ねらうこの女は止める。決定事項として止める。

「ええいっ！」

　跳ちよう躍やくし、強引に飛とび蹴げりを繰くり出す。が、

「これがいわゆる絶好球！」

「──きゃっ!?」

　向こうも強引に櫂かいをスイングして、こちらの身体からだを打ち返した。蹴り出した足先で櫂に乗るような形になり、高く吹き飛ばされる──天てん井じようにおさげを掠かすめながら身を回転させ、なんとか両手両足を使って着地。顔を上げると、オラトリエの交戦相手はフィアに代わっていた。

「このは！　大丈夫か！」

　彼が駆かけ寄ってくる。このはは身を起こしつつ、

「大丈夫ですよ。それより危ないので下がって──」

「悪いけど、刀になってくれ。そうしたほうがいいと思う」

　真剣な顔だった。何か思いついたのだろうか。

「でも、それはいろいろ問題が。まず春はる亮あきくんが危険です。手しゆ刀とうなら防げた攻こう撃げきが、刀になることで防げなくなるんです……ガードできないというのはかなりの不利ですよ」

「わかってる。でも今のままじゃ駄だ目めだ。時間がない」

　その視し線せんを追うと、ン・イゾイーと戦っている錐きり霞かの姿が見えた。勿もち論ろん無傷ではない。鮮あざやかな色がみるみるうちに増えていっている。

「だから、剣殺交こう叉さだ。あれをやって一気に片をつけるしかない」

「え──でも、あの櫂はこっちの攻撃も透とう過かするんですよね？　剣殺交叉は、武器そのものを狙ねらう技わざですから……」

「ああ、そうだな。多た分ぶん、普通にやったんじゃ無理だ。通用しない」

　だから、と彼は続けて──一つの考えを告げる。

　それは単純な策だった。けれど同時に、ひどく難むずかしいことのようにも思えた。

　ふぅ、とこのはは嘆たん息そくして、

「わたしとあの子の息が合わないと駄目ですね……そういうのができてれば、今もこんな苦労はしてないんですが。前にクルリさんと戦ったときも思いましたが、わたしとあの子が一いつ緒しよに戦うと、どうもリズムが合わないというかなんというか」

「でも、やってみなきゃ──」

　と彼が言うのを聞きつつ、このははそっと彼の手を握った。その感触とぬくもりを心地ここち好よく胸の中の最重要記き憶おく箱に落とし込みつつ、ぽん、と本来の姿に戻る。

「って、いろいろ言ってたわりにあっさりと……いいのか？」

「いいんですよ。わたしとあの子の息が全然合わないのは、これはもう間違いなく確たしかです。確かなんですけど、どうしてか──」

「こ、こらお前らーっ！　私だけに戦わせておいてのんびり歓かん談だんか、呪のろうぞ！」

　そんなフィアの声を聞きながら、このはは軽く自分の切っ先を揺らす。そして続けた。

「どうしてか──春亮くんがその間にいれば合う。そんな気がします」




「春はる亮あき、お前はあまり前に出なくていい。とにかく攻こう撃げきされても受けるなよ、かわすのだ！」

　わたしが散さん々ざん注意したことを偉そうに、とでも言いそうなこのはは無言だ。集中に入っている。だから多少はこのはが身体からだを動かしてくれるとはいえ、春亮も自力で回かい避ひを意い識しきしなくてはならない。フィアに言われた通り、あまり前には出ずに機きを窺うかがう。

「やっと出てきてくれたね！　そこを退どいてよ禍具ワースちゃん、狙ねらいはその坊やなんだから！」

　フィアはそれを無視した。春亮も無視した。

　ただ、このはの集中力が研とぎ澄すまされるのを待つ。まだか。まだか。

（焦あせらなくてもいい、このは。でも、急いでくれ……！）

　気になっているのは、勿もち論ろん、錐きり霞かだ。何度か様よう子すを窺っていたが、どう見ても優ゆう勢せいな様子ではなかった。早くこちらを終わらせて援えん護ごにいかなくては。

　──そのときだった。錐霞の、

「ぐっ……あ、は、あ、ああああ、ああっ！」

　大きな大きな悲鳴が、聞こえてきたのは。

　反射的に、春亮はそちらに視し線せんを向けてしまう。

　そして、見えたのは──

　心臓に深々とナイフを突き立てられ、壊れた水道管のような勢いでそこから血を噴き出している、錐霞の姿。
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　距きよ離りが一いつ瞬しゆんでゼロになる。錐霞は両腕で首筋と頭部を守った。首を両断されたり脳を貫つらぬかれたりして即死することだけは避けなければならない。ならば次に相手が狙ねらうのはどこか？

　──どくん。

　鼓動と錯さつ覚かくするような衝しよう撃げき。身体の奥底から、全身が心しん臓ぞうと化して跳はねたような衝撃。

　貫かれた。滑すべり込んできたン・イゾイーが、手て錠じようの嵌はまった両手を床ゆかに着き、右足を伸び上げているのが見える。その先にある刃やいばは見えなかった。当然だ、それは自分の身体の中にある。

　彼女の無感動な瞳ひとみが、急きゆう激げきにぐらぐらと揺れ始めた視界の中でこちらを見上げていた。

（私の身体……動け！）

　動いた。この状況を待ち構えていたからこそ動いた。逆に言えば、待ち構えていなければ間違いなく動けなかった──そんな行動だからこそ、ン・イゾイーの反応が一瞬だけ遅れる。

　機会は一度しかない。錐霞は首筋を守っていた両腕を動かし、ン・イゾイーの右足を摑つかむ。その衝しよう撃げきでさらに心しん臓ぞうが悲鳴を上げたが、知ったことではない。

「か、はっ……刺した、な？　私の奥深くを、刺したな？　充分だ……」

　血液混じりに吐いた自分の声を聞きながら、《黒くろ河かわ可か憐れん》を動かす。はっとン・イゾイーの瞳ひとみが揺らめくのが見え、さらに心臓のナイフがずぷりと侵攻したのを感じた。足を抜くよりも、このままナイフを押し込んで殺したほうが早いと決断したのか。

　それは正しい。明めい確かくに正しい。ここで《黒河可憐》をン・イゾイーに巻きつけたとしても、絞め落とすまでの間にさらに心臓は搔かき回され、自分は死ぬだろう。

　だから、一いつ瞬しゆんで勝利する方法が必要だ。ここから一瞬で逆転できる方法が必要だ。

　そのために。

《黒河可憐》を、彼女の首ではなく、その手錠に絡からみつかせる。

　そして引っ張った。その手を引っ張った。

　至近まで来れば、続きはもう革ベルトの仕事ではない。摑つかんでいた足を離はなし、錐きり霞かは血だらけになった自分の手で彼女の手首を強引に摑み──

　自分の心臓に刺さっているナイフの柄に、触れさせる。

　ン・イゾイーの目が、哀れなほどに見開かれた。

「……もし、あと何秒かで、私が死んだとして……」

　ぷるぷると、ン・イゾイーの身体からだが震ふるえている。信じられないというように自分の手を見つめたまま、震えている。

　錐霞はさらに自分の手に力を込めた。

　身体の中に引き込むように、ぐりぐりと。深く、深く、さらに深く──

　ン・イゾイーの握る刃やいばに、自分の体内を、凌りよう辱じよくさせる。

「……その死を齎もたらしたのは、お前の手だ。部族の掟おきてとやらで、戦いに使うことを、敵の血で汚すことを絶対に許されていないというお前の手だ。やってしまったな──ン・イゾイー」

「あ……あ……」

　今まで無感情だった少女の瞳に、あるのは、ただ。

　ただ純粋な。

　恐怖。

　だから錐霞は死臭のする薄うす笑わらいで言ってやった。

「初はつ体たい験けん、おめでとう」

「──うう、あああ、あああああっ!?」

　灰はい色いろ髪がみの少女が、その手を引っこ抜こうと無む我が夢む中ちゆうで暴あばれ始める。それは容易たやすく抜かれてしまったが、もうどうでもいい。彼女はナイフから足すらも離はなし、床ゆかにへたり込んでがたがたと身体を震わせ、ただ血で濡ぬれた手を見つめていただけだったから。

　少しは隙すきを作れるはずだ、と考えての行為だったのだが、予想以上だ。おそらく幼児期より刷り込まれ続け、深層意い識しきの底まで至った強きよう迫はく観かん念ねんだったのだろう。自決すら当然のこととして求められるほどの、病的な禁きん忌き。
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　革ベルトは何の憂うれいもなく彼女の喉のどへと巻きついた。与えるのは、穏おだやかな意識の喪そう失しつ。

　それからさらに《黒くろ河かわ可か憐れん》は獲え物ものを見定め、おお、と驚きよう愕がくしていた拍ぱく明あきの首を捕ほ捉そくする。

「はっ……く、あ、はぁ……ふふ、ふふふ。汚れるのが最初からわかっていなければ、さすがに服を脱いで戦ったりはしないさ。恥ずかしすぎるからな……！」

「なるほど、最初からこうするつもりだったのか。無む茶ちやな戦い方だ──げほ。一気にぼくの首を折らないのは、どうしてだい？」

「その、価値も、ない」

「お前は瀕ひん死しだ。悪いけど、死んだら逃げるよ」

「……残念だった、な。ギリギリだが、なんとか、このまま回復できそうだ。はは、彼女が思いのほか、優やさしかったのかな──それに、ここで私がもし死んだときのことも、想定済みだ。私はただ、ン・イゾイーを無力化させればよかった……後は、奴やつらが、なんとかしてくれる」

　拍明の目だけが軽く動いた。

「彼らが、かい……苦労しているようだけど、援えん護ごには行かなくていいのかな？」

「……心配ないさ。彼らならな」

　錐きり霞かはその視し線せんを追う。血が足りないためか妙に薄うす暗ぐらい視界の中でも、それは見えた。

　拷ごう問もん具ぐを振るう銀ぎん髪ぱつの少女。この自分のために、自らの意志で血を流すことを決意してくれた少女。だから自分は、その気け高だかく間違った方法をお返ししたのだ。この身体からだの奥深くにわざと刃やいばを受け入れることを考えたのだ。

　もう一人ひとりは、日本刀を振るう少年。愕がく然ぜんとこちらを見つめていたが、次第にその目に理解の色が広がっていく。この傷を受けた瞬しゆん間かんを見られてしまったようだ。さぞ驚おどろいたことだろう。

　錐きり霞かは無言で、彼らに向けて頷うなずいて見せた。さすがに大声を出す気力はなかったからだったが、それで充分だった。

　力強い頷きが返ってくる。日本刀が揺れたのも、そうだろう。

　そして彼らは動き始める。自分が手に入れたのと同じ、勝利のために。

　ふと、錐霞は思った。

　どこか寂さびしいような、どこか不安な気持ちで、思った。

　彼は、自分に対しても、怒ってくれるのかな──と。




　錐霞は勝った。ならば次は自分達の番だ。

　フィアが叫ぶのが聞こえる。

「滑こつ稽けいだな、オラトリエ・ラブドルムナーグ！」

「何が、滑稽、ですって!?」

　春はる亮あきはゆっくりと歩を進めた。手中の日本刀がそれを促うながした。

「貴様は、貴様達は、既に終わっている！　アビスは死に、ビブオーリオは悔くいている！」

「それはいわゆる大おお噓うそ！　終わってなんかいない！」

　銀髪と赤髪が交差し、擦すれ違ちがい、また引かれ合うように近付く。春亮も、同じ引力に引かれるようにしてフィアの横に辿たどり着いた。彼女は《凌遅の鉈"A hatchet of lingchi"》を油断なく構えたまま、

「いけるのか」

「勿もち論ろん」

　このはが短く答える。フィアは顎あごを軽く引いて了解の意を示し、

「だが、どの攻こう撃げきに合わせる？」

「次のでいいんじゃねぇか。多た分ぶん、今までで一番強烈なのが来るぞ」

　春亮が言うと、フィアは怪け訝げんそうに横目を向けてきた。

「なぜわかる？」

「ちょっとだけ後ろ見てみろ」

「……なるほど、わかった」

　それからフィアはすうと息を吸って、

「聞くがいい、オラトリエ！　私達が超越者だというような、そしてそんな存在に家族愛を向けるというような戯ざれ言ごとは、もはや何の意味も持たん。それは私達の何も動かさないし、何も変えない。お前はただの残のこり滓かすだ。今日きようという混こん沌とんの日にそれらしく紛まぎれ込んだ、ただの無知な知りたがりで、ただの一般的な狂人だ！」

「違う！　私さんには、目的が──」

「ビブオーリオを見つけることか!?　あそこにおるぞ！」

「違う違う！　あれは偽にせ物もの！」

「そうか!?　だったらあいつが持っておるのは何だ!?」

　オラトリエが呆ほうけたように動きを止める。

　その視し線せんの先、クルリに避ひ難なんさせられた道場の隅すみで、ビブオーリオは立っていた。

　歪ゆがんだ顔を前に向け。

　揃そろえた両手を顔の前に持ち上げ。

　その手の上に白っぽい何かの塊を乗せて、立っていた。

　きっと、見るものが見ればわかる。それは十字架の残ざん骸がいだと。

「オラトリエ……聞いてください。アビスは、死にました。確たしかに、死にました……」

「な──」

　どうして彼女がそれを持っているのかは、春はる亮あきにはわからない。学校から持ち去ったのだろうとか、拍ぱく明あきなら面おも白しろがって彼女のポケットに入れたままにさせておいても別におかしくはないだろうとか、そんなことを思いつくだけだった。

　木材の軋きしむ音が聞こえるほどに、オラトリエが櫂かいを摑つかむ。

「ああ、偽物、偽物めぇ……そんな小道具まで用意して私さんを騙だますかッ！」

「ち、違うのです。本物です。アビスは、私の前で……」

「うるさいっっっ！」

　来た。鬼のような形ぎよう相そうのオラトリエが来た。

　読み通り、かつてなく単純な、しかしかつてなく力強い──一いち撃げき。

　それを待っていた。

　フィアとアイコンタクト。繫つながった。おそらくこのはとも、フィアは繫がった。

　だから後は動くだけだ。

　フィアと立ち位置を入れ替えるように、春亮とこのはは僅わずかに左に移動する。フィアは右に移動する。そしてオラトリエを待ち受け、櫂が振り下ろされた刹せつ那な、

「フィア、このはっ！」

　それは、村むら正まさこのはが不殺に見み出いだした技術。極限にまで高められた洞察と読みと直感は、刹那のみ未来予知に近似する領域に至る。そして刀は知るのだ。相あい対たいする武器の心しん臓ぞう位置を、その心臓を一ひと太た刀ちで貫つらぬく機きを──！

　手中の刀が僅わずかに震ふるえる。溜ため込んだ吐と息いきを吐き出すような、鋭えい利りに澄すんだ気配けはい。春亮の左手が自然に動き、その鞘さや刃ばをそっと摑んだ。

　そして。

　来ることがわかっていたオラトリエの櫂かいに向けて、黒くろ鞘ざやから脱した真の刃やいばが脈動し──

「剣殺──交こう叉さ！」

「っ！　《水葬奇譚トラゲデイメソツド》！」

　このはの刃やいばが果たす役割を第六感で察知したのか、オラトリエは反射的にその櫂に透とう過かの力を与える。与えてしまう。

「でぇぇぇぇぇぇいっ！」

　このはと全く同時に、フィアも鉈なたの峰を繰くり出していたのに。

　ただ同時に攻こう撃げきを繰り出したのでは、櫂に受け止められて終わりだ。手しゆ刀とうと拷ごう問もん具ぐでも、ただの黒鞘と拷問具の組み合わせでも、それは同じ。言ってしまえば、これはこのはの秘技を囮にした──そして、剣殺交叉でしか囮になりえない同時攻撃。

　このはの刃と同じくオラトリエの櫂を擦すり抜けたフィアの鉈、その峰が手加減なくオラトリエの胸を打つ。背筋に鳥肌が立つ、べきべきという異音が聞こえた。一本や二本ではない、硬い何かが多重的に折れた音。

「が、はっ……！」

　その衝しよう撃げきで、オラトリエの手から呪のろわれた櫂が零こぼれ落ちる。それはもはや試ためし斬ぎりの藁わら束たばに等しい。櫂が床ゆかに落ちるよりも早く、

「交叉──二の閃せん」

　再びの鞘鳴り。とても道場らしいそれが周囲に響ひびいて消えたとき、もうそこに櫂はなかった。無残に両断された木材があるだけだった。

　オラトリエは胃液を零し、白目を剝むいて気絶している。ビブオーリオは、

「ああ……わかりません。罪深い私は、どうすれば──」

　と呟つぶやきながら、あの欠片かけらを抱えて膝ひざを折っていた。クルリはそれをじっと見下ろしていた。

「やっ……たぞ。ふひぃー、手こずらせおって……」

「ナイスコンビネーション。やればできるじゃねえか、息ピッタリだったぞ」

　心から褒ほめてやると、鉈の柄えに顎あごを乗せてぐったりしていたフィアがぴんと身を起こし、

「な、なにおう!?　は、恥ずかしいことを言うな、誰だれがこんなウシチチと息ピッタリだと……おおう、気持ち悪い！　たまたまだ、たまたま！」

「気持ち悪いとまで言いますか!?　今褒めかけてたんですけど、先走って口を滑すべらせなくてよかったと心から思いますよ！」

「貴様に褒められても嬉うれしくなどないわ！　それこそ気持ち悪い！」

「また言いましたね？」

「フィア、ナタを振り回すな！　このはも俺おれの身体からだでジリジリ近付いていかないでくれっ！」

　その動きに必死で抵抗しながら、首を回す。一足先に戦いを終えていた錐きり霞かのほうに。

　ぼろぼろになった彼女は、しかしいつものように苦笑して──

　小さく、親指を立ててくる。

　勿もち論ろん、春はる亮あきが返したのも、それと同じ動作だった。
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「で……どうする、いんちょーさん？」

「それは、この男の処しよ遇ぐうをどうするか、という意味だな」

　お前はどうしたい、と逆に錐きり霞かが聞いてくる。春亮は頭を搔かきながら答えた。

「えーと、そうだな。もうフィアに妙なちょっかいかけてこないようにってことと──」

「当然、上うえ野のさんを連れ戻すのを諦あきらめさせるってことですね」

　まだ刀のままのこのはが言う。フィアもその言葉に頷うなずき、

「──おいお前、聞いておるか？」

「聞いてるよ。なんだかあまりヒドイことはしない流れだね、いやはや助かる。自分で言うのもなんだが、ぼくは超ＶＩＰ。他ほかの組そ織しきにこうされているのなら、問答無用で首を刎はねられてもおかしくないところだ」

　未いまだベルトに拘こう束そくされたままの拍ぱく明あきを厳きびしく睨にらみながら、フィアはさらに言う。

「私もお前と取引してやる。あのビデオでもう満足しただろう、もう私のもとに現れるな。私はお前の研究に付き合う気はない。断ればあのビデオを今すぐここで踏ふみ潰つぶす」

「へぇ……なるほど」

「いいか、あれを持って帰らせる代わりにもう近付くな、と言っておるのだぞ！　これが私の最大限の妥だ協きようだ！」

「おいフィア、いいのか？」

　春亮が聞くと、フィアは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶすような顔で頷うなずいた。

「勿論、あんなものが記き録ろくされておるなど腹立たしくてたまらん。私にとっては無意味な映像だ。だが、それがこいつにとっては大事な研究材料で、今日きようという日の目的だったというなら──取引に使わんわけにもいくまい。だから、妥協だ」

「うん、いいよ。それで手を打とう」

　軽っ。

　春亮の感想は全員の共通認にん識しきだった。フィアが胡う乱ろんな目で拍明を見上げ、

「……何を企たくらんでおる」

「何も。折せつ角かく得られた成果を無む駄だにするのは勿もつ体たいないというだけのことさ。近付かないというのもいいだろう、しばらくは今日のデータの分析をしなくちゃいけないからね」

「しばらく、ではない。二度と来るな、と言っておるのだ！」

　ふぅ、と拍ぱく明あきは息を吐いた。目を瞑つむって何事かを考えた後、片目だけを開き、

「……わかったよ。どうしても来なくてはならないときは、ちゃんとアポイントメントをとってからにしよう」

「わからん奴やつだな、だから二度と来るなと──！」

「可能性ポシビリテイの話だよ。いろんな場合が考えられる。たとえば──君のほうから『自分のことを調しらべてほしい』というようなことがあったり。君は君の全すべてを知っているわけじゃないだろ？」

　む、とフィアが眉まゆを顰ひそめる。

「……私の何を知っておる？」

「知らないから言ってるのさ。とにかく話をまとめよう。ぼくは今日きよう得られたデータを持って帰る。君には当分──おっと違った」

　にやりと笑ってから、

「二度と、アポイントメントなしには近付かない、と。そういうことだね」

「むぅ。そういうことになる、か……？　そうだ、それとキリカのことだ！　キリカはもう研究室長国を抜けたわけでだな、連れ戻すなどということは」

「それは今のとは別の話だね。重要な禍具ワースも与えているし、放置してはおけない」

「あんた、まだっ……！」

　春はる亮あきが詰め寄りかけたときだった。眼前に一本の腕が伸び、その動きを制止する。僅わずかに血が残ってはいるが、それがゆっくりと傷口に向かって逆流している──錐きり霞かの腕。

「夜や知ち、フィアくん、このはくん。それについては私が話をつける。少し二人ふたりだけで話をさせてくれないだろうか」




　一同を少し下がらせ、錐霞は未いまだ革ベルトで拘こう束そくしたままの拍ぱく明あきと対たい峙じする。

「さて、どう話をつける気なのかな？」

「まず確かく認にんしておこう。お前は本当に、どうあっても私を連れ戻す気なのか？　それは建前──フィアくんの力を間近で見るために用意した、カムフラージュの目的のはずだ。本当に連れ戻すつもりであれば、変な宝探しゲームなどする必要はない。学校の爆ばく破はでもなんでも問答無用でやって、単純に私を脅きよう迫はくすればよかった。少なくともビブオーリオ家族会フアミリーズならそうした」

「彼女達と一いつ緒しよにされるのは傷つくな。ぼくは善人だよ？　そんなことはできないな」

　何をぬけぬけと。《黒くろ河かわ可か憐れん》で絞める力を軽く強めつつ、

「いや、お前は悪人だ。家族会フアミリーズが禍具ワースへの愛という欲求で動くのと同じく、お前は常に《知りたい》という欲求で動く。お前の欲求に他人を巻き込むな！」

「そう、それだよ。ぼくは確たしかに何かを知りたくて動くが、しかしそれはその他全すべてがどうでもいいということと等号イコールでは結ばれない。お前のことも第二の目的ではあるよ」

「《黒河可憐》と《ギメストランテの愛》──禍具ワースを二つも持っているからだろう。これらについての研究をまだやり足りないとか、そういう理由だろう？　馬ば鹿かげている。結局《知りたい》欲求が為ためではないか！」

　拍ぱく明あきは答えなかった。ただ口元を緩ゆるめて、こちらの顔をじっと見つめているだけだった。

　錐きり霞かは息を吸う。吐く。それを何度も繰くり返す。

　この手を使いたくはなかった。できれば使いたくなかった。

　だが、仕方がない。それしか、ここにいる方法がないというのなら。

「……錐霞、諦あきらめるんだな。ぼくは諦めない。また何度でもお前を連れ戻しに──」

「ああ、わかった。お前は《知りたい》ために動く……それを再確かく認にんできた。最低の男だ。しかし──しかし、だからこそ打てる手がある」

　俯うつむいたまま、錐霞は拍明にすら届くか届かないかの小声で呟つぶやく。

「手、とはなんだろうね。ぼくには想像もつかないけど」

「……それを今から教えてやろう。私は、お前の《知りたいこと》──新たな研究命題シームを与えてやれる。私がここにいることでしか発生しないものだ。それは単純だが、しかしきっと、興きよう味み深ぶかい。私ですら興味深いのだから、お前にはそれ以上に興味深いだろう」

「へえ。そんなものがあるとは思えないけど、一応聞いておこうか……それは、何だい？」

　錐霞は顔を上げた。意志とは関係なく、拳こぶしが握られる。

　自分はどんな目をしているのだろう。この男を射殺すような目か、感情を押し殺した目か、あるいは……不安に怯おびえた目か。

　どれであっても関係はなかった。すべきことはただ一つだった。

　その目を逸そらさないこと。

　それは、きっと──二つの意味で。




「私は恋をしている」




「……あは、ははは、ははははは！　ふはっ、ああ、っ、はははっ！」

　突然の大だい爆ばく笑しように、少し離はなれて様よう子すを見守っていた──と同時に、家族会フアミリーズの人間達と軽く何かを話していたフィア達が目を丸くし、こちらを向く。まずい。慌あわてて、大丈夫だ、と彼らに向けて片手を振って示した。

「はぁっ……そ、そうか、そういうことか！　なるほど！　錐霞よ、それは、それはとても──っふ、あっははは！」

「わ、笑うな！　それから声を落とせ！」

「ぐぇっ。ああ、わかったわかった。ただでさえ足りない酸素の供給が完全にストップされるのはぼくとしても困る。それにしても、くはっ、そうだな。それはとても興味深い研究命題シームだ。お前の恋がどうなるのか。脱げば死ぬボンデージ服と誰だれかを絞こう殺さつせずにはいられない殺人ベルトを身に纏まとった女の恋が──どうなるのか。お前はどう思っているんだい？」

「……どうなるかなど、わかるものか」

　正直に答えた。そうだ、わかるわけがない。

「はは、いい答えだ。いやはやまったく、それは予想もできなかったほどに楽しそうな未知だね。ぼくにとっては、呪のろわれて呪われて呪われた拷ごう問もん処刑用具が人の世界で何を為なせるのか、という命題と同じレベルの《知りたい》だ」

　そう、この男は結果がどうなろうといいのだ。その恋が当然のように潰ついえても──あるいは、まかり間違って、何かの奇跡が起こって──成じよう就じゆしても。どちらだろうと、それ以外の結果であろうと関係はない。ただその結果がどうなるのかということ自体を既き知ちにしたいだけだ。

　だから錐きり霞かは、その拍ぱく明あきの欲望そのものを利用する。これからも自分がここにいられるようにするためならば、背に腹は替えられない。

「……それは、私がここにいなければ観かん察さつできないものだ。お前が私を連れ帰るなら、その未知は未知のまま消えるだろう」

「やれやれ。それはぼくにとっての脅きよう迫はくだね」

「当然だ。脅迫している」

　視し線せんに力を込めて睨にらむ。対照的に、拍明はその肩を軽く竦すくめた。

「さすがはぼくの妹だ、ぼくのことがよくわかっている──いいだろう、その脅迫に屈しておくことにするよ。お前を無理に連れ戻すのはひとまず止やめておこう」

　顔に出さないように注意しながら、錐霞は安あん堵どの息を吐いた。が、

「ただし」

「……ただし？」

　そこで再び身構えさせられる。

　そんな錐霞を見て、拍明はにやにやと面おも白しろそうに笑いながら言った。

「別に、お前が口から出まかせを言っているとは思わないけれどね。それでも一応、見せてもらう必要はあると思うんだよ──証拠というやつを、さ」




　自由になった首を擦さすりながら、拍明は周囲を見回した。《アリシア・ピトレリが見た世界》に押し込められていた物品が散らばった道場。まず回収したのはカロリーメイトの箱で、それを齧かじりつつ、彼は適当な感じで何枚かの書類を選んで拾い上げた。それを無造作にポケットに突っ込んでから、よっ、と気絶したン・イゾイーの身体からだを肩に担かつぐ。

「他ほかの書類は別にいいかな。世界橋ガブリエルへの手て土産みやげ……というか迷めい惑わく料りようにはなるだろう。それほどたいした情報もないし。ああそうだ、迷惑料と言えばだ。今後の円えん滑かつな関係を期待するための心づけも置いて帰ろう。箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブくん、足元に《アリシア・ピトレリが見た世界》の残ざん骸がいが落ちているだろう？　調しらべてみるといいよ」

　フィアはしゃがみ込み、万華鏡の残骸を慎重に拾い上げる。そこで眉まゆを寄せ、

「むっ……これは、免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスク……！　そ、そうだ！　お前が私の知らないことも知っておるというのなら、これのことを聞きたい！　教えろ、これは一体どういうもの──」

　再び顔を上げたときに見えたのは、拍ぱく明あきが最後に一つの仮面を床ゆかから回収する姿だった。棘とげが生はえており、どこか儀ぎ礼れい的てきな印象のある、鉄の仮面。

「これ、恰かつ好こう悪いから嫌いなんだけどね。まあ仕方がない……それでは、だ。今日きようのところはこれで失礼するよ」

　ぶつぶつ言いながらそれを被かぶると、肩に担かついだ少女ごと拍明の姿が消える。ン・イゾイーが裏うら技わざを教えてきたときのことを思い出した。姿を消すことのできる道具か。

「消えおった……えいくそ、まぁいい、それより今は、だ。キリカよ」

「大丈夫なんですか、ちゃんと話は……？」

「い、いんちょーさん」

　拍明の拘こう束そくを解いてから初めて、錐きり霞かがフィア達のほうを振り返る。

　彼女は小さく肩を揺らし、疲れたような微笑ほほえみを浮かべて言った。

「──大丈夫だ。もう、私を無理に連れ戻すことは諦あきらめるそうだ」

　春はる亮あきがほっと胸を撫なで下ろし、日本刀は安あん堵どの息を吐く。フィアの胸中にも安心感が広がった。身体からだが勝手に動き、錐霞に飛びついてしまう。

「よ、よーし！　よくわからんが、それなら良し、だ！　よかったな、キリカ！　これでまだこの学校におれるのだな！」

「ああ、いるよ……ふふ、そんなにしがみつかないでくれ。多少、傷が痛む」

「す、すまん。とにかくよかった！」

「まだ夜や知ちの料理に勝てていないからな。勝ち逃げは許さない、ということだ」

「ええ？　別に俺おれが勝ち逃げするって話じゃなかったような……って、まあいいや。フィアの言う通りだ、とにかくよかった」

「はい。本当に、ほっとしました……家族会フアミリーズも、あの様よう子すではもう来ないと思いますし」

　このはの声で、フィアは背後を見やる。二人ふたりの姿は──オラトリエも含めれば三人だが──既すでにそこにはない。そこに残っていたのは、ただ一つ。ただの石ころのように無造作に転がっている、白い何かの残ざん骸がいだけだった。

「うん、あいつらのほうの問題も片付いたし。やれやれだ、これで全部終わったな……」

「終わった……終わる……いかん、思い出した！」

「な、何をですフィアさん？」

「もうそろそろ文化祭が終わる時間ではないか。店じまいの手伝てつだいに行かねば！」

「ああ。動けるのなら、後片付けくらいはやっておかないと駄だ目めだろう。いろいろ迷めい惑わくをかけてしまった気がするし……私達はその前に身だしなみを整ととのえておく必要があるだろうが」

　そこで錐きり霞かが未いまだボンデージ姿なことを思い出したか、慌あわてて春はる亮あきが明後日あさつての方向を向く。

「そ、そうだな。後片付けがあるし、行くにしてもいんちょーさんにはちょっと休んでもらいたいし、フィアの制服もぼろぼろだし、ていうかフィアの傷とか血とかもそのままにはできないし、この道場の後始末は漸音ぜのんさんに頼まなくちゃ駄だ目めだし──全部終わったってほどでもなかったか。まだいろいろ、やんなくちゃいけない仕事が残ってる」

　ボンデージ服から飛び出た胸や尻しりが今まで視界に入りっぱなしだったという事実を誤ご魔ま化かすように、春亮が早口で喋しやべる。

　その横顔をちらりと眺めてから、錐霞はどこか暗あん鬱うつな表情で溜ため息いきをついた。

「……ああ。大仕事が、残っているよ」
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　まだ春亮達が、拘こう束そくした闇やみ曲まがり拍ぱく明あきと対たい峙じしていたころ。

　道場の隅すみで、二人ふたりは倒れたオラトリエの姿を見ていた。呪のろわれた道具を失い、拠より所どころたる家族会フアミリーズの長おさを失い、全すべてを失って眠る女を見ていた。

　ビブオーリオは自分の胸を押さえた。あの感覚がそこに蟠わだかまっている。つい数週間前までは忘れており、そして今は自分という存在の大半を形成する感覚。罪悪感。

「静かになったから、残ってた一つを聞こう」

　その声は、横に立つクルリからのもの。自分と同じように、倒れたオラトリエを複雑な瞳ひとみで眺めている。そこから視し線せんを動かすことなく、彼女はすうと息を吸って──

「あんたにとって、今のあたしは、あたし達は──何なんだ？」

　罪悪感が震ふるえる。思い出した。

「……勧かん誘ゆうを行って、組そ織しきの一員になってもらった人達。禍具ワースは超越者で、それに全てを捧ささげることこそが愛だと教えた人達。その過あやまちを伝道した人達。その過ちをさらに伝道させるために、死ねと、殺せと、罪悪感なく命じてきた人達」

「違う。今の、って言っただろ」

　それは、彼女が発した一つ目の問いの答えと同じだった。わからない。

「わからないなら考えなよ。今までのあたし達はおかしかった。おかしかったとわかったから、あんた、泣いてたんだろ。見たんだよ、体育祭のとき」

「よく、覚えてはいません。けれど……そう、ですね。泣いていたかも、しれません」

「アビスが壊こわされたのだけが理由じゃないはずだ。理由の一つだったとしても、それだけじゃなかったはずだ。あたしは勝手にそう思ってたけど──違う？」

「……違わないと、思います。わかっています。今までの私達は、間違っていた。間違った理由で間違った人間達が集まり、間違った行動をしていた」

「でも、あたし達にはそれしかなかった」

　静かで、しかし強い言葉。その横顔に目を向ける。けれど彼女は依然として前を向いたままでいる。何もかもを失ったオラトリエの姿を見つめるのが、自分の役割だというように。

「間違った理由でも、それしかなかった。家族会フアミリーズの誘いには乗りたくて乗ったんだし、乗る以外に方法がなかった。みんな同じだ。他ほかに居場所がないから、間違った奴やつらは間違った奴ら同士で居場所を作って固まるしかなかったんだ」

「そう、ですね。それが──家族会フアミリーズ、でした。罪深い」

　ビブオーリオは思う。この自分の役割も同じだと。あそこにいるオラトリエ・ラブドルムナーグの姿が、自らの罪証。だからビブオーリオも視し線せんを戻し、再びオラトリエを見つめる。

「その罪深さに気付いてる人間は、あたしとあんたしかいない。じゃあどうするんだ、って思ったんだよ。居場所を失ったあたし達の居場所はどこなんだ、って」

　彼女は一家心中で一人ひとり生き残った。叔お父じに虐ぎやく待たいされ続け、そしてその叔父を殺した。自由を奪われる裁さばきを受け、それが終われば、この家族会フアミリーズという間違った居場所に入った。

　その居場所が、終しゆう焉えんに至ったなら。

　彼女はどこにいればいい？

　どこにいればいいと、その間違った居場所を作った自分は言うべきなのだろう？

「さっきの質問をもう一度言い直そう。無能臭いけど、恥ずかしく言い直そう。あたしと同じに間違っていることに気付いた、かつて母親のようだった人。かつて子のようだった女を、今はどう思ってる？」

　ああ、と思った。理解した。

　彼女は知りたかったのだ。同じように居場所をなくし、同じように間違いに気付いた二人ふたりが──同じように、これからの居場所を探しているのかどうか。

「まだ……家族のようなもの、かも、しれません。その《子》が、そう思うことを許すのなら」

　なぜなら、大事だと思えたから。クルリもオラトリエも。その顔を見たとき、生きていてよかったと──心から、思えたから。そこに、新たな罪悪感を覚えることにならなくてよかったという利己的な安あん堵どがあったことは否定できない。しかし同時に──共に時を過ごした彼女達に対する、純粋な生存の喜びがあったこともまた、否定できない。

　そこでようやく、クルリはその目をビブオーリオに向けた。けれど視線が合ったのは一いつ瞬しゆん。恥ずかしそうに頰ほおを搔かきつつ、また彼女は顔を背そむけて言う。

「そうかい。だったら仕方ないな、これからのことが決まったよ。あたしには他になーんもないんだ」

「いいのですか？　私は罪深い。これからどう償つぐないをすればいいかも、わかっていないのに」

「さあね。その《わかっていない》っぷりならあたしも負けてない。生き方すらわからない、てのはかなりのもんだろ。それを教えてくれる先生でもいないとまず確かく実じつに野の垂たれ死じにするね……償つぐないなんてのはなんでもやってみりゃいいが、あたしを間接的に野の垂たれ死じにさせるような償い方だけは勘かん弁べんだ」

　その言葉は、彼女らしい退屈そうな声は、迂う遠えんな戒いましめだった。

　ひどく罰してほしい。死に至るほどに罰してほしい。その思いは未いまだ残っている。だが少なくとも、生き残った彼女に対して償うには、生きていなくてはならないのか。

　彼女がそれを求めているのなら。同じく間違いに気付いた自分を、まだ母として、母に似た何かとして──少ない選せん択たく肢しからの消去法の結果でもいい──居場所にしてくれるのなら。

「で、面めん倒どうなことになる前にそろそろ移動したいんだけどさ、あいつはどうする？」

　クルリが指し示したのは、水着の女。意い識しきを取り戻せば、どうなるかはわからない。しかし放ってはおけなかった。死ぬべき自分が生きているのは、彼女達の存在が故ゆえなのだから。

「──お願ねがいできますか。私は、一人ひとりで大丈夫です。歩くくらいなら」

「そう。わかった」

　クルリが彼女の傍かたわらにしゃがみ込む。そこでふとビブオーリオは疑問に思った。

「オラトリエは……どうして、あの少年を狙ねらっていたのですか」

「さてね。なんか、あいつを殺せばあんたの居場所がわかるんだ、とか言ってたけど……よくわかんないな。どうでもいいじゃないか、終わったことだ」

　そうしてクルリがオラトリエの身体からだを背負ったとき、

「どこへ行く？」

　箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブがこちらを振り返っていた。ボンデージ服の少女だけが闇やみ曲まがり拍ぱく明あきと話している。

　クルリは軽く瞳ひとみを細め、

「さてね。とりあえず、呪のろわれた拷ごう問もん処刑用具の顔が見えないところな気がするよ。いろいろやったあたしらへの恨うらみを晴らそうってんなら……疲れてるとこ悪いが、今度はあたしと遊んでもらうことになるぞ」

「顔が見えない場所へ行くのは一いつ向こうに構わんし、確たしかに私は疲れておる。お前のような女と遊ぶ気力はない。だが、この答えによってはその気力も復活するな。聞かせてみろ──お前達が再び私の顔を見る機会はあるのか？」

　その問いが意味するものは簡かん単たんに理解できる。

「誰だれかが見たがるような楽しいツラだとでも思ってんのか？　とんだ自信家だ。あたしにそんな趣しゆ味みはないね……」

　ちら、とクルリが肩越しに視し線せんを向けてくる。こちらの表情を確かめたのだろう。

　ビブオーリオは頷うなずいた。

「そうすることが──もしも、赦ゆるされるのであれば。その機き会かいは、なければいいと、思います」

　するとフィアは大きく息を吐き、ひらひらと手を振った。

　呆あきれたように。

　くだらない、と言うように。

「そうだな、なければいい。当然だ。だからその《もしも》なんて言葉は発する意味もなく、機き会かいがないのは確かく実じつ。つまり私はもう二度とお前達の顔を見なくて済むということだな。実に素す晴ばらしい隔かく絶ぜつだ……早くどこへなりと行ってしまえ」

　そして、その手の動きがこちらを追い払うようなものへと変わる。そのとき突とつ如じよとして闇やみ曲まがり拍ぱく明あきが狂ったように笑い始め、銀ぎん髪ぱつの少女達の視し線せんはそちらへと引き寄せられた。それきり、こちらを振り向くことはない──

　その黙もく殺さつは、その軽視は、呪のろいのようだった。

　これからの未来において、ずっと忘れることはできず、決して逃れられない──そして疼うずくような痛みを伴ったもの。それを表すに足る言葉は、その一語しかない。

　呪われた彼女は、銀髪の後ろ姿に軽く頭を下げ、クルリと共に踵きびすを返す。

　道場の外へ出てから、口を開いた。

「これから、どこへ行くのですか？」

「さあね。あたしとしては、とりあえずこの前の川の辺あたりに行きたいけど」

　理由がわからない。ビブオーリオが怪け訝げんな目を向けると、クルリはおかしなスーツの襟えり首くびを引っ張りながら顔を顰しかめていた。

「──どっかで涼みたいんだ。この着ぐるみ、暑すぎる」
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　ビブオーリオは笑った。くすくすと、いつ以来かもわからないくらいに久しぶりに、笑った。

　彼女の言葉に異い論ろんはなく、歩き出す。

　しばらくして、あの十字架の欠片かけらが手元から消えていることに気付いたが。

　捜しに戻ろうという気にはならなかった。
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　漸音ぜのんに事態を報告し、道場の始末などを頼む。クルリが盗んだ着ぐるみは、理事長から非常用に預かっているという金で漸音が弁べん償しよう代だいを負担してくれることになった。変態は捕まえたが変態的行為のためにスーツ自体は駄だ目めになっており、その変態に弁償させた、という建前だ。

　漸音への電話を終え、フィア達三人と一いつ緒しよに保健室に戻る。中から声が聞こえてきた。

「……ねえサヴェレンティ。正直に言って、凄すごく恥ずかしいわ。脱いでもいい？」

「えー。すっごく似合ってるよ！　まあボクも最初は言ってみただけだったんだけど、せっかく先生がノリノリで貸してくれたんだから！　なんか新しん鮮せんだし、もうちょっとだけ！」

「そうやで〜。人付き合いっちゅうのは、倦けん怠たい感かんを打ち破る新鮮さが大事。夫婦関係でも恋人関係でも友達関係でもな〜。ああ、先生らしいカウンセリング、何よりもダルぃ……」

　サヴェレンティはここの掃除をしている、と漸音が言っていた。それを思い出しながら、春はる亮あきはドアを開ける。そこで目に入ったのは、それなりに片付けられた保健室の中、かろうじてマットレスが載っているだけのベッドに座ってダルそうにポッキーを齧かじる銃音がのんと──

「ほら、先生もああ言ってるし、もうちょっとさ──ううん、白しら穂ほせんせー。ボク、気分が悪いんです。むぎゅー」

「……呪のろいの欲求？　仕方ないわね。むぎゅー……はっ？」

　サヴェレンティと白穂が抱き合っている姿だった。

　一度着替えて戻ったのか、サヴェレンティはいつもの女性体でメイド服の姿。

　一方、白穂は──女医だった。

　銃音から借りたのか、白衣をビシッと着こなしている。眼鏡めがねも銃音のものだろう。長い脚あしを女医っぽく組んで椅い子すに座っている──雰囲気作りか、なぜか網あみタイツを穿はいていた。そして床ゆかに膝ひざをついたサヴェレンティの顔を自分の胸に押しつけている。春亮達が入ってもサヴェレンティは喉のどを鳴らす猫のような顔をしたままだったが、白穂は一いつ瞬しゆんで頰ほおを赤くした。

「な、何よ、何を見ているのよ人間!?」

「い、いやごめん！　まさか中でこんなことになってるとは！　いや別に気にしないぞというか、俺おれとかこいつらだってナース喫きつ茶さで似たようなコスプレやってたし！」

「そのフォローがさらに苛いら立だつわ……！」

　眼鏡の奥から、虫けらを見るような視し線せんが届いてくる。気に障さわることをすれば即座に足で踏まれそうなこんな女医には、絶対に診察されたくない。

「ノックすらできないとはさすが愚おろかな人間ね、愚かな人間コンテストがあれば審しん査さなしで優ゆう勝しようできるから安心するといいわ。優勝賞しよう品ひんはきっと死刑台よ、よかったわね」

　などと言いながら白しら穂ほは白衣を脱ぎ、銃音がのんに放る。おー？　と銃音は顔がん面めんでそれを受け取った。ふがふがと頭に白衣を被かぶったまま、まだポッキーを齧かじっている。大物だ。それから白穂は網あみタイツもするすると脱いで同じように投げ、そして現れた真っ白な素足にどきりとしてしまった春はる亮あきを睨にらんでから、

「……ほらサヴェレンティ、行くわよ！」

「ほへ？　あー、春亮くんだ。どうなったの、大丈夫、終わった？」

「行・く・わ・よ！」

　机の上に丸められていた自分の靴下を乱らん暴ぼうに回収し、白穂はずんずんと歩き出す。

「そうだ、サヴェレンティ。漸音ぜのんさんから伝言。一回理事長室に戻ってくるようにって」

「あ、りょうかいー。って、よく見たらフィアちゃん、怪け我がしてるー!?　大丈夫!?」

　破れた制服、血の跡を残す身体からだ。ぼろぼろのフィアが、しかし元気に胸を張って言った。

「なに、私は絶ぜつ好こう調ちようだ！　気にするな、だいたい治っておる」

「そっかー。それならいいけど、よくないけど、よかったー……」

　わざとらしく舌打ちをする白穂、彼女に引っ張られていくサヴェレンティ。二人ふたりが保健室を出る前に、春亮は慌あわてて声をかけた。

「ちょっと待て、もう一回言っとく……今日きようは悪かった、すげぇ助かったよ。なんていうか──この言い方はアレなのかもしれんけど、お前らと友達になっててよかったと思う」

　白穂の背中がぴたりと止まった。小さく肩が揺れたのが見える。嘆たん息そくしたのだろう。

「一つ貸しよ、人間。それから、私は貴方あなた達と友達になった覚えはないわ」

　彼女は振り向かないまま、静かに言葉を続けた。

「でも、だからこそ──過不足なく、それどころか利子をつけてその貸しを取り立てられるわね。何の痛つう痒ようも良心の呵か責しやくもなくそれができるのは、奴ど隷れい的てきな意味で有用だわ。まさかありえないとは思うけど、もし今後さらに貸しをストックさせようという気があるなら、その辺あたりに死を覚悟する的な意味合いで留意しておくことね」

「ええとね？　今の白穂の言葉を訳すと『いつでも困ったことがあったら言ってねー』っていう感じなわけで──」

　ぴしゃん！

　サヴェレンティの言葉と笑顔えがおが保健室のドアに隔へだてられ、そして二人の姿が消える。

　春亮達は顔を見合せて苦笑した。

　面めん倒どう臭くさいにも程ほどがある友達だなあ、と。




　以前から気になってはいたものの、やはり銃音がのんも呪のろわれた道具の存在については漸音ぜのんや理事長から聞いていたようだった。ほっといても治るわい、というフィアの身体からだを診察し、存外に手て際ぎわよく服の下の血を拭ふいたり軽い治ち療りようを施ほどこしたりする。

　錐きり霞かの傷は大体塞ふさがっており、制服も汚れてはいない。だから彼女はベッドに座ってただ休きゆう憩けいしていた。そのうちにサヴェレンティが再び保健室に戻ってきて、フィアに替えの制服を貸してくれる。さっきの帰き還かん命令はそのためだった。

　ほどなくして、フィアの治療と着替えが終了。春はる亮あきとしてはもう少し休んでいてほしかったのだが、もう大丈夫だと主張するフィアと錐霞に押し切られて教室に帰ることになった。

　既すでに五時を回った校舎は、心地ここち好よい倦けん怠たい感かんと疲労感に包まれている。後片付けの喧けん騒そうに満ちた廊下を歩き、自分達の教室に帰りつくと──

「ああっ、いたーっ！」

　丁度、制服姿の渦か奈なが教室から出てきた。こちらの姿を認めると、むん、と胸を張ってわざとらしく頰ほおを膨ふくらませる。

「もう、どこ行ってたのさー？　全然姿は見えないし後半のシフトはすっぽかすし、このはっちーが一いつ瞬しゆん帰ってきたと思ったら喫きつ茶さ店てん中をごそごそ漁あさってまた出ていっちゃうし──」

　そう言えばそうだった。いろいろあって喫茶店のシフトのことをすっかり忘れていた。ちらりとこのはの顔を見やり、囁ささやく。

（なんか説明とかしなかったのか？）

（で、できるわけないじゃないですか。あのときは爆ばく弾だんを捜すのに必死でしたし）

　こらそこちゃんと聞くー、と二人ふたりをびしりと指差して、渦奈は言葉を続けた。

「後片付けが始まっても帰ってこないし、あっきーだけならまた何かお人ひと好よしな人助けしてるんだろうなーとか思うけど錐霞ちゃんまでいないしこりゃいったい何がってぇぇえええええ!?　フィアちゃん、どうしたのその包帯!?」

　遅すぎだった。フィアの手足に巻かれた包帯に気付き、渦奈が目を丸くする。

「ええとほら。これはその、あれだよ！」

　まずい。言いい訳わけを考えていなかった。何だ。何が自然で、しかも説得力があるのだ。考えろ。考えろ。フィアが何か変なことを言い出さない前に。

　ここは俺おれ達に任せろよ、とフィアに視し線せんを送るが──遅かった。

「こ、これは、だな」

「うんうん。どしたの、どしたのさ!?」

　あーうー、と呻うめいて視線を逸そらし、頰ほおを搔かきながら、フィア。

「──階段から落ちたのだ」

　なんてベタな！　これを信じる奴やつがいたらその顔を見てみたい。なんとかフォローせねばと慌あわてて春亮は頭をフル回転させるが、

「そ……そうなんだ！」

　あっさり信じてくれました。渦か奈なさんは純真なのだ、と思うことにしておこう。

「大変だったねぇ。大丈夫なの？」

「勿もち論ろん、大丈夫だ。かすり傷のようなもので、明日あしたには治っているだろう」

「そ、そうなんです。ですけども、頭を打ってしばらく気絶してて、ですね！」

「保健室で休ませていたから、付き添っていて──やむなくシフトを守れなかったということ、だ。すまない、本当に」

　錐きり霞かまで噓うそをつくとは思わないのだろう、渦奈は納得したように頷うなずく。少し後ろめたい。

「そーなんだ。そりゃ、そんな理由があったんなら仕方ないよね」

「すまんな。全部、私のせいなのだ。その代わり、これからの片付けは頑がん張ばるから……」

「あんまり無理しないでいいよー。一応、スジは通さないとね、って感じで言ってみただけだから。実際、キミ達はとても怒れない！　フィアちゃんにこのはっちーに錐霞ちゃん、三人のおかげでどれだけこのお店が繁はん盛じようしたか！　三人目当てのリピーターさんも多かったからね、貢献度はピカ一っすよ！　ちゃんと謝あやまれば皆も許してくれる、かも、しれませんが──」

　そこで、にやーり、と渦奈が何かを企たくらんでいる顔になる。

「なんだ、カナ？　勿論、皆にも謝りたい、が」

「それだけじゃちょっと駄だ目めかなー。ヒッヒッヒ、実はもう少しだけ片付けを始めるのを待とうって話になってたのですよ。なぜかと言えば、記念写真！　全員で記念写真を撮とるのです！　そして特別な三人さんには、これはもう強制的に例の衣い装しようを着てもらうしかないという話で」

　それを聞き、フィアが眉まゆを寄せる。このはと錐霞は途端とたんに慌あわて始めた。

「ぬう。また私に注射器を背負えというのか」

「わ、私もか。あの袴はかまナース衣装を着ろと……？」

「ええっ。あ、あれで全員集合の記念写真は、さすがに、その──恥ずかしいです……」

「シフトブッチの三人さんに拒否権はないのさー。大丈夫だよこのはっちー、他ほかにも何人かナース衣装着てる子いるし。まあ、誰だれもアナタのバイオレンスボディには勝てませんがな！」

　さあ行こう行こう、と渦奈は錐霞とこのはを引っ張って教室の中に入っていく。それを追ってゆっくりと歩きながら、春はる亮あきはフィアと視し線せんを合わせた。

「やれやれだ。まあ、サボった罰にコスプレ写真くらいなら安いもんだろ。せっかくの文化祭だ、気持ちよく終わりたいし……まあ、片付け終わっても後こう夜や祭さいがあるんだけどな」

「後夜祭とは何だ？　聞き覚えだけはあるが」

「グラウンドでキャンプファイヤーとかして踊ったり、ダベったり、だな。打ち上げとかで飲み屋に行くようなクラスが出るかもしれんから、だったら最初っから打ち上げの場所を用意してやろうって学校の作戦だろ」

　ふんふん、とフィアは興きよう味み深ぶかそうに頷うなずいている。こいつにとっては初はつ体たい験けんのもの全すべてが興味深いのだ。そこでふと気になり、

「文化祭、どうだった？」

「うむ。いろいろあったし、ちょっとしか参加できなかったのは残念だが……楽しかった。みんなで何かをするというのは、とても楽しいものなのだな」

「楽しいってことがわかれば上出来だ、次の機き会かいもまた楽しくなるために頑がん張ばれるだろ」

「次の機会か……そうだな。錐きり霞かも無事に残ることになったし。うむ、いろいろ楽しみだ！」

　満面の笑顔えがおで、フィアが教室の中に走り込む。

　やや遅れて自分も教室に入りつつ、春はる亮あきはふと思い出した。錐霞が無事に残ることになった、という今の言葉で思い出した。

　そう言えば、彼女は。

　一体、どんな説得をして、拍ぱく明あきに自分を諦あきらめさせたのだろう……？
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　空はだいぶ暗くなっていた。

「よい、しょっと」

　親おや父じ臭くさい声を発しながら、春亮は学校の敷しき地ち隅すみにある焼却炉にゴミ袋を放り込む。もう片付けの時間も終しゆう盤ばんだ。何往復かしたが、もうそろそろゴミ捨ても打ち止めだろう。

　次第にグラウンドが騒さわがしくなってきているのを感じる。もうすぐ後こう夜や祭さいが始まるから、気の早いクラスが早くも集合しているのか。昼間もあれだけ騒いでいたのに、元気のいいことだ。

　こっちはさすがにいろいろありすぎて疲れた。くわあ、と喉のどから眠気の塊かたまりが漏れる。

　さっきから欠伸あくびが止まらない。とりあえず座って休みたい……後夜祭でちょっとは休めるだろうか。クラスごとにブルーシートがあるという話だから、少しは横にもなれるかもしれないが──いや、さすがに寝かせてはくれないだろう。

　もう一踏ん張りするか、と苦笑しながらさらに欠伸したとき、

「……夜や知ち」

「ああ、いんちょーさん。ゴミ捨て？」

　聞いてはみたが、どうにも違うようだった。現れた錐霞はゴミ袋を持ってはいない。しかも何か挙きよ動どう不ふ審しんにもじもじしている。

「いや。なんというか……話が、ある。今、いいか？」

「いいけど。もう大体ゴミも片付いただろうし……でももうすぐ後夜祭が」

「ああ。だから急いで済ませるぞ。来い、こっちだ」

「え？　いや、引っ張らなくても行くけどっ──ていうかここじゃダメな話？」

「ダメに決まっている！」

　校舎を回り込むようにして、人ひと気けのない校舎裏へ移動する。

「急ぐからこのまま行く。場所は屋上だ」

「え。このまま屋上って、どういう……？　ギャー！」

《黒くろ河かわ可か憐れん》が不意に春はる亮あきの腰をぐるぐると巻き、さらにその先端が屋上へと伸びた。フェンスに絡からみつき、春亮を途中に挟んだまま収しゆう縮しゆくする。非常に恐ろしい浮遊感を味わいつつ上昇し──フェンスの手前で一時停止して、錐きり霞かが屋上の人気を確かく認にん。そしてようやく、フェンスを乗り越えた足がコンクリートを踏みしめる。

「ぐぉ、怖かった……！　いんちょーさん、やるならやるで心の準備くらいさせてくれ！」

「い、急いでいると言っただろう」

「それにしてもこれはないだろ……せめて階段使おうぜとか下じゃダメだったのかとかいろいろ言いたいことだらけだぞ。まあ、もう済んだことは仕方ないけどさ。で、何の話？」

「う、うん。とりあえずここに座れ」

　促うながされるまま、屋上の一角に腰を降ろす。微妙な距きよ離りを開けて、錐霞も春亮の隣となりに座った。心を落ち着けるかのような深呼吸が何度か聞こえ、

「あー……まずは、だ。お前に礼が言いたかった。今日きようはお前にいろいろ迷めい惑わくをかけたし……その、世話になった。ありがとう」

　なんだそんなことか、と春亮は苦笑する。

「礼なんて別にいいって。最後とか、やっぱり俺おれはあんまり役に立たなかったし。礼なら俺よりフィア達に言ってやってくれよ」

「……そうだな。彼女達にも、ちゃんと礼は言うつもりだ。嬉うれしかったよ。お前も、彼女達も、必死になって私を助けてくれた」

「いんちょーさんが必死だったからな。当然だよ」

　軽く言うと、錐霞が嘆たん息そくするのが聞こえた。

「そうだな。私も、必死だった……どうしても、戻りたくはなかった。だからあんなことをやった。別に痛いのが好きなわけではないが、その、やらざるを得なかったのだ」

「あ、そうだ！　そのこと思い出したぞ。いろいろ忙しくて聞き忘れてたけど──あれ、やっぱり自分から刺さりにいく作戦だったのか。なんでそんなことすんだよ、いんちょーさん」

「……それしか手がなかった。勝つためには」

「だから、そーいうのは手って言わないだろってことだよ。わざわざ痛い思いするのが前提の作戦なんてありえないだろ。あんときの役割分担が強引だったのはそのせいか……まったく」

「もう終わったことだ」

「終わったことだからムズムズしてんだよ。あーくそ、やっぱ無理にでも止めときゃよかった。知ってれば、あの役割分担、絶対変えたのに」

　唾つばを飲み込むような間があって、錐霞の声が聞こえる。

「その……怒っている、のか？」

「わりと。止めらんなかった自分も含めてだけどな。もう二度とあんなことしないでくれよ」

「やったら、どうする？」

「また怒るよ。そうだな……でこぴんの刑だ。そういうわけで、これが今日きようのぶん」

　丁度、錐きり霞かは片腕を伸ばしてようやく届くほどの距きよ離りに座っていた。額ひたいに手を伸ばし、ぴん、と指で弾はじいてやる。

「ホントに、あまり心配させないでくれよな。いくら死なない身体からだだからって──心しん臓ぞうから血が噴ふき出たのが見えたときは、こっちの心臓のほうが止まりそうだったんだから。って、どうしたいんちょーさん!?　悪い、ちょっと強くやりすぎたか!?」

「っ……」

　なぜか錐霞は身体ごとばっと顔を背そむけ、春はる亮あきの反対方向に手をついてぷるぷると身体を震ふるわせていた。何だ、何が起こっているのだ。でこぴんの直後に一いつ瞬しゆんだけ見えた顔は、なにやら普段ふだんの彼女からは想像もできないほどに緩ゆるんだものだった気がしたが──まさか怒られて喜ぶ人間がいるはずはない。気のせいだろう。

「いんちょーさん、大丈夫か？」

「い、いや……なん、でも、ない。ふぅ、はぁ……ああそうだ、なんでもない！」

　何回か息を吸い込む音が聞こえ、がっ、と唐とう突とつに彼女が身を戻す。やっぱりさっき見えた顔は錯さつ覚かくだったらしい。そこにあったのは、眉まゆを吊つり上げ、唇を引き結び、目を見開いた怒りの表情だった。なんという見事な怒り顔。まるで意い識しき的てきにその顔を作ったみたいだ。

「うおっ。ご、ごめん」

「いや、いいのだ、お前はいい。私は怒られるべきことをしたのだろう、だからお前は謝あやまるな、そういうわけだからもう今の話は終わりだまったく馬ば鹿かげている！」

　ぴくぴく、と頰ほおが震えている。やっぱり爆ばく発はつ寸前なのか。そうでなければ、にやにや笑ってしまうのを必死で堪こらえているようにも見えなくはないが、無む論ろんそんなはずはない。

（みんなのためを思ってやってくれたことだからなあ……でも、やってほしくなかったっていうのは本ほん音ねだし。まあ、いんちょーさんが機き嫌げん悪くしても、それはそれで仕方ないか）

　自じ戒かいはせず、ただ溜ため息いき一つで彼女の怒りを受け入れることにする。それでも、ずっと睨にらまれたままでいるのは心臓に悪いものだった。横に座る錐霞の視し線せんから逃れるように、顔を空へと向ける。もうほとんど日は落ちており、頭上は一面の紺こん色いろだ。上映を待つプラネタリウムのような、広く丸い空の屋根。

　錐霞はなぜかそれきり沈ちん黙もくしている。耳に届くのは、心地ここち好よく冷たい風の音だけ。

　長い、長い、無言。

（……あう）

　瞼まぶたが重くなってきた。座って休みたいとずっと思っていたところに、この薄うす暗ぐらい屋上という目に優やさしいロケーション。まずい。直じか座ずわりしているコンクリートが、まるで高級座ざ椅い子すのように思えてきた。沈み込む。ずぶずぶと沈み込んでしまう。最後に会話してから何分経たったのだろう。五分か。十分か。それとも一分しか経っていないのか。

「な、なあ夜や知ち。話は戻るが──」

　いんちょーさんが何か話し始めた。起きなきゃ。失礼すぎる。起きなきゃ……

　うん、いんちょーさん。なに？

「……夜知？」

　自分の声が届いていないことを不ふ思し議ぎに思って、もう一度、喉のどを震ふるわせようとする。

　それが限界だった。

　すとん、と自分の意い識しきにシャッターが下りて──

　何も、聞こえなくなる。




　馬ば鹿かげている、と錐きり霞かは呻うめいた。

　体育座りの姿勢で膝ひざを抱え、その膝に頰ほおを載せるようにして、春はる亮あきは寝ていた。すうすうと寝息を立てて、完全無欠に寝ていた。顔が斜めになっているので、間抜けな寝顔がよく見える。

「馬鹿げている……！」

　もう一度、呟つぶやく。怒りが湧わき上がってきた。吞気のんきだ。吞気すぎる。

「……私は怒っている。ああ、怒っているぞ、夜知！　理由はいくつかある。一つ目は、さっきのがけっこう痛かったことだ。だから純粋にお返しする！」

　語ご調ちようは強いが、それは囁ささやき声ごえの域を出なかった。出てはならなかった。

　膝立ちで春亮に近付き、険けわしい顔でゆっくりと手を伸ばし、額ひたいに向けてでこぴんを放つ。

　当たらない。当てない。

　彼の前髪すらも掠かすめない、エア・でこぴん。想像の中で彼が痛がるのを想像する。満足はしなかった。

「二つ目は、さっきお前に怒られたその内容！　私は必要ならば何度でもああするだろう、間違った行為だと知りながら、自分の正しい欲求のために何度でもそれを使うだろう！　私を怒るのは勝手だが覚悟しろ、毎回このように怒り返すぞ！」

　さらに顔を近付けて、今度は鼻の頭に狙ねらいをつけて、もう一度。

　エア・でこぴん。

　想像の中の彼は、痛がりながら、仕方ないな、わかったよ、と言って笑っている。なんて吞気でお人ひと好よしな奴やつだ。当然、満足はしない。

「三つ目だ。三つ目こそが許ゆるし難がたい！　それは、お前が──」

　勿もち論ろん、すべきことは決まっていた。

　膝立ちのまま、もう少しだけ、距きよ離りを詰めて。

　前の二回と同じように──けれど今回は最後の最後まで迷い、ああ駄だ目めだやっぱりここが限界だ、と逃げるように狙ねらいを定めて。

　息を、止めて。




　彼の頰ほおに、自分の唇を、触れさせる。




「は……あ……」

　それに何秒を使ったのかは、自分でもわからなかった。
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　ゆっくりと、ゆっくりと、身を離はなして。

　ぺたん、と腰が抜けたように尻しりを落とし、顔を伏せたまま呟つぶやく。

「それは、お前が……隙すきだらけなこと、だ……」

　最初は、助けてくれたお礼だと言って強引にやるつもりだった。そういう建前でやるつもりだった。やらねばならなかったから。

　覚悟はできていたのだ。

　それで何か事態が動くことも、動いてしまうことも、覚悟していたのだ。

　なのに。

　こんな無防備に眠られてしまっては──仕方ないではないか。

　この好こう機きを利用しない勇気など、あるはずもなかった。場所も、自じ棄きに似た胸中が最初に求めていたのは頰ほおなんかではなかったのに……ギリギリになって、自分でもよくわからない恐怖心に負けてしまった。ああ、自分はなんと臆おく病びような女なのか。

　いや、もういい。終わったことはもういい。とにかく、とにかく──

「っ……」

　彼を起こさないように立ち上がり、苦しいほどの動どう悸きを感じながら走る。フェンスの向こうが僅わずかに明るくなっているのに気付いた。オクラホマミキサーの音楽も小さく聞こえる。後こう夜や祭さいが始まったのか。彼はどうしよう、すぐ起きるだろうか、いつまで経たっても来なかったら、寝ていたので屋上に置いてきたと言えばいいか──と、頭の中に僅かに残っていた冷静さが考える。けれどそれもすぐに荒々しい心しん臓ぞうのリズムが跳はね飛ばした。

　ともかく、今はここから離はなれたい。彼の近くから離れたい。

　そうしなければ、死にそうだ。

　校舎へと続く鉄てつ扉ぴを開け、静かに閉める。そこに背中を預け、息を吐く。胸を握り、動悸を鎮しずめようとする。実感が、湧わいてきた。

　──やった。本当に、やってしまった。

「ふぅ……はあ、あっ……」

　落ち着け。落ち着け。感情はとりあえずおいておけ。今は論ろん理りを考えろ。

　そうだ、予定とはずれてしまったが、問題はない。

　この時間、この場所。

　自分は確たしかに証拠を見せた。キスでもしてみせてくれないかな、というあの男の最低な条件をクリアした。どこで観かん察さつしていたのかは知らないが、あの男も絶対に見ていたはずだ。だからこれでいい。これで本当に、自分が研究室長国に連れ戻されることはなくなった。

「は……はは、ざまあみろ……」

　心の奥に刻み込まれていた最低の記き憶おくが、断片的に浮かび上がってきた。突然の感触、それを嫌けん悪おと共に押おし退のけた自分の手、男の笑顔えがおと言葉。ふぅん、こんな気分になるのか。また一つ未知が潰つぶれたよ。ありがとう錐きり霞か。

　数年前のことなのに、その断片を思い出すだけで──つい今しがたその言葉を聞いたように、かつて感じた恐怖が鮮せん明めいに蘇よみがえってくる。

　あの恐怖は、彼には伝えられない。計り知れない未知への探究心に覚えた恐怖は伝えられない。だから絶対にあの男のもとに帰りたくないのだという理由は伝えられない。

　だが、一いつ矢しは報むくいた。あの最低な記憶を、ようやく塗り替えられたのだ。

　理由があったこととはいえ。

　幸運に乗じて盗み取った、逃げ腰で臆病なものだったとはいえ。

　これは、間違いなく、

「私の……初めて、だ」

　錐きり霞かはそっと、自分の唇を指でなぞって。

　そして、跳はねるような足取りで、階段を駆かけ下りていった。




　そのとき。

　このはは塔とう屋やの上、給水タンクの裏にいた。後こう夜や祭さいに誘おうと、ゴミ捨てに出かけた春はる亮あきを追っていたのだ。なんとなく二人ふたりの様よう子すがおかしかったので尾行し、雨どいを伝って屋上に上り、そして見たものは──

「……知っていましたよ、そんなことは」

　彼女が隠している気持ちも。

　人じん外がいの聴ちよう覚かくを駆く使しして盗み聞きしていた、彼女と拍ぱく明あきが交わした会話も。

　だからこうすることはわかっていた。

　強敵だなあ、と改めて思う。思うけれど、それだけだ。

「さすが文化祭、いろいろ起こりますね。でも……負けませんよ、わたしも」

　タンクに背中を預け、キャンプファイヤーの遠い明かりが届く空を見上げながら、このはは微苦笑する。一番星を透すかすように、腕を持ち上げた。赤あか子ごの、妊婦の、老人の血にかつて汚れた手刃。汚いのだ。この手は、自分は、汚いのだ。故ゆえに綺き麗れいなものを欲する。綺麗なものに憧あこがれる。綺麗でなくてはならないと思う。

　生き方も──恋も。

　そうだ。自分の恋は、正攻法で勝ってこそ意味がある。

　だから何も変わらない。今まで以上に頑がん張ばろう、と思うだけだ。

「……さて。行きますか」

　とりあえず、今からすることは決まっていた。

　ここから降りて、捜していてやっと見つけたというふうに、彼を起こして。

　いつもと同じ顔で、いつもと同じ態度で、二人で後夜祭に行って。

　それから、誰だれよりも早く、彼をダンスに誘うのだ。




　──そして、このはが夜空に苦笑するより少し前。まだ錐霞が屋上にいたころ。

　フィアも、鉄てつ扉ぴの僅わずかな隙すき間まから、それを見ていた。

　このはと同じく春亮を捜し、偶ぐう然ぜんにも屋上に行き着いていたフィアも、それを見ていた。

「あれ……おかしい、な……？」

　自分の胸を、片手でぎゅっと包む。

　意味がわからなかった。

　どうしてなのか、わからなかった。

　ただ、錐きり霞かの唇が春はる亮あきの頰ほおにくっついていた、というだけなのに。




　どうして、自分の胸は、こんなにも苦しいのだろう。







　エピローグ
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　とある夜の病室。文化祭の出し物ではない、れっきとした病院の一室。

　そこには二人ふたりの男の姿があった。一人ひとりは入院着を着て、髪を陰気に長く伸ばし、患者用のベッドの上で半身を起こした男。もう一人は彼以上の長髪で、黒の白衣を身に纏まとい、ベッド横のパイプ椅い子すに腰かけている男。

　椅子の男──拍ぱく明あきが鞄かばんの中から仮面を取り出し、ベッドの上に置く。

「まずはこれを返しておこう、日ひ村むらくん。一応借りておいてよかったよ。それなりに助かった」

「そうですか。お役に立ったのならなによりです、室長」

　軽く会え釈しやくしつつ、静かな声で日村が答える。

「何度も足を運んで悪いね。療りよう養ようの邪じや魔まになっていないのならばいいんだけれど」

「いえ、室長自ら来ていただけるとは、嬉うれしい限りです」

「それだけ君のことを買っているということさ。妹のパートナーというのは気苦労の絶えない仕事だろうし……それから、買っているというのは君の能力もだ。観かん察さつ経過報告はいつも正せい確かくだし、その《バスティーユの彼Il est dans Bastille》の研究報告書も実に興きよう味み深ぶかい。最初のころに比べればいろいろわかったよねぇ、声だけを届かせることができるとか、あまりに強すぎる気配けはい──たとえば殺気を身に纏うと、存在感が現れてしまうとか。どうやら暗殺には使えないようだね、残念だ」

　日村は表情を変えない。静かで覇は気きのない、意い識しきしなければ見逃してしまいそうに影かげの薄うすい男は、また軽く会釈を返すだけ。

「しかし──もう少し呪のろいに気をつけたほうがいいんじゃないのかい？　もう大分、仮面をつけてなくても存在感が薄れてきているよ。ぼく達は研究者であって、家族会フアミリーズのような狂信者フアナテイツクではない。危険だと思えば所有権を研究室長国に返却することも認めている」

「……はい。わかっています」

「わかっているのならいいけれど。いやいや、あまり気にしないでくれ、何も今すぐに君自身ですら君のことを認識できないほどになってしまいそうだよ、とか脅しているわけじゃない。上司としての単なる忠告。観察や研究のためにならいいけれど、あまり遊びみたいにどうでもいい用件で使いすぎないように、ってさ。そう、たとえば──」

　なんでもない口く調ちようで。

　周知の事実のように。

「オラトリエ・ラブドルムナーグを分室から逃がすために、とかね？」

「っ──」

　日ひ村むらの表情が揺れる。くすりと拍ぱく明あきは笑った。

「自由の身になった場合、再び指示を受けるために、彼女がビブオーリオを捜そうとすることは予想できる。そこで君は取引をしたんだろうね。もしこれから自分が指定する少年を殺せば、ビブオーリオの居場所を教えてやると。この取引を受けるなら逃がしてやると。ぼくがこれを借りに来たのは今日きようの朝だったから、ふむ、かなり時間的にはギリギリだ。危なかったね」

「……」

「さて、君がそうした理由はなんだろう？　勿もち論ろん、それもわかっているよ。未知が既き知ちになる感覚はいつも素敵すてきだ──君が錐きり霞かに思し慕ぼの情を抱いていることは知っている。だが、錐霞が誰だれかに思慕の情を抱いているなんてこと、正確な君の報告書には、今まで一行たりとも記載されていなかったよね？　おかしいなあ。君は錐霞のパートナーで、いつも近くにいて、何かあれば報告すべき立場にいたはずなのに」

　拍明は椅い子すから立ち上がり、目的もなく病室をうろつき始める。何周かして、足が止まったのは窓の前。外を眺めつつ、彼はポケットからカロリーメイトを取り出して齧かじり始める。

「……君は読んでいた。ぼくが錐霞を連れ戻すためにここへ来た場合、最終的に、錐霞が自分の恋心というカードをぼくに対して見せることを。その場合、ぼくはどうするか？　はは、君の予想通りだ。認めて引き下がったよ。だって面おも白しろそうじゃないか。あの錐霞が、禍具ワースから離はなれられない錐霞が、自分の意志で誰かを好きになるなんて」

　暗くなった窓の外を見つめたまま、拍明は長い髪と肩を震ふるわせる。

「そして、君はさらに思ったのかな。もしぼくがそれを知れば、面白がって応援したり、あまつさえ恋を成じよう就じゆさせようとしたりしかねない──うん、そこだけは少し違うと言っておこう。ぼくは研究者だ、たとえ妹であっても、そう簡かん単たんに観かん察さつ対象に手を加えたりしない。君だってそれはわかっているはずだけどね……まあ、今後ずっと何も進展がなければそんなことを考えたりするかもしれないけど。無反応のまま停滞している試し験けん管かんに薬やく品ひんを垂らしてみようと考えるのは自然なことだ」

　二本目のカロリーメイト。新たな百キロカロリーの熱ねつ量りよう。

「さて、そこで君は危き機き感かんを覚えたはずだ。何に対する危機感なのかは、君の名誉を考えて口には出さないことにするよ。その危機感によって、君はオラトリエを利用して一人ひとりの少年に死んでもらうことにした。自分で手を下すのはいくらなんでもまずいし、さっき言った通り、その仮面も暗殺には使えない。明めい確かくに、自分とは関係のない他人に殺してもらう、ということが必要だったわけだ。そういう醜みにくい心は誰しも持っているものだが……何か決意させるような出来事があったのかね？　たとえば錐霞がその怪け我がを負わせたときに何かを言った、とかね」

「……」

「察するところ、絶対的で明めい確かくな殺意というわけでもなさそうだ。できれば死んでほしい、といったところかな。それにしては大それた行動だけど」

　そこで拍ぱく明あきは、自分が向かっていた窓ガラス上で視し線せんを動かす。今まで無言でベッドを見つめていた日ひ村むらが、拍明の背中に顔を向けたのが映ったのだ。

「質問かい？　いいね、質問は重要だ。最近の学生は質問をしなくなったというから困る」

「上うえ野の……研究員、は。本当に？」

「ああ、今や観かん察さつ対象だ。連れ戻す相手じゃない。籍せきは室長権限で残しておくことにするが、実質的プラクテイカルには研究室長国の人間ではなくなるね。君の仕事、箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブの観察報告を行うパートナーにも代わりが要いるだろう。誰だれにするかは考え中だが、ま、全すべては君が退院してからかな」

　暗い窓の外と重なった日村の目が、怪け訝げんに揺れる。

「……俺おれを、罰さないのですか」

「言っただろう？　君は優ゆう秀しゆうな研究員だ。そして君は今回のことのように、新たな未知を生む要因でもある。とても楽しそうじゃないか、だから特に罰しはしない。だが──」

　拍明は唐とう突とつに振り向く。腰を屈かがめて、ベッドの上にいる日村に顔を近付けた。薄うすい微笑のまま。けれど、その瞳ひとみには冷れい徹てつな色を覗のぞかせて。息が届く至近からの、声。

「だが今後、夜知春亮を殺そうとすることは絶対に許さない」

「……っ」

「それは勿もち論ろん、間接的にでも。今日きようは君のせいでわざわざン・イゾイーに彼を助けさせる羽は目めになった。錐霞はいくら死んでもいいが、少なくともぼくの目が届く範はん囲いでは、彼を殺させるわけにはいかないのだよ。彼は大事な研究対象だ。今はいろいろ忙しいから見送っているが、いずれは真ま面じ目めに取り組むべき対象だろう。呪われない体質、だなんて──ひどく興きよう味みをそそるじゃないか。そんな貴重で有益なモルモットをだね、君の色欲のために失うわけにはいかないのだよ。わかったかい？　わかったのなら返事をするんだね」

　息を吞のむ音。日村の顔が俯うつむき、長い髪が擦こすれる。

　数秒の沈ちん黙もくがあり──

「わかり……ました」

「うん。ならよろしい」

　にかっと子供のように笑って、拍明はベッドから身を起こした。ポケットに手を突っ込み、軽い足取りで部へ屋やの出口に向かって歩き出す。

「そうだ、最後に言っておこう。当たり前のことだけどね──」

　ノブに手をかけたところで振り返り、拍明は言った。

「──恋をするなら、真面目に戦いたまえ。裏うら技わざはないよ」

　気き障ざな仕し草ぐさで手を振って、黒の白衣が病室の外に消える。

　ドアが閉まって残ったのは、静せい寂じやく。

　静寂。

　静せい寂じやく。

　拳こぶしを振り下ろされたベッドが、軋きしむ音。
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　文化祭の翌日、夜や知ち家けの居間。

「え〜と、黒くろ絵え……ど、どうした？」

「く、黒絵さーん？　美お味いしいお茶が入りましたよ〜。い、一いつ緒しよにどうですか〜？」

「……」

　春はる亮あき達の呼びかけにも答えず、黒絵は畳の上に横向きに寝転がっていた。二人ふたりには彼女の小さな背中しか見えない。そこに流れる黒髪の一ひと房ふさだけが、何やらひどく適当かつどうでもよさげな動きで、畳の上に《人》の一文字を繰くり返し描えがいていた……描く文字を間違えている気がするのだが。とにかくいじけた雰囲気だけはぷんぷん伝わってくる。

　その背中の向こうから聞こえてくる溜ため息いきは留とどまることを知らず、

「はぁ……」

「な、なあ黒絵。気持ちはわかるけど、終わっちゃったもんは仕方ないだろ？」

「ふぅ……」

「お店が忙しくて来られなかったのは残念ですが、また来年も文化祭はありますし……商売繁はん盛じよう、けっこうなことじゃないですか」

「ぼぇー」

「……ぼぇー？」

　突然リサイタル化する理由はよくわからないが、これは重症だ。楽しいことが大好きな黒絵だからして、文化祭に行けなかったことを残念がるのはとても理解できる。それでも、もう終わってしまったことだ。なんとか機き嫌げんを直してもらいたい。

「その……なんか見たい出し物があったとか、か？　よくわかんねーけど、演えん劇げき部ぶの公演とかなら記き録ろくしてるはずだから、誰だれかに頼んで」

「だ、ダメです絶対ダメです！　あ、あれは……悪いですが、とんでもない失敗作でした！　怪人・段ボール女の姿が映っていたりいなかったり！　見ないほうがいいですよきっと！」

「おぅ、なんでお前がそんなに必死に!?」

「……うちは……」

　ぽつりと聞こえてきた声。はっと春亮達は耳を澄すます。

　畳の上に文字を描いていた髪が、ぽてり、と力尽きたように倒れた。

「昨日きのうのうちは……まさに空気……」

　どういう意味だろう。そんな視し線せんをこのはと交わしていると、

「いろいろ、あったんじゃろ。なのに……ハル達が苦しかったのに、お手伝てつだいできんかった。それが、なんか、悔しい……」

　依然、顔はこちらを向かない。けれどその言葉が本心だというのは伝わってきた。

　春はる亮あきとこのはは同時に頰ほおを緩ゆるめ、

「お前の気持ちは嬉うれしいけどさ。気にすることねぇって」

「そうですよ。何事もなく終わったんですし。ね？　面めん倒どうなことしないで済んだと思ったほうが気が楽じゃないですか」

「それだけじゃ、ない。うちが一番、残念なのは……」

　はふぅーうーぅー、とわざとらしいほどに長い溜ため息いきが続き、黒くろ絵えは呟つぶやく。なぜか、今までのいじけっぷりとは不似合いなほどに情感の籠こもった力強い呟きだった。

「ふぃっちーとこのさんのナース姿、あとハルの白衣姿！　それを見れんかったのが、何よりも心残り……！　ああ、うちは、うちは……もうダメ……取り返しがつかん。初回限定版を予約したはずなのになぜか通常版が届いたくらいにダメっ……！」

「一番のガックリ理由はそれかよ!?」

「そ、そこまで凄すごいものでもないというか、その、わりと恥ずかしいものでもありましたし……そんなに気落ちしなくても！　ほ、ほら、フィアさんも何か言ってあげてください！」

　と、このはが首を回す。フィアは仰あお向むけに寝転んでいた。何か考え事でもしているかのように、ぼんやりと天てん井じようを見上げたまま、かちかちとルービックキューブを回し続けている。昨日きのうからずっと、フィアは様よう子すがおかしかった。後こう夜や祭さいのときも、渦か奈な達に誘われるままに踊り狂うものと思いきや、適当にダベりながらぼーっとジュースを飲んでいるだけだったのだ。何が原因かはよくわからない。

「……んー」

「はぁ、役に立ちませんね……燃もえ尽き症候群ってやつですか」

「……んー」

　適当な返事、かちかちという玩具おもちやの音。駄だ目めだ、フィアは戦力にならない。

「そうだ！　写真を撮とったぞ、確たしか。できたらお前にもやるから」

「それは当然、もらうけども。でも、それだけじゃ……うちが一番味わいたいのは雰囲気。文化祭の、ナース喫きつ茶さの雰囲気」

「雰囲気って言われてもな……」

「わかっちょるよ、これはわがまま。仕方がないもの。じゃから、別にいい……うちのことは気にせんで、ハル達はどうぞ文化祭の思い出話にでも華はなを咲かせちょって……」

　いじー。と謎なぞの擬ぎ音おんが出ていそうな気配けはい。写真でも駄目か。

「ああもう……なあ、元気出せって。俺おれができることならなんでも協力してやるからさ。夕飯は文化祭っぽい屋台風焼きそばでも作ってみるか？」

「──なんでも、って言った？」

　そこで初めて黒くろ絵えの顔が肩越しにこちらを向く。何やら嫌いやな予感。失言したかもしれない。

　助けを求めてこのはを見ると、彼女は「また春はる亮あきくんは……」などと呟つぶやきながらこめかみを押さえていた。それから黒絵はもぞもぞと体勢を立て直し、畳の上に正座する。どこか真剣な色を潜ひそませたぼんやり眼まなこがまっすぐこちらに届いてきて、そして。

「それでは、今から──お医者さんごっこをします」

「待て。そんなことをおごそかに言われても困るんだが」

　しかし黒絵は聞く耳持たず、

「……なんでも、って言ったじゃろ。ハル……うちに、噓うそ、ついたの？」

「うっ」

「ナース喫きつ茶さは取り戻せんから、せめて病院っぽい遊びの雰囲気を味わいたくて、だからお医者さんごっこしたいって言っただけなのに……うう、このままでは気が晴れん。ていうか気分が優すぐれないんです、ハルせんせぇ……」

「問答無用でいきなり始まった!?」

　膝ひざ立だちになった黒絵がにじり寄ってきた。そして彼女は、なぜか──自分のスカートを、つぃー、と持ち上げる。

「うちのここ、見てください、せんせぇ……なにか、おかしいんです……」

「な、何してんだお前!?」

「突然、なにか、くすぐったいような気持ちになって……いじらないと、気が済まないんです。熱あつくて、無む茶ちや苦く茶ちやにしたくて、痛いくらいにしたら、やっと気持ちよくなって……もう、昨日きのうから何度も、やっちゃった……」

　上うわ目め遣づかいの黒絵。持ち上げられたスカートがぷるぷると震ふるえている。あと数ミリその裾すそが上がれば、太ふと股ももの上にある何かが見えてしまいそうだ。つまり今は既すでにその太股が完全に見えてしまっている。つるんとして、華きや奢しやで、真っ白で、しかし一点だけがぽちりと赤い──

　そこで黒絵は突然素すに戻り、

「まあつまり、季節外れの蚊かに食われたということなんじゃけども。ハル、おくすり塗って？」

「虫刺されの薬くすりがある場所くらい知ってるだろ!?　自分で塗れ──って、いだだだ！」

「ふしだらブロッカー（消音編へん）……油断してはいけませんよ、春亮くん。そして黒絵さん、そんなのダメに決まってるじゃないですか！　わたしが塗ってあげますから、そんなふしだらなお医者さんごっこなんか止やめなさい！」

「えー。じゃあ、うちはナース役になろうかな。つまり次の患者はこのさん。このさんはハルにどこを診察してもらうんじゃろかー」

　ぴたり。

　そして──ごくり。

「……このは。今、唾つばを飲み込んだよな……？」

「な、何を言ってるんですか春はる亮あきくん？　あは、あははは。わたしは何も」

「その次は交代してハルを診察しちゃろうよ。熱ねつを測はかったり脈を取ったり、もう身体からだの隅すみ々ずみまで余すところなく検査を」

「は、春亮くんの身体を、検査……！」

　ややあって、春亮の目を押さえていたこのはの掌てのひらが離はなれる。こほん、と彼女は咳せき払ばらいして──にっこりと笑った。

「やっぱり、黒くろ絵えさんは大事な家族なわけですから。これはもうお医者さんごっこでもなんでもして、元気を取り戻してあげなければいけないとわたしも思うわけなのです。いいですね、お医者さんごっこ。素す晴ばらしいですね、お医者さんごっこ。さあ続けましょう」

「なんかよくわからんが敵が増えたっ!?」

　くっくっく、と似たような含み笑いを不気味に漏らしながら、黒絵とこのはがにじり寄ってくる。助けを求めて春亮は周囲を見回すが──

　やはりフィアは、ぼんやり天てん井じようを眺めてルービックキューブを回しているだけだった。
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　──天井を眺めながら、フィアは昨夜ゆうべのことを思い出す。《エクセター公の"The rack - Dukes'娘daughter"》形態を封じることになる、免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスク。それを挿入してもらったときのことを。

　そして、そのときに起きた、一つの些さ細さいな事件のことを──




「おうっ、暗い。なんで電気点つけてないんだ？　これじゃ嵌はめられないぞ」

「べ、別にいいではないか。そんな気分なのだ！　見えんというなら懐かい中ちゆう電灯というやつでも持ってこい」

　ぶつくさ言いながら春亮が部へ屋やを出ていき、立方体姿のフィアは嘆たん息そくする。なんで電気を点けていないのか、と問われても、自分でもわからない。今日きようはおかしい。いろいろとおかしい。こうして免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを入れてもらうのはいつものことだが、今日だけは何かおかしな顔をしたり変なことを言ってしまいそうだったから、電気を消しておくしかなかったのだ。実際のところ、顔、は立方体姿なので見られはしないのだが──気分的に、だ。

　そのうちに春亮が帰ってきて、いつもの行為が始まる。

　春亮の手が、自分の身体をまさぐる。その一番奥深いところを、顕あらわにしていく。

「うーん、見にくい。で、これをこうして、と……」

　多少、誤算だった。自分の顔が見られないのはいいのだが、その代わりに春はる亮あきの顔がよく見える。真剣な顔。懐かい中ちゆう電灯の明かりだけを頼りに、細かい作業をやっているのだから当然だが。暗い部へ屋やの中はそれしか見えない。おかしな気分がさらにおかしくなるが、今いま更さら電気を点つけろと言うわけにもいかなかった。

「よし、と。じゃあ入れるぞ」

「お、おう。や、優やさしく、ゆっくりだぞ。乱らん暴ぼうに、するなよ……？」

「わかってるって。ゆっくり、ゆっくり、な──」

「ん……あ、ぅうんっ……」

　入ってくる。春亮の持ったあれが、自分の中を擦こすりつつ、緩かん慢まんに埋没してくる。

　まだ、少し痛い。

　手があればぎゅっと拳こぶしを握にぎり締しめているであろう痛みに耐え、目があれば片目だけを開いて恐る恐る表情を窺うかがっているような半端な視覚で、春亮の顔を見る。やはり真剣だ。懐中電灯の明かりに照らされた自分の秘部を、覗のぞき込まれている。あまり顔を近付けるな、といつも言っているのに──息が、少しだけ、かかっていた。なぜか、ぞくりと背筋が震ふるえる。

「もう少しだ。奥まで、押し込むぞ……？」

「あ、はっ……ん。わかっておる、わかっておるから、早く、し……ぉっ!?」

　入った。全部、奥まで、挿入された。

　いつものように、何とも言いい難がたい倦けん怠たい感かんと疲労感──そしてもう一つ、よくわからない感覚が全身に満ちる。決して嫌いやではないが、その嫌ではないことがなぜか少しだけ恐ろしい感覚。

「お……終わったなら、早く、戻せ。ハレンチ、小僧め……ふ、うっ」

「はいはい、お疲れさん。あー、なんか目が痛いぞ。絶対視力落ちたよ」

　また敏感な部分が春亮の手で弄いじられ、かちゃかちゃと自分が閉じられていく。何事もなく終わってくれた、と安あん堵どの溜ため息いきを漏らしたとき──

「じゃあ、な。いつものことだけど、なんかおかしなことになったらちゃんと言うんだぞ。って、あたた、足が痺しびれっ……！」

　正座に近い状態で作業していたせいだろう。立ち上がりかけた春亮がふらつく。さらに、部屋の暗さのためか、その痺れた足をこの自分という立方体に当ててしまって悶もん絶ぜつ。軽く倒れ込んできて──両手でこの鉄てつ塊かいを摑つかんで身体からだを支えはしたが、その勢いで顔が下がり──

　ちゅっ。

（──★☂♨◆[image: ][image: ]!?）

　鉄の肌にその口が触れた。触れた。全身に不可解な衝しよう撃げきが走り、意味不明な熱ねつ量りようが湧わき上がってきた。ぽかぽかむわむわと熱あつい。火が焚たかれる《良く"The red 啼く- hot鋼鉄の bull 牡牛voices"》が使われたときでもこんな熱は感じない。ああ、これが、唇──あのとき屋上で見た、唇の感触なのか。

「ぐああ、し、痺しびれが、やっと……ふぅ。あ。わ、悪かったなフィア。大丈夫か……？」

　春はる亮あきが慌あわてて身を起こす。なぜかビクビクしている。咄とつ嗟さにこの自分の身体からだを摑つかんで体重を支えたことを気にしているのか。勿もち論ろん、普段ふだんなら怒りまくっているところだが──今はなぜか、怒る気にはなれなかった。

　春亮は今のことについては気にも留とめていないようだった。何が起こったのか気付いていないのか。あるいは、口が触れたことなどどうでもいいのか。いや、気付いていないのだろう。一いつ瞬しゆんだった。偶ぐう然ぜんだった。事故、だった。

　そう、だから──




　居間の天てん井じようを見上げながら、周囲の騒さわがしさを感じながら。

　かしょん、とルービックキューブを回す。

　冷静に考えよう。あれがどんな行為なのかは、テレビなどで見て知っていた。なんというか──好き合ったもの同士がするものだと、理解している。

　けれど春亮と錐きり霞かはそうではないだろう。テレビで見たような、ハレンチにベタベターっとしていることもないし、お互いの目を見つめ合ったりすることもないし、携けい帯たい電話で怒ど鳴なり合ったりした挙句になぜか雨の中で抱だき締しめ合ったりもしない。もっと簡かん単たんに言えば、あれは白しら穂ほとサヴェレンティのような間柄の二人ふたりがやるようなものなのだ。

　なのに、なぜ？　あの屋上で見たものは何だったのか？

（うむ。それが疑問その一。しかし、それはもうわかっている。昨夜ゆうべのあれがヒントだ……）

　事故だ。

　あれは事故で起こりうる。

　実に単純で明快な解だ。錐霞は全力で戦ったり怪け我がしたりしていたのだ、足に力が入らずフラッとしてしまうこともあるだろう。間違いない。

（そして、疑問その二だ。どうしてあれを見たとき、私の胸がおかしなことになってしまったのかというと──）

　そこで一ひと際きわ大きな声が聞こえてきて、かくり、とフィアは首を横に傾けた。

「ち、ちょっと待てぇええ！」

「このさん、そっち持ってそっち。シャツのボタンはうちが外すから」

「待ってください、ボタンを外す役目は譲ゆずれません！」

「えー。じゃ、うちは体温計をグイグイとハルの肌に押し当てる係ー」

「そ、そっちも譲れません！」

「……このさん、意外と暴ぼう君くんじゃね」

「いいからお前ら、とりあえず俺おれの上から降りてくれませんかね!?」

　騒がしい。今まではそんな気分ではなかったが、さすがにそろそろイラッとしてきた。自分がいないのをいいことに、あんなハレンチな行為をしているとは。嫌いやがったり驚おどろいたりしているが、きっと心の奥では春はる亮あきは喜んでいるに違いない。なんとハレンチな男だ。

（……ん？）

　同じなのかもしれない、と思った。あの屋上のときと。

　いや、そうだ。きっと同じだ。

　事故とはいえ、ハレンチなものを見た。寝ているようだったとはいえ、春亮が喜ぶハレンチな出来事だと思った。いや、本当に寝ていたかどうかも怪あやしい。なぜか確たしかめる気にはならないが、何にしろそういう可能性があるということが大事だ。

　だから、なのだ。

　自分の胸は、きゅーっ、とではなく、むかむかーっ、としていたのだ。実際、あのときの感覚などよく覚えてはいない。はっきりとは断言できないが──うん。その可能性は、高い。

　そこでふとサヴェレンティの顔が頭に浮かんできて、彼女に聞けば何かがわかるような気がしたが、同時にどうしてか聞かないほうがいいような気もした。いやいや当然だ、これは彼女には何の関係もないことで、わざわざ何かを聞く必要などあるはずもない。聞けば何かわかるような気がしたのは錯さつ覚かくだ。とにかくあのときの妙な気分は単にムカムカしていたからに決まっているのだ。

　とすると──なんだ。なにもおかしなことはないではないか。

「……うむ！」

　がばりと上半身を起こすと、居間にいた三人の視し線せんが一気に集まる。

「うわぁ？　つ、ついに目覚めたかフィア!?　助けてくれ！」

「助ける、だと？」

　にやりと笑ってから、ごろごろと横回転して畳の上を移動。

「なぜ私がお前を助けてやらねばならんのだ、ハレンチ小僧め……さっきから人の横でドタバタとやりおって。そんなにお医者さんごっことやらがしたいのなら、いいだろう。私が相手をしてやろう！　患者の体力を確かめるための検査その一！　くすぐりの刑！」

「刑って言ってる時点で何かおかしいとうひゃひゃひゃ!?　や、止やめてくれ！」

　そんな懇こん願がんは聞こえない。春亮の脇わき腹ばらをまさぐり続ける。

「ふふん、いい気味だ。ハレンチにも貴様の身体からだに肉を押しつけておるウシチチ女が丁度いい重しになっておるからな。逃れられまい」

「重し!?　し、失礼な……！　ってわたしは別に身体を押しつけてるわけじゃなくてですね、暴あばれる患者の服を脱がす献身的なナースさんの形態模も写しやをしているだけでありまして！」

「このさんの言いい訳わけはよくわからんけど、面おも白しろそうじゃからうちも協力ー。うりうり」

「か、髪が、髪がー!?　ふひゃは、待て黒くろ絵え、それは卑ひ怯きようだ！」

「いいぞクロエ、その技わざのくすぐり効果は身を以て知っておる。存分にやるがいい！」

　くすくす笑いながら、フィアは手を動かし続ける。

　考えてもわからないことはいろいろある。正解が出ないものはいろいろある。

　昨日きのうの文化祭で、あの道場で、聞いたことだった。そして言ったことだった。

　何も、無理に知ろうとしなくてもいいではないか。

　それよりも大事なことはある。

　無知なものには無知なりの動き方がある。

　だからこうしよう。間違っているのかもしれないが、こうしよう。

　わからないことは忘れて、いつも通りに。

　そうしたほうが、きっと楽しい。

「ふふふ、春はる亮あきよ、大人おとなしく我われ々われの手に落ちろ！　一日のおせんべ限界量を引き上げると約束するなら解放してやらんでもない！」

「俺おれを苛いじめる趣しゆ旨しが二転三転してるぞ!?」

　──けれど。

　どうしてそうなるのかわからないことでも。

　考えてもその答えが出ないことでも。

　一つだけ、忘れないようにしようと思った。

　それ自体を忘れてしまうのは、あまりにも勿もつ体たい無いような気がしたのだ。




　春亮の唇と自分の身体からだが触れ合った感覚が、

　とても心地ここち好よく、

　とても幸せなものだったことは。







　あとがき




　お久しぶりです、実は褐かつ色しよくキャラ大好きな水みな瀬せです。Ｃ３Ｖ巻をお届けします！




　そんなわけで一行でバラしてみました。今巻の新キャラの一人ひとりは褐色乳です。今までのシリーズでは出せなかったので、人生初の褐色キャラですよ。あと彼女に関してはアレだよね、名前が発音しにくいよね……担当さんとの電話打ち合わせしてるときに実感しました。誰だれだこんな名前にした奴やつは。俺おれだよ。でもわりと名前自体は気に入ってます。

　そしてもう一人の新キャラは濡ぬれ乳。これはもう何も言わなくてもいいですね。「水に濡れてる女の子は数割増しで可愛かわいく見える理り論ろん」が古代ギリシャの時代より提てい唱しようされているとかいないとか。「可愛く」の部分を「エロく」にしても通じます。むしろ今巻の人はそっち系。

　勿もち論ろん、新キャラだけでなくいつものキャラ達も頑がん張ばっているのでご安心を。今回は文化祭編へんということで、普段ふだんはできない恰かつ好こうを思う存分してもらった感じです。これを書いている今はまだラフしか見ていないのですが、もうこの時点で可愛すぎるぜ……！　さそりがためさんに大だい感かん謝しやしつつ、実際のイラストがどうなるのかを楽しみに待っている次第です。グフフ。




　さて、文化祭編なのでここで一つ高校のときの文化祭の思い出なんかを語ろうとしたわけですが──アレ？　あまり思い出せないぞ……？　軽音部でライブしたりしてわりかし毎年楽しくやってた記き憶おくはあるものの、メインたるクラスの出し物で何やったのかがサッパリです。三年分。そのわりに妙にロリ体型だった同級生がなぜかランドセル背負ってコスプレしてて普通に小学生にしか見えずに驚おどろいたとかいう記憶だけは残っています。ダメすぎる。現在高校生の皆さんは、こんな大人おとなにならないようにちゃんと思い出作りに励まれたし。




　今巻はいつも以上にいろいろな方々にお世話になりました。担当編集川かわ本もと様、毎回素す晴ばらしいイラストを描かいてくださるさそりがため様、作中のちょっとした小ネタに快く許可を出してくださったおかゆまさき様、この本の作成に関かかわった全すべての関係者様方──そして勿論、このシリーズを読んでくださっている読者の皆様へ。心より、ありがとうございました！　今後ともよろしくお願ねがいします！




　それでは、今回はこんなところで。次はⅥ巻……春が来るよりも先にお届けできるように頑張ります。





水瀬葉は月づき
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水みな瀬せ葉は月づき

写真は大方の予想通り５巻発売の喜びで５×５になってしまった作者の姿。そして数年ぶりに軽音部仲間とスタジオに入った姿。ベーシストなのに叩けもしないドラムで遊んでおります。だって、その、数曲で指が……！
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さそりがため

千葉県出身の限り無くＯ型に近い性格のＡ型。

最近、コラーゲン鍋にハマってます。

肌荒れに凄い効く〜……超オススメです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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